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1 
 
第一部 序論 
 
第 1章 本論文の目的 
1.1 本論文の目的及び研究対象 
 
本論文の目的は、親族語を中心とした現代ウズベク語の呼称を整理・分析し、日本語との類似点
と相違点を明らかにすることである。具体的には、ウズベク語話者を対象に行ったアンケート調査
や現代文学作品及び映画から抽出した会話文を資料として、話者が日常生活の中で親族・姻族に呼
びかけたり言及したりする時にどのような言い方をするのか、相手との距離や年齢の上下といった
さまざまな対人的要因とのかかわりを考慮しながら詳細に検証する。 
親族内での対話において、話し相手に直接呼びかけたり言及したりする際、さまざまな表現が用
いられる。例えば、人称代名詞（単数二人称代名詞普称の senや敬称の sizなど）や親族語（dada
（父）や ena（祖母）など）はもちろん、名前や愛称（Guli（←Gulčehra）、Abdiš（←Abdulla）
など）のようなさまざまな表現がそうである。英語ではこれらの語類を総称して address form
（adress termとも）と呼んでいる（Brown & Gilman（1960）、Brown & Ford（1964）、Braun
（1988）など）。同様の概念について、日本語では術語が一定しておらず、「呼称」「呼びかけ（表
現）」「対称詞」などが使われているが、本論文では、これらの語類を総称して呼ぶ際には「呼称
（表現）」という述語を用いる。 
ウズベク語の呼称に関する先行研究として、Iskandarova（1993）、Ahmedova（2008）、
Xudoyberganov（2008）、Saidova（1993、2001）などが挙げられる。これらの論文においては、
呼称の定義や指示範囲などについて不明確な点が多く、呼称表現の種類や使い分けなどに関して指
摘するにとどまるものが多い。特に、呼称表現の体系や用法について実態調査によるデータに基づ
いて検討した研究はほとんどない。また、両言語の呼称について対照的な観点から書かれたものは、
筆者の調べた限りでは見当たらない。このように、両言語の呼称表現の体系や用法の相違を知るう
えで直接参考にできるデータがないのが実情である。 
本論文では、今までの研究においてそれほど注意が向けられてこなかった呼称表現に焦点を当て、
親族間で最も多用されると思われる人称代名詞、親族語、愛称の 3種類の表現形式についてアンケ
ート調査や文学作品などの言語資料に基づいて分析・考察を行う。具体的には、親族語と愛称につ
いては、バリエーションが多く、どういう形が出るかということを幅広く調査する必要があると考
えられるため、ウズベク語母語話者を対象にアンケート調査を実施し、回答を記入してもらうとい
う形で行う。しかし、人称代名詞はバリエーションがそれほど多く出るわけではなく、それぞれの
形式について量的に十分なデータを収集する必要があると考えられるため、主として現代の文学作
品を資料として調査を実施し、それに基づいて分析・考察を行うことにする。 
 
1.2 本論文の構成 
 
 本論は、三つの部から構成されている。第一部は「序論」、第二部は「本論」、第三部は「結び」とな
っている。以下、それぞれの部の内容について簡潔に述べる。 
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第一部 序論 （第 1章～第 2章） 
まず、第 1章では、本論文の目的及び研究対象について述べる。また、本論文の構成を概観する。
そして、ウズベク語の先行研究や調査データ及び資料を記述する際の表記や訳等について説明する。 
第 2章は、ウズベク語の全般的な概説である。ウズベク語が話されている地域や方言差などにつ
いて述べた後、本論文を理解するうえで必要となるウズベク語の音韻的特徴や文法を概説する。 
 
第二部 本論 （第 3章～第 6章） 
第 3章では、本論文をめぐる基本概念と下位分類を整理する。「呼称」に関する従来の議論を整
理したうえで、親族呼称と親族名称、愛称などに関する本稿の定義について述べる。なお、後に述
べるように、ウズベク語の呼称をめぐる基本概念と分類に関する先行研究はほとんどない。それゆ
え、本稿では日本語の呼称をめぐる先行研究を整理することによって目的を果たすことにする。 
第 4章では、人称代名詞に関する記述を行う。呼称表現の中に人称代名詞を含めるのは一般的で
はないと思われる。特に、のちに詳しく述べるように、ウズベク語では人称代名詞を呼びかけ表現
に使うことはほとんどない。しかし、少なくとも人称代名詞は言及用法を持っている。また、特に
人称代名詞は話し相手の待遇に関連するという点で、聞き手をどのように種類分けするかという枠
組みとしての性格を有する。それゆえ、「人を指す表現」としての呼称を記述する際の準拠枠とし
てまず人称代名詞、特に二人称代名詞の記述が必要であると思われる。 
まず、両言語の人称代名詞をめぐる先行研究を概観し、その問題点を指摘する。次に、ウズベク
語の文学作品から収集した会話文の資料に基づいて、主としてウズベク語の二人称代名詞の使用実
態を調べ、その特徴を検討する。現代ウズベク語の二人称代名詞 siz は、学校の教科書や文法書な
どでは、複数の二人称代名詞として位置づけられ、単数の敬称二人称としての用法はその存在が指
摘されるにとどまる。しかしそのような記述では、現代ウズベク語の siz の用法を正確に把握して
いるとは言えないと思われる。本稿では、元来複数二人称代名詞として扱われてきた sizについて、
現代語では敬称の単数二人称代名詞への変化を遂げつつあると考えるため、siz を敬称の二人称代
名詞として解釈したほうが矛盾なく説明できることを提案する。また、二人称代名詞 sen と sizの
使い分けと所有二人称接尾辞との関係及び動詞人称語尾との一致現象について実例に基づいて考察
する。 
第 5章では、親族語に関する記述を行う。まず、両言語の親族語をめぐる先行研究を紹介し、そ
の問題点を指摘する。次に、11名のウズベク語母語話者（タシケント州チナズ市出身者）を対象に
行ったアンケート調査に基づいて、ウズベク語の親族語について、年齢の上下や親疎関係など諸フ
ァクターとのかかわりをくわしく検討する。親族語について考察する際、血縁関係の「親族」と婚
姻関係の「姻族」に分けて分析する。考察範囲は、「親族」の場合、本人を基準にして、上位 2世
代（祖父母、両親、おじ・おばとその配偶者）、同世代（兄弟姉妹とその配偶者及びいとこ）、下
位 2 世代（息子・娘とその配偶者、甥・姪、孫とその配偶者）まで合わせて 5 世代とし、「姻族」
の場合、配偶者と配偶者の両親、配偶者の兄弟姉妹とその配偶者までとする。それから、日本語の
親族語について、ウズベク語の場合と同じような方法で、同人数の日本語母語話者を対象に行った
アンケート調査に基づいて、日本語の親族間での呼称を整理・分析する。最後に、調査結果によっ
て明らかになった両言語の親族語の異同を検証する。 
 第 6章では、愛称について記述する。第 5章で明らかになることとして、ウズベク語では（そし
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て日本語でも）目下の人には名前で呼びかけるのが一般的であるが、その際にしばしば愛称が用い
られる。そこで、愛称の構成法について一章を設けて記述する。 
まず、両言語の愛称をめぐる先行研究を紹介し、その問題点を指摘する。次に、14名のウズベク
語母語話者（チナズ市出身者 13 名とタシケント市出身者 1 名）を対象に行ったアンケート調査に
基づいて、ウズベク語の愛称形成法について考察する。ウズベク語の愛称の作り方は、大きく分け
て個人名の構成要素の省略と個人名への接辞添加によるものの 2種類あると思われるが、その具体
的な形成方法について、形態音韻論的観点から分析する。最後に、愛称をめぐる両言語の類似点と
相違点を検討する。 
 
第三部 結び （第7章） 
 最後の第 7章では、本研究で明らかになったことを再確認し、今後の課題について述べる。 
 
1.3 引用等の表記、訳などについて 
 
 ウズベク語の正書法は、現在に至るまでアラビア文字、ラテン文字、キリル文字としばしば変更
されてきた。ロシア革命後、チャガタイ文語 1の文字であったアラビア文字を改良しようという目
的で改革が進められ、1923年に 23の子音と 6母音を持った新しいアラビア文字の正書法（改良ア
ラビア文字正書法）が導入された。そして、チュルク民族の文字にラテン文字を導入しようとする
動きが始まり、1929年にラテン文字が導入され、その基礎言語としてキプチャク・ウズベク方言が
選択された。その結果、母音調和 2が公的に認められ、母音の数は 6母音から 9母音に入れ替えら
れた。その後、1934 年にタシケント方言を基礎として 9 母音から 6 母音に改められ、母音調和を
反映した表記が廃止された。1940年には、ラテン文字からキリル文字に置き換えられた。ソ連崩壊
後、1993年に、正書法はふたたびラテン文字へと変更された（庄垣内 1988a：832-833）。 
今日では、キリル文字とラテン文字が並立的に使用されているが、将来的にはラテン文字表記に
完全に移行する計画が立てられている。 
本論文では、ウズベク語で書かれた文献の引用や例文、及び調査データの表記は、キリル文字表
記、ラテン文字表記を問わず IPAを交えた音素表記に転写して表記する。なお、キリル文字やラテ
ン文字による表記を示す必要のある箇所はその限りではない。具体的な表記法は概ね庄垣内（1988：
829）に従う。正書法では、人名などの固有名詞や文頭の頭文字を大文字にする決まりがあるが、本
論文においても、引用や例文などの文頭の文字を大文字で示す。キリル文字とラテン文字の対応関
係、及び転写する音素表記との対応関係については、表 1を参照されたい。 
例文は音素表記に転写したうえで、問題となる部分にのみグロスを付けて例示する。グロスでは、
形態素境界を-（半角ハイフン）で表記する。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
1 チャガタイ文語は、かつてのカラハン朝チュルク語とホラズムチュルク語とを引き継ぎ、チムール朝時代にミール・アリー・ 
シール・ナヴァーイ （ー1441-1501）の手で完成された文語である。この文語は、広く中央アジア一帯のチュルク民族に用いられ
たが、その性格はウズベク語に最も近く、「古ウズベク語」とも呼ばれている。（庄垣内 1988a：832-833）による）。 
2 母音調和（vowel harmony）とは、連続する音節内での一つ、あるいはそれ以上の素性に関する母音の一致を言う。例えば、ト
ルコ語の köy（village）は、öという前舌母音を持つが、son（end）は後舌母音を持つ。これらに調和する形で、複数を示す接
辞はköy-ler（villages）では前舌母音 eで、son-lar（ends）では後舌母音 aとなる（中島・瀬田 2009：334による）。 
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例文及び引用の日本語訳は、全て筆者によるものである。また、例文などにおける太字や下線な
ども筆者によるものであり、本論文の体裁に合わせて変えてある。 
例文にはその出典を各例文の右下に示す。なお、例番号や図表番号及び注の番号は連番である。 
 
表 1. キリル文字とラテン文字の音素表記との対応関係 
キリル文字 ラテン文字 対応音素 
А а A a a 
Б б B b b 
В в V v v 
Г г G g g 
Д д D d d 
Е е Е е/Ye ye e/ye 
Ё ё Yo yo yɔ 
Ж ж J j j 
З з Z z z 
И и I i i 
Й й Y y y 
К к K k k 
Л л L l l 
М м M m m 
Н н N n n 
О о O o ɔ 
П п P p p 
Р р R r r 
С с S s s 
Т т T t t 
У у U u u 
Ф ф F f f 
Х х X x x 
Ц ц Ts ts ts 
Ч ч Ch ch č 
Ш ш Sh sh š 
Ъ ъ ’ ’ 
Э э E e e 
Ю ю Yu yu yu 
Я я Ya ya ya 
Ў ў O‘ o‘ o 
Қ қ Q q q 
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Ғ ғ G‘ g‘ ġ 
Ҳ ҳ H h h 
НГ нг Ng ng ŋ 
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第 2章 ウズベク語概観 
2.1 使用地域と方言分布 
 
ウズベク語は、アルタイ諸語のうち、チュルク語の一つであり、その使用地域は、ウズベキスタ
ンだけでなく、中国・新疆ウイグル自治区からキルギスタン、カザフスタン、トゥルクメニスタン、
タジキスタン、アフガニスタンなど、広く近隣諸国にまで及び、中央アジア地域では最大の民族語
である。人口 2500 万近いとみられるウズベク系の人々の多くが話し、ウイグル語とも相互理解が
可能なほど近い方言関係にある（中嶋 2015：i）。 
ウズベク語の方言については、Polivanov（1933）、Yudaxin（1939）、Borovkov（1953）など多
くのチュルク語言語学者や方言学者によってさまざまな立場からの分類が検討されてきた。     
Reshetov et al.（1978）は、それまでの分類を比較・検討し、ウズベク語の諸方言の音韻・形態
的特徴や他言語からの影響などを考慮したうえで、ウズベク語の方言をカルルク・チギル・ウイグ
ル方言、キプチャク方言、オグズ方言という三つのグループに大別した。この分類は、今のところ
有力な分類方法の一つである。 
Reshetov et al.（1978）の挙げる方言グループの主な特徴と下位分類は以下の通りである。 
 
1） キプチャク方言（pp. 41-42） 
キプチャク方言はカザフ語やカラカルパク語などの影響を受け、それらの言語と共通する特徴を
持っている。下位方言としては、中部ホラズムと北方ホラズムの諸方言、クラマ諸方言、カザフ・
ナイマン諸方言、キルク諸方言、ラカイ諸方言などがある。この方言グループには、以下のような
音韻・形態的特徴がある。 
① カザフ語、キルギス語、カラカルパク語などに特有な母音調和を持っており、iに対する後舌の
ï3と、u、oに対する前舌のü、öがある。 
② 語頭の yが jに変化する。yol→jol（道）、yaman4→jaman（悪い）など。 
③ ġが vに変化する。taġ→tav（山）、aġïz→avuz（口）など。 
④ g、ġが yに変化する。sigir→siyir（牛）、yiġin→jïyïn（集まり）など。 
⑤ 母音と母音の間のk、p、qが有声化する。qap→qabï（袋）、ek→egip（蒔く）、čïq→čïġïp（出
る）など。 
⑥ 語頭にhが現れる。ayvan→hayvan（ベランダ）など。 
⑦ 語末のk、qが脱落する。sarïq→sarï（黄色い）、kičik→kiči（小さい）など。 
⑧ 属格（-niŋ）と対格（-ni）における子音n、t、dが交替する。属格：-nïŋ/-niŋ、-dïŋ/-diŋ、-tïŋ/-
tiŋ、対格：-nï/-ni、-dï/-di、-tï/-ti 
⑨ 単数人称代名詞の与格は、一人称はmaġan、二人称は saġan、三人称はuġanである。 
⑩ 現在進行は-(a) jatïrという形式で表される。barajatïr（向かっている）など。 
⑪ 現在未来形動詞 5は-(a/y) tïġan という形式を取る。kelatïġan（来ることになっている）など。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
3 母音 ï、ü、öの表記はReshetov et al.（1978）の表記に従った。 
4 語形yaman、taġ、aġïz、qap、ayvanなどの表記はReshetov et al.（1978）の表記に従った。 
5 形動詞とは、「動詞的な形容詞」を意味する用語であり、日本語動詞の連体形に相当する。動詞と形容詞の両方の機能を兼ね備  
え、動詞本来の機能はその語幹部までが担い、形動詞語尾の付いた形自体は形容詞相当語である（中嶋 2015：89による）。 
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2）オグズ方言（p. 42） 
オグズ方言は、トルクメン語やアゼルバイジャン語などと共通する特徴を持っており、下位方言
としては、南方ホラズム諸方言と北方オグズ諸方言などがある。オグズ方言の特徴は以下の通りで
ある。 
① オグズ方言も、キプチャク方言と同様、母音調和を持っている。 
② トルクメン語にあるような長母音が存在し、短母音と長母音が区別される。at（馬）に対する
a:t（名）や ot（草）に対する o:t（火）など。 
③ 初頭のk、tが有声化する。kel→gel（来る）、til→dil（舌）など。 
④ ġが vに変化する。aġïz→avuz（口）など。 
⑤ 属格（-niŋ）は-ïŋ/-iŋという形式で表される。 
⑥ 与格（-ga）は-aという形式で表される。 
⑦ 動詞 bol-（なる）は、語頭の bが脱落する。（bol-→ol-）など。 
 
3）カルルク・チギル・ウイグル方言（pp. 37-41） 
この方言の大きな特徴はタジク語の影響を強く受けており、母音調和が支配的ではないことであ
る。この方言は現代ウイグル語と共通する特徴を持っている。下位分類としては、アンディジャン、
マルギラン、ナマンガンなどのフェルガナ盆地の諸方言、タシケント市及びタシケント州の諸方言
を含むタシケント方言、ジザフ方言、カルシ方言などがある。この方言グループには、以下のよう
な共通する特徴がある。 
① tが čに変化する。tišla→čišla（噛んで）、tušti→čušti（降りた）など。 
② qが xに変化する。toqsɔn→toxsɔn（九十）など。 
③ lがnに変化する。koylak→koynak（シャツ）など。 
④ 語末のk、qや g、ġが脱落しない。qišlɔġ（田舎）、yoq（無い）など。 
⑤ 属格（-niŋ）と対格（-ni）は、同じ-niという形式で表される。 
⑥ 語に属格や対格が付くと完全な順行同化 6 が起こる。tuz（塩）+ niŋ（属格）／ni（対格）→
tuzzi、temir（鉄）+ niŋ（属格）／ni（対格）→ temirriなど。 
⑦ この方言グループでは、現在進行形は二つの形式がある。 
A：-vat（ウイチ）及びその異形態の-vɔt（タシケントやその周辺）、-ut（ナマンガン） 
B：-yap（フェルガナ盆地のアンディジャン、マルギラン、コーカンドなど） 
Reshetov et al. eds.（1978）によると、現代標準ウズベク語の形成において、カルルク・チギル・
ウイグル方言のタシケントとフェルガナグループに入る方言の影響が大きいという。 
 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
6 同化（assimilation）とは、言語音の連鎖の中で、ある音が隣接する音に影響されて類似の音に変わることである。同化は、まず、
同化の度合いによって、「完全同化（complete assimilation）」と「部分同化（partial assimilation）」に分けられる。完全同化は、
隣接音とまったく同じ音素に変わることであり、部分同化は、関与した音素の一部の調音特徴ないし素性の同化である。同化は
また、同化の方向によって「順行同化（progressive assimilation）」と「逆行同化（regressive assimilation）」に分けられ、順行
同化は先行音が後続音を、逆行同化は後続音が先行音を同化することである。（亀井・河野・千野編 1996：977-978による） 
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以上、ウズベク語の使用地域や方言分布、及び方言差について概説した。なお、本論文では、ウ
ズベク語の親族語や愛称について検討する際、主としてタシケント州のチナズ市に在住するウズベ
ク語母語話者を対象に行ったアンケート調査の結果を参考にした。ゆえに、本論文の「親族語」と
「愛称」の節で記述するウズベク語は、主としてチナズ市で話されている言葉（以下、チナズ方言）
のことである。チナズ方言は、Reshetov et al. eds.（1978）の分類で言うと、カルルク・チギル・
ウイグルグループのタシケント方言に入る。 
チナズ市はタシケント州の都市の一つであり、首都タシケントから南西に約63kmの位置にある。
チナズ市の地理的位置については、図 1を参照されたい。 
 
図 1. チナズ市の地理的位置 7 
 
 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
7 以下のURLを参考にしている。 
https://yandex.ru/maps/?ll=69.020293%2C41.124062&mode=routes&rtext=40.934806%2C68.763304~41.311151%2C69.279
737&rtt=auto&z=10 （参照 2019年2月25日） 
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2.2 音韻・文法 
 
この節では、本論文を理解するうえで最低限必要となるウズベク語の音韻・文法に関する事項に
ついて述べる。ウズベク語の音韻・文法について述べる際、主に、庄垣内（1988a）、Tursunov et 
al.（1992）、Asqarova et al.（2006）を参考にする。 
 
2.2.1 音韻 
 
1） 母音 
 
現代ウズベク語には、i、e、a、ɔ、u、oの 6種類の母音がある。これらの母音は、発音する際に、
舌が前にあるか後ろにあるか、唇の形が円唇か非円唇か、口の開きが広いか狭いかによって次のよ
うに分類される。 
  
表 2. ウズベク語の母音体系 8 
  非円唇 円唇 
前舌 後舌 前舌 後舌 
狭母音 i   u 
半広母音 e   o 
広母音 a   ɔ 
 
庄垣内（1988a：829-830）によると、標準ウズベク語の母音は、イラン語の影響によって、チュ
ルク語の特徴の一つである母音調和が完全に消失してしまったという。その結果、母音の数が 2～
3種減ったと指摘している。 
 
2） 子音 
 
庄垣内（1988a：830）をもとに、ウズベク語の子音体系を示すと次のようである。 
        
閉鎖 無声 p t  k q ʔ 
 有声 b d  g   
摩擦 無声 ф s š x  h 
 有声  z ž ɣ   
破擦 無声  ts č    
 有声   ǰ    
共鳴  m n  ŋ   
  w i
ママ
9 y    
   r     
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本稿では、音素表記に転写する際、概ね上に示した庄垣内（1988a）の表記に従うが、以下のよ
うな場合には、＜α→β＞の βの表記法を採用する。 
 
キリル文字  ラテン文字  対応音素 
В в  V v  w → v 
Ъ ъ  ’  ’  ʔ → ’ 
Ғ ғ  G‘ g‘  ɣ → ġ 
Ж ж 
 
 J j  ž → j 
なお、「ŋ」は、「n」と「g」を結合したような形になっている。見かけ上は「-ng-」というスペル
になっていても、語尾が「-ng」で終わる単語に他の音が続く「-ng＋他の音」の場合や、語尾が「-
n」で終わる単語に「g-」で始まる部分が続く「-n＋gで始まる部分」の場合や、単語に「-ng」で始
まる部分が続く「単語＋-ng で始まる部分」などさまざまなパターンがある。本稿では、いずれの
場合も「ŋ」と表記する。但し、「-ng-」に母音が続く場合は、「ŋg」と表記する。 
 
3） 音節構造 
 
ウズベク語の音節構造について、庄垣内（1988a：830）は、次の六つの型を挙げている。 
V  u（それ） 
C V  bu（これ） 
V C  ɔt（馬） 
C V C   bir（一） 
V C C  ust（上） 
C V C C  tort（四） 
 なお、ロシア語からの借用語には、C C V、C C V C、C C V C C、C C C V、C C C V C、C V C 
C Cなどもみられると指摘している。 
 
2.2.2 文法 
 
ウズベク語は、SOV型の語順を持っており、接尾辞と後置詞によって文法範疇が表現される（庄
垣内 1988a：830）。 
 
1) 数 
 
ウズベク語では、数えることができる具体的なものを表す名詞（具体名詞）は、単数と複数の区
別をする。Tursunov et al.（1992：255-257）は、複数を表す方法として、① 形態論的な方法と、
② 語彙・意味論的な方法の二つを挙げている。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
8 ウズベク語の母音体系については、Tursunov et al.（1992：18）を参考にしている。 
9 共鳴音として挙げている iは、側面音の lの間違いであると思われる。 
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① 形態論的な方法（p. 256） 
 
形態論的な方法は、語基に接尾辞-lar を付加することによって生産的に作ることができる。bɔla
（子供）+ lar（複数接尾辞）→ bɔlalar（子供たち）、kitɔb（本）+ lar（複数接尾辞）→ kitɔblar（た
くさんの本）など。 
なお、接尾辞-larには、「複数」を表す用法の他に次のような用法もある。 
1. 所有人称接尾辞の後の位置では、「尊敬」を表す。 
ada（父）+ ŋ（所有二人称接尾辞）+ lar（尊敬接尾辞）10 → adaŋglar（あなたの父上）、amaki
（おじ）+ m（所有一人称接尾辞）+ lar（尊敬接尾辞）→ amakimlar（私のおじ上）など。 
2. 数詞や時を表す副詞などの後ろに付けて「概数」を表す。 
sɔat on bir（11時）+ lar（複数接尾辞）+ da（位格）→ sɔat on birlarda（11時頃に）、kečqurun
（夜）+ lar（複数接尾辞）+ i（所有三人称接尾辞）11 → kečqurunlari（夜頃には）など。 
3. 文中で二つ以上の名詞のそれぞれに付加される場合は「複数」や「強調」、「尊敬」などの意味
を表すが、列挙された名詞の最後のほうに付加される場合は「総称」を表す。 
複数：Kolxoz bɔġidagi ɔlmalar, oriklar, šaftɔlilar, gilɔslar čaman kabi ɔčilgan.（コルホーズ   
の庭にあるリンゴ、アンズ、桃、チェリーの木々が花畑のように実を実らせている。） 
  総称：Haydar, Qočqɔr, Kɔmillar bir korpada tepkilašib katta bolišgan.（ハイダル君やコチコ   
ル君、コミル君達は一つの布団ではしゃいで大きくなったものだ。） 
 
② 語彙・意味論的な方法（pp. 256-257） 
 
 語彙・意味論的な方法で複数を表す方法は、次の三つの場合である。 
1. 名詞が数詞や、（不特定の対象を指し示す）不定代名詞（gumɔn ɔlmɔši）、程度副詞（miqdɔr raviši）
に修飾される場合は、接尾辞-larを使わなくても良い。 
・数詞：učta kitɔb（三冊の本）、miŋta qal’a（千の要塞）など。 
・不定代名詞：bir nečta bɔla（数人の子共）、har xil kitɔb（色々な本）など。 
・程度副詞：kop bɔla（大勢の子供達）、juda kop daftar（たくさんのノート）など。 
2. 名詞を修飾する形容詞や数詞、名詞を反復することによって。 
dasta（束、ひとまとまりのもの）→ dasta－dasta gul（たくさんの花束）、toda（群れ）→ toda
－toda ɔdam（大勢の人）、miŋ（千）→ miŋ－miŋ dokɔn（数多くの売店）など。 
なお、形容詞を反復する場合は、接辞-lar を付けなければならない。例えば、baland（高い）
→ baland－baland tɔġlar（高々とした山々）など。 
3. 名詞のペアによって複数（総称）を表すことができる。 
qɔzɔn－tɔvɔq（大きい鍋や小さい鍋 → 食器類）、qɔvun－tarvuz（スイカやメロン → 野菜
類）など。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
10 本稿では、接尾辞-larの尊敬を表す用法を「尊敬接尾辞」とする。 
11 所有三人称接尾辞-(s) iは、若干の時を表す（子音終わりの）語に付加されて副詞を形成する。例えば、har kuni（毎日）、avvallari   
（以前）、dušanba kunlari（毎月曜日に）など（中嶋 2015：22による）。 
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2） 名詞の格 
 
ウズベク語の名詞は、格を表示する接尾辞を持っている。主格、属格、与格、対格、位格、奪格
の 6種類である。Asqarova et al.（2006：120）をもとに下記表 3として示す。 
 
表 3. ウズベク語の名詞の格 
格 格語尾 
主格 ― 
属格 -niŋ 
与格 -ga/-ka/-qa 
対格 -ni 
位格 -da 
奪格 -dan 
 
① 主格 
主格は、文の主語や主題を表す格である。ウズベク語には、主格を表すための格語尾はない。 
② 属格 
属格は、所属関係を表す格であり、ウズベク語では格語尾-niŋ によって表される。なお、タシ
ケント方言では-ŋが脱落した-niという形式が使われる。また、詩などでは-nや-imという形式
を取ることがある。 
属格は、一人称代名詞menと二人称代名詞 senに付加される時はnが脱落して-iŋという形に
なる。（men + niŋ → meniŋ、sen + niŋ → seniŋ） 
③ 与格 
与格は、動作の方向や帰着点などの意味を表す格であり、ウズベク語では格語尾-gaによって表
される。そのほかに、-ka、-qaという異形態をもっており、語尾がk、gで終わる語に付加され
る場合は-kaと表記され、語尾が q、ġで終わる語に付加される場合は-qaと表記される。 
④ 対格 
対格は、直接目的語を表し、ウズベク語では格語尾-niによって表される。なお、詩などでは-n
という形式を取ることがある。 
対格は、一人称代名詞menと、二人称代名詞 senに付加される時はnが脱落して-iという形に
なる。（men + ni → meni、sen + ni → seni） 
⑤ 位格 
位格は、動作が行われる場所や時などの意味を表す格であり、ウズベク語では格語尾-daによっ
て表される。 
⑥ 奪格 
奪格は、移動の起点や経由地などの意味を表す格であり、ウズベク語では格語尾-danによって
表される。 
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3） 所有人称接尾辞 
 
ウズベク語には、名詞に付加してその所有者を示す所有人称接尾辞という範疇がある。所有人称
接尾辞は、一・二・三人称が、単数・複数ともに備わっており、一人称は-(i)m（単）、-(i)miz（複）、
二人称は-(i)ŋ（単）、-(i)ŋgiz（複）、三人称は-(s)i（単・複）で表される。Asqarova et al.（2006：
119）をもとに下記表 4として示す。 
 
表 4. ウズベク語の所有人称接尾辞の体系 
      数 
人称 
単数 複数 
 母音の後 子音の後 母音の後 子音の後 
一人称 -m -im -miz -imiz 
二人称 -ŋ -iŋ -ŋgiz -iŋgiz 
三人称 -si -i -si -i 
 
所有人称接尾辞は、通常複数接尾辞の後ろに付加される。oyinčɔq（おもちゃ）+ lar（複数接尾
辞）+ (i)m（単数所有一人称接尾辞）→ oyinčɔqlarim（私のおもちゃコレクション）、rasm（写真）
+ lar（複数接尾辞）+ (i)m（単数所有一人称接尾辞）→ rasmlarim（私の写真集）など（Asqarova 
et al. 2006：119）。 
 
4） 人称代名詞 
 
ウズベク語の人称代名詞は、一・二・三人称が、単数・複数ともに備わっている（庄垣内 1988a：
830）。庄垣内（1988a：830-831）をもとに下記表 5として示す。 
 
表 5. ウズベク語の人称代名詞の体系 
       数 
人称 
単数 複数 
一人称 men biz 
二人称 sen siz 
三人称 u ular 
 
men、sen、u、biz、sizには、それぞれ自由交替形として扱えるman、san、ul、bizlar、sizlar
という形式が存在している（庄垣内 1988a：831）。 
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第二部 本論 
 
第 3章 本論文をめぐる基本概念と分類 
 
この節では本論文をめぐる基本概念と下位分類を整理する。なお、ウズベク語の呼称表現をめぐ
る基本概念と分類に関する先行研究はほとんどない。それゆえ、本稿では日本語の呼称表現をめぐ
る先行研究を整理することによって目的を果たすことにする。 
 
3.1 「人称」と「人称代名詞」 
 
「人称」とは、「名詞が話し手（に属するもの）のことを指示しているのか、聞き手（に属するも
の）のことを指示しているのか、それ以外のものを指示しているのか、という違い、および、それ
に対応するかたちで述語などに形態変化等が起こる現象（仁田 2014：470）」のことを言う。 
「代名詞」とは、「名詞の代わりに用いられる語句で、指示語（コソアド）の一種である指示代名
詞と、人称代名詞とに２分される（井島 2014：388）」のが普通である。 
ウズベク語の「人称代名詞」については、従来のウズベク語学で認められたものをそのまま「人
称代名詞」と呼ぶが、日本語の「人称代名詞」については、若干の検討が必要である。 
日本語学における「人称」という概念は、西洋文法から導入されたものであり、一般的に、主語
と述語動詞の間に見られるような統語論的・形態論的な「一致現象」との関連で取り扱われること
が多い。西洋の諸言語では、主語の人称に伴って動詞の語尾が規則的に変化する。一致現象は、人
称に限ったものではなく、性や数など複数の要素が関係していることが知られている。例えば、ロ
シア語では、動詞の語尾が人称と性別の両方に対応して変化すると言われている。しかし、日本語
はヨーロッパの諸言語とは異なり、統語論的な一致現象というものが体系的に欠如していることか
ら、日本語に「人称代名詞」を立てる必要があるかどうか、研究者によって議論されてきた。（金水
（1989）、田窪（1997）など）。 
従来の日本の国語学において、いわゆる「人称代名詞」は代名詞の一種とみなされ、「「わたし」
「あなた」など、発話の場のなかで、話し手・聞き手・その他の事物等を指し分ける語（橋本 2014：
1612）」である。日本語の人称代名詞は、人称・数・性などにおいて統語論的な一致現象が存在しな
いという日本語の構文上の特徴から、西欧語のそれとは異なるとされるが、話し手自身を指す「自
称」（一人称、「私」「僕」「俺」など）、聞き手を指す「対称」（二人称、「あなた」「君」「お前」など）、
話し手と聞き手以外の第三者を指す「他称」（三人称、「この方」「彼」「あいつ」など）に分けられ
るのが普通である（江湖山（1955）、橋本（2014）など）。 
一方、日本語に「人称代名詞」という文法カテゴリーを立てることの必要性を問題視する研究者
もいる。 
鈴木（1973：134）は、日本語の人称代名詞について、他の語彙から独立した、一つのまとまっ
た語群を形態論的にも機能の見地からも形作っていない以上、これだけを切離して扱う意味がなく、
むしろ、親族名称、地位名称などと一括して、話し手が自分を表わすことば、および相手を示すこ
とばという広い見地に立って、自称詞・対称詞・他称詞という枠組みを提案した。対称詞をさらに、
「お父さん！」のような「呼格的用法（vocative use）」と、「お母さんなんて嫌い」のような「代名
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詞的用法（pronominal use）」に分けている。 
田窪（1997）は、話し手自身を表す「私、僕、おいら、うち」などの一人称と、聞き手を表す「あ
なた、君、お前」などの二人称を表す語類について、人称による一致が存在しないため、代名詞と
して別に立てる理由はないと主張し、「人称名詞」と呼んでいる。これらの表現は、それぞれ、話し
手自身、聞き手を固定的に指している点で、「お父さん」や「課長」などの名詞類と異なると述べ、
一・二人称を表す名詞表現に人称名詞の場合と固有名詞・定記述 12の場合とを区別した。人称名詞
は辞書的性質において直示的に話し手・聞き手を指すことが決まっており、発話においてその時に
話し手・聞き手を指示するが、固有名詞・定記述はすでに指示対象は決まっており、発話の際に話
し手が話し手・聞き手という役割を付すことで、話し手・聞き手を表すと論じている。 
田窪（1997：18-19）は、人称名詞と固有名詞・定記述との違いを次のようにまとめている。 
 
表 6.  田窪（1997）の挙げる人称名詞と固有名詞・定記述との違い 
人称名詞 固有名詞・定記述 
a. 名詞に語彙的に話し手・聞き手という役割が与えられ
ている。値（指示対象）が、発話によって与えられる。 
b. 境遇性を持つ。 
c. 対称詞は、目上の人には使えない。 
a. 名前により、記述により値（指示対象）が割り当てられ
ている。話し手・聞き手という役割がそれに付け加わる。 
b. 境遇性を持たない。 
c. 目上の人にも使える。 
 
つまり、人称名詞の境遇性 13は、「話し手・聞き手という役割が先に決まり、それから指示対象を
その役割によって決める」という性質から出てくると言うのである。また、c.の「目上の人には使え
ない」という性質については、聞き手という役割を話し手が発話によって直接聞き手に与えるとい
う人称名詞の「直示性」から来ていると説明している。これに対し、固有名詞・定記述は、すでに
指示対象が決まっており、たまたま聞き手となった時に、「聞き手」という新たな属性がその対象に
加わるだけであり、従って境遇性は生じないという。また、命名は話し手が行っているのではなく、
すでに社会的に決まった名前、記述を採用しているだけであり、直示性の忌避による制限もかから
ないため、親しくない人や目上の人にも使えるのだと考察している。 
確かに、「私・あなた」のような一・二人称を表す語類は、動詞などの屈折と対応しないので、西
欧語の人称代名詞と性質を異にするが、意味機能においては、対話の場における「話者自身」、「対
話の相手」、及び「話題の第三者」を指し示し、それらとの関係概念を表すという点で共通している
ので、日本語に人称代名詞相当の語類があると言ってもいいように思われる。 
 本論文では、便宜上、日本語の一・二・三人称を表す語類を「人称代名詞」と呼ぶことにする。
その下位分類として、「私、俺」などの類を「一人称代名詞」、「あなた、君」などの類を「二人称代
名詞」、「彼、彼女」などの類を「三人称代名詞」として設ける。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
12 田窪（1997）は、「お父さん」や「課長」などの名詞類を「定記述」と呼んでいる。 
13 田窪（1997：14）は、発話者によって指すものが変わるという立場の違いを反映する性質を「境遇性」と呼んでいる。 
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3.2 「親族語」 ―「親族呼称」と「親族名称」 
 
渡辺（1978）は、血縁関係または婚姻関係という社会関係とこれらに伴う権利・義務や役割の相
互認知とその履行を条件とし、人間と人間の社会的組合せ一般を抽象したときに生ずる言語的意味
を「親族」と定義し、その言語的意味を何らかの意味で担っている単語を「親族語」と呼び、その
総体を「親族語彙」と呼んでいる。同様の概念を柴田（1978）は「親族名称」と呼び、鈴木（1967）
は「親族用語」と呼んでいるが、本論文では渡辺（1978）に従い、「親族語」という用語を用い、そ
の定義も渡辺（1978）に従う。 
親族語には呼びかける時に用いる「呼びかけの用語（terms of address）」と話題の人物として言
及する際に用いる「言及の用語（terms of reference）」とがあることが知られている（鈴木 1967）。 
柴田（1978）は前者を「呼びかけ語」、後者を「言及語」と呼び、国広（1990）は前者を「呼称語」、
後者を「他称語」と呼び、陳（2001）は前者を「親族呼称」、後者を「親族名称」と呼んでいる。 
本論文における下位分類とその定義は以下の通りである。 
 
親族呼称 ― 呼びかけにも言及にも用いられる親族語（日本語では「お父さん」「お母さん」
など）。 
親族名称 ― 話題の人物として言及する場合にのみ用いる親族語（呼びかけには用いない。
日本語では「父」「母」など）。 
 
 上記の下位分類の用語は陳（2001）の用語を借りたが、定義は異なる。すなわち、呼びかけ用法
と言及用法を共に持っている親族語を「親族呼称」とし、「親族名称」から除いた点で陳（2001）の
定義とは異なる。 
 
3.3 「愛称」 
 
本論文では愛称を亀井・河野・千野編（1996）に従って定義する。 
 
 【愛称の定義】 
  話し手が言及の対象に対する親愛の情を表わす言い方に特有の語。人名を別の呼び方で用いた
り、普通名詞も一定の接辞や短縮による別の形で用いる。後者の場合は、指小辞がその役割を
兼ねることが多い。              
  （亀井・河野・千野編 1996：1） 
この定義を採用するのは、人名から作られる愛称も、普通名詞から作られる愛称もカバーしてい
ることによる。 
ウズベク語における愛称は、個人名から作られるのがほとんどであるが、普通名詞の中にも一定
の接辞を付けることで「愛称」として用いられるものがある。例えば、親子や夫婦、恋人間で用い
られる愛情の強い表現である jɔn-im（私の魂）や tɔyčɔġ-im（私の子馬）などは、それぞれ jɔnim→
jɔn+im（魂＋単数所有一人称接尾辞）、tɔyčɔġim→tɔyčɔq+im（子馬＋単数所有一人称接尾辞）のよ
うに、「普通名詞＋所有人称接尾辞」という構造である。 
一方、体の特徴や体型、行動などから生まれる軽蔑的な言い方を「あだ名」とし、「愛称」と区
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別して考える。「あだ名」に関しては、本稿では扱わない。 
なお、ここで日本語における愛称研究である山口（1985）と安富（2005）の定義を取り上げ、検
討する。 
山口（1985）は、「相手から揶揄されたり軽んぜられたりしている感じの呼び名をあだ名、親愛の
気持のこめられた温かい感じのする呼び名を愛称（p.168）」と考え、その両者の弁別の目安として
以下の 3つの基準を挙げている。 
 
（1） 本人の前で、本人を指す二人称代名詞的用法が可能と考えられるものを愛称とし、不可能
と思われるものをあだ名とする。 
（2） 名前以外の事物を連想させることの少ない呼び名を愛称、名前以外の他の事物をただちに
連想させる呼び名をあだ名とする。 
（3） 接辞のちがいによって、愛称とあだ名とをある程度区別する。 
 （pp. 168-169による） 
                              
山口（1985）が弁別法として挙げている（2）の項目は、ウズベク語の愛称を考えたときに問題
となる。なぜならば、先に述べたように、ウズベク語では普通名詞に愛称形成接辞を付加した jɔn-
im（私の魂）や tɔyčɔġ-im（私の子馬）などのような愛称が用いられ、且つこれらは相手に不快な
感情を与えないからである。 
安富（2005）は愛称を次のように定義している。 
 
  自他ともに親愛の情を込めて呼び呼ばれ
マ マ
ている場合が「愛称」で、一方もしくは双方に不快な
感じを抱かせるような場合は「愛称」とは認めない。                  
    （p. 57） 
 
安富（2005）は、親愛の気持を込めて呼ぶ言い方を愛称とし、不快な感じを与える言い方を愛称
とは認めないと定義しているが、この定義は、上掲の亀井・河野・千野編（1996）の定義とも矛盾
しないし、日本語のみならず、ウズベク語の愛称をも過不足なく定義しうるものとなっている。 
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第 4章 人称代名詞 
 
この章では、主として二人称代名詞について検討する。具体的には、ウズベク語の文学作品から
抽出した会話文の資料に基づいて、現代ウズベク語の二人称代名詞の使用実態を調査・分析し、そ
の特徴を明らかにすることである。なお、日本語については、先行研究から得た例の検討に留まる。 
 
4.1 先行研究 
4.1.1 日本語の人称代名詞に関する先行研究 
4.1.1.1 日本語の人称代名詞の歴史的変遷 
 
日本語の人称代名詞の研究は、時代別の人称代名詞の歴史的変遷あるいは個々の人称代名詞の通
時的変化についての考察、または時代の経過とともに生じる人称代名詞の敬意度の低下及びそれに
伴う新しい代名詞の誕生など、さまざまな観点からの研究が盛んに行われてきた。例えば、上代か
ら中古にかけての一人称代名詞「あ」「あれ」「わ」「われ」の使い分けについて考察した菊澤（1936）
や「貴様」の歴史的変遷について考察した辻村（1968）、近世から近代にかけて翻訳語として登場し
た三人称代名詞としての「彼」「彼女」を考察した柳父（1982）、上代から平成までの時代別の人称
代名詞の歴史的変遷についてまとめた永田（2015）などが挙げられる。 
日本語の人称代名詞は数が多く、通時的に激しい交替を繰り返してきたことが知られている。田
中（1980）によると、 
 人称代名詞は、自称に古く「あ・あれ・わ・われ・まろ」が見られ、鎌倉・室町のころ「それ
がし・わらは・わたくし・おれ」が生じ、江戸時代に至ると、「わたし・わちき・こち・みども」
などが見え、明治以降のものとしては「ぼく」がある。対称は、古くは、「な・なれ・い・いま
し・みまし・きみ・なむち」などがあり、のち「なむぢ・きむぢ・そこ」が現われる。鎌倉・
室町に至って「おんみ・ごへん・わきみ・わごぜ・わひと・わぬし・おぬし・ぬし」などのほ
か、「きしょ・きほう・わごりよ」あるいは、「そち・そなた・それ」などが相づいて生じた。
江戸時代になると、「ありさま・うぬ・おまえ・きさま・きこう」などが出て来たほか、「あな
た」も一般化し、明治以降の「きみ」とともに現代の対称の中核を造る。つぎに他称であるが、
これは日本語には、きわめて乏しい。古いところで、しいてあげれば、「し・あ・あれ・かれ」
であるが、いずれも指示代名詞が臨時に転用されたもので、鎌倉時代の「きやつ・しやつ」が
最初といえる。のち、室町から江戸初期にかけての「あいつ・そいつ・こいつ」の登場を迎え
て、はじめて体系化された。このほか、室町時代には「ちやつ・かつ」がみられるが、現代語
の「彼・彼女」の一般化は、大正期という。 
（pp. 580-581） 
とあり、日本語の人称代名詞の著しい歴史的推移を物語っている。 
上代から現代まで使われてきた主な人称代名詞を、江湖山（1955：733）をもとに下記表 7とし
て示す。 
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表 7.  日本語の人称代名詞の歴史的変遷 
 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 現代 
一
人
称
代
名
詞 
あ、あれ、わ、われ、
おの、おのれ 
わ、われ、まろ われ、まろ、まる、
おれら、わらは（女
性） 
身、身ども、わが
身、それがし、わた
くし、こち、こな
た、この方、おれ、
わらは（女性）、拙
者、愚老 
こち、こちとら、
それがし、わたく
し、わたし、わし、
わっち、身ども、
おれ、おれら、お
いら、手前、手前
ども、拙者、拙僧、
愚老 
わたくし、わたし、
わし、あたくし（女
性）、あたし（女
性）、手まえ、ぼく、
われわれ、おれ 
二
人
称
代
名
詞 
な、なれ、まし、い
まし、みまし 
きみ、なむ（ん）ぢ、
きむ（ん）ぢ、な、
なれ 
なんぢ、なんだち、
君、殿、御身、御辺 
ぬし、おぬし、そ
ち、その方、そな
た、こなた、われ、
わどの、御内、わご
りょ、ここなもの、
なんぢ、貴所、貴
方、貴辺 
お前、お前さん、お
まはん、ぬし、おの
し、にし、こなた、
こなたさま、こな
さん、こんた衆、そ
なた、そなたさま、
そち、おん身、お
身、あなた、きさ
ま、そこもと、かた
さま、お手前、おの
れ、われ、われさ
ま、貴殿 
あなた、あんた、き
み、おまえ、きさま 
 
日本語の人称代名詞が時代の経過とともに入れ替わってきた要因については、江湖山（1955）で
は、敬語法との関連性から 
  封建制度は上下の対人関係をきびしく規制するから、敬語表現が複雑になり、それに応じて人
称代名詞の数も増加した。それと同時に、いわゆる敬意漸減の法則が働くから用い慣れた人称
代名詞は、しだいに敬意が薄くに
ママ
なるが、封建制度がくずれないかぎり、敬語表現そのものは
弱体化しないので、新しい人称代名詞を用いる必要のあることがその語彙の生滅に拍車をかけ
る結果になったと見られ、このように人称代名詞の数の多いことは、日本語の特色の一つとさ
れている。                                  （p. 733） 
と述べ、人称代名詞の使用範囲の拡大による敬意の低下にあると見ている。 
 これらの人称代名詞の由来については、場所を示す指示詞や普通名詞などから転じた語が多いこ
とが知られている。亀井・河野・千野編（1996：1046）によると、日本語では、本来の一・二人称
代名詞「あ（れ）」「わ（れ）」や「な（れ）」はもはや使われておらず、代わりに「わたし」や「君」
「お前」など、名詞から転用したものを使っているという。その理由として、日本語では、固有の
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代名詞をむきだしに使うことは礼を失するという社会儀礼的な考慮から、代名詞の代わりに名詞を
使って間接的に表現するようになったのであると説明している。そして、それらの表現も、時代の
推移とともに敬意がしだいに薄れてきて、例えば、「貴様」や「お前」などのように、もとは丁寧な
言葉であったものがぞんざいな表現になってしまうことも起こったと指摘している。 
 
4.1.1.2 現代日本語における人称代名詞の運用 
 
人称代名詞の運用に関しては、鈴木（1973、1982）、芝（1974）、セぺフリバディ（2012）のよ
うな社会言語学的観点からの考察や金水（1989）、金丸（1993）のような語彙的研究などが挙げら
れる。これらの研究において、人称代名詞の共時的バリエーションの多さや、年齢の上下や性別、
親疎関係などによって使い分けなければならない複雑さなどが指摘されてきた。 
他に、人称代名詞と敬語との関りについて他言語との対照的観点から論じた井出（1982）、三輪
（2000）などがあり、敬語の側面から人称代名詞の多様性や使いにくさについて検討している。 
また、日本語の人称代名詞の特徴の一つとして、人称代名詞の使用頻度の低さや人称代名詞以外
の他形式（「お父さん」や「課長」「先生」などの親族語や役職名、役割名など）が人称代名詞の代
わりによく用いられることが指摘されている（鈴木（1973）、田窪（1997）、王（2008）など）。 
以下、日本語の人称代名詞をめぐるこられの問題について簡潔に紹介していきたい。 
日本語には、目上の人に対する人称代名詞がないと言われている。永田（2015：4）では、現代日
本語の共通語の対称詞の体系として、「上下（うえした）対称詞」14の体系が確立しているとし、年
齢や地位の上位者に対しては二人称代名詞で言及することができないが、反対に、下位者に対して
はできると述べている。上位者に対しては二人称代名詞を使うことができないので、「すみません、
ちょっと」のように対称詞を省略したり、「先生はどこにお行きになるのですか」のように、「先生」
という役割上の対称詞で言及したりする必要があると指摘している。 
日本語では、目上の人に対して、あえて二人称代名詞の使用を避けている傾向にあると言える。
目上の人を相手に、二人称代名詞を使わなければならないような状況におかれると、選択肢として
丁寧で品の良い言葉とされる「あなた」を使うこともないわけではないが、それが何かよそよそし
さを感じさせる場合が多い。下谷（2012：64）によると、「あなた」は、元々空間的遠称を表す指
示代名詞「彼方」であったという。そして「彼方」の照応機能はしだいに時間軸へと転用され、「過
去」や「未来」を表すようになる。その後、同等以上の第三者を婉曲的に指し示す人称代名詞へと
転じ、その婉曲表現が敬意を含意するものとなり、三人称代名詞「貴方」が使われるようになる。
さらに、その変化は近世以降も進み、目上や同輩に対して敬意を示す二人称代名詞へと発展してい
ったと述べている。しかし、現代語では、「あなた」に含まれる敬意がだんだん薄れてきて、実際に
は、目上の人に対して使いにくいだけでなく、不自然ささえ感じさせる場合がある。「あなた」を含
む二人称代名詞が目上に対して用いると失礼になる理由として、田窪（1997：18-19）は、聞き手
という役割を話し手が発話によって直接聞き手に与えるという人称名詞の「直示性」から来ている
と説明している。とはいえ、話し相手が同い年や年下だからと言って、「あなた」を自由に使えるわ
けでもない。大石（1975）は、この表現の不自然さについて次のように指摘している。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
14 永田（2015：4）は、目上に対して二人称代名詞で言及することができないが、目下に対してはできる対称詞の体系を「上下対称
詞」と呼び、目上や目下に関係なく単一の二人称代名詞で言及することができる対称の体系を「単一対称詞」と呼んでいる。 
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「アナタ」はもと尊敬表現の程度の高い代名詞で、江戸中期から程度の落ちてきた「オマエ」
のあとつぎをしてきたが、これもしだいに尊敬表現の程度がさがってきた。今日でも「アナタ」
は相手によびかける尊敬語ではある。だが、子が親に対して使いにくいばかりでなく、一般に、
目上の人に対しては使いにくい。部下が上役に対しては使えない。学生が教授に対しては使え
ない。また、売り手が客に対しては使いにくい。（中略） 
「アナタ」は、今日では、大体、同輩あるいは目下に呼びかける尊敬語ということに、用法が
限られる。目上に呼びかける尊敬語の代名詞がないのは、どうも不便である。 
    （pp. 129-130） 
 確かに、日本語では親に対して二人称代名詞は使いにくく、代わりに親族語を用いて呼びかけた
り言及したりする場合が多いと思われる。廣田（1998）によると、「日本語では普通、父親や母親を
「あなた」と呼ばないように、「彼」または「彼女」とも呼ばない（p.12）」とあり、二人称代名詞
だけでなく三人称代名詞も使えないという。親族内における人称代名詞の使用について、鈴木（1973）
には興味深い指摘がある。鈴木（1973）は、親族内の自称詞と対称詞の仕組みを分析し、そこにみ
られる上下の人間関係を図2を用いて論じている。 
 
図 2. 鈴木（1973：150）より 
           
祖父           祖母 
 
 
    おじ     おば        父       母 
  
 
              
          兄     姉     自己      妻    弟     妹 
 
 
 
    姪    甥                娘     息子 
 
 
                                                            
                              孫 
この図に於いて、上の世代に属する者は全て「目上」として捉え、自分と同じ世代の者との間で
は、年齢の上下が目上目下を決定するとし、親族成員間の対話にみられる自称詞と対称詞の用法と
して次の五つの原則を提示している。 
① 話し手は、目上目下の分割線の上に位置する親族に人称代名詞を使って呼びかけたり言及し  
たりすることはできない。反対に、分割線より下の親族には、全て人称代名詞で呼びかけた
り言及したりできる。例えば、自分の父に向かって「あなた」と呼びかけることもできなけ
れば、「この本あなたの？」と聞くこともできない。兄やおばに対しても全く同様である。 
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 ② 話し手は、分割線より上の者を普通は親族名称で呼ぶ。しかし分割線より下の者に親族名称
で呼びかけることはできない。例えば、自分の母親を「お母さん」と言ったり、祖父に対し
て「おじいさんのひげは長いね」などと言えるが、自分の弟に「おい弟」と言えないし、「娘
はどこに行くの？」などとも言えない。 
 ③ 話し手は、分割線より上の者を名前だけで直接呼ぶことはできない。しかし、分割線の下に
位置する者は、名前だけで呼ぶことができる。 
 ④ 話し手は、分割線より上の者に対して自分を名前で称することは可能であるが、分割線より
下の者に対しては通例これを行わない。例えば、娘が母親に向かって「良子これきらいよ」
などと言うことはあるが、母親が娘に向かってこれを行うことはない。 
 ⑤ 話し手は、分割線より下に位置する者を相手にする時は、自分を相手の立場から見た親族名
称で言うことができるが、分割線より上の者に対してはそれができない。例えば、兄が弟と
話をする時、自分を「兄さん」などと称することはできるが、弟は兄に対して自分を「弟ち
ゃん」とは言わない。               （鈴木 1973：150-154 による要約） 
さらに、日本人の対話は、たとえそれが社会的なコンテクストのものでも究極的には親族間の対
話のパターンの拡張とみなすことができると指摘している。次の図 3は、鈴木（1973：148）があ
る 40代の小学校の先生をモデルに調査したものである。 
 
図 3. 鈴木（1973）の挙げる日本語の自称詞と対称詞の使い分け 
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         あなた   ぼく          おれ    おまえ 
         きみ                      名前 
              兄さん          おじさん 
                     
                                    
おまえ       先生               お父さん         きみ ぼうや 
   名前                           名前＋ちゃん 
                            
      
          名前／代名詞      おまえ／名前 
 
自己
校長
父
妻
隣の息子
息子生徒
弟
同僚
兄
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この図に於いて、家庭内では父や兄など目上と見なす相手に対しては、人称代名詞を使って呼び
かけたり言及したりすることができないが、弟や息子に対してはそれができることが見て取れる。
同様に、職場においても、目上の人には代名詞を使って呼びかけたり言及したりすることができな
いが、同僚や生徒に対しては代名詞を用いることができる。自分について話すときは、話し相手が
目上の人である場合はもっぱら人称代名詞を用いるが、相手が目下である場合は親族語や役割名な
どを用いている。 
このように、日本語では話し相手に言及する時だけでなく、自分について話す際にも親族語や役
割名などを用いることが多い。親族語や役割名などの自称詞としての用法については、田窪（1997：
21）は、本質的に子供の文体あるいは子供を対象とした文体であるとし、成人を相手に固有名詞・
定記述を自称詞として使用することは基本的に許容されないと主張している。固有名詞・定記述の
文内対称詞用法（＝代名詞的用法）については、呼びかけと文内対称詞の関係は、（文内の名詞間に
かかわる）同一指示（coreference）に関する制約 15の拡張であるという考えを示している。両者の
違いは、先行詞が題目よりもさらに高い位置にあること、そして、呼びかけという性質上、先行詞
に聞き手という対話の役割が割り当てられることであると論じている。 
 井出（1982）は、日本語の人称代名詞について、敬遠表現、親密表現の見地から見直して、 
  1人称代名詞では、（共通語の場合）男が使う最も敬遠を表わす形は「わたくし」であり、つい
で、「わたし」、そして一番普通に用いられるのが「ぼく」である。「おれ」は最もインフォーマ
ルな形であるので、男の仲間意識を表現する親密表現であるといえる。（中略） 
女が使う 1人称代名詞は「わたくし」、「わたし」、「あたし」などの形がある。「わたくし」は敬
遠のために用いられ、一方「あたし」が親密の表現として用いられる。 
2人称代名詞では、男が使う最も敬遠を表わす形は「あなた」であり、ついで「きみ」がある。
「おまえ」は「おれ」と同様、男同士の仲間で使われる親密表現であると同時に、上位者の威
厳を表わす敬遠表現でもある。2 人称代名詞の形としては「あなた」「きみ」「おまえ」の順で
敬遠度が下るが、日本語で、相手を代名詞で指すことは、それ自体相手に直接的に接触するこ
とになる。最もフォーマルで敬遠表現として使われる「あなた」でさえ、同等、あるいは下位
者に使えても、上位者に使うことができないのは、上位者との距離を保つには、代名詞は直接
的すぎるからである。上位者に対し距離を保ちたいとき、あるいは他の相手との距離を引き離
したいときには、「あなた」の代りに「姓＋敬称」「姓＋称号」が使われる。 
なお、恋人間、夫婦間で使われる「あなた」「きみ」「おまえ」については、いずれも特殊な親
密表現である。 
女が使う 2人称代名詞には「あなた」「あんた」がある。前者は後者より距離をおいたときに使
われるが、それ以上に注意しなければならないのは、男が使う場合と同様、2 人称代名詞はそ
れを使うこと自体、直接的表現で親密表現であるということである。     
 （pp. 123-124） 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
15 同一指示の制約は、「束縛条件D」と呼ばれており、指示的名詞は、より指示性の少ない名詞を先行詞としてはいけない。同一指
示が許されるのは、一番構造的に高い位置にある名詞句が一番情報量が多い場合であり、逆の場合は同一指示が成り立たない。
例えば、「田中課長、課長はこの案件に賛成ですか」という文では、「田中課長」と「課長」はどちらも同じ聞き手を指すが、「課
長、田中課長はこの案件に賛成ですか」という文では、同じ聞き手を指すという解釈は不適切である。    
（田窪 1997：22-23による） 
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と述べており、対人関係によって使い分けなければならない人称代名詞の多様性や複雑さについて
論じている。 
 また、菊地（1997：37-38）では、一人称代名詞の使い分けについて待遇的意味という観点から、
《改まり／ニュートラル／くだけ／粗野／尊大》の五つに分けて考察している。 
 
「わたくし」   ―  《改まり》 
「わたし」    ―  《ニュートラル》 
「僕」      ―  《くだけ》 
「俺・おいら」  ―  《粗野》 
「わし」     ―  《尊大》 
 
日本語の人称代名詞の男女差及び話題のフォーマリティによる使い分けについては、金丸（1993）
に詳しい。金丸（1993）は、日本語では男女それぞれに専用の人称代名詞が存在すると指摘し、そ
れらは相手との上下関係や親疎関係及び話題のフォーマリティにしたがって選択されると述べて
いる。同論文で挙げている一・二人称代名詞の男女差による使い分けは、以下の表にまとめられる。 
 
表 8. 金丸（1993）の挙げる標準的日本語の人称代名詞の男女差による使い分け 
    男女差 
人称 
男女共通 男性専用 女性専用 
一人称代名詞 わたし・わたくし ぼく・おれ・じぶん・わし あたし・あたくし・あたい 
二人称代名詞 あなた・あんた 
おたく・きみ・おまえ・きさま・
てめえ 
特に無し 
 
 これらの人称代名詞の上下・親疎関係や話題のフォーマリティなどによる使い分けは、以下に示
す通りである。 
 
一人称代名詞 
  わたし  → 男女共通。自分を指す最も普通のことば。 
  わたくし → 男女共通。「わたし」よりフォーマル。目上に対して用いられることが多い。 
  ぼく   → 男性専用。インフォーマル。同輩以下に対して用いられる。なお、学者同士な
ど、限られた世界では上下関係やフォーマリティにかかわらず広く用いられる。 
  おれ   → 男性専用。インフォーマル。同輩以下に対して用いられる。 
  じぶん  → 男性専用。上下関係が厳しい警察や自衛隊などの職場で用いられる。 
  わし   → 男性専用。主に老人男性に限って目下の人に対して尊大感を伴って用いられる。 
  あたし  → 女性専用。インフォーマル。 
  あたくし → 女性専用。「わたし」「わたくし」の代わりに用いられる。 
  あたい  → 女性専用。「わたし」の変化形。インフォーマル。俗な印象をともない、下品に
感じられることが多い。 
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二人称代名詞 
  あなた  → 男女共通。フォーマル。 
  あんた  → 男女共通。インフォーマル。目下にのみ用いられる。 
  おたく  → 男性専用。フォーマル。親しくない相手に対して軽い敬意を込めて用いられる。 
  きみ   → 男性専用。同等または目下の相手に対して用いられる。 
  おまえ  → 男性専用。対等または下位者に対して用いられる。親愛の意を込めて用いる 
場合もある。 
  きさま  → 男性専用。相手を見下した時の言い方。 
  てめえ  → 男性専用。相手を見下した時の言い方。「きさま」より卑俗な印象が強い。 
（金丸 1993：109-119による） 
日本語の人称代名詞はこのように多種多様であるが、金丸（1993）によると、日常会話ではでき
るだけ明示しない傾向があり、文脈でわかる限り省略するという。 
人称代名詞が省略されることが多い要因の一つとして、日本語の敬語表現や授受表現などにみら
れる人称暗示機能が関係していることが、多くの研究者によって指摘されてきた。王（2008：232-
234）は、日本語では授受表現が多用され、これらが明確な方向性を示すため、文の表面に与え手か
受け手かを明示しなくても推論が容易であると考察している。また、日本語の敬語表現に強い人称
暗示作用があると述べ、動作主体をはっきり明示しなくても、尊敬語・謙譲語などの敬語形式の使
用によって人称が暗示されると指摘し、これらの表現は人称代名詞の使用頻度の低下につながると
見ている。 
また、付（2007）では、敬語表現や授受表現に加え、「嬉しい、悲しい、痛い」のような感情・感
覚を表す形容詞や「思う、わかる、考える」のような知覚・感覚を表す動詞も人称暗示機能を持っ
ていると述べ、これらの表現の使用によって人称代名詞の省略が可能になると指摘している。 
他に、日本語の人称代名詞をめぐって議論されることの多い問題の一つとして、人称代名詞の共
時的転用現象が挙げられる。ここで言う「共時的転用」というのは、現代日本語における人称代名
詞の転用のことである。例えば、日本語では、男の子に向かって「僕、これ好き？」と言う場合の
「僕」や、「我」「おのれ」「手前」など、一人称代名詞相当の語が相手を指す場合に用いられること
があり、このような用法を三輪（2000：12）では「反転対称」と呼んでいる。田窪（1997）は、子
供を相手に「僕」「私」などを対称詞的に使う用法について、 
「僕、君」といった人称名詞は境遇性を持ち、話し手を視点の中心においた名付けである。相
手が話し手になれば当然、相手からみた名付けを行うわけだが、この名付けは、こちらのした
ものとは逆になる。したがって、相手が「君」とか「おまえ」というとき、それが自分のこと
であると理解するためには、相手の視点からみた呼び方を取り入れている必要がある。つまり、
「相手から見た「おまえ」＝私からみた「私」」という視点の切り替え操作が必要となる。これ
は、結構複雑な操作で、こどもには難しい。そこで、この視点の切り替えを要らないようなシ
ステムに変えるとする。相手も自分も同じ表現で、相手や自分を指せるようにしたいわけであ
る。この時に、こちらの視点を抑えて、相手の視点のみを使って名付けをすると、相手にはこ
の視点の切り替え操作が必要なくなる。この操作は母親が自分のことをこどもに、「お母さん、
ママ」で呼ぶのと同じである。母親であれば、相手は名前で呼べばいいのだが、名前を知らな
いか、名前を呼んでいい関係にない場合、相手の視点をとりいれて相手を呼ぶと自称詞を使う
しかない。この場合の相手を呼ぶのに使われた自称詞は、本来の人称名詞ではなく聞き手につ
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けられた臨時的呼称でしかない。                                              （p. 32） 
と述べ、子供の視点を採用するスタイルが対称詞の用法を支配していると見ている。 
なお、「手前がやれ」「我はなにしとんのじゃ」「おのれのことはおのれでせい」などの例にみられ
る「我」「おのれ」「手前」は、自称詞が対称詞的に使われているように見えるが、本来は、人称名
詞的な自称詞、対称詞ではなく、再帰的な指示を行う語であると考えられ、話し手の領域で解釈さ
れる場合は自称詞となり、聞き手の領域で解釈される場合は対称詞となるのであると指摘している。 
また、「彼女、茶のみにいかへんか」「これ彼のんちゃう」などの例のように、「彼」「彼女」とい
った他称詞が対称詞として使われる場合があると指摘し、これは、「彼」「彼女」が人称名詞ではな
く、固有名詞に近い名詞あるいは定記述であり、名前を知らない相手に話しかける際に、呼称の代
わりに使っているのであると考察している。この場合、「彼」「彼女」は、単に「そこの男の子」「そ
この女の子」のような定記述というより、臨時的呼びかけ語に呼称化作用がかかったものと見なす
ことができると述べている。 
これまで見てきた人称代名詞は、全て単数形であるが、複数形はどうであろうか。日本語には、
名詞の単数形と複数形に文法上の対立がないと言われている。とはいえ、日本語に複数表現が存在
しないというわけではない。少なくとも、人称代名詞に関して言えば、例えば「わたくしども」「あ
なたがた」「君たち」「彼ら」などのように、人称代名詞に「ども」「がた」「たち」「ら」などの接尾
辞を添加することによって複数を表すことができる。但し、これらの複数接尾辞は全ての名詞に自
由に付けることができるわけではない。金子（2000）は、「「たち」のような複数接辞は全ての普通
名詞のあとに置かれることができるわけではなく、通常は有生名詞のあとに限られ、「机」や「椅子」
などの無生名詞に付加することは不可能である（p.100）」と述べている。 
こられの複数接尾辞の待遇上の違いについて、鄭（2001：58）では、日本語の複数形接尾辞「た
ち」は、書き言葉より話し言葉に多用される傾向があり、「ら」や「ども」などに比べ使用範囲が広
い接尾辞であると述べている。また、一般に「がた」は他の複数接尾辞より高い敬意を含んでいる
と言われ、「ども」は謙譲の意味を持つと認識されていると指摘している。 
他に、「我々（われわれ）」などのように、名詞を反復することによって複数を表す方法もある。 
 
4.1.2 ウズベク語の人称代名詞に関する先行研究 
 
ウズベク語の人称に関する従来の先行研究では、主として動詞の人称語尾やそれが選択される要
因などが研究の対象として行われてきたが、「人称代名詞」にのみ焦点を絞って総合的に検証したも
のは、筆者が調べた限りでは見当たらない。人称代名詞は、たいていウズベク語の文法全般を総合
的に扱った文法書などで文法項目の一つとして言及されるにとどまることが多い。 
 ウズベク語の人称代名詞は、学校の教科書や現代標準ウズベク語の文法書などでは、一人称は
men（単）、biz（複）、二人称は sen（単）、siz（複）、三人称はu（単）、ular（複）として示される
のが普通である。2.2.2 で紹介した庄垣内（1988a：830）でも、ウズベク語の人称代名詞について
同じようなことが記載されている。しかし、二人称代名詞 siz には、複数用法の他に、年上の親族
（両親やおじ・おば、兄・姉など）や見知らぬ人に対して敬意や尊敬の念を込めて用いられる、「敬
称」の単数二人称代名詞としての用法があることが知られている。 
Asqarova et al.（2006：144）によると、複数人称代名詞の biz、siz、ularは、時として「謙遜」
（kamtarlik）や「尊敬」（hurmat）、「尊大」（kibrlaniš）などの意味で単数の相手に対して用いら
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れることがあるという。ゆえに、「複数」の意味を強調するために、一人称代名詞bizと二人称代名
詞 sizに、複数接尾辞-larを付加して bizlar（私たち）、sizlar（君たち・あなたがた）のように用い
るようになったと指摘している。Tursunov et al.（1992）やSapayev（2009）などでも、同じよう
な内容が記載されているが、Asqarova et al.（2006）を含め、これらの文法書では、sizの単数二人
称敬称用法について、ただその存在が指摘されるのみである。 
ウズベク語の人称代名詞の用法をより詳しく扱っているものとして、Rahmatullayev（2006）が
挙げられる。Rahmatullayev（2006：211）では、人称代名詞の体系を次のように表示している。 
 
表 9. Rahmatullayev（2006）の挙げるウズベク語の人称代名詞の体系 
men                   biz 1           bizlar             biz 2φ
ママ
 
 
 
sen         senlar    siz 1           sizlar             siz 2φ
ママ
 
 
 
 
uφ                   ular 1                         ular 2 
 
この表について、Rahmatullayev（2006：211-212）では次のように解説している。 
横双方向矢印は数の対立を、縦双方向矢印は人称の対立を示している。一・二人称代名詞のmen、
senと biz、sizは、それぞれ人称と数を有しており、語頭のm-、s-、b-が人称を、語末の-n、-zが
数を表す。故に、語頭のm-、s-、b-と、語末の-n、-zが歴史的に別形態素として考えられてきたが、
現代語ではそれぞれ一語とみなし、二つ以上の形態素に分けて考えることはしない。なお、三人称
単数のuは、一・二人称代名詞とは違い、指示代名詞由来であり、uそのものは人称しか表示して
いない。すなわち、数は「φ」マークで示されていることになる。 
biz 1、siz 1、ular 1は、複数用法であり、biz 2φ、siz 2φ、ular 2は単数用法である。この二つ
の用法において、複数用法は本来の用法であり、単数用法は、本来複数形であった代名詞を「敬称」
として単数形に転用したものである。このうち、biz 2φが「謙遜」（kamtarlik）を表し、siz 2φと
ular 2が「敬称」（sizlaš）を表す。 
biz、siz が単数においても使われ始めたため、複数であることをはっきり表す目的でこれらの代
名詞に複数接尾辞-lar を付けて使われるようになった。このような場合、bizlar、sizlar における
biz-、siz-が人称を、-larが数を表すことになる。 
 
以上、Rahmatullayev（2006）やAsqarova et al.（2006）などからわかるように、二人称代名詞 
sizは、複数の二人称代名詞として位置づけられ、単数の敬称二人称としての用法はその存在が指摘
されるにとどまることが多い。しかしそのような記述では、現代ウズベク語の siz の用法を正確に
把握しているとは言えないと思われる。なぜなら、二人称代名詞 siz は、現代語では、複数用法と
してほぼ用いられず、もっぱら敬称の単数二人称を指す代名詞として考えられるからである。 
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本稿では、ウズベク語の二人称代名詞について、現代の文学作品などから収集した会話文の資料
に基づいて検討する。また、二人称代名詞の使い分けと所有二人称接尾辞との関係及び動詞人称語
尾との一致現象について実例に基づいて考察する。 
 
4.2 調査方法及び資料 
 
 ウズベク語の二人称代名詞の使用実態を調べるためにウズベク語の文学作品 27 作品の実例を調
査した。そのうち、25作品は現代小説である。主として 1980年以降に出版され、会話表現を比較
的多く含んでいるものを選んだ。残りの 2作品は歴史小説である。 
27作品のうち 19作品は pdf版 16を、2作品はweb版を使用した。いずれも、会話部分から人称
代名詞を含む文を抽出し、それに基づいて分析・考察を行った。調査対象とした作品を以下に示す。
なお、詳しくは「用例出典」を参考されたい。 
 
表 10. ウズベク語の人称代名詞の使用実態を調査するために用いた資料 
 作家名 17 刊行年 作品名 ジャンル 版 
1  Qodiriy, A. 1926 O‘tkan kunlar. 歴史小説、恋愛ドラマ（19世紀） pdf 
2  Shuhrat. * 1967 Oltin Zanglamas. 政治ドラマ 紙 
3  To‘xtaboyev, X. 1975 Besh bolali yigitcha. 戦争ドラマ 紙 
4  Tog‘ay Murod.* 1980 Oydinda yurgan odamlar. 現代社会 pdf 
5  Hoshimov, O‘. 1982 Dunyoning ishlari. 私小説 pdf 
6  Qodirov, P. 1988 Yulduzli tunlar. 
歴史小説、ムガル帝国（1526-1858）
の創設者バーブル皇帝の生涯 
pdf 
7  Otauli.* 1994 Tilsim. 現代社会 紙 
8  Tohir Malik.* 1994 Shaytanat. 1-kitob. 現代社会、推理 pdf 
9  Tohir Malik.* 1996a Shaytanat. 2-kitob. 現代社会、推理 pdf 
10  Tohir Malik.* 1996b Shaytanat. 3-kitob. 現代社会、推理 pdf 
11  Muqimov, A. 1999 Erinsangiz Kulmang. 現代社会、青春、風刺、その他 紙 
12  Said Ahmad.* 2000 Tanlangan asarlar. 2-jild. 現代社会、風刺、その他 pdf 
13  Eshonqul, N. 2001 Maymun yetaklagan odam. 私小説 pdf 
14  Tog‘ay Murod.* 2001 Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 政治ドラマ pdf 
15  Tohir Malik.* 2001 Shaytanat. 4-kitob. 現代社会、推理 pdf 
16  Hoshimov, O‘. 2002 Hikoyalar.  現代社会、青春、恋愛、その他 pdf 
17  Umarbekov, O‘. 2002 Saylanma. 1-jild. 現代社会 pdf 
18  Hoshimov, O‘. 2005 Bahor qaytmaydi.   恋愛ドラマ 紙 
19  Xolmirzayev, Sh.  2005 Saylanma. 2-jild. 現代社会、教訓、その他 pdf 
20  A’zam, E. 2007 Jannat o‘zi qaydadir. 現代社会 pdf 
21  Abbosxon, N. 2010 Sho‘rqishloq. (Sharq yulduzi. 2) 現代社会、推理 pdf 
22  A’zam, A. 2010 O‘zi uylanmagan sovchi. 恋愛ドラマ pdf 
23  O‘nar, S. 2010 Bibisora 現代社会 pdf 
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24  To‘xtaboyev, X. 2010 Jannati odamlar. 現代社会 pdf 
25  Namozov, A. 2012 Bo‘lim boshlig‘i 風刺 web 
26  Hoshimov, O‘. 2013 Sevgi qissalari.  恋愛ドラマ 紙 
27  Vafo, S. 刊行年不詳 Arg‘imchoq 現代社会 web 
 
以下に、本稿で調査対象とした小説の作家（の生年や出身地など）について紹介する。 
1. Abbosxon, N.  (1968年~、ナマンガン州生まれ) 
2. A’zam, A.  (1949年~、サマルカンド州生まれ) 
3. A’zam, E.  (1950年~、スルハンダルヤ州生まれ) 
4. Eshonqul, N.  (1962年~、カシュカダルヤ州生まれ) 
5. Hoshimov, O‘.  (1941年~2013年、タシケント州生まれ) 
6. Muqimov, A.  (1929年~1993年、フェルガナ州生まれ) 
7. Namozov, A.  (1970年~、スルハンダルヤ州生まれ) 
8. Otauli.  (本名：Otayev, N.、1949年~、カザフスタン、トルキスタン州生まれ) 
9. O‘nar, S.  (1964年~、サマルカンド州生まれ) 
10. Said Ahmad.  (本名：Husanxo‘jayev, S.、1920年~、タシケント市生まれ) 
11. Shuhrat.  (本名：Alimov, G‘.、1918年~1995年、タシケント市生まれ) 
12. Tog‘ay Murod.  (本名：Mengnorov, T.、1948年~2003年、スルハンダルヤ州生まれ) 
13. Tohir Malik.  (本名：Hobilov, T.、1946年~、タシケント市生まれ) 
14. To‘xtaboyev, X.  (1932年~、フェルガナ州生まれ) 
15. Umarbekov, O‘.  (1934年~1994年、タシケント市生まれ) 
16. Vafo, S.  (1962年~、ホラズム州生まれ) 
17. Xolmirzayev, Sh.  (1940年~2005年、スルハンダルヤ州生まれ) 
18. Qodiriy, A.  (1894年~1938年、タシケント市生まれ) 
19. Qodirov, P.  (1928年~2010年、タジキスタン、ソグド州生まれ) 
なお、本稿で調査対象とした作品に於いて、作家の生まれ育った地域や環境による人称代名詞の
使い方の違いはみられなかった。 
 
4.3 ウズベク語の二人称代名詞 
 
現代ウズベク語の二人称代名詞は、4.1.2でも紹介した通り、単数と複数の区別がある。 
まず、二人称単数形は、対話者との関係によって、自分より年下あるいは同年齢の相手に対して
親しみを込めて用いる sen（親称）と、自分より年上の相手に対して敬意を込めて用いる siz（敬称）
の区別がある。また、senの交替形として用いられる sanという形式もある。 
二人称複数形は、siz、sizlar、senlar という形式が用いられる。以下ではそれぞれの形式につい
て詳しく検討する。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
16 小説のpdf版は、ウェブサイトhttp://n.ziyouz.com/、http://tiim.uz/から入手したものである。 
17 作家名のうち、右上に上付きのアスタリスク記号が付いているものはペンネームであり、文学作品を発表する際に使用される本
名以外の名である。 
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4.3.1 二人称単数形 senと san 
 
二人称単数の senには、交替形として用いられる sanという形式がある。両者の違いは、senは
話し言葉でも使えるし、書き言葉でも使えるニュートラルな形式であるのに対し、san は話し言葉
では使えるが、書き言葉としては普段使わない形式である。例えば、日常会話では通常 sanを使う
人でも、改まった場面やビジネス文書などでは senを使う場合が多いと考えられる。地域によって
も差があると思われるが、sanは主として都心部の人によって用いられ、やや粗野な感じを与える。
それとは対照的に、地方などでは senを使う人が多い。チナズ市の都心部から 2キロほど離れた地
域に住んでいる筆者の家族の例で言うと、筆者を含む兄弟姉妹は皆 senを使っている。筆者の父親
と兄の子供たちは sanを使っているが、当人に聞いてみたところ、父親の場合、都心部で長く働い
ていたことが原因であり、兄の子供たちの場合は、友達の中で sanを使っている子が多く、自分も
そのように使い慣れているということである。 
なお、senと sanの使用分布に関しては、アンケート調査やフィールドワークなど詳細な調査が
必要であると思われるが、それについては今後の課題としたい。 
以下では、それぞれの形式について具体例を示す。 
 
1) A： Šu   čɔy  ɔpkiriš   ham   jɔnimga   tegib     ketdi…  Dilɔr,  san   ɔpkir,   iltimɔs! 
   この  お茶  運ぶこと  も     魂に      当たって 行った   人名   お前   運べ   お願い 
  （もうお茶を運ぶのも嫌になっちゃった。ディロル、あなたが運んでよ、お願い。） 
 
B： Oylab  gapiryapsanmi?  Seŋ-ga  kelgan  sɔvčiga   čɔynakni   men  ɔlib    kiramanmi? 
     考えて 話しているのか  お前-DAT 来た  仲人に  お茶ポットを 私が 持って 入るのか 
  （あなた正気？あなたのために来た仲人に私がお茶を運ぶことはないじゃない。） 
 (A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 20) 
 
これは仲のいい若い女性同士の会話であり、その若い女性の一人の家に来た仲人にお茶を出す
場面である。この例では、女性の一人が sanを用いているのに対し、もう一人は senを用いてい
るのである。 
 
4.3.2 二人称単数形 sen（親称）と siz（敬称）の使い分け 
 
senと sizは、元来二人称の単数と複数を表し、数カテゴリーに基づく区別をなしていたが、後に
二人称複数であった siz が二人称単数に転用され、敬称として用いられるようになったと言われて
いる（Ishayev（1984）、Rahmatullayev（2006）など）。現代ウズベク語では、senは主に同年齢
あるいは年下の親しい友人や知り合い、子供、神などに対して使われ、時には軽蔑の意味をも含み
うる人称代名詞であるのに対し、sizは話し相手に対する尊敬を表す場合に使われると同時に、初対
面の人や親しくない人に対して使われ、相手との距離感を表す代名詞である。 
以下では、二人称代名詞 sen と sizが親族関係と非親族関係においてどのように使い分けられて
いるのか簡潔に論じる。 
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親族関係 
親称と敬称を区別する西洋の多くの言語では、家族や親族には年長・年少にかかわらず親称を用
いることが多いと言われているが、ウズベク語では、目上（年上）の人に対して親称を用いること
は失礼とされている。ゆえに親族関係においても、互いに親しい間柄とはいえ、目上の親族に対し
て親称を用いることはできない。家庭において、両親や祖父母、兄・姉など自分より年上の親族に
対して敬称の siz を用いるのが原則である。一方、弟・妹、子や孫、甥・姪など自分より年下の親
族に対しては親称の senを用いるのが一般的である。以下に具体例をいくつか挙げる。 
 
母と息子の会話： 
2) A［母］： Ammɔ   sen  adaŋni,  ɔpaŋni,   akalariŋni    yaxši kormasaŋ… 
    もし  お前  父さんを 姉さんを  兄さんたちを   愛さなければ 
（もしお前が父さんや姉さんや兄さんたちを愛さなかったら…） 
 
B［息子＝私］： Siz-ni       ham,‐  deyman   uniŋ   gapini   bolib. 
       あなた-ACC  も      言う     彼女の  話を     遮って 
（「母さんもね」私は母の話を遮って言った。） 
 (Hoshimov, O‘. 1982. Dunyoning ishlari. Ikki afsona. p. 6) 
 
父と娘の会話： 
3) A［娘］： Siz    bularni   kop    oylamaŋ,       dadajɔn,  xopmi? 
    あなた   これらを  沢山   考えないで下さい  父ちゃん  いいか 
      （お父さん、考えすぎないでね。） 
 
B［父］： Xop,    xop,      Zulfinjɔn.   Sen-iŋ     gapiŋni   ikki   qilib   bolarmidi. 
      わかった  わかった  人名     お前-GEN  話を    二つ して  なるものか 
（わかったよ、ズルフィンちゃん。お前には逆らえないから。） 
(A’zam, E. 2007. Jannat o‘zi qaydadir. Suv yoqalab. p. 36) 
 
祖父と孫の会話： 
4) A［祖父］： Qoy,    bɔlam,    sorayverma,  yuragimga  gap   siġmayapti. 
       やめて 我が子よ  何回も聞くな  私の心に   話   入らない 
         （何回も聞かないでくれ。今心に余裕がないから。） 
 
B［孫］： Menikiga  siġyapti-ku,  bɔbɔjɔn. 
    私の心に  入りますよ  じいちゃん 
       （僕の心には余裕があるよ、おじいちゃん。） 
 
A［祖父］： Sen-iki      keŋda,  oġlim18. 
        お前-POSS   広いから 息子よ 
         （お前の心は広いからね。） 
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B［孫］： Siz-niki      judayam  tɔrmi? 
      あなた-POSS  とても   狭いか 
   （お爺ちゃんの心はそんなに狭いの？） 
 (To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 70) 
 
これらの例では、上の世代の親族が下の世代の親族に対して親称の sen を用いているのに対し、
下の世代の親族が上の世代の親族に対して敬称の sizを用いている。 
同世代の親族の場合、年齢の上下が親称と敬称の使い分けの基準になっており、兄・姉や年上の
いとこなど、自分より年上の親族に対しては敬称の siz を用いるが、弟・妹など年下の親族に対し
ては senを用いるのが普通である。次の例を見ていただきたい。 
 
兄と妹の会話： 
5) A［兄］： …hamma  gapirsa  ham  sen   gapirma…  Niyatiŋ   yɔmɔn  edi   sen-iŋ. 
    みんな      話せば  も   お前  話すな      お前の考え 悪い   だった お前-GEN 
       （お前だけは黙っていてくれ。お前は腹が黒い奴だから。） 
 
B［妹］： Niyati  yɔmɔn  deb   siz-ni        aytadi.  
      考え   悪い   と   あなた-ACC  言う 
       （腹が黒いのは兄ちゃんの方じゃない。） 
(Vafo, S. 刊行年不詳. Arg‘imchoq. Web) 
 
姉と弟の会話： 
6) A［弟］： Qattasiz,   ɔpa? 
    どこですか  お姉さん 
       （お姉さん、どこにいるの？） 
 
B［姉］： Šottaman,  nima  qildi,  nima? 
    ここにいる  何   した   何 
       （ここにいるよ。どうかしたの？） 
 
A［弟］： …Siz-dan    soravɔtman,  ɔyimla    qačɔn   kelalla?19 
    あなた-ABL  聞いている   お母様    いつ  来ますか 
       （ねえ、言ってよ。母さんはいつ来るの？） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Ko‘k daftarning siri. p. 47) 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
18 実子ではない人に対して用いられる oġlim（息子よ）という表現は、主に年配の人から若い人に対して親愛の気持ち
を込めて用いられる呼びかけ表現である。他に、qizim（娘よ）、bɔlam（我が子よ）などが挙げられる。 
19 例6）はタシケント方言の会話例であり、この会話で用いられているいくつかの表現は、標準語ではそれぞれqattasiz→qayerdasiz、
šottaman→šu yerdaman、soravɔtman→sorayapman、ɔyimla→ɔyimlar、kelalla→keladilarに当たる言い方である。 
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この例では、兄・姉が弟・妹に対して親称を用いているのに対し、弟・妹が兄・姉に対して敬称
を用いている。 
なお、兄弟姉妹の配偶者に対して、年齢に関係なく敬称を用いるのが普通であるが、その配偶者
が親しい友人や知り合いである場合は親称を用いることも可能である。例えば、筆者の身近な例で
言うと、筆者の妻と（筆者の）妹は子供の時から一緒に育った同い年の親しい友達であるが、結婚
後もお互いに親称で呼び合い続けている。以下に例を示す。 
 
兄から弟の妻に対する発話： 
7) Šu  bɔlalar   učun-da,  kelin.  Siz   uyga    qarayapsiz,  u  dalasi  bilan  ɔvɔra. 
この 子供たち  ためよ    嫁    あなた   家に    見ています  彼  彼の畑 と    忙しい 
（全部子供たちのためですよ。あなたはおうちのこと、彼（弟）は畑仕事で忙しい。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 235) 
 
 この例では、兄が自分より年下である弟の妻に対して敬称を用いている。 
兄弟姉妹の配偶者同士も、お互いに年齢に関係なく敬称を用いる。なお、このような場合も、そ
の配偶者が親しい友人や知り合いである場合は親称を用いることが可能である。以下に例を示す。 
 
姉妹の配偶者同士の会話： 
8) A［姉の夫］： Qani,   Otkirjɔn.... 
         どうぞ  人名 
（中へどうぞ、オティキルさん。） 
 
B［妹の夫］： Yoq,    siz-dan.     Uy  siz-niki.  
         いいえ  あなた-ABL  家  あなた-POSS 
        （いいえ、先にどうぞ。あなたがこの家の主人ですから。） 
 
A［姉の夫］： Siz-niki      ham.  
              あなた-POSS  も 
         （あなたの家でもありますよ。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 45) 
 
兄の妻から弟の妻に対する発話： 
9) Meŋga  qaraŋ.   Siz   yaŋgi  ɔdamsiz.  Bu   iġvɔgarlarniŋ       gapiga  učmaŋ. 
私に   見て下さい あなた  新しい 人です   この でたらめ言う人たちの 話に   騙されないで下さい 
（聞いて下さい。あなたは新しくこの家に来た人ですから、このようなでたらめを言う人たちに騙されないで 
下さい。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘aloni. p. 83) 
 
このように、兄弟姉妹の配偶者同士が互いに敬称を用いるのが普通である。 
 親が子供の配偶者である嫁や婿に対して敬称を用いるのが普通であるが、親称を用いる人もいる。
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また、最初は敬称を用いる人でも、時間を経るにつれて親称に切り替える場合もある。次の例は義
父と婿の会話の場面である。 
 
義父から婿に対する発話（敬称を用いる場合）： 
10) Siz    meŋga   kuyɔv  bolasiz-a... 
あなた   私に     婿    なりますね 
（あなたは私にとって婿ですよね？） 
 (Otauli. 1994. Tilsim. p. 120) 
 
義父から婿に対する発話（親称を用いる場合）： 
11) Vey,   meŋga  qara,  kuyɔv  bɔla,  sen-iŋ     uyiŋ     bɔrmi,    xɔtiniŋ   bilan   uyiŋda 
ねえ   私に   見ろ   婿      子  お前-GEN  お前の家が あるか   お前の妻   と    お前の家で 
 
otirsaŋ   olasanmi? 
座れば   死ぬか 
  （なあ、聞け。お前はちゃんと住む家があるのに、何で妻と一緒にそこにいられないのだ？） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 88) 
 
次の二つの例は、同じ作品の義母と嫁の会話の場面であるが、前者の例では、義母が一人の嫁に
対して敬称を用いるのに対し、後者の例では、もう一人の仲のいい嫁に対して親称を用いることが
見て取れる。 
 
義母と嫁の会話（敬称を用いる場合）： 
12) A［義母］： Siz-ga       aytyapman.  Qulɔqni   tɔm   bɔsganmi? 
       あなた-DAT  言っている   耳を    屋根  踏んだか 
     （あなたに言っていますよ。聞こえないのですか？） 
 
B［嫁］： Nima   deysiz,    ɔyijɔn? 
    何    言います  お母さん 
       （どうしたのですか、お母さん？） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar Qo‘zg‘oloni. p. 224) 
 
義母と嫁の会話（親称を用いる場合）： 
13) A［義母］： Bu   gap   seni     gapiŋmas.    Seni    xɔtiniŋ   Mehrini   gapi. 
       この 話   お前の  話ではない  お前の  妻の   人名-の   話 
       （（息子に対して）この話はお前ではなく、（お前の妻である）メフリの話だ。） 
 
B［嫁］： Toġri.  Ie,   bu    kišiniŋ   xɔtinlari   menman-ku. 
    そう  あれ この  人の    奥さん    私だよ 
         （そうです。あれ、この人の奥さんはメフリではなく私ですよ。） 
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A［義母］： Ie,   sen  buniŋ  xɔtini   ediŋ-a,... 
            あれ お前  これの   妻    だったね 
      （あれ、お前がこの子の妻だったね。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar Qo‘zg‘oloni. p. 210) 
 
 このように、嫁・婿に対して敬称の sizを用いる人もいれば、親称の senを用いる人もいる。 
夫婦間では、年齢にかかわらず、妻は夫に対して敬称を用い、夫は妻に対して親称を用いるのが
普通である。 
 
夫婦の会話： 
14) A［夫］： …agar   sen    bɔradigan   bolsaŋ,    men  ham   bɔraman. 
   もし    お前  行くこと  なれば   私   も    行く 
         （もしお前が行くならば俺も行くよ。） 
 
B［妻］： …siz   Mazambayda  nima   qilasiz? 
   あなた  場所名-で      何     します 
      （あなたはマザムバイで何をしますか？） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘aloni. p. 175) 
 
15) A［夫］： Heh,  sen-i      bilmaymanmi?  Eritišga    tušdiŋ-ku,     bir  narsa  undirmɔqčisan-da.  
        ね    お前-ACC 知らないか    ゴマすりに 取り掛かったね  一  物   狙っているだろう 
（お前のことを知っているぞ。ゴマをすり始めたから、何かを狙っているのだろ。） 
 
B［妻］： Heč ham-da.   Qaytaga   siz-ni      xursand   qiladigan   gap  aytmɔqči  edim. 
        違うわ      逆に    あなた-ACC 嬉しく    する      話  言いたい  だった 
（違うわ。逆にあなたを喜ばせる話をしようとしていたの。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 16) 
 
 妻が夫に敬称を用い、夫が妻に親称を用いるという習慣は、家庭において男性が女性より優位で
あるという宗教的・文化的思考が背景に働いているのであろう。しかし、女性の社会進出が進むに
つれて、女性が男性と平等に扱われるようになってきている現在では、夫婦が互いに敬称を用いる
家庭も増えてきている。次の例を見ていただきたい。 
 
夫婦の会話： 
16) A［夫］： Nigɔraxɔn, men  siz-ga        nima   degan   edim?  Ɔyim   sal   qattiqqolrɔqlar 
       人名     私   あなた-DAT   何    言った   のだ   私の母  少し  より厳しい 
 
demaganmidim.  
言ってなかったか 
        （ニゴラ、あなたに言ったろう。母さんがちょっと厳しいって言ったじゃないか。） 
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B［妻］： Men  siz-ga       tegayɔtganimda   ɔyiŋgizniŋ      šunaqaliklarini  bilib   tekkanman. 
      私  あなた-DAT  結婚する時     あなたのお母さんの そうであることを 知って 結婚した 
（あなたと結婚する時、あなたのお母さんのそういう性格を知ったうえで結婚したの。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘aloni. p. 208) 
 
夫から妻に対する発話： 
17) Nasi !  Nima  boldi   siz-ga,       Nasi? 
人名   何   なった あなた-DAT 人名 
  （ナシ、何があったの？大丈夫？） 
(O‘tkir Hoshimov. 2013. Sevgi qissalari. Quyosh tarozisi. p. 126) 
 
このように、現代社会では、互いに敬称の sizを用いる夫婦も少なからずいると思われる。 
配偶者の親族の呼び方は、夫と妻とでは多少異なる。（夫の立場からの）妻の親族に対する呼び方
は自分の親族の場合と同様、年上の人には敬称を用い、年下の人には親称を用いるのが普通である。
しかし、妻は夫の親族に対して年齢に関係なく敬称を用いるのが普通であり、たとえ小さい子供で
も敬って接することが多い。なお、年下の人の場合、時間が経つにつれて仲良くなり親称に切り替
えることもある。 
 
非親族関係 
 非親族の関係として、友人関係や恋人関係、隣人関係、職場関係、初対面などが挙げられる。 
 友人関係においては、同級生や親しい友人同士が一般に対等関係にあり、互いに親称を用いるの
が普通である。次の例は男性の友人同士と女性の友人同士の会話の場面である。 
 
男性の友人同士の会話： 
18) A： Ɔġayniŋniŋ  sen-dan    yaširadigan   siri   bɔrmi… 
     お前の友人の お前-ABL   隠す     秘密   あるか  
    （お前の友人はお前に知られたくない秘密でもあるのか？） 
 
B： Mendan   emas,    sen-dan    yaširadi. 
      私から  ではない お前-ABL   隠す 
   （俺ではなくお前に隠し事をしているんだよ。） 
(Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 197) 
 
女性の友人同士の会話： 
19) A： Ɔti     Sarvar  ekanmi?   Sen  qayɔqdan  bildiŋ?  
    彼の名前  人名   だったか  お前  どこから   知った 
   （彼の名前はサルワルだったの？お前、どうしてそれがわかった？） 
 
B： Vɔy,  sen-ga     aytišmadimi?  
  あれ   お前-DAT 言わなかったか 
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  （あれ、聞かされていないの？） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 89) 
 
 このように、友人同士は互いに親称を用いるのが一般的である。なお、一部の学校において、同
じクラスで互いに敬称を用いて話すよう計画的に教育を行うことで、同い年のクラスメートに対し
て sizを用いる人も若干いると思われる。例えば、筆者が通っていた学校（Usmon Yusupov名称第
7 番学校）では、生徒同士が互いに敬称を用いて話すための教育が実施されており、筆者を含む同
級生たちは皆互いに siz を用いて話すようになっている。ついでに言えば、筆者の兄や妹たちも同
い年のクラスメートに対して敬称を用いて話す。 
恋人関係については、互いに敬称を用いるのが普通である。以下に例を示す。 
 
20) A［男］： Siz-ni…     sevaman. 
       あなた-ACC  愛している 
     （あなたを愛しています。） 
 
B［女］： Siz-dan     katta  bolsam  ham-a. 
     あなた-ABL  年上   なれば  もか 
         （あなたより年上であってもですか。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Yo‘lda. p. 34) 
 
21) A［女］： Erkin  aka,   siz   meni   ɔdɔbsiz    qiz   deb  oylayapsizmi? 
           人名   兄    あなた  私を  行儀の悪い 女の子  と  思っていますか 
         （エルキン兄さん、あなたは私のことを行儀の悪い子だと思っているでしょう？） 
 
B［男］： Xɔlida,  axir    nega  unday   deysiz?   Axir   men    siz-ni...      siz-ni… 
      人名  だって なぜ   そう   言います だって  私    あなた-ACC  あなた-ACC 
         （なぜそう言うんですか？だって私はあなたを…） 
(Hoshimov, O‘. 2002. Hikoyalar. Xayollarga bo‘laman tutqun. p. 3) 
 
なお、恋人同士は同じ地区に生まれ育ち、お互いのことをよく知っている人である場合は、男性
は（年下の）女性に対して親称を用いるのが普通である。 
隣人関係では、親族の場合と同様、隣人や同じ地区の人が自分より年上である場合は敬称を用い、
年下である場合は親称を用いる。その妻も、自分の家の嫁の場合と同じく、年齢に関係なく敬称を
用いるのが普通である。なお、例は省略する。 
職場関係においては、上司に対して年齢に関係なく敬称を用いるのが普通である。次の例は上司
と（上司より）年上の部下との会話の場面である。 
 
年下の上司に対して敬称を用いる場面： 
22) A［部下］： Jɔn   uka,  bir   ahmɔqliq   qildim,   kečiriŋ.    Meni   quvmaŋ.  
             愛しい 弟    一つ  馬鹿なこと  した    許して下さい 私を   追い出さないで下さい 
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     Siz-dek     ɔdamga  šunday    itlik    qildim... 
             あなた-like   人に   そのような  悪いこと  した 
（馬鹿なことをしてしまいまして申し訳ないです。どうか追い出さないで下さい。所長さんに悪い
ことをしました。） 
 
B［上司］： Siz   meŋga  nima  gunɔh   qila   qɔlgandiŋgiz? 
         あなた 私に   何     罪     して  しまいましたか 
           （私に対して何か悪いことでもしたのですか？） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Yelim. p. 14) 
 
このように、上司が自分より年下であっても、目上として敬意を示して siz を用いるのが一般的
である。 
部下が自分より年上である場合は原則として敬称を用いる。一方、部下が自分より年下である場
合は、敬称を用いる人もいれば親称を用いる人もいる。部下との年齢がかなり離れている場合や部
下が以前からよく知っている人である場合は、部下に対して親称を用いるのが普通である。また、
入社当初は敬称で接していた部下でも、時ともに仲良くなって親称に移り変わる人もいると思われ
る。以下に具体例をいくつか示す。 
 
部下に対して敬称を用いる場合： 
 
教育関係の上司から部下に対する発話（部下が年上の場合）： 
23) Biz  siz-ni        keksa  pedagog,   ustɔz   taškilɔtči  sifatida  tanir   edik,... 
我  々 あなた-ACC  年配の  教育者    恩のある  主催者   として   知って いた 
   （我々はあなたを経験豊富な教育者、そして恩のある主催者として存じておりました。） 
(Muqimov, A. 1999. Erinsangiz, kulmang. Ishlar joyida. p. 38) 
 
統計関係の上司から部下に対する発話（部下が年下の場合）： 
24) Nega  kečikib  yuribsiz?    Nima,  bu    yer   siz-ga        pɔdaxɔnami? 
なぜ  遅れて  歩きますか   何    この  所    あなた-DAT  家畜小屋か 
   （なぜ仕事に遅れて来たのですか？ここはあなたの家ではないし、ちゃんとしないとだめでしょうが。） 
(Namozov, A. 2012. Bo‘lim boshlig‘i.O‘zbekiston adabiyoti va san’ati. 30. Web.) 
 
部下に対して親称を用いる場合（部下が年下であることが前提条件）： 
 
検察関係の上司と部下の会話： 
25) A［部下］： Agar   siz    aytganday   Asadbekniŋ  yoliga   toġanɔq   bolsa,   ɔsɔŋgina 
            もし   あなた 言ったように 人名-の     道に   邪魔     なれば   簡単に 
 
            yoq  qilišmasmidi? 
           無く しなかったか 
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      （もし主任が言ったようにアサッドベックの邪魔になれば、簡単に仕留められたのでは？） 
 
B［上司］： Maydarɔq     ɔdam   bolganida   balki    sen   aytgan   yolni   tutišardi. 
      より身分の低い 人     なったら   たぶん  お前  言った  方法を 選んだだろう 
           （身分の低い人だったらたぶん（彼らは）君が言った方法を選んだだろう。） 
(Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 27) 
 
運送会社の上司と部下の会話： 
26) A［上司］： Sen   doxtirni   tɔp. 
            お前   医者を  見つけろ 
      （君は医者を探せ。） 
 
B［部下］： Xop,   xojayin. 
           はい  ボス 
          （はい、ボス。） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 96) 
 
同僚関係では、お互いに敬称で呼び合うのが普通である。同僚がたとえ自分より年下であっても、
敬称を用いることが多いと思われる。なお、年下の同僚が同じ地区で生まれ育った人であれば親称
を用いるのが普通である。 
次の例は自分より年下の同僚に対して敬称を用いる会話の場面である。 
 
27) A［同僚 (年下)］： Dɔmla,   bu    šaftɔlilarniŋ   juni   qani? 
          先生、  この  桃の実の    毛    どこ 
（先生、この桃の実は毛がないですね。） 
 
B［同僚 (年上)］： Rahimjɔn,  ukam,   siz   kelasiz,  deb  šaftɔlilarni  Qibray-dagi  
                   人名     弟      あなた  来ます  と   桃の実を   場所名-にある 
 
sartarɔšxɔnaga  ɔbčiqib        junini  qirdirib   keldim. 
床屋に     持って行って  毛を   切らせて  来た 
           （ラヒムジョンさんが来ると思い、桃の実の毛をキブライにある床屋で切ってきました。） 
    (Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Lucchak Shaftoli. p. 194) 
 
年配の同僚から若い同僚に対する発話： 
28) Kečikdiŋgiz,       oġlim,  kečikdiŋgiz.   Siz-ga       ačinaman,   lekin  iš    kunim 
（あなたが）遅れました 息子よ  遅れました  あなた-DAT  同情する    しかし 仕事  私の日 
 
tugagač,    ilɔjim   qanča. 
  終わったら  私の仕方 いか程 
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   （遅いですね。残念ですが、私の一日の勤務時間が終わってしまったので仕方がないです。） 
(Muqimov, A. 1999. Eringsangiz, kulmang. Oy borib, omon keldim. p. 36) 
 
親密な間柄ではない人や見知らぬ人との会話では、お互いに敬称で呼び合うのが一般的である。 
以下に具体例をいくつか示す。 
 
看護婦と患者の会話： 
29) A［看護婦］： Siz-ni     čiqarib  yubɔrišmɔqči  bolišgan  ekan,   oziŋgiz     konmaganmišsiz? 
あなた-ACC  出して しまおう    なった  そうだ あなた自身 同意しなかったそうです 
        （あなたを退院させようとしても断ったそうですね？） 
 
B［患者］： Siz-ni    tashlab  ketgim      kelmadi,... 
      あなた-ACC 置いて    行きたい気分 来なかった 
      （あなたを置いて行きたくなかったのです。） 
(Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 44) 
 
初対面の男性同士の会話： 
30) A： Uka,   siz-ni       tanimayrɔq   turibman? 
      弟    あなた-ACC  知らないで  いる 
（お兄さん。私はあなたを存じ上げないのですが？） 
 
B： Tanimaysiz.        Bir   yaxši  ɔdamni  duɔ    qilaveriŋ.  Šu   ɔdam,   siz-ga        
  （あなたは）知りません  ある いい  人を   お祈り して下さい その  人    あなた-DAT   
 
muruvvat  qilmasa    qamɔqda  čirib   ketardiŋgiz. 
       情け       しなければ  刑務所で  腐って しまったでしょう 
（あなたは私のことを知らないです。ある人に感謝して下さい。その人が情けをかけてくれなかったら、あ
なたは刑務所で人生を終えたでしょう。） 
(Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 62) 
 
初対面の中年の男性と若い女性の会話： 
31) A［女性］： Salɔm,     keliŋ, ‐   dedi   Zumrad  uŋga  yaqinlašib. 
          こんにちは  来て下さい   言った  人名    彼に  近づいて 
       （ズムラッドは彼に近づいて「こんにちは、どうぞ。」と言った。） 
 
B［男性］： Siz-da       išim       bɔr    edi. 
       あなた-LOC  私の用事   ある   だった 
（あなたに用事があるのですが。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Nomus. p. 126) 
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なお、お年寄りの人は、相手が誰であるかに関係なく、親称を用いて話す傾向がある。例文を見
てみよう。 
 
年配の男性から中年の政府の役人に対する発話： 
32) A［政府の役人］： Hukumatga  qarši   bolsaŋgiz   qamalasiz. 
          政府に    反対   なれば     捕まります 
                 （政府に反対すれば捕まります。） 
 
B［年配の男性］： …sen  hukumat   emassan-ku. 
         お前    政府      ではないだろう 
                 （お前は政府じゃないだろう。） 
(To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 200) 
 
33) Bɔrdim      nima-yu,…  bɔrmadim  nima,   seŋ-ga   baribir    emasmi,    bɔlam? 
（私が）行った 何か      行かなかった 何    お前-DAT  どうでもいい ではないか  我が子よ 
（私がそこに行くも行かないもお前にはどうでもいいことだろう。） 
(To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 131) 
 
これらの例では、それぞれ違う年配の男性が親しい関係を持っていない政府の役人に対して親称
を用いて話している。 
また、子供に対しては初対面でも親称を用いるのが普通である。次の例を見ていただきたい。 
 
初対面の男性と男の子の会話： 
34) A［男性］： Oġil   bɔla   ham   yiġlaydimi?  Sen  oġil   bɔlamisan,  yɔ      qiz   bɔlamisan? 
             男   子    も     泣くか   お前  男   子か     それとも  女   子か 
                （男の子なのに泣くのか。君は男の子かそれとも女の子か？） 
 
B［男の子］： Oġil   bɔlaman... 
         男    子 
（男の子だ。） 
 
A［男性］： Ɔtiŋ       nima? 
       お前の名前   何 
           （名前は？） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Ko‘k daftarning siri. p. 48) 
 
初対面の男性と女の子の会話： 
35) A［男性］：  Qurib  qɔlmasin,         deb  uzdim.  Seŋ-ga    beraymi?  
            枯れて しまわないように と  摘んだ お前-DAT  挙げようか 
           （枯れてしまわないためにこの花を摘んだの。お姉ちゃんに挙げようか？） 
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B［女の子］： Mayli,  beriŋ…  Men  uni    quritmayman.  Suvga   sɔlib  qoyaman. 
             はい   下さい   私  それを 枯れさせない  水に   入れて 置く 
                （はい、下さい。私はそれが枯れてしまわないように水に入れておきます。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Bahor nafasi. p. 66) 
 
 これらの例では、大人の男性が見知らぬ子供に対して senを用いて話していることが窺える。 
さらに、神に対する呼びかけにも親称を用いるのが普通である。イスラム教徒は礼拝堂であるモ
スクで全能の神アラーにお祈りをする時や独り言で神に頼みごとをする時には senを用いる。以下
に例を示す。 
 
36) Ey,  xudɔ,… Sen   ozi   bɔrmisan?    Bɔr      bolsaŋ  javɔb  ber. 
おお 神様   お前  一体  存在しているか  存在している ならば 返事 くれ 
（神様！あなたは一体存在しているのか？存在しているなら返事して下さい。） 
                          (Tog‘ay Murod. 1980. Oydinda yurgan odamlar. p. 57) 
 
37) Ey  Xudɔ,  seŋ-ga     nima  yɔmɔnlik  qiluvdimki,  meŋga   bu   ɔfatlarni  yubɔryapsan. 
おお  神様   お前-DAT 何    悪事    したか       私に  この 災いを    送っている  
  （神様！あなたに何か悪いことでもしたのか？なぜ私にこのような災いを与えていますか？） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 113) 
 
 神に対して親称を用いることは、ウズベク語だけに特有なものではない。ドイツ語やフランス語、
イタリア語など、親称と敬称の区別がある多くの言語でも神に対して親称を用いることが普通であ
るが、これは、神への畏敬の念が薄いということを表すのではなく、神が自分の心の中に住んでい
る身近な存在であるということを示すのであろう。 
 
4.3.3 二人称代名詞 sizの変遷 
 
4.3.2でも述べた通り、senと sizは、元来二人称の単数と複数を表し、数のカテゴリーに基づく
区別をなしていたが、後に二人称複数であった siz が二人称単数に転用され、敬称として用いられ
るようになった。Rahmatullayev（2000：284）によると、sizの二人称単数敬称としての用法は古
代チュルク語に遡り、歴史上最古のチュルク語の辞典とされる『チュルク語集成』（Dīwān Lughāt 
al-Turk、Maḥmūd al-Kāshgarī著 1072-1074）にも用例がみられるという。 
現代標準ウズベク語における sizの位置づけは、4.1.2でも触れた通り、複数二人称としての用法
が主な用法として扱われ、単数の敬称二人称としての用法はその存在が指摘されるにとどまること
が多い。しかし現代語では、二人称代名詞 siz は複数用法としてほぼ用いられず、もっぱら敬称の
単数二人称を指す代名詞として用いられている。 
現代語の二人称代名詞 siz の使用実態を明らかにするために現代の文学作品 12 作品を調べてみ
た。調査方法は、小説から siz が用いられている会話文を抽出し、それが複数としての用法かそれ
とも単数敬称としての用法かを調べた。なお、これらの作品中、sizが読み手に対して用いられた場
合や手紙や詩の中で用いられた場合はデータから排除した。調査結果は次の表の通りである。 
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表 11. 二人称代名詞 sizの用法に関する調査  
文学作品にみられる二人称代名詞 sizの用法 
                         用法 
文学作品 
単数敬称用法 複数用法 
 siz (単独) siz~lar siz~biz 
Eshonqul, N. 2001. Maymun yetaklagan odam. 15 - - - 
Hoshimov, O‘. 2002. Hikoyalar. 36 - - - 
O‘nar, S. 2010. Bibisora. 5 - - - 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. 199 2 - - 
Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. 342 - 1 - 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 102 1 8 5 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 295 - 1 - 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 286 4 1 1 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 323 1 1 - 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat.4-kitob. 245 - - - 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 60 - - 2 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 184 1 1 - 
合計 2092 9 13 8 
 
 調査の結果、小説12作品中、sizが単数敬称として用いられた例が 2092例収集できたのに対し、
複数として用いられた例は 30 例のみである。しかも、複数用法の 30 例のうち、siz が単独で二人
以上の相手に対して用いられた例は 9例しかない。このことから、現代語では、sizの複数用法は、
次のような二つの使い方を除き、ほとんど使われなくなってきていると言える。 
その一つは次の例の通りである。 
 
38) Biz,   siz        faɔl-lar-ga       suyanamiz!...  Sizlar     qančalik   kop   yɔrdam  
私たち あなたがた リーダー-PL-DAT  頼る         あなたがた  どれだけ   多く   手伝い 
 
   bersalariŋgiz,  biz     ɔčarčilikni  šunčalik  tez  tugatamiz. 
 下されば、  私たち 飢饉を    それだけ 早く 終わらせる 
（私たちはあなたがたのようなリーダーに頼ります… あなたがたは援助の手を差し伸べれば差し伸べるほど、私
たちは飢饉をそれだけ早く終わらせられます。） 
(Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. p. 7) 
 
39) Men   siz      ozbek-lar-ni          yaxši   bilaman. 
私    あなたがた ウズベク人-PL-ACC  よく   知る 
（私はあなたがたウズベク人たちをよく知っています。） 
(Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. p. 114) 
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このように、sizが二人以上の人に対して使われる場合、sizの後ろに来る名詞・形容詞に複数接
尾辞-larを付けて、sizが複数であることをその-larによって示すことが多い。 
もう一つの使い方は、「siz~biz」（「sizu biz」「siz bilan biz」「siz~, biz~」など）のような形
で、一人称複数のbiz（私たち）と一緒に用いられる。次の例を見ていただきたい。 
 
40) Vatanga  siz-niŋ            muhabbatiŋgiz  bolak,  biz-niki-da       bolak,  azizlarim. 
祖国に   あなたがた-GEN   愛情       違う   我 -々POSS-PRT  違う    愛しい人たち 
（祖国に対する愛情は、あなたがたと我々とではそれぞれ違う。） 
(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 198) 
 
41) Siz      bilan    biz    endi   ularniŋ  ornini   bɔsišimiz  kerak,  toġrimi? 
  あなたがた と      私たち  これから 彼らの   場所を  踏む     べき    正しいか 
（あなたがたと私たちはこれから彼らの跡を踏むべきです。そう思うでしょう？） 
(To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. p. 207)  
 
この二つの使い方における共通点は、どちらの場合も、複数を表す別の語や接辞によって siz が
複数であることが示されていることであり、特殊な用法であると言える。 
sen と siz の対立がある他のチュルク諸語を観察すると、例えばカザフ語やキルギス語、タター
ル語などでは sizの単数敬称用法が文法書に記されている（庄垣内 1988b, 1988c, 1988dを参照）。 
以下では、庄垣内（1988b, 1988c）のカザフ語とキルギス語の人称代名詞に関する概説を紹介す
る。 
 
カザフ語 
 
        単数     複数    
1人称      men     biz/bizder 20 
2人称       sen     sender 
2人称丁寧体   siz     sizder 
3人称       ol     olar 
（庄垣内 1988b：1150によるまとめ） 
 
キルギス語 
  
         単数     複数   
1人称      men      biz 
2人称       sen      siler 
2人称丁寧体   siz      sizder 
3人称       al      alar 
（庄垣内 1988c：1419によるまとめ） 
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このように、カザフ語とキルギス語では siz の複数用法が無くなり、二人称単数の丁寧体として
用いられている。 
 調査の結果、sizの単数敬称用法が 12作品中 2092例も得られたことを考慮に入れると、現代ウ
ズベク語においても、二人称代名詞 siz がカザフ語やキルギス語のような変化を遂げていると認め
て良いであろう。 
 
4.3.4 二人称複数形 sizlarと senlarの違い 
 
senlarと sizlarは、単数形の senと sizに複数接尾辞-larを付けて作ったものである。両者の違
いは、sizlar は、親称で話し掛ける（複数の）相手に対しても敬称で話し掛ける（複数の）相手に
対しても用いることができる待遇的に中立的な代名詞であるのに対し、senlarは、同等以下の複数
の相手に対して、主としてマイナス評価を込めつつ見下して呼ぶ場合に用いられる代名詞である。 
4.1.2でも紹介した通り、sizlarという形式は、元来の複数代名詞 sizが単数（敬称）にも用いら
れるようになり、siz が複数であることをはっきり表す目的で複数接尾辞-lar を付けて siz-lar のよ
うに用いるようになったものである（Asqarova et al.（2006）、Rahmatullayev（2006）など）。
Ishayev（1984：9）によると、sizは、もともと siz＜si+z（二人称＋複数接尾辞）であり、-zが複
数接尾辞として機能していたという。そして、それに複数接尾辞-lar が付くことにより、sizlar＜
si+z+lar（二人称＋複数接尾辞-z＋複数接尾辞-lar）という二重複数形ができたと指摘している。な
お、現代語では sizを一語と見なし、sizと-larの二つに分けて考えるのが普通である。 
sizlar は、親称と敬称の区別がなく、待遇的に中立的な代名詞であり、目上の人に対しても目下
の人に対しても使うことができる。以下に例をいくつか示す。 
 
sizlarを親称で話し掛ける複数の相手に対して用いる場合： 
 
同年代の子供たちの会話： 
42) A： Sizlar   kimsizlar   ozi? 
     お前たち  誰     一体 
    （お前たちは一体何者だ？） 
 
B： Qarɔqčilarmiz. 
   海賊たち 
  （海賊だ。） 
 (To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. p. 80)  
 
 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
20 カザフ語の一・二人称代名詞の複数形 bizder（私たち）、sender（君たち）、sizder（あなたがた）の-derは、ウズベク語の複数
接尾辞-larに相当する。 
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母親と息子たちの会話： 
43) A［母親］：  Bɔlalarim,   sizlar-ga       harɔm21   tɔmɔq  yedirganmanmi?  
             我が子たち お前たち-DAT  ハラーム  食べ物  食べさせたことがあるか 
      （息子たちよ。お前たちにハラーム食を食べさせたことがあるか？） 
 
 
B［息子たち］： Nima  deyapsiz,     ɔyijɔn?  
         何   言っています お母さん 
          （何を言っているのですか、お母さん？） 
 (Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘oloni. p. 235) 
 
前者の例は、子供たちの会話であり、子供たちは互いに敬称を用いないのが普通である。後者の
例は、母親と息子たちの会話であるが、4.3.2でも述べたように、家庭内では上の世代の人が下の世
代の人に対して親称を用いるのが一般的である。 
 
sizlarを敬称で話し掛ける複数の相手に対して用いる場合： 
 
44) Men  Tɔškentga    kelib  sizlar    bilan  učrašišimni  bilganim   yɔq  edi… 
私   タシケントに 来て  あなたがた  と     会うことを  知ったこと ない だった 
 
Šukur, siz-niŋ       ɔldiŋgizda  men  Olmasdan  kečirim  sorašim  kerak.  
人名  あなた-GEN 前で        私   人名-から  謝り  乞う   べき 
  （タシケントであなたがたと会うとは思っていませんでした… 実はシュクルさん、あなたの前でオルマスさん
に謝らなければなりません。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Qadah. p. 278) 
 
45) Siz   ham,  ortɔq  Rajabov   ham   ɔna-vatanga  xizmat  qilib  qoygan   zɔtsizlar!   Šu 
あなた も   同志  人名      も     祖国に     奉仕   して  置いた   方々です  その 
 
sabab,  men   sizlar-ga         yɔmɔnlik  sɔġinmayman. 
理由     私    あなたがた-DAT  悪いこと  望まない 
  （あなたも、同志のラジャボフさんも祖国のために力を尽くしてきた方々です。だから、あなたがたを悪いように
しません。） 
(Tog‘ay Murod. 1980. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi.. p. 74) 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
21 ハラームとは、イスラム教の戒律で禁忌されている物事であり、合法とされるハラールと対照的な概念である。食におけるハラ
ームとは、豚肉やアルコール飲料などイスラム法で不浄とされるものを含んだ食品のことを指す。 
（出典：https://www.foods-ch.com/gaishoku/1408604936996/、フーズチャネル「食の『ハラール』と『ハラーム』とは」より） 
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 これらの例では、話者が話しかけている二人以上の話し相手が siz を用いて話す相手であること
は文章の前後の文脈からも明らかであり、このような場合も sizlarを用いることが見て取れる。 
一方、senlar（都会などでは sanlarとも）という形式は、粗野な感じを伴うぞんざいな表現であ
り、敬称で話し掛ける相手に対して用いることはきわめて失礼である。この表現は、主として相手
を見下したり軽蔑したりする場合や、相手の行為を怒ったり非難したりする場合などネガティブな
意味で用いられることが多い。しかし、ポジティブな文脈で用いられることも若干あると思われる。 
senlarについて、Ma’rufov ed.（1981b）では次のように解釈されている。 
 
  Senlar  s.t. Kopčilikka murɔjaatda daġallik yɔki mensimaslikni bildiradi. 
        （話し言葉。複数者への粗雑に扱う気持ちあるいは軽蔑を表す。） 
（Ma’rufov ed. 1981b：36） 
 
Ma’rufov ed.（1981）でも、senlarの表す意味について、聞き手に対する軽蔑や粗雑に扱う気持
ちといったネガティブな態度を表す時に用いられる表現として解釈されている。 
senlar の現代語における使用実態を把握するために、文学作品 12 作品を調査した。なお、分析
に当たって、聞き手に対する怒りや非難、軽蔑など、何らかのネガティブな意味を表す用法を「ネ
ガティブな用法」、そうでない場合を「普通の用法」として分類した。調査対象とした小説及びその
結果は次の表の通りである。 
 
表 12. 二人称複数形 senlarの用法に関する調査  
文学作品にみられる複数二人称代名詞 senlarの用法 
                       用法 
文学作品 
ネガティブな 
用法 
普通の 
用法 
Eshonqul, N. 2001. Maymun yetaklagan odam. - - 
Hoshimov, O‘. 2002. Hikoyalar. - - 
O‘nar, S. 2010. Bibisora. - - 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. 28 2 
Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. 3 - 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 13 - 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 8 2 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 2 2 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 22 10 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat.4-kitob. 20 7 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 4 3 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 3 4 
合計 103 30 
 
 調査の結果、何らかのネガティブな意味を含んでいる senlarの例が103例収集できたのに対し、
そうでない例は 30 例のみであり、全体の 3 分の 1 しか占めていない。この結果から判断すると、
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senlarは今や蔑称の意味に成り代わっていると言っても過言ではなかろう。以下にそれぞれの例を
いくつか示す。 
 
普通の用法： 
 
中年の男性と見知らぬ若い兵士たちとの会話： 
46) A［中年の男性］： Senlar-ga      nima  boldi,   nimaga   bu   yerda   biqinib  otiribsanlar?... 
                  お前たち-DAT  何    なった  どうして  この  所で   隠れて  いる 
         （お前たち、何があった？どうしてここに隠れている？） 
 
B［兵士の一人］： Ikki  kundan  beri   šu   yerdamiz.  Ɔčmiz.  Uyga  ketɔlmayapmiz. 
           二   日から    ずっと その  所       空腹     家に   帰れない 
                 （二日前からずっとここにいます。お腹が空いていますし、家にも帰れません。） 
(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 166) 
 
中年の女性から知り合いの子供に対する発話： 
47) Rahmat,   bɔlam,   rahmat,…   Meŋga   sɔvġa       kerakmas.  Hamma    sɔvġani  
ありがとう 我が子よ ありがとう  私に   プレゼント  いらない   全て     プレゼントを 
 
ɔyiŋga    qilgin…   Senlar-ni       bɔqaman,  deb  bečɔra     tinim  bilmaydi.  
お母さんに してね   お前たち-ACC   養う    と  可哀想な彼女  息抜き 知らない 
  （わざわざプレゼントを持ってきてくれてありがたいが、気持ちだけいただくわ。このプレゼントはお母さんに
持って行ってね。お前たちの世話をしようと彼女はいつも忙しいから。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Sovg‘a. p. 78) 
 
前者の例は、旧ソ連時代、クラスノヤルスク市（現在のロシア連邦の都市）で2年間の兵役につ
いている数人のウズベク人の兵士がいじめや殺害を恐れて所属先の軍隊から逃げて隠れていたと
ころ、ウズベク人と思われる中年の男性に出くわして、助けを求めている場面からである。後者の
例は、同じ地域に住んでいる知り合いの子供が、国際婦人デーを祝ってある中年の女性のためにプ
レゼントを持ってくるが、女性はそれを断って、プレゼントは自分の母親にあげるよう子供に教え
ている場面である。いずれの場合も、聞き手の認識や行為に対する話し手のネガティブな態度を含
んでいないことが読み取れる。 
 
ネガティブな用法： 
 
父親から子供たちに対する発話： 
48) Olimimni   kutib   otirgan  ekansanlar-da.  Yo-oq,  men  hali-veri   olmayman.  Bu   dunyɔdan 
私の死を   待って  いた   のだね      いや  私   まだまだ  死なない    この  世から 
 
umidim   kop.   Qiz  ɔlib   senlar-ni       bir    kuydirmasam!  
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私の希望  多い  処女 とって お前たち-ACC   一つ   後悔させなければ 
  （私の死を待っているというわけだね。でも私はまだ死ぬつもりなどないよ。まだ、この世にたくさん希望を抱
いているから。処女を嫁に取ってお前たちを絶対後悔させずにはおかない。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kuyov. p. 238) 
父親から息子たちに対する発話： 
49) Kim   quvyapti         uydan   senlar-ni?...    keyin,  bilasanlarmi,  ɔsɔnlikča   senlar-ni 
誰    追い出している  家から  お前たち-ACC  そして  知っているか  簡単に   お前たち-ACC 
 
oqišga   kiritib     qoyganim   yoq.   Har biriŋ  učun    naqd   on  miŋdan  berganman! 
大学に 入学させて 置いたこと ない   一人一人  ために   現金    十  千ずつ   あげた 
  （誰もお前たちを家から追い出しているわけではないし。そして、知らないだろうが、お前たちを大学に入学させ
るのに苦労したよ。一人一人のために現金で一万スムずつ賄賂をあげたのよ。） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Oyning oltin o‘rog‘i. p. 156) 
 
前者の例は、思い通りの世話をしてくれない子供たちに対して腹を立てて苦情を言う父親の発話
である。後者の例は、大学を辞めて軍隊に入ろうとしている息子たちに対して、軍隊へ行くのを諦
めて大学での勉強を続けるよう子供たちを非難して言う父親の発話である。どちらの場合も、聞き
手に対する怒りや非難といったネガティブなニュアンスが含まれていることが窺われる。 
 以上述べたことから、筆者が考える現代ウズベク語の人称代名詞の体系は次の表の通りである。 
 
表 13. 筆者が考える現代ウズベク語の人称代名詞の体系 
         数 
人称 
単数 複数 
1人称 men/man biz/bizlar 
2人称 
親称 sen/san 
siz（稀）/sizlar 
senlar/sanlar（粗野） 
敬称 siz  
3人称 u ular 
 
この表からわかるように、二人称単数では、親称と敬称の区別がはっきりしているのに対し、二
人称複数では、それが希薄になっている。つまり、敬称のみを表す複数二人称代名詞がない上、親
称として用いられる senlarも、用いられる場面が限られており、相手に対して不快感を与えかねな
いあまり好ましくない表現となっている。siz と sizlar に関しては、親称としても敬称としても用
いることができるという点で待遇的に無色であると言えよう。 
 
4.3.5 人称代名詞と所有人称接尾辞及び述語の人称語尾との一致現象 
 
二人称代名詞を親称と敬称に分けて考える場合、それに呼応する形で変化する所有人称接尾辞や
述語の人称語尾のパラダイムも示す必要性がある。 
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4.3.5.1 人称代名詞と所有人称接尾辞との関係 
 
所有人称接尾辞は、本稿の2.2.2でも触れた通り、「私の〇〇」「あなたの○○」のように、何かの
所有関係を表現する時に名詞（所有物）の末尾に付けてその所有者を示す接尾辞である。日本語で
は、助詞の「の」によって所有者と所有物の関係が示されるが、ウズベク語では、所有格によって
限定される名詞には、所有者の人称に応じて人称接尾辞を付けて、それ（所有物）が誰のものであ
るかを明示しなければならない。 
所有人称接尾辞は、人称代名詞の属格形と呼応して、親称は二人称単数の接尾辞を取るが、敬称
は、元来二人称複数由来であることから、それに呼応する形で二人称複数の形を取ることになる。 
 二人称単数の場合、親称では-(i)ŋ、敬称では-(i)ŋgizという形式と呼応する。 
 
所有人称接尾辞が二人称単数親称の senと呼応する場合： 
 
50) Meni  qorqitma,  Xongirey.   Sen-iŋ    kuč-iŋ-ni         bilaman.  
私を  脅かすな   人名      お前-GEN 力-POSS.2SG-ACC  知る 
  （ホングレイ、俺を脅かすな。だってお前の力を知っているのだもの。） 
(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 199) 
 
51) Sen-iŋ      doppi22-ŋ-ni            hidlasa,  arɔq    ičiš  šart   emas,  yiqitadi. 
お前-GEN   帽子-POSS.2SG-ACC   嗅げば   ウォッカ 飲む 必要  ない    転ばせる 
   （お前の帽子を嗅げばウォッカを飲まなくても済むよ。その匂いで気絶するから。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 174) 
 
所有人称接尾辞が二人称単数敬称の sizと呼応する場合： 
 
52) Alimardɔn, ɔdamlar  konsertga  siz-niŋ       ašula-lar-iŋgiz-ni         ešitiš    učuŋgina   kelmaydi. 
人名    人々   演奏会に あなた-GEN  歌-PL-POSS.2SG.H-ACC  聞くこと  ためだけに  来ない 
  （アリマルドンさん。人々がコンサートに来るのは、あなたの歌を聞くためだけではないです。） 
(Hoshimov, O‘. 2005. Bahor qaytmaydi. p. 76) 
 
53) Bɔbɔjɔn,    enam     siz-niŋ       xɔtin-iŋgiz       boladi-a? 
おじいさん 私の祖母  あなた-GEN   妻-POSS.2SG.H   なるね 
  （おじいさん。おばあさんがおじいさんの妻ですよね。） 
       (To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 14) 
 
二人称複数では、senlarは-(i)ŋという形式と呼応するのに対し、sizlarは-(i)ŋ、-(i)ŋgiz、-(i)ŋlar
という三つの形式を取ることができる。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
22 doppiは、ウズベキスタンの伝統的な帽子のことであり、折り畳み式で四角形になっているのが普通である。 
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所有人称接尾辞が二人称複数の senlarと呼応する場合： 
 
54) Senlar-niŋ      gap-lar-iŋ        ham   oša    bɔlanikidan   qɔlišmaydi. 
お前たち-GEN  話-PL-POSS.2PL  も   その  子供のより   劣らない 
  （お前たちの話もその子供の話とちっとも変わらない。） 
(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 47) 
 
55) Bilib  qoylariŋ,  senlar-niŋ     oq-iŋ            jɔnimni  ɔlguniča   tepkini  bɔsišga   ulguraman. 
知って おけ    お前たち-GEN 弾丸-POSS.2PL  私の命を 奪うまで  引き金を 引くのに 間に合う 
  （肝に銘じておきなさい。お前たちが打った弾丸が俺の命を奪うまでに俺が引き金を引くのに間に合う。） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 17) 
 
所有人称接尾辞が二人称複数の sizlarと呼応する場合： 
 
sizlarが-(i)ŋと呼応する場合： 
56) Lekin  meŋga  sizlar-niŋ     muɔmala-lar-iŋ        juda    yɔqdi.  
しかし  私に  あなたがた-GEN 振る舞い-PL-POSS.2PL  とても 気に入った 
  （しかし、あなたがたの振る舞いはとても気に入りました。） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. Yozuvchi. p. 185) 
 
57) ...sizlar-niŋ       ɔġiz-lar-iŋ-ga          čaynab   sɔlib   qoysa   ham  yutišni        eplɔlmaysizlar. 
あなたがた-GEN 口-PL-POSS.2PL-DAT  噛んで 入れて おけば  も    飲み込むことを できません 
（あなたたちの口に物を噛んで入れておいても、それを飲み込むことさえできない。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 36) 
 
sizlarが-(i)ŋgizと呼応する場合： 
58) Bu  kišiga   baqirib    yetkizgunimča,  sizlar-niŋ        qulɔq-lar-iŋgiz      bitadi. 
この 人に   大声を出して 伝えるまで   あなたがた-GEN 耳-PL-POSS.2PL  聞こえなくなる 
  （この人に大声を出して伝えるまで、皆さんの耳が高音で聞こえなくなるから。） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 246) 
 
59) Bu   narsalar   sizlar-niŋ      kitɔb-iŋgiz-da       harɔm    qiliŋgan.  
この  物たち   あなたがた-GEN 本-POSS.2PL-LOC ハラーム された 
  （これらの物は、あなたがたの本（聖典）でハラームとされている。） 
(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 170) 
 
sizlarが-(i)ŋlarと呼応する場合： 
60) Sizlar    kimsizlar,  ozi?   Tintuvga  ruxsat  qɔġɔz-iŋlar      bɔrmi?   
あなたがた  誰        一体   捜索に   許可    紙-POSS.2PL  あるか 
（あなたたちは一体誰ですか？捜索令状はありますか？） 
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(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 18) 
 
61) Bu   kunlarda   qism-iŋlar-ni        tɔpiš          amri mahɔl. 
この  日々に     部隊-POSS.2PL-ACC  見つけること   なかなか難しい 
  （この頃、あなたがたが所属している部隊を見つけるのはなかなか難しいです。） 
(Shuhrat. 1967. Oltin Zanglamas. p. 257) 
 
例 61)では、所有人称接尾辞は人称代名詞を省略したいわゆるゼロ形式（φ）と呼応していると
考えられる。 
以上、筆者が考える現代ウズベク語の所有人称接尾辞の体系は、下記の表にまとめられる。 
 
表 14. 筆者が考える現代ウズベク語の所有人称接尾辞の体系 
 母音で終わる単語 子音で終わる単語 
単
数 
1人称 -m -im 
2人称 
親称 -ŋ -iŋ 
敬称 -ŋgiz -iŋgiz 
3人称 -si -i 
複
数 
1人称 -miz23 -imiz 
2人称 
親称 -ŋ -iŋ 
親称・敬称 -ŋ/-ŋgiz/-ŋlar -iŋ/-iŋgiz/-iŋlar 
3人称 -si -i 
 
例えば、bɔla（子）とkitɔb（本）という語に所有人称接尾辞を付けて表示すると次のようになる。 
 
bɔla（子）       kitɔb（本） 
単 1人称（meniŋ）     bɔla-m        kitɔb-im 
    2人称（seniŋ）    bɔla-ŋ        kitɔb-iŋ 
2人称（sizniŋ）   bɔla-ŋgiz        kitɔb-iŋgiz 
    3人称（uniŋ）     bɔla-si        kitɔb-i 
 
複 1人称（bizniŋ）    bɔla-miz        kitɔb-imiz 
    2人称（senlarniŋ）    bɔla-ŋ         kitɔb-iŋ 
  2人称（siz/sizlarniŋ） bɔla-ŋ/bɔla-ŋgiz/bɔla-ŋlar kitɔb-iŋ/kitɔb-iŋgiz/kitɔb-iŋlar 
    3人称（ularniŋ）    bɔla-si                 kitɔb-i 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
23 所有一人称接辞-(i)mizには、話題の第三者に対して敬意や尊敬の念を込めて用いられる敬称用法があると思われるが、それにつ
いては5.7.2で述べる。 
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所有物が複数である場合、所有人称接尾辞の前に複数接尾辞-larが先行し、それぞれ-larim、 
-larimiz、-lariŋ、-lariŋgiz、-lariとなる。 
 
4.3.5.2 人称代名詞と述語の人称語尾との一致 
 
日本語では人称代名詞が省略されることが多いと言われるが、これはウズベク語にも共通する性
質である。しかし、ウズベク語には主語の人称にしたがって語形が変化する「人称語尾」という範
疇があり、同じ動詞でも行為者によって異なる語尾が付く。人称語尾は主語の人称と呼応し、文中
で主語は省略することができても、動詞の人称語尾は省略することができず、必ず動詞の末尾に付
ける必要がある。例えば、「（私が）本をたくさん読んだ」という日本語の文をウズベク語で言うと、
「(Men) kop kitob oqidim」のように、「読んだ」のが一人称であるかそれとも二人称、三人称であ
るかを必ず明示しなければならない。もしこの文の主語が「あなた」である場合は、動詞の人称語
尾もそれ（二人称）に呼応して oqidiŋとなり区別される。 
吉村（2009：161）では、一般に、ウズベク語には互いに異なる 4種の人称語尾系列が存在する
と指摘し、次の表を挙げている。 
 
表 15. 吉村（2009）が挙げるウズベク語の人称語尾系列 
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
1sg -man -man -m -ay (-y) 
2sg -san  -san -ng — 
3sg — -di (-ti) — -sin 
1pl -miz  -miz -k -aylik (-ylik) 
2pl -siz  -siz -ngiz -ing (ng) 
3pl -lar   -dilar (-tilar) -lar -sinlar 
 
 吉村（2009）は、この表で提示した各系列については動詞のTAM接辞 24の種類にしたがって選
択されるとしているが、各系列が選択される条件については詳しく述べていない。 
 以下では、それぞれのグループについて、親称と敬称を考慮に入れて簡潔に述べる。なお、二人
称複数の siz と呼応する人称語尾に関しては、調査で得られた用例数が少ないため、該当する例文
がない場合は、二人称複数の sizlarと呼応する人称語尾と同じようなものと見なし、検証を進める。
その理由としては、sizも sizlarと同様、親称と敬称の両方で用いられると考えられるからである。 
 
グループⅠ 
グループⅠに属する人称語尾は、動詞の意志形-mɔqči、見込形-(a)r、完了形-gan に付加される。
また、名詞文や形容詞文でも用いられ、「私／あなた／彼（彼女）は○○です」という構文の名詞や
形容詞の末尾に付ける。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
24 吉村（2009）では、動詞文において、動詞語幹の後ろに後続するテンス／アスペクト／モダリティ（のいずれかあるいはそれら
複数を同時に表す）要素を表す接辞を総称してTAM接辞と呼んでいる。 
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二人称単数では、senは-sanという形式と呼応し、sizは-sizという形式と呼応する。 
 
62) Sen  meni   laqillat-moqchi-mi-san? 
お前  私を  騙す-VOL-Q-2SG 
  （お前は俺を騙そうとしているか？） 
(Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. p. 12) 
 
63) Siz     ham  ilgari  zamɔnaviy  mavzuda  mašq  qil-gan-siz. 
あなた も   以前  現代的な   テーマで  練習  する-DPST-2SG.H 
（あなたも以前現代的なテーマで練習したことがあるでしょう。） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. Qish hangomasi. p. 38) 
 
 二人称複数では、senlarは-san、-sanlarという形式と呼応し、sizlarは-siz、-sizlarという形式
と呼応する。 
 
64) Hɔsil  olgan   kuni   senlar   ham   ol-gan-sanlar. 
人名   死んだ 日に お前たち  も     死ぬ-DPST-2PL 
  （ホシルが死んだ日にお前たちも死んだも同然だ。） 
(Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. p. 155) 
 
65) A［母親］： sizlar-ga      oġirlik  qilgin,   deb   orgatganmanmi?  
      お前たち-DAT  泥棒  しなさい と   教えたことがあるか 
     （お前たちに泥棒しなさいと教えたことがあるか？） 
 
B［息子たち］： Yoq.  
        いいえ 
       （ないです。） 
 
A［母親］： Meni  bir  gapimni  ikki  qil-gan-mi-sizlar?  
       私の  一 話を      二  する-DPST-Q-2PL 
     （私の言ったことに背いたことがあるか？） 
 (Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘oloni. p. 235) 
 
以上、グループⅠを親称と敬称を考慮に入れて表示すると、次のようになる。 
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表 16. グループⅠに属する人称語尾系列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体例として、「読む」という意味の oqi-（母音語幹動詞）と、「書く」という意味の yɔz-（子音
語幹動詞）の意志形-mɔqči及び見込形-(a)rに付く人称語尾は次のように変化する。 
 
意志形（-mɔqči）                     oqi-（読む）                 yɔz-（書く） 
 
単数 
 
 1人称   Men oqi-mɔqči-man Men yɔz-mɔqči-man 
2人称  親称 Sen oqi-mɔqči-san Sen yɔz-mɔqči-san 
 敬称 Siz oqi-mɔqči-siz Siz yɔz-mɔqči-siz 
3人称   U oqi-mɔqči-φ U yɔz-mɔqči-φ 
  
複数  1人称   Biz oqi-mɔqči-miz Biz yɔz-mɔqči-miz 
2人称  親称 Senlar oqi-mɔqči-san/-sanlar Senlar yɔz-mɔqči-san/-sanlar 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-mɔqči-siz/-sizlar Siz/Sizlar yɔz-mɔqči-siz/-sizlar 
3人称   Ular oqi-mɔqči-φ/-lar Ular yɔz-mɔqči-φ/-lar 
 
見込形（-(a)r） 
 
単数  1人称   Men oqi-r-man Men yɔz-ar-man 
2人称  親称 Sen oqi-r-san Sen yɔz-ar-san 
 敬称 Siz oqi-r-siz Siz yɔz-ar-siz 
3人称   U oqi-r-φ U yɔz-ar-φ 
  
複数  1人称   Biz oqi-r-miz Biz yɔz-ar-miz 
2人称  親称 Senlar oqi-r-san/-sanlar Senlar yɔz-ar-san/-sanlar 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-r-siz/-sizlar Siz/Sizlar yɔz-ar-siz/-sizlar 
3人称   Ular oqi-r-φ/-lar Ular yɔz-ar-φ/-lar 
 
数 人称 人称代名詞（主格形） 人称語尾 
単
数 
1人称 men (私) -man 
2人称 
親称 sen (お前) -san 
敬称 siz (あなた) -siz 
3人称 u (彼／彼女) -φ 
複
数 
1人称 biz (私たち) -miz 
2人称 
親称 senlar (お前たち) -san/-sanlar 
親称・敬称 siz/sizlar (お前たち／あなたがた) -siz/-sizlar 
3人称 ular (彼ら／彼女たち) -φ/-lar 
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名詞文や形容詞文における使い方の具体例として、oqituvči（先生）という名詞と hursand（嬉
しい）という形容詞を使って「私（たち）／あなた（がた）／かれ（ら）は○○です」という意味
の文を作ると、人称語尾は（主語の人称と数に対応して）次のように変化する。 
 
名詞文／形容詞文 oqituvči（先生）               xursand（嬉しい） 
  
単数  1人称   Men oqituvči-man Men xursand-man 
2人称  親称 Sen oqituvči-san Sen xursand-san 
 敬称 Siz oqituvči-siz Siz xursand-siz 
3人称   U oqituvči-φ U xursand-φ 
  
複数  1人称   Biz oqituvči-miz Biz xursand-miz 
2人称  親称 Senlar oqituvči-san/-sanlar Senlar xursand-san/-sanlar 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqituvči-siz/-sizlar Siz/Sizlar xursand-siz/-sizlar 
3人称   Ular oqituvči-φ/-lar Ular xursand-φ/-lar 
 
グループⅡ 
このグループに属する人称語尾は、三人称形式-di (ti) の有無を除いて、グループⅠに属する人称
語尾系列とほぼ同じである。グループⅡに属する人称語尾は、動詞の現在・未来形の-a/-y、進行形
の-(a)yap、発見・伝聞過去形の-(i)pなどに付加される。 
二人称単数の場合、グループⅠの場合と同様、sen（親称）は-sanという形式と呼応し、siz（敬
称）は-sizという形式と呼応する。 
 
66) E,   seŋ-ga    nima,  bɔlam!    Meniŋ  išimga   aralašib   nima   qil-a-san? 
おい  お前-DAT 何    我が子よ  私の   仕事に  干渉して   何    する-NPST-2SG 
（おい、お前は関係ないだろう。私の邪魔をしてどうするのだ？） 
(Hoshimov, O‘. 1982. Dunyoning ishlari. Qarz. p. 4) 
 
67) Siz     nima   de-y-siz,            Nazira? 
あなた 何     言う-NPST-2SG.H  人名 
（ナジラさん、あなたはどう思いますか？） 
(Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. Shirinsoy oqshomlari. p. 9) 
 
二人称複数の場合、senlarは-san、-sanlarという形式と、sizlarは-siz、-sizlarという形式と呼
応する。 
 
68) E,   senlar   nimani   bil-a-sanlar? 
おい お前たち 何を   知る-NPST-2PL 
  （お前たちは何も知らないくせに…） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Karnay. p. 79) 
57 
 
69) Sizlar    meni  qɔtil    de-yap-sizlar... 
あなたがた   私を  人殺し  言う-PROG-2PL 
（あなたがたは私を人殺しだと言っていますが…） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. Ozodlik. p. 157) 
 
70) Siz     toġri   yoldan   ket-ayap-siz,    ortɔqlar! 
あなたがた 正しい 道から  行く-PROG-2PL  同胞たち 
  （同胞たちよ。あなたがたは正しい方向へと向かっています。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Oq uy. p. 39) 
 
以上、グループⅡを親称と敬称を考慮に入れて表示すると、次のようになる。 
 
表 17. グループⅡに属する人称語尾系列 
数 人称 人称代名詞（主格形） 人称語尾 
単
数 
1人称 men (私) -man 
2人称 
親称 sen (お前) -san 
敬称 siz (あなた) -siz 
3人称 u (彼／彼女) -di 
複
数 
1人称 biz (私たち) -miz 
2人称 
親称 senlar (お前たち) -san/-sanlar 
親称・敬称 siz/sizlar (お前たち／あなたがた) -siz/-sizlar 
3人称 ular (彼ら／彼女たち) -di/-dilar 
 
例えば、oqi-（読む）という母音語幹動詞と、yɔz-（書く）という子音語幹動詞の現在・未来形-a/-
y及び発見・伝聞過去形-(i)bに付く人称語尾は、主語の人称と数に対応して次のように変化する。 
 
現在・未来形                       oqi-（読む）                yɔz-（書く） 
 
単数  1人称   Men oqi-y-man Men yɔz-a-man 
2人称  親称 Sen oqi-y-san Sen yɔz-a-san 
 敬称 Siz oqi-y-siz Siz yɔz-a-siz 
3人称   U oqi-y-di U yɔz-a-di 
    
複数  1人称   Biz oqi-y-miz Biz yɔz-a-miz 
2人称  親称 Senlar oqi-y-san/-sanlar Senlar yɔz-a-san/-sanlar 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-y-siz/-sizlar Siz/Sizlar yɔz-a-siz/-sizlar 
3人称   Ular oqi-y-di/-dilar Ular yɔz-a-di/-dilar 
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発見・伝聞過去形 
 
単数  1人称   Men oqi-b-man Men yɔz-ib-man 
2人称  親称 Sen oqi-b-san Sen yɔz-ib-san 
 敬称 Siz oqi-b-siz Siz yɔz-ib-siz 
3人称   U oqi-b-di U yɔz-ib-di 
  
複数  1人称   Biz oqi-b-miz Biz yɔz-ib-miz 
2人称  親称 Senlar oqi-b-san/-sanlar Senlar yɔz-ib-san/-sanlar 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-b-siz/-sizlar Siz/Sizlar yɔz-ib-siz/-sizlar 
3人称   Ular oqi-b-di/-dilar Ular yɔz-ib-di/-dilar 
 
グループⅢ 
グループⅢに属する人称語尾は、動詞の過去形-diや条件形-saなどに付加される。 
二人称単数の場合、sen（親称）は-ŋという形式と呼応し、siz（敬称）は-ŋgizという形式と呼応
する。 
 
71) ...sen   ozi    oġliŋ        bilan  keyin   gaplašib  kor-di-ŋ-mi? 
お前   一体 お前の息子  と    後で   話して  見る-PST-2SG-Q 
  （お前は一体お前の息子と後でちゃんと話してみたのか？） 
(A’zam, A. 2010. O‘zi uylanmagan sovchi. p. 9) 
 
72) Bɔbɔjɔn,     siz     čočqaniŋ  bɔlasini  oldirib  qoy-di-ŋgiz-mi? 
おじいさん あなた 豚の     子を    殺して しまう-PST-2SG.H-Q 
  （おじいさん、あなたは豚の子を殺してしまったのですか？） 
(To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 77) 
  
二人称複数では、動詞の人称語尾の種類が多く、さまざまな形式が用いられる。例えば、senlar
の場合、-ŋ、-ŋlar、-lariŋ という形式が用いられ、sizlar の場合、-ŋgiz、-ŋgizlar、-ŋlar、-lariŋ、
-lariŋgizという形式が用いられる。 
 
senlarと呼応する場合： 
 
73) Senlar,   ozi,   qayerda   os-di-ŋ?  
お前たち 一体 どこで   育つ-PST-2PL 
  （お前たちは一体どこで育ったの？） 
(Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. p. 78) 
 
74) Bu   yaxšiligim    učun    senlar    meni   olimga   hukm  qil-di-ŋlar.   
この 私のいい行い  ために お前たち  私を  死刑に   判決  する-PST-2PL 
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（私のこのようないい行いのためにお前たちは私に死刑の判決を下した。） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 23) 
 
75) senlar   meni   bir   hayvɔn  qatɔrida   kor-sa-lariŋ       ham   ɔdamman.  
お前たち 私を   一  動物    として   見る-COND-2PL   も    人間 
（お前たちは私を一匹の動物として見ても（私は）人間だ。） 
(Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. p. 22) 
 
sizlarと呼応する場合： 
 
76) Sizlar    bu  dunyɔda   halɔl     yaša-di-ŋgiz,       umrlariŋgiz        azɔb   bilan    otdi. 
あなたがた この 世で   ハラール 生きる-PST-2PL  あなたがたの人生が 苦しみ と    過ぎた 
  （あなたがたはこの世に生まれてハラールな行いをして暮らして来ました。苦しい人生を送ってきました。） 
(Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. p. 115) 
 
77) Sizlar    učrašib   tur-sa-ŋgizlar     kerak?  
あなたがた 会って  立つ-COND-2PL   必要 
  （あなたがたは時々会ったりしていますか？） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. Bulut to‘sgan oy. p. 222) 
 
78) ...sizlar     ham   oqišlarni   qɔldirib,  ɔta-ɔnalariŋni   tašlab  kel-di-ŋlar. 
あなたがた も    学ぶことを 止めて   両親を        残して 来る-PST-2PL 
  （あなたがたも学校を辞めてご両親を残してきました。） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. O‘zbek xarakteri. p. 65) 
 
79) Sizlar      qačɔn   kel-di-lariŋ?  
あなたがた いつ   来る-PST-2PL 
（あなたがたはいつ来ましたか？） 
(To‘xtaboyev, X. 2010. Jannati odamlar. p. 125) 
 
80) Sizlar   qančalik  kop  yɔrdam  ber-sa-lariŋgiz,     biz    ɔčarčilikni  šunčalik   tez  tugatamiz. 
あなたがた どれだけ  多く 手伝い   下さる-COND-2PL  私たち  飢饉を   それだけ 早く 終わらせる 
（あなたがたが援助の手を差し伸べれば差し伸べるほど、私たちは飢饉をそれだけ早く終わらせられます。） 
(Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. p. 7) 
 
以上、グループⅢを親称と敬称を考慮に入れて表示すると、次のようになる。 
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表 18. グループⅢに属する人称語尾系列 
数 人称 人称代名詞（主格形） 人称語尾 
単
数 
1人称 men (私) -m 
2人称 
親称 sen (お前) -ŋ 
敬称 siz (あなた) -ŋgiz 
3人称 u (彼／彼女) -φ 
複
数 
1人称 biz (私たち) -k 
2人称 
親称 senlar (お前たち) -ŋ/-ŋlar/-lariŋ 
親称・敬称 siz/sizlar (お前たち／あなたがた) -ŋgiz/-ŋgizlar/-ŋlar/-lariŋ/-lariŋgiz 
3人称 ular (彼ら／彼女たち) -φ/-lar 
 
例えば、oqi-（読む）という母音語幹動詞の過去形-di 及び条件形-sa に付く人称語尾は、主語の
人称と数に対応して次のように変化する。 
 
過去形                           oqi-（読む）     
 
単数  1人称   Men oqi-di-m  
2人称  親称 Sen oqi-di-ŋ  
 敬称 Siz oqi-di-ŋgiz  
3人称   U oqi-di-φ  
    
複数  1人称   Biz oqi-di-k  
2人称  親称 Senlar oqi-di-ŋ/-ŋlar/-lariŋ  
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-di-ŋgiz/-ŋgizlar/-ŋlar/-lariŋ/-lariŋgiz 
3人称   Ular oqi-di-φ/-lar  
 
条件形                       
 
単数  1人称   Men oqi-sa-m  
2人称  親称 Sen oqi-sa-ŋ  
 敬称 Siz oqi-sa-ŋgiz  
3人称   U oqi-sa-φ  
    
複数  1人称   Biz oqi-sa-k  
2人称  親称 Senlar oqi-sa-ŋ/-ŋlar/-lariŋ  
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-sa-ŋgiz/-ŋgizlar/-ŋlar/-lariŋ/-lariŋgiz 
3人称   Ular oqi-sa-φ/-lar  
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グループⅣ 
グループⅣに属する人称語尾は命令文で用いられる。命令形の表す意味は、一人称では「Vしよ
う」「Vしましょう」などの意向や勧誘を、二人称では「Vしなさい」「Vして下さい」などの指示
や命令を表す。三人称では「Vしますように」などの放任や志願を表す他、「（彼／彼女に）Vさせ
なさい／Vさせて下さい」のように、第三者に対する願望を聞き手に依頼する場合にも用いられる。 
二人称単数の場合、sen（親称）は-φ、-ginという形式と呼応し、siz（敬称）は-(i)ŋ、-(i)ŋgizと
いう形式と呼応する。 
 
81) Kurra,  sen   ham   otir-φ. 
あだ名 お前  も    座る-IMP.2SG 
（クッラ、お前も座れ。） 
(Xolmirzayev, Sh. 2005. Saylanma. 2-jild. Ozodlik. p. 152) 
 
82) Siz-ga     maslahat,   advokat   ɔl-iŋ. 
あなた-DAT  アドバイス  弁護士   取る-IMP.2SG.H 
  （アドバイスですが、弁護士を雇ったらどうですか？） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Bo‘ri ovi. p. 50) 
 
親称の場合、命令形は接辞-ginで表されると、命令口調を和らげる効果がある。 
 
83) Endi    san   uylaŋ-gin,      bɔlam.  
そろそろ お前   結婚する-IMP.2SG  我が子よ 
  （もうそろそろお前も結婚しなさい。） 
(Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 89) 
 
 なお、敬称の-(i)ŋgizという形式はやや古い形式であり、現代語ではあまり用いられない。この形
式は、主として歴史ドラマや歴史小説などで用いられる。 
-(i)ŋgizの二人称命令語尾としての用法について、Zikrillayev（1990：45~49）にも指摘がある。
同論文によると、-(i)ŋgizは、歴史的に見て、二人称命令語尾-(i)ŋと同様、丁寧な命令形式として用
いられていたが、現代語では、シャフリサブズ（Shahrisabz）地方の一部の方言を除き、ほとんど
用いられなくなったという。 
命令語尾-(i)ŋgizの使用状況を確認するために、現代の文学作品 12作品と歴史小説 2作品を調査
した。なお、これらの作品中、命令語尾-(i)ŋgizが読み手に対して用いられた場合や手紙や詩の中で
用いられた場合は調査対象から排除した。調査した小説及びその結果は次の表の通りである。 
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表 19. 二人称命令語尾-(i)ŋgizの使用状況に関する調査 1（現代の文学作品）  
現代の文学作品にみられる二人称命令語尾-(i)ŋgizの使用状況 
                       用法 
文学作品 
単数用法 複数用法 
Eshonqul, N. 2001. Maymun yetaklagan odam. - - 
Hoshimov, O‘. 2002. Hikoyalar. - - 
O‘nar, S. 2010. Bibisora. - - 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. - - 
Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. - - 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 1 - 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. - - 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 2 1 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. - 1 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat.4-kitob. - - 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. - - 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. - - 
合計 3 2 
 
表 20. 二人称命令語尾-(i)ŋgizの使用状況に関する調査 2（歴史小説）  
現代の文学作品にみられる二人称命令語尾-(i)ŋgizの使用状況 
                       用法 
文学作品 
単数用法 複数用法 
Qodiriy, A. 1926. O‘tkan kunlar. 112 9 
Qodirov, P. 1988. Yulduzli tunlar. 9 2 
合計 121 11 
 
 調査の結果、命令形-(i)ŋgizの用例数は、歴史小説 2作品において単数・複数用法を合わせて合計
132 例あるのに対し、現代の文学作品 12 作品中合計 5 例のみである。このことは、命令形-(i)ŋgiz 
が古い用法であることを改めて裏付けている。 
 歴史小説における用例を観察すると、命令形-(i)ŋgiz が単数・複数のいずれにも用いられている
が、単数として用いる例が圧倒的に多く、全体の 91％を占めている。これは、siz が敬称の単数二
人称代名詞として用いられることが多いことと関連があると思われる。以下、単数敬称用法につい
てそれぞれ例を挙げる。 
  
84) Bɔrib,  haydab     yubɔr-iŋgiz!  
行って 追い払って  送る-IMP.2SG.H 
  （行って追い払って下さい。） 
(Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. p. 44) 
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85) Ɔtabek,  siz     javɔb   ber-iŋgiz…  
人名   あなた 返事  挙げる-IMP.2SG.H 
   （オタベックさん、あなたは返事して下さい。） 
(Qodiriy, A. 1926. O‘tkan kunlar. p. 39) 
 
二人称複数の場合、senlar は-φ、-(i)ŋlar、-lariŋ という形式と呼応し、sizlar は-(i)ŋ、-(i)ŋlar、
-(i)ŋgiz、-(i)ŋgizlarという形式と呼応する。 
 
senlarと呼応する場合： 
 
86) Senlar   jim   tur-φ.  
お前たち 静か 立つ-IMP.2PL 
（お前たちは静かにしろ。） 
 (Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘aloni. p. 229) 
 
87) .,.senlar-ni     bɔquvga   ɔlib    kelgan,  semirib  qɔl-iŋlar…  
お前たち-ACC  飼育に   連れて 来た    太って  残る-IMP.2PL 
（はい。お前たちを飼って育てるために連れて来たのだから太っておけ。） 
(Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. p. 268) 
 
88) E,   senlar    jim   otir-lariŋ. 
おい お前たち 静か 座る-IMP.2PL 
  （おい、お前たち。静かにしていろ。） 
(Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. Kelinlar qo‘zg‘aloni. p. 233) 
 
sizlarと呼応する場合： 
 
89) Mayli,    sizlar     ham   sora-ŋ,         surištir-iŋ,... 
よろしい  あなたがた  も   聞く-IMP.2PL   尋ねる-IMP.2PL 
（あなたがたもちゃんと聞いてみて下さい。） 
(Hoshimov, O‘. 1982. Dunyoning ishlari. Sovchilar. p. 24) 
 
90) Sizlar    ġaflatda   qɔl-ma-ŋlar,         hušyɔr   bol-iŋlar! 
あなたがた  油断で  残る-NEG-IMP.2PL  注意   なる-IMP.2PL 
  （あなた方は油断しないで気を付けて下さい。） 
(Eshonqul, N. 2001. Maymun yetaklagan odam. Ajr. p. 68) 
 
91) Ɔrqadɔšlar!   Murdalarni    ɔl-iŋgiz!       Korišsin      rahbarlar! 
同胞たち    複数の死体を 取る-IMP.2PL  見ますように 役人たち 
（同胞たちよ！役人たちが見るように死体を出して下さい。） 
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(Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. p. 24) 
 
92) Nimaga  tirjayasizlar,   ‐dedi    kosa,   ‐korgan   bolsalariŋgiz   ayt-iŋgizlar… 
なぜ   にやにやしています 言った 薄髭の男  見た   なれば     言う-IMP.2PL 
   （「にやにやしていないで、見たなら見たと言って下さい。」と薄髭の男は言った。） 
(Tog‘ay Murod. 1980. Oydinda yurgan odamlar. p. 43) 
 
以上、グループⅣを親称と敬称を考慮に入れて表示すると、次のようになる。 
 
表 21. グループⅣに属する人称語尾系列 
数 人称 人称代名詞（主格形） 人称語尾 
単
数 
1人称 men (私) -(a)y 
2人称 
親称 sen (お前) -φ/-gin 
敬称 siz (あなた) -(i)ŋ/-(i)ŋgiz 
3人称 u (彼／彼女) -sin 
複
数 
1人称 biz (私たち) -(a)ylik 
2人称 
親称 senlar (お前たち) -φ/-(i)ŋlar/-lariŋ 
親称・敬称 siz/sizlar (お前たち／あなたがた) -(i)ŋ/-(i)ŋlar/-(i)ŋgiz/ -(i)ŋgizlar 
3人称 ular (彼ら／彼女たち) -sin/-sinlar 
 
例えば、oqi-（読む）という動詞と、yɔz-（書く）という動詞の命令形は次のように変化する。 
 
命令形                          oqi-（読む）                  yɔz-（書く） 
単  1人称   Men oqi-y Men yɔz-ay 
2人称  親称 Sen oqi-φ/-gin Sen yɔz-φ/-gin 
 敬称 Siz oqi-ŋ/-ŋgiz Siz yɔz-iŋ/-iŋgiz 
3人称   U oqi-sin U yɔz-sin 
    
複  1人称   Biz oqi-ylik Biz yɔz-aylik 
2人称  親称 Senlar oqi-φ/-ŋlar/-lariŋ Senlar yɔz-φ/-iŋlar/-lariŋ 
 親称・敬称 Siz/Sizlar oqi-ŋ/-ŋlar/-ŋgiz/-ŋgizlar Siz/Sizlar yɔz-iŋ/-iŋlar/-ŋgiz/-ŋgizlar 
3人称   Ular oqi-sin/-sinlar Ular yɔz-sin/-sinlar 
 
ここで、ウズベク語の人称語尾系列を再表示すると、次のようになる。 
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表 22. 筆者が考える現代ウズベク語の人称語尾系列 
数 人称 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
単
数 
1人称 -man -man -m -(a)y 
2人称 
親称 -san -san -ŋ -φ/-gin 
敬称 -siz -siz -ŋgiz -(i)ŋ/-(i)ŋgiz 
3人称 -φ -di -φ -sin 
複
数 
1人称 -miz -miz -k -(a)ylik 
2人称 
親称 -san/-sanlar -san/-sanlar -ŋ/-ŋlar/-lariŋ -φ/-(i)ŋlar/-lariŋ 
親称・敬称 -siz/-sizlar -siz/-sizlar 
-ŋgiz/-ŋgizlar/-ŋlar/-lariŋ/ 
-lariŋgiz 
-(i)ŋ/-(i)ŋlar/-(i)ŋgiz/ 
-(i)ŋgizlar 
3人称 -φ/-lar -di/-dilar -φ/-lar -sin/-sinlar 
 
4.3.6 まとめ 
 
 以上、現代ウズベク語の二人称代名詞の使用状況や使い分けの問題などについて論じてきたが、
要点をまとめると次のようになる。 
① 元来複数二人称代名詞として扱われてきたsizは、現代語では複数用法としてほぼ用いられず、
もっぱら敬称の単数二人称代名詞として機能している。 
② 二人称単数の場合、親称と敬称の区別が認められ、同年齢あるいは年下の人に対して親しみを
込めて用いられる sen と、年上の人に対して敬意を込めて用いられる siz の区別があるが、二
人称複数ではそれが希薄になっている。つまり、二人称複数の senlarは、同等以下の複数の相
手に対して、主としてマイナス評価を込めつつ見下して呼ぶ場合に用いられる代名詞であるの
に対し、sizlarは親称と敬称の両方で用いられる待遇的に中立的な代名詞である。 
③ 親族関係において、一般的な傾向として、両親やおじ・おば、兄・姉など自分より年上の親族
に対して siz（敬称）を用い、弟・妹、甥・姪、子、孫など年下の親族に対して sen（親称）を
用いる。なお、嫁や婿あるいは兄弟姉妹の配偶者などに対して敬称を用いるのが普通であるが、
時間が経つにつれて仲良くなり親称に移ることも少なくない。 
④ 夫婦間では、一般に、夫が妻に対して親称を用い、妻が夫に対して敬称を用いるが、女性の社
会進出が進むにつれ、互いに敬称を用いる夫婦も増加してきている。 
⑤ 非親族関係では、初対面やあまり知らない人、上司や先輩、年上の知り合いなどに対して敬称
を用い、友人や年下の知り合いなどに対して親称を用いるのが一般的である。なお、相手が子
供である場合は、たとえ初対面でも親称を用いるが普通である。 
⑥ ウズベク語では、主語の人称や数に応じて所有人称接尾辞や動詞の人称語尾が変化するが、二
人称単数の親称と敬称の場合も同じく、senを使うかそれとも sizを使うかによって、それぞれ
違う所有人称接尾辞と人称語尾が付く。この場合、親称は二人称単数の活用をし、敬称は二人
称複数の活用をする。 
いずれも、具体的な形式・用法については、本文で述べた通りである。 
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4.4 ウズベク語と日本語の人称代名詞の対照 
 
今回の調査で明らかになったウズベク語の人称代名詞と、4.1.1 で整理した日本語の人称代名詞
（及びそれに相当する語）を対照して、大きな違いとともにわずかではあるが類似性も見いだせた。
以下にまとめた通りである。 
まず、相違点としては次の諸点が認められる。 
日本語には、「あなた」「あんた」「君」「お前」「貴様」など二人称代名詞として用いられる語の種
類が多く、話し手と聞き手の人間関係によって適宜使い分けられているが、いずれも使用対象及び
使用範囲がかなり限定されている。一方、ウズベク語の二人称代名詞は、種類が少ないが、使用範
囲が日本語に比べて遥かに広い。例えば、ウズベク語の二人称代名詞 siz（sizlarも）は、目上の人
や見知らぬ人は勿論、友人や恋人、目下の人にまで使うことができるのに対し、日本語の二人称代
名詞（及びそれに相当する語）は、いずれも同等以下の人に対してのみ用いることができるという
使いにくさがある。最もフォーマルで丁寧な表現とされる「あなた」でさえ、目上に対して使うこ
とは失礼とされており、代わりに「姓＋敬称」「姓＋称号」などが使われる。家庭内においても、日
本語では、自分より年上の者に対して人称代名詞の使用を避ける傾向があるが、ウズベク語では問
題なく使える。 
また、日本語はジェンダーによる言語使用の差が大きく、人称代名詞の使用においても、男女そ
れぞれに専用の人称代名詞が存在するが、ウズベク語ではそのような現象はみられない。 
 さらに、日本語では、「あなた」や「君」などを呼びかけ語として用いることができるが、ウズベ
ク語ではそのような用法はみられない。なお、ぞんざいな言い方で「Hey, siz !」（ねえ、あなた！）
「Hɔv, san !」（おい、お前！）などと呼びかけることは稀にあるが、しかし、このような場合、呼
びかけは heyやhɔvなどの感動詞によって行われていると考えられ、sizや senに呼びかけの機能
があるわけではない。 
 類似点としては、日本語では、人称代名詞が省略されることが多いと言われるが、これはウズベ
ク語にも共通する性質である。しかし、人称代名詞が省略される要因は、日本語とウズベク語とで
はそれぞれ異なる。日本語では、敬語表現や授受表現が多用され、これらの表現における人称暗示
機能や方向性の明確さが人称代名詞の使用頻度差に影響する主な要因となっている。 
一方、ウズベク語では、述語の人称語尾が主語の人称・数を表示するということが要因として挙
げられる。 
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第 5章 親族語 
 
 この章では、ウズベク語と日本語での親族間で用いられる呼称表現の使い分けの現状と特徴を検
討し、両言語の呼称の仕組みを整理・分析する。具体的には、ウズベク語母語話者と日本語母語話
者を対象に行ったアンケート調査に基づいて、親族・姻族に呼びかけたり言及したりする際の親族
呼称について、相手との距離や年齢の上下、相手の社会的地位といったさまざまな対人的要因との
かかわりを詳細に検証し、両言語の類似点と相違点を明らかにすることを目的とする。 
 
5.1 先行研究 
5.1.1 日本語の親族語に関する先行研究 
 
日本語の親族呼称については、膨大な研究があり、運用の問題に限っても、鈴木（1973, 1979, 1982, 
1998）、谷（1974a, 1974b, 1978）、渡辺（1978）、セペフリバディ（2012）などが挙げられる。 
鈴木（1973：146~155）は、話し手が自分自身に言及する言葉の全てを総括して「自称詞」と呼
び、話し相手に言及する言葉を総称して対称詞と呼んでいる。また、親族間での呼び方を土台に、
「目上・目下」による呼称の原則を見出し、その用法の制約について次の五つの条件を挙げている。 
① 目上の親族に対して人称代名詞を使って呼びかけたり、言及したりすることはできないが、   
目下の親族に対してはできる。 
② 目上の親族を通常、親族語を用いて呼ぶが、目下の親族に対してはそれができない。 
③ 目上の親族を名前だけで直接呼ぶことはできないが、目下の親族に対してはできる。 
④ 目上の親族に対して自分を名前で呼ぶことはできるが、目下の親族に対してはそれができない。 
⑤ 目下の親族に対して自分を相手の立場から見た親族語で称することができるが、目上の親族に
対してはそれができない。                         
 さらに、このような親族間の原則は、親族外の社会的場面にも当てはめられると指摘し、親族語
の非親族に対して使われる虚構的用法についても詳しく論じている。 
谷氏の一連の研究では、日本語の親族語の使用にみられる対人関係の分析に重点が置かれ、他言
語との比較を通して詳細な考察が行われている。 
 渡辺（1978：32~38）は日本語の親族語の特徴として次のようなことを挙げている。 
① 個人親族語 25には単語の数が多いものと少ないものとがある。 
単語の数が多いもの：父・母・祖父・祖母・夫・妻などを表す個人親族語。 
単語の数が少ないもの：孫・おい・めい・いとこなどを表す個人親族語。 
② 下の世代及び兄・姉を除く同一世代の個人親族語は、全て名称にしか使用できず、呼称には人
名を使用する。一方、兄・姉を含む上の世代の個人親族語は呼称にも名称にも使用できるが、
人名は呼称に使えない。 
③ 兄・姉を含む上の世代の個人親族語は、呼称として使用できるものとできないものとがある。
父・母・祖父・祖母や兄・姉などは名称には使えるが、呼称には使えない。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
25 渡辺（1978）は日本語の親族語彙を6つに分類し、そのうち、個人と個人の親族関係のみを指し示す語を「個人親族語」と呼び、
祖父・祖母・父・母・おじ・おば・兄・姉・弟・妹・おい・めいなどを挙げている。 
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④ 個人親族語は年少の子供の立場からも使用できる。例えば、親が自分の子供に向かって、自分
のことを（子供の立場からの）「お父さん」「お母さん」と言うことができる。 
⑤ 年少期に、親族によって獲得した呼称や名称は生涯にわたって根強く残存する傾向がある。 
⑥ 個人親族語の中には意味が多義語化して年齢階梯語として使用されるものがある。祖父・祖母・
おじ・おば・兄・姉・むすめを意味する個人親族語を、それぞれ老人の男・女、中年の男・女、
若い男・女として使用する。 
⑦ 日本語の年齢階梯語化した兄・姉名称には、一種のもちあげことばとしての用法さえある。例
えば、泣いている子供に、たとえその子に弟や妹がいなくても、「痛くても泣かない！△△ちゃ
んは、もうお兄ちゃん（・お姉ちゃん）なんだから。」というような場合である。 
⑧ 個人親族語は、直系と傍系を区別するが、父系と母系を区別しない。例えば、親と親の兄弟姉
妹は区別するが、親の兄弟姉妹は、父系も母系も同じおじ・おばである。  
 セペフリバディ（2012）は、現代日本語の親族成員間の呼びかけ表現に限って、話し手と話し相
手の年齢や性差などに着目して考察したものである。同論文では、鈴木（1973）の「目上・目下」
の原則について、現在では変わっている可能性があると指摘し、東京在住の日本人 250名を対象に
アンケート調査を実施し、部分的に鈴木説に反する点や指摘されていない新たな点について指摘し
ている。同論文の主張をまとめると次のようになる。 
① 父母・祖父母に対して「名前・あだな＋さん／ちゃん」などの呼称も若干使われており、「さん」    
は父母で、「ちゃん」は祖父母でそれぞれ優勢であると述べている。 
② 兄・姉に対して、親族呼称以外に、名前やあだ名など非親族呼称で呼ぶことも多く、会話の中  
では、「あなた」「あんた」「お前」などの人称代名詞を使うこともある。 
③ 話し手の年代によって呼び方が変わり、成長とともに呼称の社会化が観察される。特に男子の
ほうが女子よりも早く幼児語的な呼称を避け、社会的な呼称を使用しようとする傾向が強い。 
 
5.1.2 ウズベク語の親族語に関する先行研究 
 
ウズベク語の呼称表現に関する研究において、親族語に関する著書や論文は、大川・Aliqulov・
Kahramanog’li（2000）（以下大川他（2000））、Isayeva（2014）など、それほど多くないようであ
る。 
大川他（2000）は、日本語・ウズベク語・カザフ語・トルコ語の親族語について、標準的なモデ
ルと考えられるものを、家系図を模した図で示したものである。大川他（2000）には、親族語の意
味の取違いや、話し言葉と書き言葉の混同など問題が散見する。具体的には、以下のようなことが
指摘できる。 
① nevara（孫）の子に当たる親族語として čevara を挙げ、čevara の子に当たる親族語として
evara を挙げているが、Ma’rufov ed.（1981）の記述では、evara と čevara の関係は大川他
（2000）が挙げているものと正反対である。この二つの親族語に関するMa’rufov ed.（1981）
の記述は次の通りである。 
 
EVARA  Nevaraniŋ bɔlasi（bɔbɔga, buviga nisbatan）.  
  （nevara（孫）の子（祖父と祖母に対して））  （1981b：437） 
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ČEVARA  Evaraniŋ farzandi ― oġli yɔki qizi（katta bɔbɔga, buviga nisbatan）. 
      （evaraの子、その息子或いは娘（曾祖父と曾祖母に対して））  （1981b：361） 
  
つまり、nevaraの子は evaraであり、evaraの子は čevaraであるということである。 
② 配偶者の兄弟姉妹の子を表す親族語としてqayinboyinという語が充てられているが、Ma’rufov 
ed.（1981）では、それが配偶者の近い親戚として解釈されている。 
 
QAYINBOYIN  Erniŋ yaqin qarindɔšlari（uniŋ xɔtiniga nisbatan）yɔki xɔtinniŋ yaqin 
qarindɔšlari（uniŋ eriga nisbatan）.  
（夫の近い親族（妻に対して）または妻の近い親族（夫に対して）） 
（1981b：537） 
 
これは、qayinboyinという親族語の表わす範囲がより広いことを意味している。しかし、どこ
まで qayinboyinと言えるのかははっきり示されていない。 
③ 親族語の標準的なモデルに対応するものとして、次のようなバリアントを挙げているが、それ
らの使い分けについては他に何も述べていない。 
 
親族語の標準的なモデル     対応するバリアント                    
aka（兄）     birɔdar/ɔġa 
amakivačča（おじの子（父方））    amaki/amakiča 
ammavačča（おばの子（父方））    amma/ammača 
buva（祖父）    bɔbɔ/katta dada/katta ɔta 
buvi（祖母）     ača/bibi/katta ena/katta ɔna/katta ɔyi/mɔma 
er（夫）       bɔy/kuyɔv/qayliq/qalliq/rafiq/turmuš ortɔġi/ 
umr yoldɔši/umrdɔš/yɔstiqdɔš/zavj/ortɔq 
katta amaki（伯父（父方））    aka/amaki 
katta amma（伯母（父方））    amma 
katta qaynana（舅・姑の母）    katta buvi/katta qaynɔna/qaynana 
katta qaynata（舅・姑の父）    katta buva/katta qaynɔta/qaynata 
katta tɔġa（伯父（母方））     tɔġa 
katta xɔla（伯母（母方））     xɔla 
kičik amaki（叔父（父方））    aka/amaki/amakiča  
kičik amma（叔母（父方））    amma/ammača 
kičik tɔġa（叔父（母方））     tɔġa/tɔġača 
kičik xɔla（叔母（母方））     xɔla/xɔlača 
nevara（孫）      nabira/navara 
nevara kelin（孫の妻）     kelin/nabira kelin/navara kelin 
nevara kuyɔv（孫娘の夫）     kuyɔv/nabira kuyɔv/navara kuyɔv 
ɔna（母）      aya/ača/buvi/ena/ɔyi/ɔpa/vɔlida 
ɔpa（姉）      egači/ɔpača 
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ɔta（父）      ada/dada/padar 
pɔčča（兄の妻）      jezna/yazna/yezna 
qaynana（姑）      ɔna/qayin ɔna/qaynɔna 
qaynata（舅）      ada/dada/ɔta/qayin ɔta/qaynɔta 
qaynaġa（夫・妻の兄）     aka/ɔġa/pɔčča/qayin ɔġa/qaynɔġa 
qaynegači（夫・妻の姉）     qayin egači/qayin ɔpa/qaynɔpa 
qayni（夫・妻の弟）     qayin ini/qayn/qaynini 
qaynsiŋgil（夫・妻の妹）     bɔldiz/qayin siŋgil 
tɔġavačča（おじの子（母方））    tɔġa/tɔġača 
uka（弟）      birɔdar/ini 
xɔlavačča（おばの子（母方））    xɔla/xɔlača 
xɔtin（妻） ayɔl/ortɔq/ɔila/qayliq/qalliq/rafiqa/turmuš ortɔġi/ 
urm yoldɔši/umrdɔš/yɔstiqdɔš/zavja/zaifa/  
yaŋga（兄やおじなどの妻）   kelinɔyi 
（pp.42-44により要約） 
それらのバリアントの中には、方言や話し言葉、古形などが混ざっていると思われ、例えば、
er（夫）を意味する親族語のうち、zavjは古形であり、turmuš ortɔġiは改まった場面で用いら
れ、yɔstiqdɔšは詩など硬い文体で用いられる言い方である。 
 Isayeva（2014）は、親族語を性による区別という観点から、次の三つに分けて検討している。 
１） 男性に対して使われる親族語：dada（父）, ɔta（父）, padari buzrukvɔr（父：古形）, hazrat 
ɔtajɔn（父：古形）, aka（兄）, ini（弟）, uka（弟）, kuyɔv（年下の女性親族（娘や妹、
姪など）の夫）, ičkuyɔv（妻の家族と一緒に住む夫）, oġil（息子）, oġlɔn（息子）, er（夫）, 
čɔl（夫）, bɔbɔ（祖父）, amaki（父方のおじ） 
２） 女性に対して使われる親族語：qiz（娘）, ɔpa（姉）, siŋgil（妹）, qayinegači（夫あるい
は妻の姉）, qayinsiŋgil（夫あるいは妻の妹）, kelin（年下の男性親族（息子、弟、甥、従
弟など）の妻）, kelinɔyi（年上の傍系男性親族（兄、叔父、従兄など）の妻）, ɔvsin（夫
の兄弟の妻）, ɔna（母）, hazrat ɔnajɔn（母：古形）, aya（母：方言）, ɔyi（母：方言）, 
qaynɔna（姑）, amma（父方のおば）, xɔla（母方のおば）, buvi（祖母）, ena（祖母：方
言）, mɔmɔ（祖母：方言） 
３） 性の区別なく使われる親族語：jigar（兄弟姉妹や子など近い親族）, jigarband（兄弟姉妹
や子など近い親族）, bɔla（子）, farzand（子）, nabira（孫）, nevara（孫）, begim（夫
婦間で使われる愛称表現） 
他に、親族語の呼びかけの用法や接辞添加の問題、親族語の非親族に対する使用などについても
指摘している。 
 Isayeva（2014）にはいくつかの問題を指摘することができる。 
① 親族語の性別に関する考察は、標準語や方言、古形などが混ざっていて、きちんと整理されて
いない。 
② 列挙している親族語の中に、親族関係を表わさないと思われる語が混じっている。例えば、年
配男性に対する見下した呼びかけ表現であるbɔbɔy、「私の主」という意味のbegim（夫への愛
称として用いられることもある）、「年配男性」という意味の čɔl（老齢の夫に対する呼びかけに
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転用される）など。 
③ 取り上げているものは、ウズベク語の親族語の一部のみであり、親族語の全体系の整理という
課題が残されている。例えば、父方のおじである amaki は挙げているが、母方のおじである
tɔġaは挙げていない。年上の傍系男性親族の妻であるkelinɔyiについては扱っているが、姉あ
るいは年上の近い親族の夫である pɔččaについては扱っていない。 
④ 接辞添加の問題に関する考察は浅く、親族語に添加できる接辞の種類や使用範囲などが正確に
示されていない。例えば、Isayeva（2014）によると、接辞-jɔn は ɔyi（母）という親族語に、
接辞-gina は ɔna（母）という親族語に添加して、親愛の情などの意味を添えるとしているが、
接辞-jɔnは、ɔyiに限らず、ada（父）や aka（兄）など他の親族語に付けることができるし、
接辞-ginaも多くの親族語に添加することができると思われる。 
⑤ Isayeva（2014）は、呼びかけの表現として dadasi や ɔtasi などの表現について指摘している
が、これらの表現に関する詳しい分析は行っていない。dadasiや ɔtasiは、それぞれ 
dadasi → dada（父）+ -si（3人称所有） 
ɔtasi  → ɔta（父）+ -si（3人称所有） 
という構造であり、妻が夫に対して「お父さん！」と呼びかけるような表現である。これらの
表現は子供の立場から親族に呼びかける現象であり、通常の親族語とは性質が異なる。大人が
子供に同調して、子供の立場から親族に呼びかけたり言及したりするという親族語の特殊の用
法は十分に検討する必要があると思われる。 
⑥ 親族語の非親族に対する使用に関する指摘も不十分であり、親族ではない人に対して使われる
親族語の選択基準や種類、相手との距離や年齢の上下、相手の社会的地位など諸ファクターと
のかかわりを詳細に検討する必要がある。 
⑦ 文学作品の用例に基づいて親族語の考察・分析を行っているが、例証は十分とは言えない。実
際、親族語の運用に関する指摘において参考にしている例は 1、2 例のみであり、これだけで
は、親族語の運用に関する問題を十分に把握することは難しい。アンケートや事例調査など、
より多くのデータに基づいた検証が望ましい。 
 
5.2 問題提起 
 
本稿ではウズベク語の親族呼称について、以下の諸点を分析し検討する。  
① 親族・姻族に呼びかけたり言及したりする時、普段使っている言い方は何か。また、これらは
世代や年齢の上下、話し相手との親疎関係などに左右されることがあるか否か。 
② 夫婦間で用いられる言い方は何か。年齢の上下や子供の有無などの諸ファクターが呼称選択に
影響を与えるかどうか。 
③ 親族内で年少者との対話では、年少者の立場に視点を移動して親族に言及することができるか。 
④ 親族に呼びかけたり言及したりする際、親族語に付加して、話し相手に対する「気配り」や「配
慮」、「尊敬」と言った心遣いを示すために使用する接辞があると思われるが、それにはどんな
ものがあるのか。それらの表す意味は何か。どの親族に対しても用いられるのか。 
なお、親族語の非親族に対して使われる用法については、本稿では取り扱わないことにする。 
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5.3 親族語の基本モデル 
 
以下に、親族語の基本モデル（標準的なモデル）を挙げておく。ウズベク語の親族語の基本モデ
ルの記述において、主にMa’rufov ed.（1981a, 1981b）に従うが、必要に応じてMadvaliev ed.（2008）
を参照する。なお、図表の書式に関しては、大川他（2000）に倣った。 
 
図 4. ウズベク語の親族関係表示：直系及び兄弟姉妹 
 
                                    
                   ɔta（父）ɔna（母） 
 
 
                aka      ɔpa                            uka    siŋgil 
              （兄）    （姉）       ozi（自己）      （弟）  （妹） 
                                
kelinɔyi  pɔčča                                kelin    kuyɔv 
           （兄嫁） （姉婿）                              （弟嫁） （妹婿） 
  
jiyan          jiyan     oġil          qiz     jiyan          jiyan 
   （甥）   （姪）（甥）   （姪） （息子） （娘）  （甥）  （姪） （甥）  （姪） 
                     
                                              
                kelin    kuyɔv 
（嫁）   （婿） 
 
（孫）   nevara   （孫娘）       （孫）   nevara   （孫娘） 
 
nevara kelin nevara kuyɔv        nevara kelin  nevara kuyɔv 
        （孫嫁）  （孫婿）       （孫嫁）  （孫婿） 
                                              
evara              evara          evara             evara 
            （曾孫）           （曾孫）        （曾孫）          （曾孫） 
                                             
 
 
符号の説明：    ／  → 男／女 
           → 夫婦関係 
           → 兄弟関係 
           → 親子関係 
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er（夫） 
図 5. ウズベク語の親族関係表示：父方・母方 
 
                              
bɔbɔ  buvi                            bɔbɔ   buvi 
（祖父 （祖母）                       （祖父）（祖母） 
 
amma      amaki      ɔta       ɔna      tɔġa        xɔla 
（叔母） （伯母） （叔父） （伯父） （父）（母） （伯父） （叔父） （伯母） （叔母） 
                              
pɔčča            kelinɔyi                      kelinɔyi           pɔčča 
（おば婿）       （おじ嫁）           （おじ嫁）    （おば婿） 
 
 
   ammavačča         amakivačča      ozi（自分）     tɔġavačča          xɔlavačča 
  （いとこ）         （いとこ）                   （いとこ）       （いとこ） 
 
 
 
図 6. ウズベク語の親族関係表示：夫方の姻族 
 
 
             
  
 
qaynata 
（舅）        qaynana 
                                               （姑） 
                                    
 
qaynaġa     qaynegači            qayni     qaynsingil 
（小舅（年上））（小姑（年上））       （小舅（年下））（小姑（年下）） 
  
ɔvsin          pɔčča                       ɔvsin           kuyɔv  
（義理の姉） （義理の兄）         （義理の妹）  （義理の弟） 
 
 
 
 
 
 
▲ ● 
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xɔtin（妻） 
図 7. ウズベク語の親族関係表示：妻方の姻族 
 
             
  
 
qaynata 
（舅）        qaynana 
                                               （姑） 
                                    
 
qaynaġa     qaynegači            qayni     qaynsingil 
（小舅）       （小姑）        （小舅）   （小姑） 
  
kelinɔyi         bɔja                         kelin           bɔja  
（義理の姉） （義理の兄）         （義理の妹）  （義理の弟） 
 
 
 
 
5.4  調査概要 
 
 調査は、ウズベク語については、2009年 5月～7月にかけて、タシケント州チナズ市に住む 20
代～50代の男女 11名を対象に実施された。日本語については、2016年 5月～6月にかけて、東京
都府中市に住む 30 代～60 代の男女 11 人を対象に行われた。男女別の内訳は、両言語ともそれぞ
れ男性 4人に女性 7人である。質問事項は、本人を基準にして、上位 2世代、同世代、下位 2世代
まで合わせて 5世代の親族を対象とした。 
 調査方法は、面接の形で、ある親族に直接呼びかける時何と言うか、またその親族に話題の第三
者として言及する時何と言うかという趣旨の質問をし、予め用意しておいたアンケートに回答を記
入してもらうという方法で行った。なお、より正確な回答を得るために、回答者にその質問事項の
親族が実際にいる場合に限って回答してもらった。アンケートの詳細は、資料 7、8 を参照された
い。 
 
5.5 調査結果（Ⅰ）－ 親族関係 
 
 本節以降、調査の結果を示す際、親族語を「呼びかけ（address）」と「言及（reference）」に分け
て表示した。「呼びかけ」とは、親族に直接呼びかける時の用法であり、「言及」とは、話題の人物
として親族に言及する時の用法である。便宜上世代ごとに分けて記述する。なお、インフォーマン
トの男女差は、男性の場合はM（Male）、女性の場合はF（Female）で示す。 
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5.5.1 上位世代 
 
 上位世代の親族への言及は、呼びかけに用いる語形に所有一人称接尾辞-(i)m を付けて「私の○
○」というふうに表現する。例えば、「父方の祖父」の場合、呼びかけに ɔtaを用いる人は、言及す
る時に ɔtamと言う。「母」の場合、呼びかけに ɔpaを用いる人は、言及する時に ɔpamと言う。
以下、このことについては特に言及せず、その他の事項についてのみ述べる。 
 
(1) 「祖父・祖母」 
 
 「祖父母」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 23. 「祖父・祖母」に対する呼称 
      親族 
回答者 
父方の祖父 父方の祖母 母方の祖父 母方の祖母 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） － － ena enam ɔta ɔtam ena enam 
F2（20代） ɔta ɔtam ena enam ɔta ɔtam ena enam 
F3（30代） katata katatam ena enam katata katatam ɔpɔġ ena ɔpɔġ enam 
F4（30代） dada dadam ɔyi ɔyim dada dadam buvi buvim 
F5（40代） ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam aya ayam ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam aya ayam 
F6（40代） ɔta ɔtam ɔpa ɔpam ɔta ɔtam － － 
F7（50代） katata katatam ena enam katata katatam ena enam 
男
性 
M1（20代） － － ena enam katata katatam buvi buvim 
M2（30代） ɔta ɔtam ɔyi ɔyim － － katta ɔyi katta ɔyim 
M3（40代） katata katatam mɔma mɔmam katata katatam ena enam 
M4（40代） bɔva bɔvam mɔma/ena mɔmam/enam － － － － 
 
「祖父母」への呼称は、他の親族に比べてバリエーションが豊富であり、それぞれ次のような親
族語が用いられている。 
 
「祖父」 ―― bɔva、dada、ɔta、katata、ɔpɔġ dada 
  「祖母」 ―― aya、buvi、ena、katta ɔyi、mɔma、ɔpa、ɔpɔġ ena、ɔyi 
 
「祖父」の場合、ɔtaとdadaについて、Ma’rufov ed.（1981a）では「父」を意味する語として
解釈されている。 
 
  DADA Ɔta, padar. 
         （父、父親）  （Ma’rufov ed. 1981a：205） 
 
76 
 
  ƆTA  Farzandli, bɔla-čaqali er kiši（oz bɔlalariga nisbatan） 
     （子供を持っている男の人（自分の子供に対して））    （Ma’rufov ed. 1981a：547） 
 
bɔvaは、Madvaliev ed.（2008：B,293）では「bɔbɔの方言形」として解釈している。なお、Ma’rufov 
ed.（1981a）にはこの語が載っていない。bɔva は bɔbɔ（祖父）という親族語の音韻変化形である
と思われる。 
 
  bɔbɔ（祖父）→ bɔba（母音変化）→ bɔva（子音変化） 
 
bɔbɔに関するMa’rufov（1981a）の解釈は次の通りである。 
 
BƆBƆ  Ɔtaniŋ yɔki ɔnaniŋ ɔtasi（nabiraga nisbatan）. 
       （（孫に対する）父の父または母の父）  （Ma’rufov ed. 1981a：125） 
 
katataは二つの要素からてきており、katta（年上の）という形容詞と ɔta（父）という名詞が融
合してできたと思われる。 
 
katta + ɔta → kattaɔta（融合）→ kattata（母音脱落）→ katata（子音脱落） 
 
なお、katataはMa’rufov（1981a）とMadvaliev ed.（2008）には載っていない。 
ɔpɔġ dadaは、ɔpɔq（年上の）という形容詞とdada（父）という名詞で構成されている。この語
についても、Ma’rufov ed.（1981a）とMadvaliev ed.（2008）には項目がない。 
「祖母」の場合、aya、ena、ɔyiは、Ma’rufov（1981）では「母」を意味する語として解釈され
ている。 
 
AYA dial. Ɔna, ɔyi. 
     （方言。母)  （Ma’rufov ed. 1981a：67） 
 
ENA dial. Ɔna. 
   （方言。母）  （Ma’rufov ed. 1981b：446） 
 
ƆYI s.t. Ɔna. 
    （話し言葉。母）  （Ma’rufov ed. 1981a：527） 
 
つまり、aya と ena は方言で用いられる言い方であり、ɔyi は話し言葉で用いられる言い方であ
るという。 
ɔpaについては、「姉」を意味する語として解釈されている。 
 
ƆPA  Bir ɔta-ɔnadan tuġilgan farzandlar ičida ozidan kičiklarga nisbatan katta qiz. 
   （同じ親から生まれた子供のうち、年上の女の子）  （Ma’rufov ed. 1981a：538） 
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buvi、mɔma、katta ɔyiについては、それぞれ「祖母」を意味する語として解釈されている。 
 
  BUVI 1. Ɔtaniŋ yɔki ɔnaniŋ ɔnasi. 
       （父の母または母の母）  （Madvaliev ed. 2008：B, 359） 
 
 MƆMA dial. 1. Ɔta yɔki ɔnaniŋ ɔnasi; buvi. 
（方言。父の母または母の母。祖母）  （Ma’rufov ed. 1981a：471） 
 
KATTA ƆYI s.t. Ɔta yɔki ɔnaniŋ ɔnasi 
             （話し言葉。父または母の母）  （Ma’rufov ed. 1981a：527） 
 
 以上、「祖父」の場合、父方と母方では違いがみられず、全ての回答者は同じ親族語を使用してい
る。一方、「祖母」の場合、父方と母方で同じ親族語を使う者もいれば、違う親族語を使う者もいる。
父方と母方で違う親族語を使う場合を見てみると、女性の場合、F3 は父方では ena を用いるが、
母方では ɔpɔġ ena を用いる。F4 は父方では ɔyi を用いるが、母方では buvi を用いる。男性の場
合、M1は父方では enaを用いるが、母方ではbuviを用いる。M2は父方では ɔyiを用いるが、母
方ではkatta ɔyiを用いる。M3は父方ではmɔmaを用いるが、母方では enaを用いる。 
なお、同じ親族の相手に二つ以上の親族語を併用する例も観察できた。回答者のうち、M4は「父
方の祖母」に対してmɔmaと enaを併用している。 
一般にウズベク語においては、上位世代の親族に言及する場合、呼びかけに用いる語形に所有一
人称接尾辞-(i)mを付けて「私の○○」というふうに表現する。一方、下位世代の親族との会話では、
話し手と言及の対象者との親族関係を直接表現しないで、話し相手の立場に立って間接的に表現す
る傾向がみられた。次の表の通りである。 
なお、予告的に言えば、父母やおじ・おば、兄弟姉妹等に対する言及表現においても、同じよう
な調査結果が得られたが、そのことについては特に言及せず、その他の事項について述べる。 
 
表 24. 「祖父母」に対する言及表現 
     父方の祖父への言及 父方の祖母への言及 母方の祖父への言及 母方の祖母への言及 
     話し相手 
回答者 
同・上の世代の
親族及び他人 
下の世代の親族
（一世代下） 
同・上の世代の
親族及び他人 
下の世代の親族
（一世代下） 
同・上の世代の
親族及び他人 
下の世代の親族
（一世代下） 
同・上の世代の
親族及び他人 
下の世代の親族
（一世代下） 
女
性 
F1（20代） － － enam katta enaŋ ɔtam katta ɔtaŋ enam katta enaŋ 
F2（20代） ɔtam katta ɔtaŋ enam katta enaŋ ɔtam katta ɔtaŋ enam katta enaŋ 
F3（30代） katatam katta katataŋ enam katta enaŋ katatam katta katataŋ ɔpɔġ enam katta enaŋ 
F4（30代） dadam katta dadaŋ ɔyim katta buviŋ dadam katta dadaŋ buvim katta buviŋ 
F5（40代） ɔpɔġ dadam katta bɔbɔŋ ayam katta buviŋ ɔpɔġ dadam katta bɔbɔŋ ayam katta buviŋ 
F6（40代） ɔtam katta ɔtaŋ ɔpam katta enaŋ ɔtam katta ɔtaŋ － － 
F7（50代） katatam katta katataŋ enam katta enaŋ katatam katta katataŋ enam katta enaŋ 
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男
性 
M1（20代） － － enam katta enaŋ katatam katta katataŋ buvim katta buviŋ 
M2（30代） ɔtam katta ɔtaŋ ɔyim katta buviŋ － － katta ɔyim katta buviŋ 
M3（40代） katatam katta katataŋ mɔmam katta mɔmaŋ katatam katta katataŋ enam katta enaŋ 
M4（40代） bɔvam katta bɔvaŋ mɔmam/enam katta enaŋ － － － － 
 
この表からわかるように、自分より下の世代の親族との会話では、話し相手の立場に視点を移動
して、呼びかけに用いる語形に親称の所有二人称接尾辞-(i)ŋを付けて「お前の○○」というふうに
表現しなければならない。例えば、父親が子供に対して自分（父親）の祖父母のことを言う場合は、
自分自身の立場から ɔta-m（私の祖父）、ena-m（私の祖母）のように直接的に表現せず、話し相
手（年少者）の立場に立ってkatta ɔta-ŋ（お前の曾祖父）、katta ena-ŋ（お前の曾祖母）のように
間接的に表現する。なお、詳しくは本稿の 5.7.4で後述する。 
 
(2) 「父・母」 
 
 「父・母」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 25. 「父・母」に対する呼称 
      親族 
回答者 
父 母 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） dada dadam ɔpa ɔpam 
F2（20代） dada dadam ɔpa ɔpam 
F3（30代） dada dadam ɔpa ɔpam 
F4（30代） ada adam ɔpa ɔpam 
F5（40代） dada dadam ɔpa ɔpam 
F6（40代） ada adam ɔyi ɔyim 
F7（50代） ɔta ɔtam ɔpa ɔpam 
男
性 
M1（20代） dada dadam ɔpa ɔpam 
M2（30代） dada dadam ɔpa ɔpam 
M3（40代） ɔta ɔtam ɔpa ɔpam 
M4（40代） ɔta ɔtam ɔpa ɔpam 
 
「父」と「母」に対する呼称として、次のような親族語が使われている。 
 
「父」 ―― ada、dada、ɔta 
  「母」 ―― ɔpa、ɔyi 
 
「父」の場合、20・30代の人は ada、dadaを、40・50代の人は ɔtaを用いる傾向がみられた。 
adaについて、Ma’rufov ed.（1981a）では次のように解釈している。 
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  ADA Dada, ɔta. 
        （父、父親）  （Ma’rufov ed. 1981a：26） 
 
「母」の場合、ɔpaを用いる回答者が多かった。なお、ɔyiを用いる例が 1例観察された。 
 
(3) 「父方のおじ・おばとその配偶者」 
(3) - 1 「父方の伯父・叔父とその配偶者」 
 
「父方の伯父・叔父とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 26. 「父方の伯父・叔父とその配偶者」に対する呼称 
      親族 
回答者 
父方の伯父 父方の伯父の妻 父方の叔父 父方の叔父の妻 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） amaki amakim kennayi kennayim － － － － 
F2（20代） ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam ɔyi ɔyim (名前+) aka (名前+) akam kennayi kennayim 
F3（30代） ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam ɔyi ɔyim amaki amakim kennɔyi  kennɔyim 
F4（30代） (名前+) aka amakim kennayi kennayim (名前+) aka amakim kennayi kennayim 
F5（40代） amaki amakim kennɔyi kennɔyim amaki amakim kennɔyi kennɔyim 
F6（40代） amaki amakim kennayi kennayim amaki amakim kennayi kennayim 
F7（50代） (名前+) aka (名前+) akam čeča čečam (名前+) aka (名前+) akam kennayi kennayim 
男
性 
M1（20代） amaki amakim kennɔyi kennɔyim － － － － 
M2（30代） ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam katapa katapam － － － － 
M3（40代） － － － － (名前+) aka amakim kennayi kennayim 
M4（40代） bɔva bɔvam － － (名前+) aka (名前+) akam yaŋga yaŋgam 
 
「父方の伯父・叔父とその配偶者」に対する呼称として、次のような親族語が使われている。 
 
「父方の伯父」 ―― aka、amaki、bɔva、ɔpɔġ dada 
「父方の叔父」 ―― aka、amaki 
「父方の伯父の妻」 ―― katapa、kennayi、kennɔyi、ɔyi、čeča 
「父方の叔父の妻」 ―― kennayi、kennɔyi、yaŋga 
 
「父方のおじ」の場合、amakiと akaは「伯父」と「叔父」の両方に使われているのに対し、ɔpɔġ 
dadaは「伯父」のほうに限定されることがうかがえる。 
akaについて、Ma’rufov ed.（1981a）では「兄」を表す語として解釈している。 
 
AKA  Bir ɔta-ɔnadan tuġilgan katta oġil（ozidan kičiklarga, ukalarga nisbatan）. 
    （（弟など自分より年下の同世代の親族に対する）同じ両親から生まれた年上の男の子） 
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（Ma’rufov ed. 1981a：35） 
 
なお、「おじ」をakaと呼ぶ場合、名前を付けて呼ぶことが多いようである。 
Ma’rufov ed.（1981）が「おじ」を表す親族語として挙げているものはamakiである。 
 
  AMAKI  [f-t＜a] Ɔtaniŋ akasi yɔki ukasi（jiyanga nisbatan）.  
         （[ペルシア語＜アラビア語] （甥・姪に対する）父の兄または弟）  
（Ma’rufov ed. 1981a：43） 
 
「伯父」と「叔父」の両方がいると答えた回答者の場合、両方を同じ親族語で呼ぶ者もいれば、
それぞれ違う親族語で呼ぶ者もいる。違う親族語を使う場合を見ると、F2は「伯父」を ɔpɔġ dada
と呼び、「叔父」を akaと呼ぶ。F3は「伯父」を ɔpɔġ dadaと呼び、「叔父」を amakiと呼ぶ。M4
は「伯父」を bɔvaと呼び、「叔父」を akaと呼ぶ。 
なお、「父方のおじ」に呼びかける時に「（名前＋）aka」を使う人は、言及する時に amaki-mを
用いるケースが 3例観察された。 
父方の「伯父の妻」の場合、katapa、kennayi、kennɔyi、ɔyi、čečaなど、多くの親族語が用い
られるが、その中でも kennayiを使う回答者が多い。 
katapa は katta（年上の）という形容詞と ɔpa（姉）という名詞が融合してできたと思われる。 
 
katta + ɔpa → kattaɔpa（融合）→ kattapa（母音脱落）→ katapa（子音脱落） 
 
 kennayiとkennɔyiはkelinɔyiという親族語の音韻変化形であると思われる。kelinɔyiについて、
Ma’rufov ed.（1981a）では次のように解釈されている。 
 
  KELINƆYI  1. Akaniŋ xɔtini（uka yɔki siŋgilga nisbatan）. 
         （（弟や妹に対する）兄の妻）  
         2. Yɔši ozidan katta bolgan qarindɔš yɔki yaqin kišiniŋ xɔtini va šu xɔtiŋga    
              murɔjaatni bildiradi. 
                （年上の親族または親しい人の妻及びその人への呼びかけを表す）  
（Ma’rufov ed. 1981a：377） 
 
čečaについて、Madvaliev ed.（2008）ではkelinɔyiの方言形として解釈している。 
 
ČEČA  šv. Yaŋga, kelinɔyi. 
      （Yaŋga、kelinɔyiの方言形）  （Madvaliev ed. 2008：Č, 477） 
 
「父方の叔父の妻」の場合、kennayi、kennɔyi、yaŋga などの親族語が用いられが、そのうち
kennayiを用いる回答者が多い。 
yaŋgaについて、Ma’rufov ed.（1981b）では次のように解釈されている。 
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YAŊGA Uka va siŋgilga nisbatan akaniŋ xɔtini; kelinɔyi. 
        （弟や妹に対する兄の妻）  （Ma’rufov ed. 1981b：482） 
 
「伯父の妻」と「叔父の妻」の両方がいる場合、同じ親族語で呼ぶ者もいれば、違う親族語で呼
ぶ者もいる。違う親族語を使う場合を見ると、F2は「伯父の妻」を ɔyiと呼び、「叔父の妻」をkennayi
と呼ぶ。F7は「伯父の妻」を čečaと呼び、「叔父の妻」をkennayiと呼ぶ。 
 
(3) - 2 「父方の伯母・叔母とその配偶者」 
 
「父方の伯母・叔母とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 27. 「父方の伯母・叔母とその配偶者」に対する呼称 
    親族 
回答者 
父方の伯母 父方の伯母の夫 父方の叔母 父方の叔母の夫 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） － － － － － － － － 
F2（20代） amma ammam pɔčča pɔččam amma ammam pɔčča pɔččam 
F3（30代） amma ammam pɔčča pɔččam amma amma pɔčča pɔččam 
F4（30代） (名前+) ɔpa (名前+) ɔpam pɔčča pɔččam (名前+) ɔpa  (名前+) ɔpam  pɔčča pɔččam 
F5（40代） amma ammam pɔčča pɔččam amma ammam pɔčča pɔččam 
F6（40代） amma ammam pɔčča pɔččam － － － － 
F7（50代） amma ammam jezda jezdam amma ammam pɔčča pɔččam 
男
性 
M1（20代） amma ammam pɔčča pɔččam amma ammam pɔčča pɔččam 
M2（30代） amma ammam jezza jezzam amma ammam pɔčča pɔččam 
M3（40代） amma ammam jezza jezzam amma ammam pɔčča pɔččam 
M4（40代） amma ammam jezda jezdam amma ammam pɔčča pɔččam 
 
「父方の伯母・叔母とその配偶者」に対する呼称として、次のような親族語が使われている。 
なお、F1から回答はなかった。 
 
「父方の伯母」 ―― amma、ɔpa 
「父方の叔母」 ―― amma、ɔpa 
「父方の伯母の夫」 ―― pɔčča、jezda、jezza 
「父方の叔母の夫」 ―― pɔčča 
 
「父方の伯母・叔母」の場合、ammaを用いる回答者がほとんどである。なお、回答者のうちF4
は、「伯母」と「叔母」に対して「（名前＋）ɔpa」を用いる。 
ammaに関するMa’rufov ed.（1981a）の解釈は次の通りである。 
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AMMA  [a] Ɔtaniŋ ɔpasi yɔki siŋlisi（jiyanlarga nisbatan）. Katta amma. Kičik amma. 
         （[アラビア語] （子供たちに対する） 父の姉または妹。伯母。叔母）   
（Ma’rufov ed. 1981a：44） 
 
「父方の伯母・叔母とその配偶者」の場合、pɔččaは「伯母の夫」と「叔母の夫」のどちらにも用
いられるのに対し、jezdaと jezzaは「伯母の夫」の場合にのみ用いられるようである。 
pɔččaに関するMa’rufov ed.（1981a）の解釈は次の通りである。 
 
  PƆČČA   1. Ɔpaniŋ eri. 
        （姉の夫）  
        2. Erniŋ akasi（keliŋga nisbatan）. 
              （妻に対する）夫の兄） 
       3. esk. Ɔtlarga qošilib hurmat ma’nɔsini birldiradi. 
              （古い言い方。名詞に付いて尊敬を表す）  
       4. dial. Ozidan kattalarga murɔjaat formasi. 
        （方言。自分より年上の人に対する呼びかけ表現）  （Ma’rufov ed. 1981a：600） 
 
Ma’rufov ed.（1981a）では、親族関係におけるpɔččaの表す意味について「姉の夫」と「夫の兄」
という意味しか挙げていない。管見では、pɔčča は年上の傍系女性親族の夫を表す語であると思わ
れる。 
 jezdaと jezzaは jeznaの音韻変化形であると思われる。jeznaについて、Ma’rufov ed.（1981a）
ではpɔččaの方言形として解釈している。 
  
JEZNA  dial. Pɔčča          
（Pɔččaの方言形。）  （Ma’rufov ed. 1981a：276） 
 
(4) 「母方のおじ・おばとその配偶者」 
(4) - 1 「母方の伯父・叔父とその配偶者」 
 
「母方の伯父・叔父とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 28. 「母方の伯父・叔父とその配偶者」に対する呼称 
     親族 
回答者 
母方の伯父 母方の伯父の妻 母方の叔父 母方の叔父の妻 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） tɔġa tɔġam kennayi kennayim tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
F2（20代） tɔġa tɔġam kennayi  kennayim tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
F3（30代） － － － － tɔġa tɔġam kennɔyi kennɔyim 
F4（30代） tɔġa tɔġam kennayi kennayim tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
F5（40代） － － － － tɔġa tɔġam kennɔyi kennɔyim 
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F6（40代） tɔġa tɔġam kennayi kennayim tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
F7（50代） tɔġa tɔġam čeča čečam tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
男
性 
M1（20代） － － － － tɔġa tɔġam kennɔyi kennɔyim 
M2（30代） － － － － (名前+) tɔġa (名前+) tɔġam kennayi kennayim 
M3（40代） － － － － tɔġa tɔġam kennayi kennayim 
M4（40代） katta tɔġa katta tɔġam čeča čečam kičkina tɔġa kičkina tɔġam čeča čečam 
 
「母方の伯父・叔父とその配偶者」に対する呼称として、次のような親族語が使われている。 
 
「母方の伯父」 ―― tɔġa、katta tɔġa 
「母方の叔父」 ―― tɔġa、kičkina tɔġa 
「母方の伯父の妻」 ―― kennayi、čeča 
「母方の叔父の妻」 ―― kennayi、kennɔyi、čeča 
 
「母方の伯父・叔父」の場合、tɔġaを用いる。 
tɔġaに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
  TƆĠA  Ayɔlniŋ aka-ukalari（uniŋ bɔlalariga nisbatan） 
       （（子供たちに対する）母親の兄弟）  （Ma’rufov ed. 1981b：212） 
 
おじが 2人以上いる場合は、年齢の長幼を区別するための親族語は見当たらない。このような場
合は、M2 のように親族語の前に名前を付けて、「名前＋tɔġa」と呼ぶか、あるいは M4 のように
katta（年上の）、kičkina（年下の）という形容詞で修飾して、katta tɔġa、kičkina tɔġaというふ
うに呼び分ける。おじが1人しかいない場合は、年齢を区別する必要はなく、単に tɔġaと呼ぶこと
になる。これは他の親族が2人以上いる場合にも当てはまると考えられる。 
「母方の伯父・叔父とその配偶者」の場合、kennayiを用いる回答者が多い。 
 
(4) - 2 「母方の伯母・叔母とその配偶者」 
 
「母方の伯母・叔母とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 29. 「母方の伯母・叔母とその配偶者」に対する呼称 
     親族 
回答者 
母方の伯母 母方の伯母の夫 母方の叔母 母方の叔母の夫 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
F2（20代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
F3（30代） － － － － xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
F4（30代） (名前+) ɔpa  (名前+) ɔpam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
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F5（40代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
F6（40代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
F7（50代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
男
性 
M1（20代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam xɔla xɔlam pɔčča pɔččam 
M2（30代） xɔla xɔlam pɔčča pɔččam － － － － 
M3（40代） － － － － xɔla xɔlam － － 
M4（40代） － － － － xɔlača xɔlačam pɔčča pɔččam 
 
「母方の伯母・叔母とその配偶者」に対する呼称として、次のような親族語が使われている。 
 
「母方の伯母」 ―― ɔpa、xɔla 
「母方の叔母」 ―― xɔla、xɔlača 
「母方の伯母の夫」 ―― pɔčča 
「母方の叔母の夫」 ―― pɔčča 
 
「母方の伯母」の場合、xɔlaを用いる。なお、ɔpa を用いる例が 1例観察された。 
xɔlaに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
XƆLA  Ɔnaniŋ siŋglisi yɔki ɔpasi. 
        （母の姉または妹）  （Ma’rufov ed. 1981b：328） 
 
「母方の叔母」の場合においても、xɔla を用いる。なお、xɔlača を用いる例が 1 例観察された。 
xɔlačaは「xɔla＋ča」という「名詞＋接尾辞」からできている。接尾辞-čaは「小さい」という意
味から発展して、親族語に「かわいらしい」や「親しみやすい」などの意味を添えると思われる。 
「母方の伯母・叔母とその配偶者」の場合、全ての回答者が pɔččaを用いる。 
 
5.5.2 同世代 
(1) 「兄・弟とその配偶者」 
 
 「兄・弟とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。なお、F3 と M3 か
ら回答はなかった。 
 
表 30. 「兄・弟とその配偶者」に対する呼称 
     親族 
回答者 
兄 兄の妻 弟 弟の妻 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） aka akam kennayi kennayim － － － － 
F2（20代） aka akam 名前 akamniŋ xɔtini 名前 名前/ukam 名前 名前/kelinimiz 
F3（30代） － － － － － － － － 
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F4（30代） － － － － 名前 ukam kelin kelinim 
F5（40代） aka akam kennɔyi kennɔyim 名前 ukam 名前 kelinim 
F6（40代） mullaka mullakam kennayi kennayim 名前 ukam 名前 kelinim 
F7（50代） － － － － 名前 ukam 名前 kelinim 
男
性 
M1（20代） aka akam kennɔyi kennɔyim 名前 ukam － － 
M2（30代） aka akam kennayi kennayim 名前 ukam 名前 ukamniŋ xɔtini 
M3（40代） － － － － － － － － 
M4（40代） aka akam yaŋga yaŋgam 名前 ukam 名前 kelin 
 
「兄」の場合、akaを用いる回答者が多い。なお、mullakaを用いる例が 1例観察された。 
mullaka関するMa’rufov ed.（1981a）の解釈は次の通りである。 
 
MULLAKA  1. s.t. Ozidan katta, oqimišli kišilarga murɔjaat formasi. 
             （話し言葉。年上の教養のある人に対する呼びかけ語） 
2. dial. Kelinniŋ qaynaġasi va ozidan katta qaynisi. 
         （方言。花嫁の義理の兄または年上の義理の弟）  （Ma’rufov ed. 1981a：477） 
 
実の兄に対してmullakaを用いることは、ある種の意味拡張ではないかと思われる。 
「兄の妻」の場合、kennayi、kennɔyi、yaŋgaなどの親族語が用いられる。なお、名前を用いて
呼びかける例が 1例観察された。 
筆者の内省によれば、一般にウズベク語においては、兄や年上のいとこ等同世代の年上の親族の
妻が自分（話し手）より年下である場合は、その人を兄やいとこ等年上の同世代の親族と同等の目
上とみなし、親族語を用いて kennayi、kennɔyi と呼びかけると思われる。この場合、兄や年上の
いとこを「自分とその女性を結ぶ連結縁者（connecting relative）（鈴木（1967：12））」と言うが、
同世代の親族の配偶者に対する呼称は、その連結縁者の年齢が基準となっていると考えられる。し
かし、兄の妻に名前で呼びかける回答者によると、兄の妻が学校や大学の同級生であった場合や幼
い時からの年齢が近い友人である場合は名前や愛称で呼びかけることができるという。筆者の身近
な例でも、筆者の妻と妹は幼い時からの友人であり、結婚後も互いに名前で呼び合っている。 
「弟とその配偶者」への呼びかけは、名前を用いることが多い。なお、弟の妻に対して親族語を
用いてkelinと呼びかける例が 1例観察された。 
kelinに関するMa’rufov ed.（1981a）の解釈は次の通りである。 
 
  KELIN  1. Oġilniŋ xɔtini（qaynata yɔki qaynanaga nisbatan）. 
            （（舅と姑に対する）息子の妻） 
         2. Ukaniŋ xɔtini（aka yɔki ɔpaga nisbatan）. 
              （（兄と姉に対する）弟の妻）  
             3. Ozidan yɔš bolgan qarindɔš yɔki yaqin kišiniŋ xɔtini va šu xɔtiŋga murɔjaat. 
              （年下の親族または親しい人の妻またその人への呼びかけ語）   
（Ma’rufov ed. 1981a：377） 
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「弟とその配偶者」に言及する時、話し相手が言及の対象者を知っていれば、呼びかけの時と同
じく名前を用いて言及するが、知らない場合は、親族語に所有一人称接尾辞を付けてuka-m（私の
弟）、kelin-im、kelin-imiz（私の義理の妹）のように表現する。kelin-imとkelin-imizの使い分け
については、5.7.2で詳しく述べる。 
 
(2) 「姉・妹とその配偶者」 
 
 「姉・妹とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。なお、F3から回答は
なかった。 
 
表 31.  「姉・妹とその配偶者」に対する呼称 
     親族 
回答者 
姉 姉の夫 妹 妹の夫 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） ɔpča ɔpčam pɔčča pɔččam － － － － 
F2（20代） ɔpča ɔpčam pɔčča pɔččam 名前 siŋglim 名前 siŋglimniŋ eri 
F3（30代） － － － － － － － － 
F4（30代） ɔpa ɔpam pɔčča pɔččam 名前 siŋglim 名前 kuyɔvim 
F5（40代） ɔpača ɔpačam pɔčča pɔččam 名前 siŋglim kuyɔv kuyɔvim 
F6（40代） ɔpača ɔpačam pɔčča pɔččam － － － － 
F7（50代） ɔpča ɔpčam pɔčča pɔččam 名前 siŋglim 名前 kuyɔvim 
男
性 
M1（20代） ɔpča ɔpčam pɔčča pɔččam － － － － 
M2（30代） － － － － 名前 siŋglim kuyɔv siŋglimniŋ eri 
M3（40代） ɔpča ɔpčam pɔčča pɔččam － － － － 
M4（40代） － － － － 名前 siŋglim 名前 kuyɔvim 
 
「姉」の場合、ɔpača、ɔpčaなどの親族語が用いられる。なお、ɔpaという親族語を用いる例が 1
例観察された。 
ɔpčaは ɔpačaの音韻変化形であると思われる。 
 
ɔpača（姉）→ ɔpča（母音脱落） 
 
ɔpača について、Madvaliev ed.（2008）では次のように解釈されている。なお、Ma’rufov ed.
（1981a）には ɔpačaに関する項目はない。 
 
  ƆPAČA s.t. Kičik ɔpa, ɔpalarniŋ eŋ kičigi (ikki va undan ɔrtiq ɔpasi mavjud bolgan uka 
yɔki siŋgilga nisbatan) 
（話し言葉。（姉が 2人以上いる弟または妹に対する）年下の姉。一番年下の姉）  
（Madvaliev ed. 2008：Ɔ, 128） 
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 ɔpača の表す意味について、Madvaliev ed.（2008）では「2人以上いる姉の中で一番年下の姉」
としているが、チナズ方言では、姉が 1人の場合でも同じく ɔpačaで呼びかけ、一番年下のほうに
限定することはない。 
「姉の夫」の場合、pɔččaを用いる。 
「妹とその配偶者」への呼びかけは、弟とその配偶者の場合と同じく名前を用いることが多い。
なお、妹の夫に対して親族語を用いてkuyɔvと呼びかける例が 2例観察された。 
kuyɔvに関するMadvaliev ed.（2008）の解釈は次の通りである。 
 
  KUYƆV  qizniŋ eri（qizniŋ ɔta-ɔnasi, aka va ɔpasiga nisbatan）. 
       （（両親や兄・姉に対する）娘や妹の夫）  （Madvaliev ed. 2008：K, 419） 
 
「妹とその配偶者」への言及は、親族語に所有一人称接尾辞を付けて siŋgl-im（私の妹）、kuyɔv-
im（私の義理の弟）と言うか、siŋglimniŋ eri（妹の夫）のように表現する。 
 
(3) 「父方のおじ・おばの子」 
 
「父方のおじ・おばの子」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 32. 「父方のおじ・おばの子」に対する呼称（呼びかけの場合） 
      親族 
回答者 
父方の伯父の子 父方の伯母の子 父方の叔父の子 父方の叔母の子 
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 
女
性 
F1（20代） (名前+) aka (名前+) ɔpča － － － － － － 
F2（20代） (名前+) aka ɔpača 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F3（30代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F4（30代） (名前+) aka 名前 名前 － － － 名前 － 
F5（40代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 － － 
F6（40代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F7（50代） 名前 名前 
年上：(名前+) aka 
年下：uka 
年上：(名前+) ɔpča 
年下：名前 
名前 名前 名前 名前 
男
性 
 
M1（20代） jiyan siŋglim (名前+) aka (名前+) ɔpča － － (名前+) aka 名前 
M2（30代） (名前+) aka － (名前+) aka (名前+) ɔpča － － 名前 
年上：(名前+) ɔpča 
年下：名前 
M3（40代） － － 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
M4（40代） － － (名前+) aka ammača 名前 名前 名前 名前 
 
「父方のおじ・おばの子」への呼びかけは、話し相手が年上である場合は、男性には aka、女性
には ammača、ɔpača、ɔpčaなどの親族語を用いる。なお、このような場合は、親族語の前に名前
や愛称を付けることが多いという。話し相手が年下であれば、名前で呼びかけることが多いが、uka
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（弟）、siŋgil（妹）、jiyan（甥・姪）などの親族語を用いて呼びかける例も観察された。 
jiyanについて、Ma’rufov ed.（1981a）では次のように解釈されている。 
 
JIYAN  1. Aka-ukalarniŋ, ɔpa-siŋgillarniŋ farzandi（tɔġaga, amakiga, xɔlaga, ammaga     
      nisbatan）. 
        （（おじ・おばに対する）兄弟姉妹の子）   
            2. Ozidan kičik yaqin kišilarga murɔjaat formasi. 
             （年下の親しい人に対する呼びかけ語）  （Ma’rufov ed. 1981a：283） 
 
jiyanは、兄弟姉妹の子つまり甥や姪を指し、性の区別なく使われる親族語である。なお、インフ
ォーマントによると、年下の親しい人に対して呼びかけ語として使うこともできるという。 
言及する場合については表にしていないが、親族語に所有一人称接尾辞を付けて amakivačča-m
（私の父方の男性いとこ）、ammavačča-m（私の父方の女性いとこ）のように言うか、amakimniŋ 
oġli（私のおじの子）、ammamniŋ qizi（私のおばの子）のように表現する。 
amakivaččaと ammavaččaに関するMadvaliev ed.（2008）の解釈は次の通りである。 
 
AMAKIVAČČA   Aka-ukalarniŋ oġil-qizlari (bir-birlariga nisbatan). 
                  （兄弟の息子・娘たち（お互いに対して））  （Madvaliev ed. 2008：A, 76） 
 
AMMAVAČČA   Ɔtaniŋ ɔpasi yɔki siŋglisiniŋ farzandlari (oġil-qizlari). 
                  （父親の姉や妹の子供たち（息子・娘たち）） （Madvaliev ed. 2008：A, 79） 
 
 amakivaččaと ammavaččaは、amaki（父方のおじ）、amma（父方のおば）に bačča（子）を
付けて作った語であり、文字通りには「父方のおじの子」「父方のおばの子」ほどの意味である。 
 
(4) 「母方のおじ・おばの子」 
 
「母方のおじ・おばの子」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 33. 「母方のおじ・おばの子」に対する呼称（呼びかけの場合） 
     親族 
回答者 
母方の伯父の子 母方の伯母の子 母方の叔父の子 母方の叔母の子 
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 
女
性 
F1（20代） (名前+) aka (名前+) ɔpača (名前+) aka (名前+) ɔpača (名前+) aka (名前+) ɔpča (名前+) aka (名前+) ɔpča 
F2（20代） (名前+) aka (名前+) ɔpača 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F3（30代） － － － － － 名前 名前 名前 
F4（30代） (名前+) aka 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F5（40代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F6（40代） － － 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F7（50代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 － 
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男
性 
M1（20代） － － － (名前+) ɔpča － 名前 (名前+) aka (名前+) ɔpča 
M2（30代） － － (名前+) aka (名前+) ɔpča 名前 名前 － － 
M3（40代） tɔġača xɔla － － tɔġača 名前 名前 名前 
M4（40代） － － － － 名前 名前 － － 
 
「母方のおじ・おばの子」への呼びかけは、話し相手が年上の場合は、男性には aka、tɔġača、
女性には xɔla、ɔpača、ɔpča などの親族語を用いる。話し相手が年下の場合は、父方の場合と同じ
く、名前で呼びかける。言及する場合については表にしていないが、親族語に所有一人称接尾辞を
付けて tɔġavačča-m（私の母方の男性いとこ）、xɔlavačča-m（私の母方の女性いとこ）のように言
うか、tɔġamniŋ oġli（私のおじの子）、xɔlamniŋ qizi（私のおばの子）のように、「誰々の息子／娘」
のように表現する。 
xɔlavaččaに関するMadvaliev ed.（2008）の解釈は次の通りである。 
 
XƆLAVAČČA   Ɔpa-siŋgillarniŋ farzandlari (bir-birlariga nisbatan). 
                 （姉妹の子供たち（お互いに対して））  （Madvaliev ed. 2008：X, 406） 
 
 なお、tɔġavaččaについてMadvaliev ed.（2008）にもMa’rufov（1981）にも項目はない。tɔġavačča 
は、tɔġa（母方のおじ）に bačča（子）を付けて作った語であると思われ、文字通りには「母方のお
じの子」ほどの意味である。 
 
5.5.3 下位世代 
(1) 「息子・娘とその配偶者」 
 
「息子・娘とその配偶者」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。なお、息子の妻に
対する呼称について回答は得られなかった。 
 
表 34. 「子とその配偶者」に対する呼称 
     親族 
回答者 
息子 息子の妻 娘 娘の夫 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） － － － － qizim qizim － － 
F2（20代） 名前 名前／oġlim － － － － － － 
F3（30代） － － － － 名前 qizim － － 
F4（30代） － － － － 名前 名前／qizim － － 
F5（40代） 名前 oġlim － － 名前 qizim 名前 kuyɔvim 
F6（40代） 名前 oġlim － － 名前 qizim 名前 kuyɔvim 
F7（50代） 名前 oġlim － － 名前 qizim 名前 kuyɔvim 
男
性 
M1（20代） － － － － qizim qizim － － 
M2（30代） 名前 oġlim － － － － － － 
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M3（40代） － － － － 名前 qizim 名前 kuyɔvim 
M4（40代） － － － － 名前 qizim － － 
 
「息子・娘とその配偶者」への呼びかけは、名前を用いることが多いが、娘に対して親族語を用
いて qiz-imと呼びかける例が 2例観察された。 
言及する際には、親族語に所有一人称接尾辞を付けてoġl-im（私の息子）、qiz-im（私の娘）、kuyɔv-
im（私の義理の息子）と言う。今回の調査では回答が得られなかったが、息子の妻は、弟の妻と同
じくkelin、kelinimというのが普通であると思われる。 
oġilと qizに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
  OĠIL   Er jinsidagi farzand（oz ɔta-ɔnalariga nisbatan）. 
      （男の子供（自分の両親に対して））  （Ma’rufov ed. 1981b：528） 
 
  QIZ   Xɔtin jinsiga mansub farzand（oz ɔta-ɔnasiga nisbatan）. 
      （女の子供（自分の両親に対して））  （Ma’rufov ed. 1981b：570） 
 
なお、親族成員間での会話において、子や孫について話す時は、話し相手の立場に視点を移動し
て言及することがあるが、このことについては5.7.4.2で詳しく述べる。 
 
(2) 「甥・姪」 
 
「甥・姪」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 35. 「甥・姪」に対する呼称（呼びかけの場合） 
      親族 
回答者 
兄の子 姉の子 弟の子 妹の子 
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 
女
性 
F1（20代） 名前 名前 名前 － － － － － 
F2（20代） － － － － － － － － 
F3（30代） － － 名前 － 名前 － 名前 名前 
F4（30代） 名前 名前 － － － － 名前 名前 
F5（40代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 － － 
F6（40代） 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 
F7（50代） － － 名前 名前 － 名前 名前 － 
男
性 
M1（20代） 名前 － jiyan jiyan － － － － 
M2（30代） 名前 名前 － － － － 名前 名前 
M3（40代） 名前 名前 － － 名前 名前 jiyan jiyan 
M4（40代） － － 名前 名前 － － － － 
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「甥・姪」への呼びかけは、主として名前を用いるが、姉の息子と娘及び妹の息子と娘に対して
親族語を使って jiyan と呼びかける例も観察された。言及する際には、親族語に所有一人称接尾辞
を付けて jiyan-im（私の甥／姪）のように言うか、akamniŋ oġli（私の兄の息子）、ɔpčamniŋ qizi
（私の姉の娘）のように、「誰々の息子／娘」と表現する。 
 
(3) 「孫とその配偶者」 
 
孫について、F6、F7 とM3 の 3名から名前で呼びかけるという回答を得たが、男性の孫の妻や
女性の孫及びその夫に対する呼称に関して回答は得られなかった。言及する際には、親族語に所有
一人称接尾辞を付けてnevara-m（私の孫）と言う。 
nevaraについて、Ma’rufov ed.（1981a：500）ではnabiraの類義語であるという説明をしてい
る。nabiraに関するMa’rufov ed.（1981）解釈は次の通りである。 
 
  NABIRA  [f-t] Oġil yɔki qizniŋ farzandi（bɔbɔga, buviga nisbatan）. 
         （[タジク・ペルシア語] （祖父母に対する）息子または娘の子）   
（Ma’rufov ed. 1981a：491） 
 
 女性の孫について回答は得られなかったが、筆者の内省では、このような場合、男性の孫と同様、
呼びかけには名前を用い、言及する際には親族語を使って nevara-mと表現すると思われる。孫の
配偶者についても同じく、呼びかけには名前を用い、言及する際には kelin-im（私の嫁）、kuyɔv-
im（私の婿）と言うのが普通であると思われる。 
 
5.5.4 親族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表 
 
以下に、ウズベク語（チナズ方言）の親族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表を示す。
表の“X/Y”で表示したものは、それぞれ「X=呼びかけ」、「Y＝言及」のことを指す。なお、言及の
表現は、呼びかけの時に用いる語形に所有一人称接辞を付けて表すものを“/-(i)m”で示す。 
 
表 36. ウズベク語（チナズ方言）の親族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表  
上
位
世
代
の
親
族 
父
方 
祖父 katata/-m  3 ɔta/-m  3 bɔva/-m 1 dada/-m 1 ɔppɔġ dada/-m 1 
祖母 ena/-m  6 mɔma/-m 2 ɔyi/-m 2 aya/-m 1 ɔpa/-m 1 
伯父 amaki/-m  4 ɔppɔġ dada/-m 3 (名前+) aka/-m 2 bɔva/-m 1 － － 
伯父の妻 kennayi/-m  4 ɔyi/-m 2 katapa/-m 1 kennɔyi/-m 1 čeča/-m 1 
叔父 (名前+) aka/-m  5 amaki/-m 3 － － － － － － 
叔父の妻 kennayi/-m  5 kennɔyi/-m 2 yaŋga/-m 1 － － － － 
伯母 amma/-m  9 (名前+) ɔpa/-m 1 － － － － － － 
伯母の夫 pɔčča/-m  6 jezda/-m  2 jezza/-m 2 － － － － 
叔母 amma/-m  8 (名前+) ɔpa/-m 1 － － － － － － 
叔母の夫 pɔčča/-m  9 － － － － － － － － 
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父
母 
父 dada/-m  4 ɔta/-m 3 ada/-m 2 － － － － 
母 ɔpa/-m  8 ɔyi/-m 1 － － － － － － 
母
方 
祖父 katata/-m  4 ɔta/-m  3 dada/-m 1 ɔppɔġ dada/-m 1 － － 
祖母 ena/-m  4 buvi/-m 2 aya/-m 1 katta ɔyi/-m 1 ɔppɔġ ena/-m 1 
伯父 tɔġa/-m  5 katta tɔġa/-m 1 － － － － － － 
伯父の妻 kennayi/-m  4 čeča/-m 2 － － － － － － 
叔父 tɔġa/-m  10 ⒑ kičkina tɔġa/-m 1 － － － － － － 
叔父の妻 kennayi/-m  9 čeča/-m 1 － － － － － － 
伯母 xɔla/-m  7 (名前+) ɔpa/-m 1 － － － － － － 
伯母の夫 pɔčča/-m  8 － － － － － － － － 
叔母 xɔla/-m  9 xɔlača/-m 1 － － － － － － 
叔母の夫 pɔčča/-m  9 － － － － － － － － 
同
世
代
の
親
族 
兄
弟
姉
妹 
兄 aka/-m  6 mullaka/-m  1 － － － － － － 
兄の妻 kennɔyi/-m 3 kennayi/-m  2 yaŋga/-m 1 名前/akamniŋ xɔtini 1 － － 
弟 名前/ukam 8 － － － － － － － － 
弟の妻 名前/kelinim 3 kelin/-im 1 名前/kelinimiz 1 名前/ukamniŋ xɔtini 1 － － 
姉 ɔpča/-m 5 ɔpača/-m 2 ɔpa/-m 1 － － － － 
姉の夫 pɔčča/-m 8 － － － － － － － － 
妹 名前/siŋglim 6 － － － － － － － － 
妹の夫 名前/kuyɔvim 3 kuyɔv/-im 1 名前/siŋglimniŋ eri 1 kuyɔv/siŋglimniŋ eri 1 － － 
い
と
こ 
∧
父
方
∨ 
伯父の子（男性） (名前+) aka/amakimniŋ oġli 4 名前/amakimniŋ oġli 4 jiyan/amakimniŋ oġli 1 － － － － 
伯父の子（女性） 名前/amakimniŋ qizi 5 (名前+) ɔpča/amakimniŋ qizi 1 ɔpača/amakimniŋ qizi 1 siŋglim/amakimniŋ qizi 1 － － 
叔父の子（男性） 名前/amakimniŋ oġli 7 － － － － － － － － 
叔父の子（女性） 名前/amakimniŋ qizi 7 － － － － － － － － 
伯母の子（男性） 名前/ammamniŋ oġli 6 (名前+) aka/ammamniŋ oġli 4 uka/ammamniŋ oġli 1 － － － － 
伯母の子（女性） 名前/ammamniŋ qizi 6 (名前+) ɔpča/ammamniŋ qizi 3 ammača/ammamniŋ qizi 1 － － － － 
叔母の子（男性） 名前/ammamniŋ oġli 8 (名前+) aka/ammamniŋ oġli 1 － － － － － － 
叔母の子（女性） 名前/ammamniŋ qizi 8 (名前+) ɔpča/ammamniŋ qizi 1 － － － － － － 
い
と
こ 
∧
母
方
∨ 
伯父の子（男性） (名前+) aka/tɔġamniŋ oġli 3 名前/tɔġamniŋ oġli 2 tɔġača/tɔġamniŋ oġli 1 － － － － 
伯父の子（女性） 名前/tɔġamniŋ qizi 3 (名前+) ɔpača/tɔġamniŋ qizi 2 xɔla/tɔġamniŋ qizi 1 － － － － 
叔父の子（男性） 名前/tɔġamniŋ oġli 7 (名前+) aka/tɔġamniŋ oġli 1 tɔġača/tɔġamniŋ oġli 1 － － － － 
叔父の子（女性） 名前/tɔġamniŋ qizi 10 ⒑ (名前+) ɔpča/tɔġamniŋ qizi 1 － － － － － － 
伯母の子（男性） 名前/xɔlamniŋ oġli 5 (名前+) aka/xɔlamniŋ oġli 2 － － － － － － 
伯母の子（女性） 名前/xɔlamniŋ qizi 5 (名前+) ɔpča/ xɔlamniŋ qizi 3 － － － － － － 
叔母の子（男性） 名前/xɔlamniŋ oġli 7 (名前+) aka/xɔlamniŋ oġli 2 － － － － － － 
叔母の子（女性） 名前/xɔlamniŋ qizi 6 (名前+) ɔpča/ xɔlamniŋ qizi 2 － － － － － － 
下
位
子 
息子 名前/oġlim 5 － － － － － － － － 
息子の妻 － － － － － － － － － － 
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世
代
の
親
族 
娘 名前/qizim 7 qizim/qizim 2 － － － － － － 
娘の夫 名前/kuyɔvim 4 － － － － － － － － 
孫 
孫 名前/nevaram 3 － － － － － － － － 
孫の妻 － － － － － － － － － － 
孫娘 － － － － － － － － － － 
孫娘の夫 － － － － － － － － － － 
 
5.6 調査結果（Ⅱ）－ 姻族関係 
5.6.1 「夫・妻」 
(1) 呼びかけ表現 
 
「夫・妻」への呼びかけ表現に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 37. 「夫・妻」に対する呼びかけ表現 
     配偶者
回答者 
夫への呼びかけ表現 
子供が生まれる前 子供が生まれた後 孫が生まれた後 
女
性 
F1（20代） 名前＋aka 名前＋aka － 
F2（20代） hey、hɔy dadasi － 
F3（30代） hey dadasi － 
F4（30代） hey dadasi － 
F5（40代） 名前＋aka dadasi － 
F6（40代） 名前＋aka dadasi bɔbɔsi 
F7（50代） hey dadasi bɔbɔsi 
 妻への呼びかけ表現 
男
性 
M1（20代） 名前 名前 － 
M2（30代） 名前 名前 － 
M3（40代） 名前 名前 － 
M4（40代） 名前 名前 － 
 
配偶者への呼びかけは、夫と妻とではそれぞれ違う表現が使われる傾向がみられた。一般的な傾
向としては、夫は妻に名前や名前の愛称形を用いて呼びかけられるが、妻は夫に名前や名前の愛称
形だけで呼び捨てにすることができない。夫に対する呼称は子供の存在の有無に大きく左右される
ことが見て取れる。子供が生まれる前は、相手の注意を引き付ける時に用いられる「hey」「hɔy」な
どの感動詞の類を使う人もいれば、「名前＋aka」という構文を使って呼びかける人もいる。子供が
生まれてくると、dada-si（お父さん！）やbɔbɔ-si（お爺さん！）のように呼びかけることが多い。
このような表現は、家族の最年少者の立場に視点を移動して言うのであって、日本語で言うと妻が
夫に向かって「お父さん！」や「おじいさん！」と呼ぶのにほぼ相当する。しかし、日本語とは次
の点で異なる。つまり、dada-siと bɔbɔ-siはそれぞれ、「dada（父）＋si（所有三人称接尾辞）」「bɔbɔ
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（祖父）＋si（所有三人称接尾辞）」という構造であり、直訳するとdada-siは「（彼／彼女の）お父
さん」、bɔbɔ-siは「（彼／彼女の）おじいさん」ほどの意味である。要するに、家族の最年少者にと
っての「お父さん」であり、「おじいさん」であることが明示された語形なのであり、そのようなマ
ークのない「お父さん」「おじいさん」という日本語の表現とは異なるのである。妻に呼びかける時
も aya-si、ɔna-si（（彼／彼女の）お母さん）のような言い方ができると思われるが、今回の調査で
は用例がなかった。 
 
(2) 言及表現 
(2) - 1 話し相手が親族・姻族の場合 
 
話し相手が親族・姻族の場合の「夫・妻」への言及表現に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 38. 「夫・妻」に対する言及表現（話し相手が親族・姻族の場合） 
 夫への言及 
     話し相手 
回答者 
話し相手が親族である場合 話し相手が姻族である場合 
父・母 おじ・おば 兄・姉 弟・妹 子 義理の父・母 義理のおじ・おば 義理の兄・姉 義理の弟・妹 
女
性 
F1（20代） kuyɔviz kuyɔviz － － dadaŋ oġliz jiyaniz ukaiz akaiz 
F2（20代） 名前＋aka 名前＋aka 名前＋aka 名前＋aka dadaŋ oġliz 名前＋aka ukaiz akaiz 
F3（30代） kuyɔviz kuyɔviz kuyɔviz pɔččaŋ dadaŋ － jiyaniz ukaiz － 
F4（30代） kuyɔviz 名前＋aka kuyɔviz － dadaŋ oġliz 名前＋aka ukaiz akaiz 
F5（40代） 名前＋aka dadasi 名前＋aka 名前＋aka dadaŋ oġliz dadasi ukaiz akaiz 
F6（40代） kuyɔviz kuyɔviz kuyɔviz pɔččaŋ dadaŋ oġliz ukaiz ukaiz akaiz 
F7（50代） kuyɔviz kuyɔviz dadasi pɔččaŋ dadaŋ oġliz dadasi ukaiz akaiz 
 妻への言及 
男
性 
M1（20代） keliniz keliniz keliniz kennayiŋ ayaŋ qiziz 名前 siŋgliz － 
M2（30代） 名前 名前 名前 名前, kennayiŋ ɔpaŋ 名前 名前 名前 名前 
M3（40代） － keliniz 名前、keliniz － ayaŋ 名前 名前 siŋgliz － 
M4（40代） 名前 名前 名前 名前 ayaŋ 名前 名前 名前 名前 
 
配偶者に言及する際には、話し相手が親族・姻族である場合は、話し相手の立場に視点を移動し
て言及する傾向がみられた。例えば、夫に言及する場合を見ると、父・母やおじ・おば、兄・姉等
の上位及び同世代の年上の親族を相手にkuyɔv-iz（あなたのお婿さん）、弟・妹を相手にpɔčča-ŋ（あ
なたの義理のお兄さん）、子供を相手にdada-ŋ（あなたのお父さん）と言及する。話し相手が姻族
である場合は、義理の父と母を相手に oġl-iz（あなたの息子さん）、義理のおじ・おばを相手に jiyan-
iz（あなたの甥御さん）、義理の兄・姉を相手に uka-iz（あなたの弟さん）、義理の弟・妹を相手に
aka-iz（あなたのお兄さん）と言及する。 
kuyɔv-izは、標準語のkuyɔv-iŋgiz（kuyɔv（婿）+ (i) ŋgiz（所有二人称接尾辞敬称））に当たる
表現であり、「あなたのお婿さん」ほどの意味である。oġl-iz、jiyan-iz、uka-iz、aka-izなども同じ
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く、「親族語＋所有二人称接尾辞敬称」という構造である。 
 夫に言及する表現として、他に、呼びかけの時に用いる dada-si（（彼／彼女の）お父さん）や「名
前＋aka」という表現をそのまま言及に用いる例も若干みられた。 
妻に言及する場合、（妻の）名前を用いるのが普通であるが、話し相手の立場に視点を移動して言
及することも可能である。例えば、話し相手が親族である場合は、父・母など上位世代の親族を相
手にkelin-iz（あなたのお嫁さん）、弟・妹など年下の同世代の親族を相手にkennayi-ŋ（あなたの
義理のお姉さん）、子供を相手に aya-ŋ、ɔpa-ŋ（あなたのお母さん）と言及する。話し相手が姻族
である場合は、義理の父・母を相手に qiz-iz（あなたの娘さん）、義理の兄・姉を相手に siŋgl-iz（あ
なたの妹さん）と言及する。 
 
(2) - 2 話し相手が親族・姻族以外の場合 
 
話し相手が親族・姻族以外の場合の「夫・妻」への言及表現に関する調査結果は次の表の通りで
ある。 
 
表 39. 「夫・妻」に対する言及表現（話し相手が親族・姻族以外の場合） 
 夫への言及 
   話し相手 
回答者 
初対面の人 上司 友達・同僚 隣の子 
女
性 
F1（20代） xojayinim xojayinim dadasi dadasi 
F2（20代） xojayinim xojayinim erim amakiz 
F3（30代） xojayinim xojayinim dadamiz 名前＋akaiz 
F4（30代） 名前＋aka 名前＋aka dadasi 名前＋akaiz 
F5（40代） xojayinim xojayinim erim amakiz 
F6（40代） xojayinim xojayinim dadasi dadasi 
F7（50代） xojayinim xojayinim dadasi dadasi 
 妻への言及 
男
性 
M1（20代） ayɔlim ayɔlim xɔtinim 名前＋kennayiŋ 
M2（30代） turmuš ortɔġim turmuš ortɔġim xɔtinim 名前＋kennayiŋ 
M3（40代） ayɔlim ayɔlim xɔtinim 名前＋kennayiŋ 
M4（40代） xɔtinim xɔtinim xɔtinim 名前＋kennayiŋ 
 
話し相手が上司や初対面の人である場合は、夫をxojayin-im、妻を ayɔl-im、turmuš ortɔġi-mと
言う。 
xojayin は多義語であり、Madvaliev ed.（2008）では、xojayin の表す意味の一つとして、「s.t. 
Ayɔl kišiniŋ turmuš ortɔġiga murɔjaat šakli（X, 435）」（話し言葉。妻の夫に対する呼びかけ語）
という意味を挙げている。 
ayɔlと turmuš ortɔġiに関するMadvaliev ed.（2008）の解釈は次の通りである。 
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  AYƆL Xɔtin, rafiqa (erga nisbatan) 
（（夫に対する）妻）  （Madvaliev ed. 2008：A, 43） 
 
TURMUŠ ORTƆĠI Er-xɔtinlik hɔlatidagi šaxsniŋ har biri (er va xɔtin bir-biriga nisbatan) 
（夫婦関係にある人）  （Madvaliev ed. 2008：T, 200） 
 
ayɔlと turmuš ortɔġiはどちらも改まった場面で用いられる固い言葉であるが、ayɔlのほうがよ
り話し言葉的であると思われる。 
話し相手が同僚や友人である場合は、夫を er-im（私の夫）、妻を xɔtin-im（私の妻）と言う。 
erと xɔtinに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
  ER Xɔtin kiši bilan nikɔh ahdida bolgan erkak kiši; qalliq（oz xɔtiniga nisbatan）. 
        （女性と婚姻関係にある男性（自分の妻に対して））  （Ma’rufov ed. 1981b：449） 
 
  XƆTIN Birɔr erkak nikɔhidagi ayɔl. 
        （男性と婚姻関係にある女性）  （Ma’rufov ed. 1981b：334） 
 
erと xɔtinは、標準ウズベク語では「夫」と「妻」を表す代表的な親族語であるが、チナズ方言
では主に言及する時に用い、呼びかける時には用いない。 
なお、夫に言及する際、呼びかけに用いる dada-si（（彼／彼女の）お父さん）や「名前＋aka」
をそのまま用いる回答者もいる。 
話し相手が初対面の人や上司、あるいは同僚、友人である場合は、話し手が配偶者との関係を自
分自身の視点から表現するが、話し相手が子供である場合は、子供の立場に視点を移動して表現す
る。例えば、夫について話す時は amaki-z（あなたのおじさん）、「名前＋aka-iz」（○○お兄さん）
と言い、妻について話す時は「名前＋kennayi-ŋ」（○○お姉さん）と言う。 
 
5.6.2 「義父母」 
 
「義父母」への呼称に関する調査結果は次の表の通りである。なお、F4とF7から回答はなかっ
た。 
 
表 40. 「義父母」に対する呼称 
     姻族 
回答者 
義理の父 義理の母 
呼びかけ 言及 呼びかけ 言及 
女
性 
F1（20代） dadajɔn qaynatam ɔyijɔn qaynanam 
F2（20代） dada qaynatam ɔyi qaynanam 
F3（30代） ɔta qaynatam ɔyi qaynanam 
F4（30代） － － － － 
F5（40代） ɔta qaynatam ena qaynanam 
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F6（40代） － － ɔyi qaynanam 
F7（50代） － － － － 
男
性 
M1（20代） dada qaynatam ɔyi qaynanam 
M2（30代） dada qaynatam ɔyi qaynanam 
M3（40代） － － ɔyi qaynatam 
M4（40代） ada qaynatam ɔyi qaynanam 
 
「義理の父」への呼びかけは、dadajɔn を除けば 5.5.1(2)で述べた「実の父」に対する呼びかけ
表現と同じものを使用する。しかし、「義理の母」は、実の母の場合と違って、ɔyiという親族語を
用いることが多い。 
言及する際には、親族語に所有一人称接尾辞を付けてqaynata-m（私の義理の父）、qaynana-m
（私の義理の母）と言う。 
qaynataと qaynanaに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
QAYNATA  Qayin ɔta（erniŋ ɔtasi uniŋ xɔtiniga nisbatan va xɔtinniŋ ɔtasi uniŋ eriga 
nisbatan） 
            （義理の父（妻に対する夫の父または夫に対する妻の父）） 
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
QAYNANA  Qayin ɔna（erniŋ ɔnasi uniŋ xɔtiniga nisbatan va xɔtinniŋ ɔnasi uniŋ eriga 
nisbatan） 
           （義理の母（妻に対する夫の母または夫に対する妻の母））   
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
なお、qaynataと qaynanaは言及用法のみであり、呼びかけ語として用いられない。 
「義父母」に呼びかける時、表 40 のF1のように、親族語に接辞-jɔnを付けて、dada-jɔn、ɔyi-
jɔnと言うふうに呼ぶことがある。Ahmedova（2008：131）によれば、親族関係を表す言葉は、接
辞-jɔn とともに用いられることが多く、特にタシケント方言では顕著である。子供が両親に呼びか
ける時、ɔyi、dadaなどの親族語をそのまま使えるが、嫁が義父母に対してこれらの親族語を接辞-
jɔnを付けずに使うと、配偶者やその家族（義父母）に対して失礼とみなされると述べている。 
このように、接辞-jɔn は尊敬や親愛の情などの意味を表す接辞であり、特に敬意を払うべき相手
に対して用いられることが多いと思われるが、今回の調査で得られた回答は 2例のみである。 
 
5.6.3 「義理の兄弟姉妹とその配偶者」 
(1) 呼びかけ表現 
 
「義理の兄弟姉妹とその配偶者」への呼びかけ表現に関する調査結果は次の表の通りである。 
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表 41. 「義理の兄弟姉妹とその配偶者」に対する呼びかけ表現 
      姻族 
回答者 
義理の兄弟とその配偶者 義理の姉妹とその配偶者 
義兄 義兄の妻 義弟 義弟の妻 義姉 義姉の夫 義妹 義妹の夫 
女
性 
F1（20代） (名前＋) aka kennɔyi 名前 － (名前＋) ɔpa pɔčča － － 
F2（20代） (名前＋) aka kennɔyi 名前 名前 － － 名前 (名前＋) aka 
F3（30代） (名前＋) aka yaŋga 名前 名前 － － 名前 名前 
F4（30代） － － － － (名前＋) ɔpa pɔčča － － 
F5（40代） (名前＋) aka kennɔyi 名前 名前 (名前＋) ɔpa pɔčča 名前 名前 
F6（40代） － － 名前 名前 (名前＋) ɔpa pɔčča － － 
F7（50代） (名前＋) aka yaŋga 名前 名前 (名前＋) ɔpa pɔčča 名前 名前 
男
性 
M1（20代） (名前＋) aka kennɔyi － － (名前＋) ɔpa bɔja － － 
M2（30代） 名前 名前 名前 名前 － － 名前  bɔja 
M3（40代） － － － － － － － － 
M4（40代） － － 名前 kelin 名前 bɔja 名前 bɔja 
 
「義理の兄弟姉妹とその配偶者」に対する呼びかけは、5.5.2で紹介した実の兄弟姉妹の場合と同
様、年上の人には親族語で呼びかけ、年下の人には名前を使用する。義理の兄弟姉妹が自分より年
上である場合、男性を「（名前＋）aka」と呼び、女性を「（名前＋）ɔpa」と呼ぶ。その配偶者は、
男性をpɔččaと呼び、女性を kennɔyi、yaŋgaと呼ぶ。なお、妻の姉妹の配偶者たちは互いに bɔja
と呼び合う。 
bɔjaについて、Ma’rufov ed.（1981a）では次にように解釈されている。 
 
BƆJA  Ɔpa siŋgillarniŋ erlari（bir-biriga nisbatan） 
       （姉妹の夫たち（お互いに対して））  （Ma’rufov ed. 1981a：125） 
 
bɔjaは年齢の上下による区別がない。 
 
(2) 言及表現 
 
「義理の兄弟姉妹とその配偶者」への言及表現に関する調査結果は次の表の通りである。 
 
表 42. 「義理の兄弟姉妹とその配偶者」に対する言及表現 
    姻族 
回答者 
義理の兄弟とその配偶者 義理の姉妹とその配偶者 
義兄 義兄の妻 義弟 義弟の妻 義姉 義姉の夫 義妹 義妹の夫 
女
性 
F1（20代） qaynakam ɔvsinim qaynim － qaynɔpam qaynɔpamniŋ eri － － 
F2（20代） qaynakam ɔvsinim qaynim ɔvsinim － － qaynisiŋglim kuyɔvimiz 
F3（30代） qaynakam ɔvsinim qaynim ɔvsinim － － qaynisiŋglim qaynisiŋglimniŋ eri 
F4（30代） － － － － qaynɔpam qaynɔpamniŋ eri － － 
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F5（40代） qaynakam ɔvsinim qaynim ɔvsinim qaynɔpam pɔččam qaynisiŋglim kuyɔvim 
F6（40代） － － qaynim ɔvsinim qaynɔpam pɔččam － － 
F7（50代） qaynakam ɔvsinim qaynim ɔvsinim qaynɔpam pɔččam qaynisiŋglim qaynisiŋglimniŋ eri 
男
性 
M1（20代） qaynakam qaynakamniŋ xɔtini － － qaynɔpam bɔjam － － 
M2（30代） qaynakam qaynakamniŋ xɔtini qaynim qaynimniŋ xɔtini － － qaynisiŋglim bɔjam 
M3（40代） － － － － － － － － 
M4（40代） － － qaynim qaynimniŋ xɔtini qaynɔpam bɔjam qaynisiŋglim bɔjam 
 
「義理の兄弟姉妹」に言及する場合、義理の兄を qaynaka-m、義理の姉を qaynɔpa-m、義理の
弟を qayni-m、義理の妹をqaynisiŋgl-imと言う。 
qaynakaと qaynɔpaについて、 Ma’rufov ed.（1981b）にもMadvaliev ed.（2008）にも項目が
ない。こられの親族語は、「義理の」を意味するqayinという語に aka（兄）、ɔpa（姉）という親族
語を付けて作った語であると思われる。 
 
qayin（義理の）＋ aka（兄）→ qayinaka（融合）→ qaynaka（母音脱落） 
qayin（義理の）＋ ɔpa（姉）→ qayinɔpa（融合）→ qaynɔpa（母音脱落） 
 
qaynakaと qaynɔpaは、標準語ではそれぞれqaynaġaと qaynegačiに当たる親族語であると思
われる。 
qaynaġaと qaynegači に関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
QAYNAĠA  Qayin ɔġa（erniŋ akasi xɔtiniga nisbatan va xɔtinniŋ akasi eriga nisbatan） 
            （義理の兄（妻に対する夫の兄または夫に対する妻の兄））   
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
QAYNEGAČI  Qayin egači（erniŋ ɔpasi xɔtiniga nisbatan va xɔtinniŋ ɔpasi eriga 
nisbatan） 
              （義理の姉（妻に対する夫の姉または夫に対する妻の姉））   
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
qayniと qaynsiŋgilに関するMa’rufov ed.（1981b）の解釈は次の通りである。 
 
QAYNI  Qayin ini（erniŋ ukasi xɔtiniga nisbatan va xɔtinniŋ ukasi eriga nisbatan） 
        （義理の弟（妻に対する夫の弟または夫に対する妻の弟））   
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
QAYNSIŊGIL  Qayin siŋgil（erniŋ siŋglisi xɔtiniga nisbatan va xɔtininiŋ siŋglisi eriga 
nisbatan） 
              （義理の妹（妻に対する夫の妹または夫に対する妻の妹））   
100 
 
（Ma’rufov ed. 1981b：539） 
 
これらの親族語も、義父母に言及する際の qaynata と qaynana と同じく、呼びかけ語として用
いることはできない。 
「義理の兄弟姉妹の配偶者」への言及は、男性と女性とでは違う表現が用いられる。女性の場合、
義理の兄の妻と義理の弟の妻への言及は同じく ɔvsin-imと言う。 
ɔvsinについて、Ma’rufov ed.（1981a）では次にように解釈されている。 
 
ƆVSIN  Aka-ukalarniŋ xɔtinlari（bir-biriga nisbatan） 
       （兄弟の妻たち（お互いに対して））  （Ma’rufov ed. 1981a：519） 
 
ɔvsinは、bɔjaと同じく年齢の上下による区別がない。 
義理の姉の夫についてpɔčča-mあるいは qaynɔpamniŋ eri（義理の姉の夫）と言い、義理の妹の
夫をkuyɔv-im、kuyɔv-imizと言うかあるいはqaynisiŋlimniŋ eri（義理の妹の夫）のように「誰々
の夫」というふうに表現する。男性の場合、義理の兄の妻を qaynakamniŋ xɔtini（義理の兄の妻）、
義理の弟の妻を qaynimniŋ xɔtini（義理の弟の妻）のように、「誰々の妻」というふうに表現する。
義理の姉の夫と義理の妹の夫への言及は同じくbɔja-mである。 
 
5.6.4 姻族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表 
 
以下に、ウズベク語（チナズ方言）の姻族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表を示す。 
 
表 43. ウズベク語（チナズ方言）の姻族に対して用いられる呼称の用例数別の一覧表 
義理の父 dada/qaynatam 3 ɔta/qaynatam  2 ada/qaynatam 1 dadajɔn/qaynatam 1 
義理の母 ɔyi/qaynanam 7 ɔyijɔn/qaynanam 1 ena/qaynanam 1 － － 
義理の兄（年上） (名前+) aka/qaynakam 6 － － － － － － 
義理の兄（年上）の妻 Female: kennɔyi/ɔvsinim 3 Female: yaŋga/ɔvsinim 2 Male: kennɔyi/qaynakamniŋ xɔtini 1 － － 
義理の兄（年下） 名前/qaynakam 1 － － － － － － 
義理の兄（年下）の妻 Male: 名前/qaynakamniŋ xɔtini 1 － － － － － － 
義理の弟 名前/qaynim  8 － － － － － － 
義理の弟の妻 Female: 名前/ɔvsinim 5 Male: 名前/qaynimniŋ xɔtini 1 Male: kelin/qaynimniŋ xɔtini 1 － － 
義理の姉（年上） (名前＋) ɔpa/qaynɔpam 6 － － － － － － 
義理の姉（年上）の夫 Female: pɔčča/-m  3 Female: pɔčča/qaynɔpamniŋ eri 2 Male: bɔja/-m 1 － － 
義理の姉（年下） 名前/qaynɔpam 1 － － － － － － 
義理の姉（年下）の夫 Male: bɔja/-m 1 － － － － － － 
義理の妹 名前/qaynisiŋlim 6 － － － － － － 
義理の妹の夫（年上） Female: (名前+) aka/kuyɔvimiz 1 － － － － － － 
義理の妹の夫（年下） Female: 名前/qaynisiŋglimniŋ eri 2 Female: 名前/kuyɔvim 1 Male: bɔja/-m 2 － － 
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5.7 考察 
5.7.1 形容詞 kattaや ɔpɔqの親族語を修飾する時の働き 
 
Ma’rufov ed.（1981a）では、形容詞kattaや ɔpɔqについて、親族語と一緒に用いる場合はどち
らも「年上の、年上のほうの」という意味を表すとしている。 
 
 KATTA yɔš jihatdan uluġ, yɔši ɔrtiq. 
（年上の、年上のほうの）  （Ma’rufov ed. 1981a：372） 
 
ƆPƆQ  Dada, buvi, ɔyi kabi qarindɔšlik bildiruvči sozlarga qošilib, “katta” sozi ornida keladi 
yɔki hurmat ifɔdalaydi.  
（dada（父）や buvi（祖母）や ɔyi（母）などの親族関係を表わす語に付いて、katta
（年上の）という語に代わって用いられる。または尊敬を表す。）  
  （Ma’rufov ed. 1981a：539）  
 
この二つの形容詞は、おじ・おばの世代に対して用いられる場合は、年齢の上下を区別する役割
をし、父母の兄弟姉妹の年長者（伯父・伯母）を指して、ɔpɔġ dada（父方の伯父）、katta tɔġa（母
方の伯父）というふうに用いられる。例えば、表26の父方のおじに対する呼称のデータにおいて、
F2、F3とM2は父方の伯父を ɔpɔġ dadaと呼ぶが、父方の叔父を「名前＋aka」か amakiと呼ん
でいる。表 28の母方のおじの場合においても、年上のほうを katta tɔġaと呼ぶが、年下のほうを
kičkina tɔġaと呼んでいる。同じように、伯母についてもkatta amma（父方の伯母）やkatta xɔla
（母方の伯母）と呼ぶことができると思われるが、今回の調査では例がなかった。 
しかし、表 23 で紹介した祖父母に対する呼称のデータに限って言えば、Ma’rufov ed.（1981a）
のkattaや ɔpɔqに関する解釈が当てはまらないところがある。つまり、祖父・祖母に対して用いら
れるkattaや ɔpɔqは、もはや「年上」や「尊敬」などの意味を失っていることがわかる。kattaや
ɔpɔqを祖父母に対して用いる場合は、母方の親族に対してのみ用いる場合がある一方で、父方と母
方の親族のどちらにも用いる場合がある。前者の場合、例えば、F3 が父方の祖母を ena と呼び、
母方の祖母を ɔpɔġ enaと呼ぶ場合と、M2が父方の祖母を ɔyiと呼び、母方の祖母を katta ɔyi と
呼ぶ場合の katta や ɔpɔq は、単に父方と母方を区別するために使われており、年齢の上下を表し
ていない。実際、F3の場合、ɔpɔġ enaと呼んでいる母方の祖母は、enaと呼んでいる父方の祖母よ
り年下である。M2の場合も同じく、母方の祖母のkatta ɔyiは、父方の祖母の ɔyiより年下である
ことは確認済みである。後者の場合、例えば、F3、F7 と M3 は父方の祖父と母方の祖父を同じく
katata（<katta ɔta）と呼び、F5は同じく ɔpɔġ dadaと呼んでいる。 
 
5.7.2 接辞-(i)mと-(i)mizの使い分け 
 
 親族に言及する際には、通常、親族語に所有一人称接尾辞-(i)mを付けて、例えばdada-m（私の
父）、qiz-im（私の娘）というふうに「私の○○」と言うのが一般的である。しかし、表 30のデー
タを見れば、F2が弟の妻についてkelin-imではなくkelin-imizと言うように、所有関係を一人称
接尾辞-(i)m ではなく一人称接尾辞-(i)miz で表す場合がある。この違いは、所有人称接尾辞によっ
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て話題の人物を尊敬扱いにするかどうかの問題であると思われる。 
所有一人称接尾辞-(i)miz の用法として、一般的に認められているのは複数用法である。しかし、
接辞-(i)mizには複数用法の他に尊敬用法もあると考えられる。例えば、kelin（年下の男性親族（息
子や弟、甥など）の妻）やkuyɔv（年下の女性親族（娘や妹、姪など）の夫）など自分より年下の
姻族を話題にする時には、kelin-im、kuyɔv-imというより、kelin-imiz、kuyɔv-imizと言ったほう
がより丁寧であると思われる。 
接辞-(i)miz の尊敬用法については、Rahmatullayev（2006）にも指摘がある。Rahmatullayev
（2006：140-146）は、ウズベク語の所有人称接尾辞の体系を次のように表示している。 
 
表 44. Rahmatullayevの挙げるウズベク語の所有人称接尾辞の体系 
       数 
人称 
単数 複数 
普称 敬称 普称 敬称 
一人称 -(i)m  -(i)miz  -(i)miz  
二人称 -(i)ŋ  -(i)ŋgiz  -(i) ŋgiz  -(i)ŋlar 
 
       数 
人称 
数において中立 
普称 敬称 
三人称 -(s)i -lari 
 
つまり、所有一人称接尾辞-(i)mizの用法として複数と尊敬という二つの用法が認められるという
ことである。親族・姻族に言及する際、話題の第三者を-(i)mで表すかそれとも-(i)mizで表すかは、
年齢の上下によって決まると思われる。自分より上の世代を表す親族語は、その性質上、尊敬の要
素を含んでいることから所有関係を尊敬の人称接尾辞で表す必要がないので、待遇的に中立 26であ 
る一人称接尾辞-(i)mを付けて所有関係を表す。しかし、自分より下の世代を表す親族語は、尊敬の
要素を含んでいないため、年齢があまり離れていない年下の姻族など特に敬意を払うべき人を話題
にする時は、尊敬の-(i)miz を付けることによってその人への敬意を表すことができると思われる。
表 30 のデータの場合、F2 が kelin-im ではなく kelin-imiz と言うことによって、話題の第三者で
ある弟の妻に対して敬意を表していると考えられる。 
同じチナズ方言の話者である筆者の場合も同じく、自分より年下の弟の妻をkelin-imizとは言え
るが、kelin-imとは言えない。筆者の家庭で弟の妻をkelin-imと言えるのは父と母のみである。 
 
5.7.3 接辞-(i)mの呼びかける時の用法 
 
接辞-(i)mには、言及表現において所有関係を明示するための用法の他に、呼びかける時に話し相
手に対する気配りや配慮と言った心遣いを示すための用法があると思われる。例えば、表 32のM1
が父方の伯父の娘に siŋgl-imと呼びかける場合と、表34のF1とM1が実の娘にqiz-imと呼びか
ける場合がそうである。siŋgl-imは、「siŋgil＋im」（妹＋所有一人称接尾辞）という構造であり、同 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
26 Rahmatullayev（2006）は、普称の単数所有人称接尾辞について待遇的に中立であるとしている。 
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じく qiz-imは「qiz＋im」（娘＋所有一人称接尾辞）という構造である。 
 通常、年下の人に呼びかける時には実名・愛称で呼び捨てにするのが一般的である。しかし、年
下の親族との対話において、親族語に接辞-(i)m を付けて呼びかけることで親愛の情を表すことが
できると思われる。接辞-(i)m のこのような用法については、Abidova（2000）にも指摘がある。
Abidova（2000：30）によると、年下の親族あるいは血縁関係のない他人に呼びかける時、ɔta（父）、
ɔna（母）、uka（弟）、ɔġa（兄）、siŋgil（妹）などの親族語や birɔdar（友）、dost（友）などの親
しい関係を表す言葉に接辞-(i)mを付けて用いると、尊敬（hurmat）の意味を表すことができると
いう。ここで全般的に言える原則は、呼びかけにおいて接辞-(i)mが付けられるのは年下の親族語の
みであり、年上の親族に対しては使えない。つまり、親族成員間で年下の者に呼びかける時は oġl-
im（私の息子よ!）や qiz-im（私の娘よ!）のように言うことはできるが、年上の者にはdada-m（私
の父よ!）や amma-m（私のおばよ!）と言って呼びかけることはできない。 
なお、Abidova（2000）にも指摘があるように、血縁関係のない他人との対話において、年上の
人に対しても接辞-(i)mを付けて呼びかけることがある。Abidova（2000）はこの用法を「尊敬」と
言っているが、管見では、「尊敬」と言うよりも「尊大」の意味が強いと思われる。なぜなら、接辞
-(i)m を年上の相手に対して用いる場合、それを用いる話し手が権力や権威を保持しているという
意味が強く出るので、話し相手に尊大に構えたような印象を与えかねないからである。年上の親族
に対して用いられない理由もここにあると思われる。但し、愛称形成接辞-jɔnや-ginaなどと一緒に
用いるdada-jɔn-im!（愛しい父よ!）や ɔna-gina-m!（愛しい母よ!）などは例外である。これらの表
現は、呼びかけというよりも愛情深い愛称表現としての性質が強く、特に父・母など年上の親族に
甘える時やものをねだる時などに用いられる特殊な表現である。 
 
5.7.4  親族成員間での言及表現にみられる視点の移動 
 
ウズベク語では、親族成員間での言及表現の場合、年少者との会話において、親族の誰かを話題
にする時や年少者に話題の人物として言及する際には、年少者の立場に視点を移動する傾向がみら
れた。以下で、それぞれの場合を詳しく見て行こう。 
 
5.7.4.1 年少者との会話において親族の誰かを話題にする時 
 
 5.5.1(1)の「祖父・祖母」の項目で触れたように、親族成員間で年少者との会話では、親族の誰か
について話す時、自分と言及の対象者との親族関係を直接表現しないで、年少者（話し相手）の立
場に立って間接的に表現する。つまり、年少者の前で、伯父・伯母や兄弟姉妹など親族の誰かを話
題にする時、その人が年少者にとってどんな関係にあるのかを常に明示する。決して自分の立場か
ら見た表現を用いることはない。例えば、自分の父について子に向かって述べる時は dada-m（私
の父）と言わず、ɔta-ŋ（お前の祖父）と言う。さらに、自分の父について孫に向かって述べる時は、
今度はkatata-ŋ（お前の曾祖父）と表現する。 
このような言及表現における視点の移動については、鈴木（1998）で詳しく扱っている。鈴木
（1998：293f）では、あるものの帰属（所有関係）の原点を、社会的な文脈において示す時、自分
個人（ego）を原点とするか、それとも我 （々家族成員全部）を原点に取るのか、または自分がその
構成員であるうち（家）という抽象的な枠を原点と考えるのかという違いについて指摘し、ある人
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を、その人の家族の誰かとの関係を示すことによっていつも呼ぶ習慣をアロニミ （ーallonymy）と
呼んでいる。 
なお、（話し相手が）年少者（である場合）と言っても、必ずしも子供でなければいけないという
制限はない。話し相手が自分より下の世代の親族であれば、年齢に関係なく、その人に原点を置い
て年長者に言及することができるのが特徴的である。例えば、表 24のF7（50代）のデータを見る
と、自分の（亡き）祖母について息子（30代）に話す時は、息子が立派な大人であるにもかかわら
ず、彼の立場に立ってkatta ena-ŋ（お前の曾祖母）と表現する。しかし、弟や妹を相手にする場合
は、年下であっても、その人の立場から祖父母に言及することができない。このような場合は、常
に自分を原点とする。例えば、兄が弟や妹に向かって祖父母のことを言う場合は、ɔta-ŋ（お前の祖
父）、ena-ŋ（お前の祖母）ではなく、ɔta-m（私の祖父）、ena-m（私の祖母）27と言う。年下の
いとこを相手に、おじ・おばについて話す場合も同様である。例えば、父方のいとこに向かってお
じ・おばについて話す時はdada-ŋ（お前の父）、ɔpa-ŋ（お前の母）と言わず、amaki-m（私のお
じ）、amma-m（私のおば）と言う。どうやら、相手の立場から物事を表現することの本質は、ウ
ズベク語の場合、年齢の上下というよりも世代の上下と関連が深いようである。 
 
5.7.4.2 親族成員間で年少者に言及する時 
 
親族成員間で年少者について話す時、名前を用いるのが一般的であるが、親族語を用いて言及す
る場合は「あなたの○○」というふうに、話し相手の立場に立って年少者に言及することがある。
例えば、話し相手が年少者の祖父母である場合はnabira-iz（あなたの孫）と、おじ・おばである場
合は jiyan-iz（あなたの甥・姪）と言及するわけである。今回の調査では回答がなかったが、日常的
な会話ではよく用いられる表現である。以下にいくつかの具体例を示す。 
 
93) Nabira-iz        politsiya  mahkamasiga  tušib     qɔpti28. 
孫-POSS.2SG.H  警察      署に       連行されて しまったそうだ 
（うちの子は警察署に連行されたそうです。） 
(Sa’diyev, R. 2005. Kelgindi Kuyov. O‘zbekkino Milliy Agentligi. 109 min.) 
 
これは、アメリカに移住してきて、そこで起業し成功して億万長者になったウズベク人の家族に
ついてのドラマの一節である。警察署から「息子さんが痴漢容疑で連行された」という電話があっ
て、青年の父親がその話を自分の父（子の祖父）に伝える場面である。この例で、青年の父親が自
分の息子について oġl-im（私の息子）ではなく、話し相手である父に原点を置いてnabira-iz（あな
たの孫）と間接的に表現しているのである。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
27 兄弟姉妹に向かって上位世代の親族について話す時に、聞き手である兄弟姉妹を含めた「私たち」の立場で ɔta-miz（私たちの
父）や ena-miz（私たちの祖母）など、親族語に複数の所有一人称接尾辞-(i)miz を付けて言う例は調査では見当たらなかった。
筆者の内省でもそのような言い方はしないと思われる。 
28 qɔptiは、標準語のqɔlibdiの口語の形である。 
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94) Ɔpa,   jiyan-iz       olsam   olaman,  šundan   bɔšqasi   kerakmas  deyaptiku. 
姉さん  甥-POSS.2SG.H  死んだら 死ぬ    それより  違うのが  いらない   言っているよ 
（姉さん、うちの息子が死んでも彼女以外の女とは結婚しないと言っているよ。） 
(Sharopov, B. 2013. Mug‘ombir Kuyovlar. NavoMedia Studiyasi. 80 min.) 
 
この例は、地方出身のある青年が首都タシケントの某大学での勉学中に、借りていたアパートの
大家さんの若い娘に恋してしまうというラブストーリーが描かれたドラマの一節である。青年はそ
の子と結婚したい旨を両親に伝えるが、父親が自分の姉を家に呼んで、息子の恋愛事情について相
談している場面である。この例では、青年の父親が自分（父親）の息子について oġl-im（私の息子）
ではなく、姉に原点を置いて jiyan-iz（あなたの甥）と間接的に表現しているのである。 
 
95) Qiz-iz           erga  tega         ɔlmay     otirgan  ekanda,   jim   bop29   ketdi. 
娘-POSS.2SG.H  嫁に  行くことが  できないで  いた  のだね    静か  なって  しまった 
（うちの娘が嫁に行くことができずにいたみたいに連絡がつかないの。） 
(Sa’diyev, R. 2012. O‘gay Ona. Davr Premyer. 105 min.) 
 
この例は、家庭の諸問題が描かれたドラマの夫婦の会話から取ったものであるが、結婚後全然連
絡が取れなくなった娘について、妻が夫に不満げに話している場面である。この例では、妻が娘を
qiz-im（私の娘）ではなく、夫に原点を置いてqiz-iz（あなたの娘）と表現している。 
さらに、次の例のように、人称代名詞や指示代名詞を用いて「あなたの彼／彼女」というふうに
言及することも可能である。 
 
96) Uni-z             ozi  bɔšqača  edi-da. 
  彼女-POSS.2SG.H  自身 特別   だったね 
（（自分の娘について）彼女は特別な子だったからね。） 
(Sa’diyev, R. 2012. O‘gay Ona. Davr Premyer. 105 min.) 
 
この例は、上述の夫婦の会話の続きであるが、妻が娘について今度は qiz-iz（あなたの娘）ではな
く、人称代名詞を使ってuni-z（あなたの彼女）と表現している。 
 
97) Tɔmi    ketganmi  buni-ŋ-ni,            kečadan   beri   meŋga  sevgi  izhɔr  qiladi. 
彼の屋根  行ったか  これ-POSS.2SG-ACC  昨日から  ずっと 私に   愛    告白   する 
（気が狂ったのか、こいつ。昨日から俺にしつこく愛を告白してくる。） 
(Shodmonov, J. 2012. Payshanbadan Payshanbagacha. Art Creator Studio. 98 min.) 
 
この例は、魔法の本によって色々なことを体験することになる数人の男性同士についてのコメデ
ィの一節である。一人が魔法によって可愛い女性に変身してしまい、元の体に戻るまでそのことに
ついて親族にだまっておいてくれるよう妻を説得し、親族に自分のことを妻の妹として紹介するよ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
29 bopは、標準語のbolibの口語の形である。 
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う頼む。しかし、彼の弟がその女性のことを兄だとは知らず、しつこく恋を告白する。（女性の姿の）
兄は弟が自分に夢中であることが気に食わず、それについて妻に話している場面である。この例で、
兄が弟について指示代名詞を用いて buni-ŋ（お前のこれ）と表現しているのである。 
なお、親族関係を持っていない人との会話においても、その人が言及の対象者をよく知っている
友人や知り合いである場合は、話し相手の見地から年少者に言及することが可能である。 
 
98) Qɔbiltɔy,  haligi,  siŋgl-iŋ-ni          har  dušanba  kuni  oqišga  ɔbɔrardimde,     mɔšinada. 
人名   あのう 妹-POSS.2SG-ACC  毎   月曜      日   学校に  連れて行っていた 車で 
（コビル君、あのう、この車で娘を毎月曜日に学校に連れて行っていたのだけど。） 
(Ubbosxon, S. 2008. Yangi Boy. DAVR-S Kinostudiyasi. 80 min.) 
 
 この例は、宝くじで大金が当たった青年が大金のことで金銭トラブルに巻き込まれてしまうとい
う出来事が描かれたドラマの一節である。青年の隣人は彼が大金を手に入れたという話を聞いて、
自分が乗っていた車を青年にプレゼントして娘と結婚させることを思いつく。隣人の目的は、いつ
も月曜日にその車に乗せて学校まで送っていた娘を、これから彼（青年）に学校まで送ってもらう
ことで二人を近づかせることであった。この例で、青年の隣人は自分の娘についてqiz-im（私の娘）
と言わず、他人である青年の立場に立って siŋgl-iŋ（お前の妹）と間接的に表現している。もちろ
ん、siŋgl-iŋ（お前の妹）という表現を通して青年と娘が血縁関係を持っているということを暗示し
ているわけではない。これはいわゆる親族語の虚構的用法であるが、このような場合においても話
し相手の立場から表現するという原理は守られている。勿論、このような場合は自分に原点を置い
て qiz-im（私の娘）と言うこともできる。 
 
5.7.5 呼称と名称の区分 
 
血縁関係を表す親族語の大部分は、呼びかけにも言及にも用いることができる。この中で、呼び
かけに用いることができないのは、自分より2世代下以降の親族語であり、例としてnevara（孫）
や、今回の調査の範囲に入っていない evara（曾孫）、čevara（曾孫の子）などがある。また、いと
こを表す amakivačča（父方のおじの子）、ammavačča（父方のおばの子）、tɔġavačča（母方のおじ
の子）、xɔlavačča（母方のおばの子）なども呼びかけ語として使用することができない。 
姻族関係を表す親族語の中では、qayn-（姻族の）が付く親族語はほとんど言及にしか使うことが
できない。例えば、義父母を表す qaynɔta（義父）と qaynɔna（義母）、義兄弟姉妹を表す qaynaka
（義兄）、qaynɔpa（義姉）、qayni（義弟）、qaynisiŋgil（義妹）などは言及用法のみである。 
また、夫婦を表す親族語である er（夫）と xɔtin（妻）は、チナズ方言では主に言及する時に用
い、呼びかけ語として夫婦喧嘩の時以外はほとんど用いない。 
以上、これら呼びかけ語として用いることができない親族語は名称であり、呼称とは区別される。 
 
5.7.6 まとめ 
 
今回の調査結果に基づいて、5.2で挙げた問題提起の四つの項目に対して次のように答えられる。 
① 親族・姻族に対する呼称の使用において年上か年下かの区別が厳格に守られており、年齢の長
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幼が重要な概念として認識されている。自分より上の世代の人や兄・姉などに呼びかけたり言
及したりする時は原則として親族語を用いる。下の世代の人や弟・妹などに呼びかける際には、
名前や愛称を用いるが、言及する際には、話し相手との親疎関係によって名前や愛称を用いる
場合と、親族語を用いる場合がある。そのほか、父方か母方かによる違いが目立つ。 
② 夫婦の場合、夫は妻に名前や愛称を用いて呼びかけ、妻は夫に感動詞を用いて呼びかけるか、
名前に親族語を付けて呼びかける。子供や孫が生まれた後は、家族の最年少者の立場に視点を
移動して配偶者に呼びかける傾向がみられた。言及の際には、話し相手が親族・姻族であるか
否かによって視点移動に異なりがあることがわかった。 
③ 親族内で、年少者との会話において親族の誰かを話題にする時や、年少者に話題の第三者とし
て言及する際には、年少者の立場に視点を移動して間接的に表現する傾向がある。 
④ 親族語に付加して話し相手に対する何らかの心遣いを示すために用いられる接辞には、本文中
ではまとめていないが、5.5.1(4) - 2で述べた「小さい」や「可愛らしい」という意味を表す接
辞-ča、5.6.2で述べた「尊敬」や「親愛の情」などの意味を表す接辞-jɔn、5.7.2で述べた尊敬の
所有一人称接尾辞-(i)miz、5.7.3で述べた「気配り」や「配慮」という意味を表す接辞-(i)mなど
があることがわかった。 
いずれも、具体的な形式・用法については本文で述べた通りである。 
 
5.8 ウズベク語と日本語の親族語の対照 
5.8.1 両言語の「祖父母」に対する呼称 
 
両言語の「祖父母」に対する呼称は表 45の通りである。まず、この表の言及用法の下位分類の仕
方について説明する。言及用法は、ウズベク語の場合、話し相手が下位世代の親族であるか否かと
いう観点から分けてあり、日本語の場合、話し相手が親しい関係を持っている人であるか否かによ
って分けてある。その理由は、アンケート調査の結果、ウズベク語と日本語とでは、言及用法に用
いる親族語の使い分けの基準が異なることが判明したため、そのことを反映させたのである。なお、
5.8.2以下では、ウズベク語の、下位世代を話し相手とする言及用法の欄と、日本語の、親族または
友人を話し相手とする言及用法の欄を、それぞれ割愛し、必要なことを指摘するにとどめた。 
 
表 45. 両言語の「祖父母」に対する呼称 
ウズベク語 
関
係 
日本語 
呼びかけ 
言及 
男 女 呼びかけ 
言及 
男 女 話し相手が同・上位 
世代の親族または他人 
話し相手が下位世代 
の親族（一世代下） 
話し相手が親族 
または友人 
話し相手が上司 
または見知らぬ人 
katata katatam katta katataŋ 1 2 
父
の
父 
おじいちゃん おじいちゃん 祖父 1 2 
ɔta ɔtam katta ɔtaŋ 1 2 おじいちゃん おじいちゃん 父方の祖父 1 - 
bɔva bɔvam katta bɔvaŋ 1 - おじいさん じいちゃん 父方の祖父 1 - 
dada dadam katta dadaŋ - 1 おじいさん うちのおじいさん 祖父 - 1 
ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam katta bɔbɔŋ - 1 名前＋おじいちゃん おじいちゃん 祖父 - 1 
 名前＋おじいちゃん 祖父 祖父 - 1 
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名前＋おじいさん 名前＋おじいさん 祖父 - 2 
名前＋ちゃん 名前＋ちゃん 祖父 1 - 
katata katatam katta katataŋ 2 2 
母
の
父 
おじいちゃん おじいちゃん 祖父 1 3 
ɔta ɔtam katta ɔtaŋ - 3 おじいちゃん おじいちゃん 母方の祖父 1 - 
dada dadam katta dadaŋ - 1 おじいちゃん じいちゃん 母方の父 1 - 
ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam katta bɔbɔŋ - 1 名前＋おじいちゃん おじいちゃん 祖父 - 1 
 名前＋おじいちゃん 祖父 祖父 - 1 
名前＋おじいさん 名前＋おじいさん 祖父 - 2 
名前＋ちゃん 名前＋ちゃん 祖父 1 - 
ena enam katta enaŋ 2 4 
父
の
母 
おばあちゃん おばあちゃん 祖母 1 2 
mɔma mɔmam katta mɔmaŋ 2 - おばあちゃん おばあちゃん 父方の祖母 1 - 
ɔyi ɔyim katta buviŋ 1 1 おばあさん ばあちゃん 父方の祖母 1 - 
aya ayam katta buviŋ - 1 おばあさん うちのおばあさん 祖母 - 1 
ɔpa ɔpam katta enaŋ - 1 名前＋おばあちゃん おばあちゃん 祖母 - 1 
 名前＋おばあちゃん 祖母 祖母 - 1 
名前＋おばあさん 名前＋おばあさん 祖母 - 2 
名前＋ちゃん 名前＋ちゃん 祖母 1 - 
ena enam katta enaŋ 1 3 
母
の
母 
おばあちゃん おばあちゃん 祖母 1 3 
buvi buvim katta buviŋ 1 1 おばあちゃん おばあちゃん 母方の祖母 1 - 
aya ayam katta buviŋ - 1 おばあちゃん ばあちゃん 母方の祖母 1 - 
katta ɔyi katta ɔyim katta buviŋ 1 - 名前＋おばあちゃん おばあちゃん 祖母 - 1 
ɔpɔġ ena ɔpɔġ ena katta enaŋ - 1 名前＋おばあちゃん 祖母 祖母 - 1 
 名前＋おばあさん 名前＋おばあさん 祖母 - 2 
 名前＋ちゃん 名前＋ちゃん 祖母 1 - 
 
ウズベク語では、「祖父母」に対する呼称は日本語よりもバリエーションが豊富である。呼びかけ
の場合、祖父に対しては、bɔva、dada、katata、ɔta、ɔpɔġ dadaなどの親族語を用い、祖母に対し
ては、aya、buvi、ena、katta ɔyi、mɔma、ɔpa、ɔpɔġ ena、ɔyiなどの親族語を用いる。 
言及する際には、話し相手が自分と同世代及び上の世代の親族または他人である場合は、呼びか
けに用いる語形に所有一人称接尾辞を付けて「私の○○」というふうに表現する。しかし、話し相
手が下位世代の親族である場合は、自分自身の立場から表現するのではなく、（下位世代の）話し相
手の立場に立って、「あなたの○○」というふうに表現する特徴がみられた。 
 日本語では、「祖父母」に対する呼称はウズベク語ほど数が多くない。また、日本語には所有人称
接尾辞がないことはもちろんだが、代名詞を用いた「私の〇〇」「あなたの〇〇」などの表現が呼び
かけでも言及でもみられない。この点がウズベク語と大きく異なる。 
呼びかけの場合、父方と母方を区別せず、祖父に対しては「（名前＋）おじいさん」「（名前＋）お
じいちゃん」、祖母に対しては「（名前＋）おばあさん」「（名前＋）おばあちゃん」と呼びかける。
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呼称接辞は「ちゃん」のほうが「さん」よりも回答数が多いという結果が出た。なお、祖父母に対
して「名前＋ちゃん」のように、非親族呼称で呼びかけるインフォーマントが一人いた。 
言及する際には、話し相手が親族や親しい友人である場合は、呼びかけに用いる語形をそのまま
使用する回答者がほとんどである。なお、上司や見知らぬ人との会話では、呼びかけの場合と異な
る語形の親族語を使用する傾向がみられた。例えば、祖父の場合、呼びかけに「おじいさん」を用
いる人は、言及する際には「（父方の・母方の）祖父」と言う。祖母の場合、呼びかけに「おばあさ
ん」を用いる人は、言及する際には「（父方の・母方の）祖母」と言う。 
話し相手によって呼びかけと言及とでは異なる語形の親族語を用いるという特徴は、祖父母だけ
でなく父母やおじ・おばなど他の親族の場合も観察されたが、以下、この点についてはいちいち指
摘せず、その他の事項について述べる。 
セペフリバディ（2012）は、小・中学校の頃は、祖父を「ジジ」「ジージ」、祖母を「ババ」「バー
バ」という愛称的名称で呼ぶことが一番多く、成長にともない「おじいちゃん」「おばあちゃん」や
「じいちゃん」「ばあちゃん」のような基本的な名称が用いられるようになると述べている。高校生
や大学生では「お」を付けない「じいちゃん」「ばあちゃん」の使用が多く、その理由として「「お」
を付けるのは子供っぽい」や「兄の言葉をまねた」などの回答者のコメントを挙げている。 
また、祖父母を「名前, あだ名＋さん／ちゃん」という非親族呼称で呼ぶことの背景には、祖父
母との親密な関係が反映されていると指摘している。 
 
5.8.2 両言語の「父・母」に対する呼称 
 
両言語の「父・母」に対する呼称は次の表の通りである。 
 
表 46. 両言語の「父・母」に対する呼称 
ウズベク語 関
係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
dada dadam 2 4 
父 
お父さん 父 1 4 
ɔta ɔtam 2 1 父さん 父 3 2 
ada adam - 2 父ちゃん 父 - 1 
ɔpa ɔpam 4 6 
母 
お母さん 母 1 4 
ɔyi ɔyim - 1 母さん 母 3 2 
 母ちゃん 母 - 1 
 
ウズベク語では、呼びかけの場合、父親にはdada、ada、ɔtaを用い、母親には ɔpa、ɔyiを用い
る。言及する際には、呼びかけに用いる語形に所有一人称接尾辞を付けて「私の〇〇」と表現する。 
日本語では、呼びかけの場合、父親は「お父さん」「父さん」「父ちゃん」であり、母親は「お母
さん」「母さん」「母ちゃん」である。言及する際には、それぞれ「父」「母」と言う。 
セペフリバディ（2012）は、男子の場合、幼児期に「パパ」「ママ」という愛称的名称を用いるが、
高学年になると徐々に「父さん」「母さん」という基本的名称が主流になり、さらに大学生、社会人
になると「おやじ」「おふくろ」という俗語的名称が増えると述べている。一方、女子の場合は、「パ
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パ」「ママ」と言う愛称的名称を小学校高学年でも引き続き使用し、中学生、高校生になって「お父
ちゃん」「お母ちゃん」あるいは「お父さん」「お母さん」という基本的名称が定着するとしている。
しかし、男子とは違い、「お」が落ちる割合が低く、また、大学生や社会人になっても俗語的な名称
はあまり用いないと指摘している。 
 
5.8.3 両言語の「おじ・おばとその配偶者」に対する呼称 
 
両言語の「おじ・おばとその配偶者」に対する呼称は下記表 47と表48の通りである。 
ウズベク語では、「おじ・おばとその配偶者」に対する呼称は、日本語に比べてバリエーションが
豊富である。呼びかけの場合、父方か母方かという点で区別され、次のような親族語が用いられる。 
「おじ」 ―― 父方：aka、amaki、bɔva、ɔpɔġ dada  
母方：tɔġa、katta tɔġa、kičkina tɔġa 
「おば」 ――  父方：amma、ɔpa  
母方：xɔla、xɔlača 
  「おじの妻」 ――  父方：katapa、kennayi、kennɔyi、ɔyi、yaŋga、čeča 
母方：kennayi、kennɔyi、čeča 
「おばの夫」 ――  父方：pɔčča、jezda、jezza  
母方：pɔčča 
 
表 47. 両言語の「おじ・おばとその配偶者」に対する呼称（男性の場合） 
ウズベク語 
関係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
amaki amakim 1 3 
父の兄 
おじさん おじ 3 2 
ɔpɔġ dada ɔpɔġ dadam 1 2 おじさん 父方のおじ 1 1 
(名前＋) aka (名前＋) akam - 1 おじちゃん おじ - 1 
(名前＋) aka amakim - 1 名前＋おじちゃん おじ - 1 
bɔva bɔvam 1 -  
amaki amakim - 3 
父の弟 
おじさん おじ 3 4 
(名前＋) aka (名前＋) akam 1 2 おじちゃん おじ 1 1 
(名前＋) aka amakim 1 1  
tɔġa tɔġam - 5 
母の兄 
おじさん おじ 2 4 
katta tɔġa katta tɔġam 1 - おじさん 母方のおじ 1 - 
 おじちゃん おじ - 1 
名前＋おじさん おじ 1 - 
tɔġa tɔġam 3 7 
母の弟 
おじさん おじ 3 4 
kičkina tɔġa kičkina tɔġam 1 - おじちゃん おじ - 1 
 名前＋おじさん おじ 1 - 
名前＋おじちゃん おじ - 1 
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pɔčča pɔččam 1 5 
父の姉の夫 
おじさん おじ 1 2 
jezza jezzam 2 - おじさん おばさんの旦那さん 2 - 
jezda jezdam 1 1 おじちゃん おじ - 1 
 名前＋おじちゃん おじ - 1 
pɔčča pɔččam 4 5 
父の妹の夫 
おじさん おじ 2 3 
 おじさん おばさんの旦那さん 1 - 
おじちゃん おじ - 1 
pɔčča pɔččam 2 6 
母の姉の夫 
おじさん おじ 1 2 
 おじさん おばさんの旦那さん 2 - 
おじちゃん おじ - 1 
名前＋おじさん おじ 1 - 
pɔčča pɔččam 2 7 
母の妹の夫 
おじさん おじ 1 2 
 おじさん おばさんの旦那さん 1 - 
おじちゃん おじ - 1 
名前＋おじさん おじ 1 - 
 
表 48. 両言語の「おじ・おばとその配偶者」に対する呼称（女性の場合） 
ウズベク語 
関係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
amma ammam 4 5 
父の姉 
おばさん おば 2 2 
(名前＋) ɔpa (名前＋) ɔpam - 1 おばさん 父方のおば 1 - 
 おばちゃん おば - 1 
名前＋おばちゃん おば - 2 
amma ammam 4 4 
父の妹 
おばさん おば 3 4 
(名前＋) ɔpa (名前＋) ɔpam - 1 おばちゃん おば - 1 
xɔla xɔlam 2 5 
母の姉 
おばさん おば 2 2 
(名前＋) ɔpa (名前＋) ɔpam - 1 おばさん 母方のおば 1 - 
 おばちゃん おば - 1 
名前＋おばちゃん おば - 2 
名前＋おばさん おば 1 - 
xɔla xɔlam 2 7 
母の妹 
おばさん おば 2 3 
xɔlača xɔlačam 1 - おばちゃん おば - 1 
 名前＋おばさん おば 1 - 
kennayi kennayim 1 3 
父の兄の妻 
おばさん おば 2 1 
kennɔyi kennɔyim - 1 おばさん おじの奥さん 2 - 
ɔyi ɔyim - 2 おばちゃん おば - 1 
čeča čečam - 1 名前＋おばちゃん おば - 1 
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kennayi kennayim 1 4 
父の弟の妻 
おばさん おば 1 1 
kennɔyi kennɔyim - 2 おばちゃん おば - 1 
yaŋga yaŋgam 1 - おばさん おじの奥さん 1 - 
kennayi kennayim - 4 
母の兄の妻 
おばさん おば - 3 
čeča čečam 1 1 おばさん おじさんの奥さん 2 - 
 
おばちゃん おば - 1 
名前＋おばさん おば 1 - 
kennayi kennayim 2 7 
母の弟の妻 
おばさん おば 1 2 
kennɔyi kennɔyim 1 - おばさん おじさんの奥さん 1 - 
čeča čečam 1 - おばちゃん おば - 1 
 名前＋おばさん おば 1 - 
 
例えば、父方のおじをamakiと言うが、母方のおじを tɔġaと言う。同様に、父方のおばを amma
と言うが、母方のおばを xɔla と言う。おじの妻は、父方・母方共に kennayi を用いる回答者が多
く、おばの夫は、pɔččaを用いる回答者が多い。なお、父の姉の夫に対して jezza、jezdaを用いる
回答者もいる。おじやおばが二人以上いるような場合には、年齢の長幼を区別するための親族語は
見当たらない。このような場合、親族語の前に名前を付けるか、katta（年上の）やkičkina（年下
の）という形容詞で修飾して使い分ける。言及する際には、呼びかけに用いる語形に所有一人称接
尾辞-(i)mを付けて、amaki-m（私の父方のおじ）やxɔla-m（私の母方のおば）のように表現する。 
日本語では、父方か母方かによる区別はなく、男性なら「おじさん」「おじちゃん」と呼び、女性
なら「おばさん」「おばちゃん」と呼ぶ。両親との年齢の上下を表すために漢字表記を用いて、年上
のほうを「伯父」「伯母」、年下のほうを「叔父」「叔母」と書き分けるが、発音上は同じく「おじ」
「おば」である。言及する際には、呼びかけに用いる語形の「さん」や「ちゃん」がない形が使わ
れる。 
 
5.8.4 両言語の「兄弟姉妹とその配偶者」に対する呼称 
 
両言語の「兄弟姉妹とその配偶者」に対する呼称は下記表 49の通りである。 
ウズベク語では、兄に対しては aka、姉に対しては ɔpača、ɔpčaと呼びかける。その配偶者の場
合も、たとえ自分より年下であっても兄や姉と同等の目上とみなし、親族語で呼びかける。兄の妻
をkennayi、kennɔyi、yaŋgaと言い、姉の夫をpɔččaと言う。言及する際には、呼びかけに用いる
語形に所有一人称接尾辞を付けて、「私の〇〇」と表現する。 
弟・妹とその配偶者は、名前で呼びかけることが普通であるが、親族語を用いて呼びかけること
もできる。言及する際には、uka-m（私の弟）や siŋgl-im（私の妹）のように表現する。その配偶
者の場合、妹の夫をkuyɔv-im（私の婿）、弟の妻をkelin-im（私の嫁）と言うのが普通である。 
日本語では、ウズベク語と同様、同世代の年上の親族には親族語で呼びかけ、年下の親族には名
前や名前に「さん」「ちゃん」「くん」を付けた形で呼びかける。兄は「お兄さん」「お兄ちゃん」ま
たは「お」を取り除いた「兄さん」「兄ちゃん」などで、姉は「お姉ちゃん」「姉ちゃん」などで呼
びかける。兄や姉に対する呼びかけの場合、呼称の接辞は「ちゃん」のほうが「さん」よりも優勢
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であり、特に姉の場合は「さん」付けで呼ぶものは一人もいなかった。この理由は、兄弟同士で互
いに年齢が近いため、より親しみを込めた「ちゃん」のほうが好まれるからであろう。また、兄・
姉に対して非親族呼称（名前の呼び捨て）を使用する例も若干みられるが、この点でウズベク語と
は対照的である。言及する際には、親族語を用いて、それぞれ「兄」、「姉」、「弟」、「妹」と呼ぶ。 
兄弟姉妹の配偶者への呼びかけは、ウズベク語とは違い、実の兄弟姉妹への呼びかけの場合と同じ
ような言い方を用いる。兄の妻を「お姉さん」、姉の夫を「お兄さん」と言う。弟の妻と妹の夫は名
前や名前に「さん」「ちゃん」を付けた形で呼ぶ。しかし、「名前＋さん、ちゃん」は年齢の上下関
係を問わず、兄や姉の配偶者に対しても用いることができる。言及する際には、「兄／弟の奥さん」
や「姉／妹の旦那さん」という言い方が多かった。 
 
 
表 49. 両言語の「兄弟姉妹とその配偶者」に対する呼称 
ウズベク語 
関係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
aka akam 3 3 
兄 
兄ちゃん 兄 1 2 
mullaka mullakam - 1 兄さん 兄 - 1 
 お兄さん 兄 1 - 
お兄ちゃん 兄 - 1 
名前＋兄ちゃん 兄 - 1 
名前 兄 1 1 
ɔpča ɔpčam 2 3 
姉 
お姉ちゃん 姉 2 2 
ɔpača ɔpačam - 2 姉ちゃん 姉 - 1 
ɔpa ɔpam - 1 名前＋姉ちゃん 姉 - 1 
 名前 姉 1 1 
名前 ukam 3 5 
弟 
名前 弟 2 3 
 名前＋くん 弟 - 1 
名前＋ちゃん 弟 - 1 
名前 siŋglim 2 4 
妹 
名前 妹 2 1 
 名前＋ちゃん 妹 - 2 
kennɔyi kennɔyim 1 2 
兄の妻 
名前＋さん 兄の奥さん 1 1 
kennayi kennayim 1 1 お姉さん 兄の奥さん - 1 
yaŋga yaŋgam 1 - お姉さん 兄嫁 - 1 
名前 akamniŋ xɔtini - 1 兄嫁さん 兄嫁の○○さん 1 - 
名前 kelinim - 3 
弟の妻 
名前＋さん 弟の奥さん 1 1 
名前 kelinimiz - 1 名前＋ちゃん 弟の奥さん - 1 
名前 kelin 1 - 名前 弟の奥さん 1 - 
名前 ukamniŋ xɔtini 1 - 名前 弟の嫁 - 1 
kelin kelinim - 1  
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pɔčča pɔččam 2 6 
姉の夫 
お兄さん 姉の旦那さん 1 1 
 お兄さん 姉の夫 - 1 
名前＋ちゃん 姉の旦那さん 1 - 
名前 kuyɔvim 1 2 
妹の夫 
名前＋さん 妹の旦那さん 2 - 
名前 siŋglimniŋ eri - 1 名前＋くん 妹の旦那さん 1 1 
kuyɔv kuyɔvim - 1 名前 妹の夫 - 1 
kuyɔv siŋglimniŋ eri 1 -  
 
セペフリバディ（2012）は、小学生から社会人まで男女ともに兄・姉に対して名前やあだ名など
非親族呼称を使用する人が多く、特に社会人は男女ともに兄に対して親族呼称を使用する者がいな
かったという調査結果を出している。その理由として、「アニメやインターネットの影響で（65名）」、
「成人してから親族呼称で呼ぶのが恥ずかしくなった（40 名）」、「年齢が近いため親しみを込めて
（13名）」、「友人に真似て（10名）」などの回答者のコメントを挙げている。 
 
5.8.5 両言語の「おじ・おばの子」に対する呼称 
 
両言語の「おじ・おばの子」に対する呼びかけ表現は次の表の通りである。なお、言及表現の表
は割愛した。 
 
表 50. 両言語の「おじ・おばの子」に対する呼称（呼びかけの場合） 
 ウズベク語 
関係 
日本語 
男のいとこ 男 女 女のいとこ 男 女 男のいとこ 男 女 女のいとこ 男 女 
父
方 
   
父 
 
 
方 
(名前+) aka 1 3 名前 - 5 
父の兄の子 
名前＋くん 1 2 名前＋ちゃん 2 3 
名前 - 4 (名前+) ɔpča - 1 名前＋ちゃん 1 1 名前＋さん 1 - 
jiyan 1 - ɔpača - 1 名前＋さん 1 -  
名前 1 5 名前 1 5 
父の姉の子 
名前＋くん - 3 名前＋ちゃん 2 3 
(名前+) aka 3 1 (名前+) ɔpča 2 1 名前＋ちゃん 1 1 名前＋さん 1 - 
uka - 1  名前＋さん 1 -  
名前 2 5 名前 2 5 
父の弟の子 
名前＋ちゃん 1 1 名前＋ちゃん 2 3 
  名前＋くん 1 2  
名前 3 5 名前 4 4 
父の妹の子 
名前＋くん 2 1 名前＋ちゃん 2 2 
(名前+) aka 1 - (名前+) ɔpča 1 - 名前＋ちゃん 1 1  
母
方 
(名前+) aka - 3 名前 - 3 
母の兄の子 
名前＋くん 1 2 名前＋ちゃん 2 3 
名前 - 2 (名前+) ɔpača - 2 名前＋ちゃん 1 1 名前＋さん 1 - 
tɔġača 1 - xɔla 1 - 名前＋さん 1 -  
名前 - 5 名前 - 5 
母の姉の子 
名前＋くん 1 2 名前＋ちゃん 2 2 
(名前+) aka 1 1 (名前+) ɔpča 2 - 名前＋ちゃん 1 1 
 
 (名前+) ɔpača - 1  
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名前 2 5 名前 4 6 
母の弟の子 
名前＋くん 1 2 名前＋ちゃん 2 2 
(名前+) aka - 1 (名前+) ɔpča - 1 名前＋ちゃん 1 1 
 
tɔġača 1 -   
名前 1 6 名前 1 5 
母の妹の子 
名前＋くん 1 1 名前＋ちゃん 2 2 
(名前+) aka 1 1 (名前+) ɔpča 1 1 名前＋ちゃん 1 1  
 
ウズベク語のいとこに対する呼称は、実の兄弟姉妹に対する呼称とほぼ同じ呼称を使用している。
呼びかけの場合、いとこが年上である場合、男性にaka、女性に ɔpača、ɔpčaと言う。年下には名
前で呼びかけるのが普通であるが、uka（弟）、siŋgil（妹）、jiyan（甥／姪）などの親族語を用いて
呼びかける例も観察された。なお、いとこに対する呼びかけにおいて、父方か母方かによる区別は
みられなかった。表では割愛したが、言及する際には、親族語に所有一人称接辞を付けて
amakivačča-m/ammavačča-m（私の父方のいとこ）、tɔġavačča-m/xɔlavačča-m（私の母方のいと
こ）のように言うか、amakimniŋ oġli（私の父方のおじの息子）、xɔlamniŋ qizi（私の母方のおば
の娘）のように表現する。 
 日本語のいとこに対する呼称は、ウズベク語とは違い、年齢の上下による区別はない。男性なら
「名前＋くん、ちゃん、さん」など、女性なら「名前＋ちゃん、さん」などで呼びかける。呼称の
接辞は、男のいとこの場合、「くん」と「ちゃん」の両方が用いられるのに対し、女のいとこの場合
は、主に「ちゃん」付けで呼びかけ、「くん」を用いる例はなかった。なお、日本語においても、い
とこを父方か母方かによって区別する例はみられなかった。言及する際には、親族語を用いて「い
とこ」「いとこの○○」というか、「おじの息子」「おばの娘」のように表現する。 
 
5.8.6 両言語の「息子・娘とその配偶者」に対する呼称 
 
 両言語の「息子・娘とその配偶者」に対する呼称は次の表の通りである。 
 
表 51. 両言語の「息子・娘とその配偶者」に対する呼称 
ウズベク語 
関係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
名前 oġlim 1 4 
息子 
名前 息子 2 4 
 名前＋くん 息子 - 1 
名前＋ちゃん うちの子供 - 1 
名前 qizim 2 5 
娘 
名前 娘 3 3 
qizim qizim 1 1 名前＋ちゃん 娘 - 1 
 名前＋ちゃん うちの子供 - 1 
 息子の妻 
名前 嫁 1 1 
名前＋ちゃん 嫁 - 1 
名前 kuyɔvim 1 3 
娘の夫 
名前 婿 1 - 
 名前＋くん 婿 - 1 
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ウズベク語では、息子・娘及びその配偶者への呼びかけは、名前を用いることが多いが、親族語
を使う例もみられる。言及する際には、親族語に所有一人称接辞を付けて、息子を oġl-im（私の息
子）、娘を qiz-im（私の娘）、娘の夫をkuyɔv-im（私の婿）と言う。今回の調査では回答がなかった
が、息子の妻は、弟の妻と同じくkelin、kelin-imと言うのが普通であると思われる。なお、親族成
員間での会話において、息子・娘について話す時は、話し相手に視点を移動して「あなたの○○」
というふうに言及する特徴がみられた。例えば、話し相手が年少者の祖父母である場合はnabira-iz
（あなたの孫）、おじ・おばである場合は jiyan-iz（あなたの甥／姪）と言及するわけである。 
 日本語では、息子・娘及びその配偶者は、名前や名前に「くん」、「ちゃん」を付けた形で呼びか
け、この点でウズベク語と似ていると言える。しかし、ウズベク語では、下位世代の親族に対して
親族語を用いて呼びかけることができるのに対して、日本語ではこのような用例がみられない。な
お、宋（2007：116）は、日本語の場合、呼びかけ表現として「息子よ」のように呼格助詞の共起
が条件で用いられることがあるが、これは演劇や詩などのジャンルに限られていると指摘している。
言及する際には、親族語を用いてそれぞれ「息子」、「娘」、その配偶者を「嫁」、「婿」と言う回答が
多かった。 
 
5.8.7 両言語の「甥・姪」に対する呼称 
 
 両言語の「甥・姪」に対する呼びかけ表現は次の表の通りである。なお、言及表現の表は割愛し
た。 
 
表 52. 両言語の「甥・姪」に対する呼称（呼びかけの場合） 
ウズベク語 
関係 
日本語 
甥 男 女 姪 男 女 甥 男 女 姪 男 女 
名前 3 4 名前 2 4 
兄の子 
名前 - 3 名前 1 3 
 名前＋くん 1 - 名前＋ちゃん 1 1 
名前＋ちゃん - 1  
名前 1 5 名前 1 3 
姉の子 
名前 - 3 名前 1 3 
jiyan 1 - jiyan 1 - 名前＋くん 1 - 名前＋ちゃん 1 1 
 名前＋ちゃん - 1  
名前 1 3 名前 1 3 
弟の子 
名前 - 1 名前 1 2 
 名前＋くん 1 - 名前＋ちゃん - 1 
名前＋ちゃん - 1  
名前 1 4 名前 1 3 
妹の子 
名前 - 2 名前 1 2 
jiyan 1 - jiyan 1 - 名前＋くん 2 - 名前＋ちゃん 2 1 
 名前＋ちゃん - 1  
 
ウズベク語では、甥・姪への呼びかけは、主として名前を用いるが、親族語を使って jiyan（甥／
姪）と呼びかけることもできる。言及する際には、親族語に所有一人称接尾辞を付けて jiyan-im（私
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の甥／姪）のように言うか、akamniŋ oġli（私の兄の息子）、ɔpčamniŋ qizi（私の姉の娘）のよう
に表現する。 
日本語では、呼びかける際には、名前や名前に「くん」、「ちゃん」を付けた形を用いる。言及す
る際には、親族語を使って、それぞれ「甥」「姪」と呼ぶ。 
 
5.8.8 両言語の「孫」に対する呼称 
 
 両言語の「孫」に対する呼称は次の表の通りである。 
 
表 53. 両言語の「孫」に対する呼称 
ウズベク語 
関係 
日本語 
呼びかけ 言及 男 女 呼びかけ 言及 男 女 
名前 nevaram 1 1 息子の子 
（男） 
名前 孫 1 1 
 名前＋くん 孫 - 1 
名前 nevaram - 1 娘の子 
（男） 
名前 孫 1 1 
 名前＋くん 孫 - 1 
 
息子の子 
（女） 
名前 孫 1 1 
名前＋ちゃん 孫 - 1 
 娘の子 
（女） 
名前 孫 1 1 
名前＋ちゃん 孫 - 1 
 
孫に対する呼称においても、両言語とも弟・妹や甥・姪の場合と同じく、呼びかけには名前を用
い、言及には親族語を用いる。 
ウズベク語では、呼びかける際には名前を用いるが、言及する際には、親族語に所有一人称接辞
を付けてnevara-m（私の孫）と言う。 
日本語では、呼びかける際には、名前や名前に「くん」、「ちゃん」を付けた形を用いる。言及す
る際には、孫が女性の場合は「孫娘」という親族語を使うことがあるが、孫が男性の場合は「孫息
子」とは言わず、「孫」と言う。 
 
5.8.9 両言語の「配偶者」に対する呼称 
(1) 呼びかけ表現 
 
 両言語の「配偶者」に対する呼びかけ表現は次の表の通りである。 
 
表 54. 両言語の「配偶者」への呼びかけ表現 
ウズベク語 日本語 
視点移動類 夫➡妻 妻➡夫 視点移動類 夫➡妻 妻➡夫 
dadasi - 6 お父さん - 3 
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bɔbɔsi - 2 お父ちゃん - 1 
 おじいちゃん - 1 
パパ - 1 
 お母さん 2 - 
おっかあ 1 - 
おばあちゃん 1 - 
ママ 1 - 
名前類  名前類  
名前 4 - 名前 3 1 
 名前＋ちゃん - 2 
親族語類  親族語類  
名前＋aka - 3  
代名詞類  代名詞類  
 あなた - 1 
感動詞類  感動詞類  
hey - 4 お～い 1 - 
hɔy - 1 ねえ 1 - 
 
ウズベク語では、配偶者に呼びかける際の言い方には、視点移動類（子や孫の視点から見た言い
方。後述）をはじめ、親族語類、感動詞類、名前の呼び捨てなどさまざまな形がある。一般的な傾
向としては、夫は妻に名前や名前の愛称形を用い、妻は夫を呼び捨てにすることができず、子供が
生まれる前は、「hey」「hɔy」などの感動詞や「名前＋aka」のような親族語を用いるが、子供が生
まれてくると、dada-si（お父さん！）やbɔbɔ-si（おじいさん！）のように呼びかけることが多い。 
日本語では、子供が生まれる前は名前を用いるが、子供が生まれた後は、夫に対しては「お父さ
ん」「お父ちゃん」「パパ」など、妻に対しては「お母さん」「ママ」のような視点移動類を用いる回
答者が多く、この点でウズベク語と共通している。但し、子供がいる家庭では、配偶者を子供の前
で呼ぶ場合と二人だけの時に呼ぶ場合とでは違った言い方をする回答者が多いという結果が出た。 
 
表 55. 子供がその場にいるか否かの違いによる配偶者への呼びかけ表現 
子供の前で 二人だけで 男 女 
お父さん 名前＋ちゃん - 2 
お父さん あなた - 1 
パパ あなた／ねえ - 1 
ママ 名前／お～い 1 - 
お母さん 名前 1 - 
母さん 名前 1 - 
お父ちゃん お父ちゃん - 1 
名前 名前 - 1 
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つまり、子供の前では「お父さん」「お母さん」のような父・母称で呼び、二人だけの時は名前や
代名詞（「あなた」など）、感動詞（「お～い」「ねえ」など）を用いる夫婦がほとんどである。ウズ
ベク語では、このような場合、違う言い方をする回答者はみられなかった。 
また、日本語では、夫婦間において年齢差による上下関係が成立しておらず、互いに名前や人称
代名詞で呼び合うことができるという点でウズベク語とは対照的である。 
 
(2) 言及表現 
(2) - 1 話し相手が親族・姻族の場合 
 
 両言語の話し相手が親族・姻族の場合の「配偶者」への言及表現は表57の通りである。 
ウズベク語では、話し相手が親族・姻族の場合は、話し相手の立場に視点を移動して「あなたの
○○」と言及する傾向がみられた。例えば、夫に言及する場合を見ると、上位及び同世代の年上の
親族を相手に kuyɔv-iz（あなたのお婿さん）、弟・妹を相手に pɔčča-ŋ（お前の義理のお兄さん）、
子供を相手にdada-ŋ（お前のお父さん）と言う。話し相手が姻族の場合は、義理の父・母を相手に
oġl-iz（あなたの息子さん）、義理のおじ・おばを相手に jiyan-iz（あなたの甥御さん）、義理の兄・
姉を相手にuka-iz（あなたの弟さん）、義理の弟・妹を相手に aka-iz（あなたのお兄さん）と言う。
妻の場合、（妻の）名前を用いる場合が多いが、話し相手の立場に視点を移動して言及することもで
きる。例えば、話し相手が親族である場合は、上位世代の親族を相手に kelin-iz（あなたのお嫁さ
ん）、弟・妹を相手にkennayi-ŋ（お前の義理のお姉さん）、子供を相手に aya-ŋ、ɔpa-ŋ（お前のお
母さん）と言う。話し相手が姻族である場合は、義理の父・母を相手に qiz-iz（あなたの娘さん）、
義理の兄・姉を相手に siŋgl-iz（あなたの妹さん）と表現する。 
 日本語では、親族・姻族を相手に配偶者に言及する際には、名前類を用いる人が多い。なお、夫
への言及表現として義理の弟・妹を相手に視点移動類の「お兄さん」と言う例が 1 例観察された。
しかし、話し相手が子供である場合は、その子の立場に視点を移動して、夫に「お父さん」「お父ち
ゃん」「パパ」などの呼称で、妻に「お母さん」「ママ」などの呼称で言及する傾向がみられた。 
 
表 56. 両言語の配偶者への言及表現（話し相手が親族・姻族の場合） 
      話し相手 
 
言及表現 
話し相手が親族の場合 話し相手が姻族の場合 
父／母 おじ／おば 兄／姉 弟／妹 子 
義理の 
父／母 
義理の 
おじ／おば 
義理の 
兄／姉 
義理の 
弟／妹 
ウ
ズ
ベ
ク
語 
妻
↓
夫 
akez - - - - - - - - 6 
dadasi - 1 1 - - - 2 - - 
dadaŋ - - - - 7 - - - - 
jiyaniz - - - - - - 2 - - 
kuyɔviz 5 4 3 - - - - - - 
oġliz - - - - - 6 - - - 
pɔččaŋ - - - 3 - - - - - 
ukez - - - - - - 1 7 - 
名前＋aka 2 2 2 2 - - 2 - - 
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夫
↓
妻 
ayaŋ - - - - 3 - - - - 
keliniz 1 2 2 - - - - - - 
kennayiŋ - - - 2 - - - - - 
ɔpaŋ - - - - 1 - - - - 
qiziz - - - - - 1 - - - 
siŋgliz - - - - - - - 2 - 
名前 2 2 2 2 - 3 4 2 2 
日
本
語 
妻
↓
夫 
お父さん - - - - 1 - - - - 
お父ちゃん - - - - 1 - - - - 
パパ - - - - 1 - - - - 
うちの人 1 1 - - - - - 1 - 
お兄さん - - - - - - - - 1 
名前 3 3 3 3 - 3 3 3 3 
名前＋さん 1 1 1 1 - 2 2 1 1 
夫
↓
妻 
お母さん - - - - 2 - - - - 
ママ - - - - 1 - - - - 
名前 3 3 3 3 - 3 3 3 3 
名前＋ちゃん 1 1 1 1 - 1 1 1 1 
 
(2) - 2 話し相手が親族・姻族以外の場合 
 
両言語の話し相手が親族・姻族以外の場合の「配偶者」への言及表現は次の表の通りである。 
 
表 57. 両言語の配偶者への言及表現（話し相手が親族・姻族以外の場合） 
         話し相手 
言及表現 
話し相手が（親族・姻族以外の）場合 
初対面の人 上司 友人 隣の子 
ウ
ズ
ベ
ク
語 
妻
↓
夫 
amakiz - - - 2 
dadasi - - 4 3 
dadamiz - - 1 - 
erim - - 2 - 
xojayinim 6 6 - - 
名前＋aka 1 1 - - 
名前＋akez - - - 2 
夫
↓
妻 
ayɔlim 2 2 - - 
turmuš ortɔġim 1 1 - - 
xɔtinim 1 1 4 - 
名前＋kennayiŋ - - - 4 
121 
 
日
本
語 
妻
↓
夫 
主人 4 4 1 - 
夫 1 1 - - 
旦那 - - 1 - 
旦那さん - - 1 - 
おじさん - - - 1 
おじちゃん - - - 1 
わからない - - - 2 
パパ - - 1 - 
うちのパパ -  - 1 
名前 - - 2 - 
夫
↓
妻 
妻 3 3 1 - 
家内 1 1 1 - 
奥さん - - 2 - 
うちの奥さん - - 1 1 
おばさん - - - 1 
おばちゃん - - - 1 
わからない - - - 2 
 
ウズベク語では、話し相手が上司や初対面の人など改まった場面において、夫をxojayin-im、妻
を ayɔl-im、turmuš ortɔġ-imと言う。話し相手が知り合いや友人などくだけた場面では、夫を er- 
im（私の夫）、妻をxɔtin-im（私の妻）と言う。このような場合、話し手は配偶者との関係を自分 
 自身の視点から表現する。しかし、話し相手が子供である場合は、子供の立場に視点を移動して、
夫については amaki-z（あなたのおじさん）、「名前＋aka-iz」（○○お兄さん）、妻については「名
前＋kennayi-ŋ」（○○お姉さん）と表現する。なお、夫に対して、呼びかけに用いるdada-si（（彼
／彼女の）お父さん）や「名前＋aka」をそのまま言及表現として使う人もいる。 
日本語では、配偶者への言及表現にはさまざまな言い方があり、話し相手や場面によって使い分
けられる。上司や初対面の人など改まった場面では、夫を「主人」、妻を「妻」と言う回答者が多い。
友達との会話では、夫に対しては名前や「主人」「旦那（さん）」「パパ」など、妻に対しては「（う
ちの）奥さん」「妻」「家内」などさまざまな言葉が用いられている。なお、隣の子との会話では、
「わからない」と答えた人もいるが、他に視点移動類の「おじさん」「おばさん」を用いる回答者も
いる。 
 なお、米田（1986）が首都圏に住む夫婦を対象に行った調査では、夫への言及の場合、「主人」の
使用率が改まった場面でもくだけた場面でも圧倒的に高いという。妻への言及の場合、改まった場
面では「家内」が多く、くだけた場面では「名前」が多いという研究結果を出している。 
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5.8.10 結語 
 
 以上のことから、ウズベク語と日本語の親族呼称の異同は以下の諸点にまとめられる。 
① ウズベク語では、同一の親族語が複数の親族関係に対して用いられることがある。例えば、標
準ウズベク語の「兄」に当たる語である akaは、夫やおじ、いとこなど年上の傍系男性親族や
姻族に対して呼称として使われる。また、「姉」に当たる呼称である ɔpaは、母やおば、祖母な
どの女性親族（姻族）に対して使われることがある。そのほかにも、dada（父と祖父に対して）
や bɔva（祖父とおじに対して）など、いくつか例がみられる。一方、日本語にはこのような現
象はみられない。 
② 両言語とも、親族成員間での呼びかけにおいては、世代の上下が呼称の使い分けの基準になっ
ており、自分より上の世代の親族は親族語で呼びかけ、下の世代の親族は名前や愛称で呼びか
けるという点で共通している。しかし、日本語では、上位世代の親族に対して「名前＋ちゃん
／さん」で呼びかける例も観察されたが、ウズベク語ではそのような用例はみられない。 
③ ウズベク語では、同世代の親族に対する呼びかけにおいても年上か年下かの区別は厳格に守ら
れており、兄・姉のみならず、年上のいとこに対しても親族語で呼びかけるのが普通である。
一方、日本語では、兄・姉に対して名前やあだ名など非親族呼称を使用する人が多く、同世代
間の年齢の上下はそれほど重要視されていないようである。 
④ ウズベク語では、祖父母やおじ・おばの場合（いとこの場合は言及用法に限って）、父方と母方
で形式の相違がみられるが、日本語においては、そのような区別はみられない。 
⑤ ウズベク語では、親族語の指示対象は年上の親族に限らず、年下の親族に対しても親族語を用
いて呼びかけることが可能である。一方、日本語では、年下の親族に対して親族語で呼びかけ
る用例はみられない。 
⑥ 日本語では、夫婦間の呼称において年齢差による上下関係が成立しておらず、互いに名前や人
称代名詞で呼び合うことができるが、ウズベク語では、夫に対して人称代名詞や名前だけで呼
びかけることはできず、hey、hɔyなどの感動詞を用いて呼びかけるか、「名前＋aka」というふ
うに、名前に親族語を付けて呼びかけるのが普通である。しかし、子供が生まれてくると子供
の立場に視点を移動して配偶者に呼びかけるという点で共通している。なお、ウズベク語の場
合、その間接性が人称接辞によって言葉に現れることが特徴的である。 
⑦ 性差は、両言語の呼称表現の選択の要因の一つとなっている。ウズベク語では、例えば、夫が
妻を名前で呼び捨てにすることができるが、妻はできない。また、子供の立場に視点を移動し
て配偶者に呼びかける表現は、男性はあまり用いず、もっぱら女性によって使われている。日
本語では、例えば、成人した女性は父親を「おやじ」と呼んでも、母親を「おふくろ」と呼ばな
い等々である。 
⑧ 両言語とも、自分より下の世代の親族との会話では、親族の誰かについて話す時、自分と言及
の対象者との親族関係を直接表現しないで、年少者（下位世代の親族）の立場に立って間接的
に表現する。しかし、ウズベク語では、このような場合、完全に子供の身になりきるのではな
く、所有二人称接尾辞を付けて「あなたの」と言わなければならない。例えば、子供に向かっ
て夫についてdada-ŋ（お前のお父さん）とは言えるが、dada（お父さん）とは言えず、完全に
自分と話し相手（年少者）を一体化させることはない。 
 
123 
 
第 6章 愛称 
 
この章では、ウズベク語における友人などに対する呼び方としての愛称の形成法について論じ、
合わせて日本語における愛称形成法との類似点と相違点を検討する。今回は、ウズベク語の愛称形
成法の実態調査とその結果の検討が中心であり、日本語については安富（2005）の調査結果から得
た例の検討に留まる。 
 なお、ウズベク語の愛称に関する研究は理論的にも記述的にもほとんどない。そこで、愛称の定
義や形成法などに関する一般的な議論においては、日本語における愛称研究の成果を参照する。 
 
6.1 先行研究 
6.1.1 日本語の愛称に関する先行研究 
 
牧田（1961）は、一般的に「愛称」と言われるものの特質として次の四つを挙げている。 
一、愛称は人間、動物、自然物などの対象の非公式な名称である。 
二、愛称には感情の移入が行なわれている場合が多い。 
三、通俗性あるいは簡便性を持つ。 
四、軽妙さ、ユーモア、ウイットを含む親近性を持つ。 
 牧田（1961）は、夫婦や恋人間で用いられる「ダーリン」のような愛情の強い表現は、西洋の諸
言語には豊富であるが、日本語はこのような愛称には乏しく、「あなた」「お前」といった代名詞の
音声、イントネーションを変化させることによって愛情表出を行っていると述べている。なお、花
ちゃん、太郎ちゃん、ソーニャ、ジャッキー等、名前に一定形式の変化を加えたものを愛称とする
のは一般的であるが、これらは通り名、通称といった機能を兼ねることもあることから、愛称との
み言いにくい場合があると指摘している。通り名、通称には必ずしも情緒効果は期待されていない
からであると述べている。 
山口（1985）は、「相手から揶揄されたり軽んぜられたりしている感じの呼び名をあだ名、親愛の
気持のこめられた温かい感じのする呼び名を愛称（p.168）」と考え、その両者の弁別の目安として
以下の三つの基準を挙げている。 
（4） 本人の前で、本人をさす二人称代名詞的用法が可能と考えられるものを愛称とし、不
可能と思われるものをあだ名とする。（中略） 
（5） 名前以外の事物を連想させることの少ない呼び名を愛称、名前以外の他の事物をただ
ちに連想させる呼び名をあだ名とする。（中略） 
（6） 接辞のちがいによって、愛称とあだ名とをある程度区別する。（中略） 
（pp.168f） 
（１）の場合、例えば本人に向かって、「やっちゃんは、どう考える？」のように、本人を指示す
ることのできる呼び名を愛称とし、「はなぺちゃは、どう考える？」のように、本人に向かって言い
にくい呼び名をあだ名としている。 
（２）の場合、例えば「のえみ→のんこ」「ゆかり→ゆっち」のように、呼び名以外の事物を思い
起こすことの少ない呼び名を愛称とし、「金親→かねちかん」「工藤麻里→くま」のように、「痴漢」
や「熊」を連想させるような揶揄の意味をこめることが可能な呼び名をあだ名と考えている。 
（３）の場合、親しみやすさ、可愛らしさを強調するものを愛称とし、田舎くささや怪獣などを
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感じさせるものをあだ名と考え、以下のように接辞の区別を行なっている。 
 
愛称を形成する接辞： 
お―――   （おけい←恵子） 
お―――さん   （おたこさん←多佳子） 
―――（っ）／（ん）こ  （よっこ←好美）（のんこ←のえみ） 
―――（ん）た   （のんた←のえみ） 
―――（っ）ち   （ゆっち←ゆかり） 
―――（っ）／（ん）ちょ （おだっちょ←小田切）（もがんちょ←最上） 
―――（っ）ぺ   （かよっぺ←佳代） 
―――や   （みいや←実千代） 
―――吉つぁん   （とも吉つあん←朋子） 
―――くん   （たっくん←隆） 
―――公   （りえ公←理恵） 
―――さん   （みいさん←みゆき） 
―――すけ   （ちいすけ←千恵子） 
―――たん   （みいたん←美和子） 
―――ちゃ   （ひとちゃ←等） 
―――ちゃん   （まあちゃん←昌江） 
―――ちん   （よっちん←芳子） 
―――つぁん   （よっつぁん←四元） 
―――どん   （まさどん←雅美） 
―――のん   （きえのん←貴恵子） 
―――ぴん   （けいぴん←恵子） 
―――ぺぺ   （さゆぺぺ←小百合） 
―――坊   （ちい坊←千恵子） 
―――やん   （さあやん←佐山） 
―――りん   （きょこりん←京子） 
 
あだ名を形成する接辞： 
―――ゴン   （ヨネゴン←今米） 
 ―――さく   （すぎさく←杉本） 
 ―――じ   （きゃじ←恵子） 
 ―――べえ   （むらべえ←村井） 
 ―――ぺえ   （じゅんぺえ←純子） 
 ―――マン   （タマルマン←田丸） 
 ―――ラ   （ガモラ←岡本） 
    （pp.169-171によりまとめ） 
 
安富（2005）は、親愛の気持を込めて呼ぶ言い方を愛称とし、不快な感じを与える言い方を愛称
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とは認めないという立場を取っている。同論文では、ゼミに出席している学生の報告に基づいて、
日本語の人名に基づく愛称を形成する形式として次のようなものを挙げている。 
 
① 敬称類接辞（「さん」「くん」「ちゃん」等）や愛称形成接辞（「たん」「ちん」「ぺ」「ぴー」等）
の添加によるもの。 
② アクセントの変更（やまもり、山森→山盛り等） 
③ 苗字や名前の短縮（山田→やま、滋通（しげみち）→しげ等） 
④ 苗字や名前の反復（釣→つりつり、真帆→まほまほ等） 
⑤ 苗字や名前の頭文字を取ったもの（鈴木→すー、雅子→まー等） 
⑥ 苗字と名前との混合（小林有紀→こばゆき、佐藤憲作→さとけん等） 
⑦ セグメンテーションの変更（手塚美奈子→てづかみ、倉田真由美→くらたま等） 
⑧ 倒置（加藤→トーカ など） 
⑨ 音訓の変更（康成（やすなり）→こうせい、詠子（えいこ）→うたこ等） 
⑩ 音声変化（たくひと→たくっと、のりこ→にょりこ等） 
 
さらに、それらを組み合わせたものとして以下のような例が多くみられると述べている。 
 
短縮→接辞付加（「やまちゃん」（山田→やま（短縮）→山＋ちゃん（接辞付加））） 
短縮→接辞付加→音便（「やっさん」（安田→安（短縮）→安＋さん（接辞付加）→やっさん（音便））） 
短縮→反復（「うりうり」（瓜谷→瓜（短縮）→うりうり（反復））） 
混合→短縮→倒置→接辞付加（「ゆばさん」（小林由紀→こばゆ（混合）→ばゆ（短縮）→ゆば（倒
置）→ゆば＋さん（接辞付加））） 
音訓の変更→短縮→接辞付加（うたちゃん（詠子→うたこ（音訓の変更）→うた（短縮）→うた＋
ちゃん（接辞付加））） 
 （p.58により要約）                
 
また、女子の愛称形成に用いられる「お＋○○＋ちゃん、さん、様」の組み合わせ（おせんちゃ
ん、おたけさんなど）や苗字や名前から連想される事柄に因むもの（幹男→ミッキー、今富→トミ
ーなど）もあると指摘している。 
 
6.1.2 ウズベク語の愛称に関する先行研究 
 
ウズベク語の愛称に関する先行研究としてMa’ruf（1941）、Rahmatullayev（2006）などが挙げ
られる。 
Ma’ruf（1941）では、可愛がりや縮小（いわゆる指小辞のこと）、親愛、尊敬、軽蔑などの意味を
表わす愛称形成接辞を、次の 10種類に分けている。 
 
①  -ča       例：yigit（青年）→yigit-ča、uy（家）→uy-ča 
  ②  -čak、-čɔq  例：kelin（嫁）→kelin-čak、qozi（子羊）→qozi-čɔq  
 ③  -čiq、-čuq  例：tɔy（子馬）→tɔy-čiq、qɔp（袋）→qɔp-čiq 
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 ④  -lɔq   例：tɔy（子馬）→tɔy-lɔq、qiz（女の子）→qiza-lɔq 
 ⑤  -gina、-kina、-qina 例：bɔla（子）→bɔla-gina、tentak（馬鹿）→tentak-kina 
⑥  -jɔn   例：Turġun（人名）→Turġun-jɔn、ɔna（母）→ɔna-jɔn 
⑦  -xɔn   例：Dilbar（人名）→Dilbar-xɔn、 
      Salima（人名）→Salima-xɔn 
⑧  -ɔy   例：Yɔqut（人名）→Yɔqut-ɔy、 
      Halima（人名）→Halima-ɔy 
⑨  -ay、-ey   例：bɔbɔ（祖父）→bɔbɔ-y、 
      ɔtasi（父さん！（夫に対する呼びかけ））→ɔtasi-ey 
⑩  -kay   例：bɔla（子）→bɔla-kay 
  （pp.117-122により要約） 
 
Ma’ruf（1941）ではこれ以上何も述べていないが、筆者の了解では、⑥～⑧は個人名や親族名な
どの人を表す名詞に添加して愛称を形成する接辞である。一方、①～⑤と⑨～⑩は普通名詞に添加
できる接辞である。 
 なお、⑥～⑧を用いた語形が愛称としての意味を失い、普通の人名として用いられる場合がある。
例えば、筆者の個人名である「Ma’mur-jɔn」（Maamoorjon）の-jɔnは、本来愛称形成接辞であるが、
もはや名前の一部であり、愛称としての意味合いはない。そのほか、実例としてMa’murjɔn Uzɔqov
（ウズベキスタン人民歌手、名誉歌手）、Kɔmiljɔn Ɔtaniyɔzov（ウズベキスタン人民芸術家、作曲
家）、Anvar Ɔbidjɔn（ウズベキスタン人民作家）、Ma’rufjɔn Murɔdillayev（スポーツ選手、金メダ
ル保持者）などがある。 
Rahmatullayev（2006）は、人名に添加することができる接辞として-jɔn（buvi-jɔn、Ɔlim-jɔn）、
-xɔn（Kɔmila-xɔn）、-ɔy（Tursun-ɔy）の他に、-bɔy（Ravšan-bɔy）という接辞についても指摘して
いるが、それ以上のことは触れていない。 
以上挙げたMa’ruf（1941）もRahmatullayev（2006）も接辞添加の指摘のみにとどまっており、
使用頻度や使い分けなど詳しい研究は行っていない。また、彼らの挙げた接辞の中には、6.4.2で指
摘する通り、男性名にだけ付けられるものと、女性名にだけ付けられるもの、また両方に付けられ
るものが存在するが、その事実に関しても言及されていない。また、ウズベク語では、愛称形成の
手段に省略という方法もあるが（例えば、Baxtiyɔr→Baxti、Xɔlmurɔd→Murɔd など）、それに関
しても言及がない。 
本稿では、従来の先行研究などにおいてほとんど指摘されていない省略と接辞添加による愛称形
成法に重点を置いて考察する。なお、今回は個人名から形成される愛称（以下、「人名愛称（安富
2005）」と呼ぶ）を中心に分析を行う。ウズベク語には、個人名から作られる愛称の他に、普通名詞
に一定の接辞を付けることで「愛称」として用いられるものがある。例えば、親子や夫婦、恋人間
などで用いられる愛情の強い表現である jɔn-im（私の魂）や tɔyčɔġ-im（私の子馬）などがそうで
ある。このような愛称表現については今後の課題とし、本稿では扱わない。 
 
6.2 ウズベク語における人名の構成 
 
ウズベク語における愛称は人名の特定の部分から形成される。そのことを説明するためにウズベ
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ク語における人名の構成について簡潔に述べる。 
ウズベク人の正式な名前は三つの要素から構成されていることが多い。これはロシア人の正式名
の構成の影響を受けたものである。千野（1974）によると、ロシア人の人名は三つの要素から成り
立つことが多く、一つは姓、もう一つは名（個人名）であり、その姓と名（個人名）の間に父称が
収まるという。しかし、ウズベク人の名前はロシア語のそれとはやや異なる。つまり、ウズベク人
の名前の場合、最初に来る-ovで終わるものは familya（姓）と見なされているが、それは「代々引
き継がれる姓」ではなく、祖父の名や曾祖父の名にロシア語の姓を作る接辞が付加されてできたも
のである。例えば、筆者の旅券に記載されている正式な名前は次の通りである。 
 
  キリル文字表記：Хoлназаров Маъмуржон Каримжoнович 
ローマ字表記： Holnazarov  Maamoorjon30  Karimjonovich 
 
筆者の正式な名前の場合、最初の Hɔlnazarov（ローマ字表記：Holnazarov）は曾祖父名の
Hɔlnazarにロシア語の姓を作る接辞-ovが付いたものである。次のMa’murjɔn（Maamoorjon）は
個人名であり、最後のKarimjɔnovič（Karimjonovich）は父名のKarimjɔnにロシア語の父称を作
る接辞-ovič が付いたものである。ウズベク人は姓の代わりに「曾祖父名-ov」を使う人もいれば、
「祖父名-ov」を使う人もいる。例えば、筆者の息子のパスポートに記載されている正式な名前は、
「曾祖父名-ov」ではなく、「祖父名-ov」で始まるのである。 
 
キリル文字表記： Каримжoнов Шохжахон Маъмуржонович 
ローマ字表記：  Karimjonov Shohjahon  Maamoorjonovich 
 
この場合、Karimjɔnov（Karimjonov）は祖父名にロシア語の姓を作る接辞-ovが付いたものであ
り、Šɔhjahɔn（Shohjahon）は個人名であり、Ma’murjɔnovič（Maamoorjonovich）は父名にロシ
ア語の父称を作る接辞-ovičが付いたものである。 
ウズベク語の愛称は個人名からのみ作られる。祖父名（または曾祖父名）や父名をもとにして作
られることはない。後述6.4で取り上げている愛称は全て個人名をベースにしている。 
以下、ウズベク語における人名の語構成や用法についていくつか補足する。 
 祖父名（または曾祖父名）あるいは父名に付加されるロシア語の接辞は、男性と女性とで異なる。
男性の場合は、語尾が子音で終わるものには-ov、-ovičが付けられ、語尾が母音で終わるものには-
yev、-yevič が付けられる。女性の場合は、語尾が子音で終わるものには-ova、-ovna が付けられ、
語尾が母音で終わるものには-yeva、-yevnaが付けられる。 
 
  男性の場合： 祖父名（または曾祖父名）-ov (-yev) ＋ 個人名 ＋ 父名-ovič (-yevič) 
  女性の場合： 祖父名（または曾祖父名）-ova (-yeva) ＋ 個人名 ＋ 父名-ovna (-yevna) 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
30 正しくは、キリル文字のМаъмуржонに相当するローマ字表記はMa’murjonとなるべきであり、Maamoorjonは旅券事務所の
作成ミスである。 
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ウズベキスタンが独立して以来、人名の構成を次のようなウズベク式のものに変える人も少なく 
ない。 
 
  男性の場合： 個人名＋父名＋oġli 
  女性の場合： 個人名＋父名＋qizi 
 
この場合の oġliは「（○○の）息子」という意味の語であり、qiziは「（○○の）娘」という意味
の語である。なお、最後の oġliや qiziを省略した「個人名＋父名」の構成のものもある。 
 ウズベク語においては「祖父名-ov (-yev)＋個人名＋父名-ovič (-yevič)」という3要素を全て用い
ることはほとんどなく、パスポートのようなフォーマルな書類や文書などでの人名表記の場合に限
られる。学校などで出欠をとるときには、「Islɔmov Anvar」のように、「祖父名（または曾祖父名）
-ov (-yev)＋個人名」で呼ぶことが多い。また、先生が学生に直接呼びかけるときは、個人名の代わ
りに「祖父名（または曾祖父名）-ov」を使うことがあるが、学校以外の所では「祖父名（または曾
祖父名）-ov」を使うことはめったにない。直接呼びかける場合は、通常、話し相手が目上（上司や
年上の人）であれば、「個人名＋（上の世代に属する）親族名称」で呼びかけ、話し相手が目下（部
下や年下の人）であれば、個人名や愛称などを用いて呼びかける。 
最後に、ウズベク語では、聞き手を指す個人名を二人称代名詞的に用いることができない。例え
ば、日本語では本人に向かって「田中さんにあるまじき行為です」と言うことができるが、ウズベ
ク語では本人に向かって「× Tanakaga yarašadigan iš emas」と言うことはできない。ウズベク
語では、このような場合、まず個人名で呼びかけ、続いて二人称代名詞で文を始めるのが普通であ
る。次の例を見ていただきたい。 
 
99) Qoyiŋ-e,   mulla31  Anvar,  siz-ga      yarašadigan   iš    emas  bu. 
  勘弁してよ 尊敬表現  人名、   あなた-DAT ふさわしい   仕事 じゃない これ 
（アンワルさん、勘弁して下さい。これはあなたのような方にあるまじき行為です。） 
   (Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. p. 195) 
 
この例では、話し相手に向かって「× Anvarga yarašadigan iš emas」と言うと、話し相手本人
ではなく、誰か違う人（第三者）に言及しているかのように解釈されてしまうからである。 
 
6.3 調査方法 
 
 現代ウズベク語における愛称形成法の実態を把握するためにアンケート調査を実施した。本調査
は、ウズベク語母語話者14名（タシケント州チナズ市出身者 13名とタシケント市出身者 1名）を
対象に、ウズベク人の個人名 494例を示し、それに対して回答者が知っている愛称形を回答しても
らうという形で実施したものである。男女別の内訳は、男性 6人に女性 8人である。調査で扱った
個人名は、全てKamol（1993）から取ったものである。494例のうち、311例が男性名であり、165 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
31 Mullaは、イスラム教の学者や教師、律法学者への尊敬表現であり、呼びかけ表現などで人名の前に付けて用いる時、その人へ
の尊敬を表す（Ma’rufov ed. 1981a：478による）。 
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例が女性名である。残りの 18 例は男女両方に使われる名前である。なお、詳しくは資料 9、10 を
参照されたい。 
調査によって収集した愛称形の実例をもとにウズベク語の愛称形成法を分析した。 
 
6.4 調査結果と分析 
 
アンケート調査の結果を観察すると、ウズベク語の愛称形の作り方には、二つの方法がある。個
人名の一部省略と、個人名（及びその省略形）への接辞添加である。以下では、その具体的な形成
方法について、形態・音韻論的観点から分析する。なお、表にある語形変化過程は、あくまで筆者
の解釈による暫定的なものであり、他の分析可能性もある。 
 
6.4.1 個人名の一部省略による愛称形成 
 
個人名の一部省略によって形成される愛称形には、前部省略や中部省略、後部省略など、さまざ
まなパターンの省略がみられた。また、用例数は少ないものの、「前部＋後部省略」「中部＋後部省
略」などのパターンも若干みられた。 
次の表は、個人名の一部省略による愛称形を用例数が多い順に表示したものである。但し、音韻
変化や反復によるバリエーションを含む。また、省略と同時に接辞添加（6.4.2で検討する）を伴う
ものも含んでいる。 
 
表 58. 省略による愛称形の用例数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下に示す表の個人名と由来はKamol（1993）に従ったが、一部修正したものがある。なお、性
別は著者の判断による。また、「(fe)male」は男性名・女性名の両方を指す。 
後部省略による愛称形成の例は 331の個人名をもとにした 421例である。次の表の通りである。 
 
表 59. 後部省略により形成された愛称形 
省略 用例数 
後部省略 421 
前部省略 98 
中部省略 20 
前部＋後部省略 10 
中部＋後部省略 2 
合計 551 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulahad (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdulazim (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
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Abdu 2  
Abu 1 Abdu→Abu（子音の脱落） 
Abdulaziz (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 2  
Abdulfattɔh (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdulġafur (ar.) male 
Abdiš 3 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 2  
Abdulġaffɔr (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdulġani (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulhay (ar.) male 
Abdulha 2  
Abul 1 Abdul→Abul（子音の脱落） 
Abdulhamid (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulhafiz (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulhakim (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abduljabbɔr (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abduljalil (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdulkarim (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdullatif (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdullɔh (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 3  
Abdul 3  
Abdulla 3 Abdullɔ→Abdulla（母音交替：ɔ→a） 
Abdulmalik (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdul 1  
Abdulqahhɔr (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulqɔdir (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulvahhɔb (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abol 3 Abdul→Abul→Abol（子音の脱落、母音交替：u→o） 
Abdulvali (ar.) male  Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulvɔhid (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 3  
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Abdul 1  
Abdulxɔliq (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrahiym (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdurrahmɔn (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrašid (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 1  
Abdurrauf (ar.) male 
Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdu 2  
Abdurrazzɔq (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdussamad (ar.) male Abdiš 2 Abdu→Abdi→Abdiš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abrɔr (ar.) male 
Abɔ 1 Abrɔ→Abɔ（子音の脱落） 
Abu 1 Abrɔ→Abɔ→Abu（子音の脱落、母音交替：ɔ→u） 
Abol 2 Abdul→Abul→Abol（子音の脱落、母音交替：u→o） 
Adɔlat (ar.) female Adɔl 9  
Ahrɔr (ar.) male 
Ahi 4 Ah→Ahi（接辞-iの添加） 
Ahoš 1 Ah→Ahoš（接辞-ošの添加） 
Akbar (ar.) male Aki 1 Ak→Aki（接辞-iの添加） 
Akmal (ar.) male 
Aki 6 Ak→Aki（接辞-iの添加） 
Akoš 1 Ak→Akoš（接辞-ošの添加） 
Akram (ar.) male Akr 1  
Ališer (ar.-per.) male 
Ali 1  
Ališ 9  
Anbar (ar.) male Aniš 1 An→Ani→Aniš（接辞-iと接辞-šの添加） 
Anvar (ar.) male Anni 1 An→Ani→Anni（接辞-iの添加、子音の連続化：n→nn） 
Arslɔn (ar.) male Ars 1  
Asadullɔh (ar.) male 
Asad 7  
Asadulla 1 Asadullɔ→Asadulla（母音交替：ɔ→a） 
Asɔmiddin (ar.) male Asɔm 8  
Azamat (ar.) male Azam 4  
Badriddin (ar.) male  
Badir 1 Badr→Badir（母音-iの挿入） 
Badr 4  
Badri 2  
Bahɔdir (per.) male 
Baha 1 Bahɔ→Baha（母音交替：ɔ→a） 
Baqaš 1 
Bahɔ→Baha→Bahaš→Baqaš（母音交替：ɔ→a、接辞-šの添加、摩擦音から
破裂音への変化：h→q） 
Bɔbɔ 1 Bahɔ→Bɔhɔ→Bɔbɔ（母音交替：a→ɔ、摩擦音から破裂音への変化：h→b） 
Bɔhɔ 4 Bahɔ→Bɔhɔ（母音交替：a→ɔ） 
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Bɔhɔd 3 Bahɔd→Bɔhɔd（母音交替：a→ɔ） 
Bɔhɔš 6 Bahɔ→Bɔhɔ→Bɔhɔš（母音交替：a→ɔ、接辞-šの添加） 
Bahɔr (per.) male Bahi 1 Bahɔ→Bahi（母音交替：ɔ→i） 
Barnɔ (per.) female 
Bari 1 Bar→Bari（接辞-iの添加） 
Barnɔš 1 Barnɔ→Barnɔš（接辞-šの添加） 
Basanda (per.) female Basan 3  
Baxtiyɔr (per.) male 
Batka 2 Baxt→Bat→Batka（子音の脱落、ロシア語由来の接辞-kaの添加） 
Baxti 7  
Baxtiška 1 Baxti→Baxtiš→Baxtiška （接辞-šとロシア語由来の接辞-kaの添加） 
Bɔqi 1 
Bax→Baxi→Baqi→Bɔqi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：x→q、
母音交替：a→ɔ） 
Bɔti 2 Baxti→Bati→Bɔti（子音の脱落、母音交替：a→ɔ） 
Behruz (per.) male Beki 1 Beh→Behi→Beki（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：h→k） 
Behzɔd (per.) male 
Begi 7 Beh→Behi→Begi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：h→g） 
Begiš 1 
Beh→Behi→Behiš→Begiš（接辞-iと-šの添加、摩擦音から破裂音への変化：
h→g） 
Beh 1  
Bek 2 Beh→Bek（摩擦音から破裂音への変化：h→k） 
Bekki 1 
Beh→Bek→Beki→Bekki（摩擦音から破裂音への変化：h→k、接辞-i の添
加、子音の連続化：k→kk） 
Bekmurɔd (uzb.-ar.) male Bek 6  
Bekzɔd (uzb.-per.) male 
Bek 6  
Bekki 1 Bek→Beki→Bekki（接辞-iの添加、子音の連続化：k→kk） 
Begi 4 Bek→Beki→Begi（接辞-iの添加、無声音の有声化：k→g） 
Begiča 4 
Bek→Beki→Begi→Begiča（接辞-iの添加、無声音の有声化：k→g、接辞-ča
の添加） 
Berdimurɔd (uzb.-ar.) male Berdi 6  
Bibixɔl (uzb.-per.) female Bibi 8  
Binafša (uzb.) female  
Binaf 3  
Biniš 1 Bin→Bini→Biniš（接辞-iと-šの添加） 
Binɔš 1 Bin→Binɔš（接辞-ɔšの添加） 
Bɔbur (uzb.) male Bɔbɔš 1 Bɔb→Bɔbɔš（接辞-ɔšの添加） 
Bɔymurɔd (uzb.-ar.) male 
Bɔy 3  
Bɔymir 2 Bɔymur→Bɔymir（母音交替：u→i） 
Bɔyqɔbil (uzb.-ar.) male Bɔy 2  
Davlat (ar.) male 
Dadɔš   1 
Da→Dada→Dadaš→Dadɔš（反復：da→dada、接辞-šの添加、母音交替：
a→ɔ） 
Davrɔn (ar.) male 
Dɔdi 1 Da→Dada→Dadi→Dɔdi（反復：da→dada、母音交替：a→i、a→ɔ） 
Davr 1  
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Dilafruz (per.) female 
Didiš 5 Di→Didi→Didiš（反復：di→didi、接辞-šの添加） 
Dilap 4 Dilaf→Dilap（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Dili 3 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Diliš 2 Dil→Dili→Diliš（接辞-iと-šの添加） 
Dilya 1 Dil→Dilya（ロシア語由来の接辞-yaの添加） 
Dilbar (per.) female 
Dili 7 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Diliš 2 Dil→Dili→Diliš（接辞-iと-šの添加） 
Dilmurɔd (per.-ar.) male 
Dili 2 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Diliš 1 Dil→Dili→Diliš（接辞-iと-šの添加） 
Dilmir 5 Dilmur→Dilmir（母音交替：u→i） 
Dilnavɔz (per.) female 
Dil 1  
Dilaš 1 Dil→Dila→Dilaš（接辞-aと-šの添加） 
Dili 3 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilnɔz (per.) female Dili 4 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilɔrɔ (per.) female 
Dili 3 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilɔ 1  
Dilɔr 4  
Dilya 2 Dil→Dilya（ロシア語由来の接辞-yaの添加） 
Dilɔrɔm (per.) female 
Didi 2 Di→Didi（反復：di→didi） 
Dil 1  
Dili 3 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilɔ 2  
Dilɔr 4  
Dilɔš 2 Dil→Dilɔš（接辞-ɔšの添加） 
Dilɔvar (per.) female 
Dili 3 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilɔ 3  
Dilɔv 1  
Dilrabɔ (per.) female  
Didi 1 Di→Didi（反復：di→didi） 
Dil 1  
Dili 5 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Dilšɔd (per.) male 
Dili 1 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Diliš 6 Dil→Dili→Diliš（接辞-iと-šの添加） 
Donik 1 
Dil→Dol→Dolik→Donik（母音交替：i→o、ロシア語由来の接辞-ikの添加、
側面音から鼻音への変化：l→n） 
Durdɔna (ar.-per.) female 
Durdon 7  
Duri 2 Dur→Duri（接辞-iの添加） 
Elbek (uzb.) male 
El   3  
Eli 3 El→Eli（接辞-iの添加） 
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Elik 1 El→Elik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Eliš 1 El→Eli→Eliš（接辞-iと-šの添加） 
Eldɔr (uzb.-per.) male 
Eli 2 El→Eli（接辞-iの添加） 
Eliš 2 El→Eli→Eliš（接辞-iと-šの添加） 
Elmurɔd (uzb.-ar.) male 
Eli 1 El→Eli（接辞-iの添加） 
Elmir 4 Elmur→Elmir（母音交替：u→i） 
Erali (uzb.-ar.) male Er 2  
Erkin (uzb.) male Erik 1 Er→Erik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Ešbek (uzb.) male 
Eš 1  
Ešbe 2  
Ešbori (uzb.) male 
Eš 2  
Ešbɔy 1 Eš→Ešbɔy（接辞-bɔyの添加） 
Ešbor 1  
Ešdavlat (uzb.-ar.) male Eš 1  
Ešmurɔd (uzb.-ar.) male Ešmir 1 Ešmur→Ešmir（母音交替：u→i） 
Faraŋgiz (per.) female Faraŋ 1  
Farida (ar.) female 
Fari 5  
Farid 1  
Pari 1 Fari→Pari（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Farɔġat (ar.) female 
Farɔ 1  
Farɔš 1 Farɔ→Farɔš（接辞-šの添加） 
Farrux (per.) male 
Fari 1 Far→Fari（接辞-iの添加） 
Fara 1 Far→Fara（接辞-aの添加） 
Faxriddin (ar.) male 
Faqi 1 Faxri→Faxi→Faqi（子音の脱落、摩擦音から破裂音への変化：x→q） 
Faxri 4  
Faxriš 2 Faxri→Faxriš（接辞-šの添加） 
Fayzullɔh (ar.) male  
Fayzi 4 Fayz→Fayzi（接辞-iの添加） 
Fayzul 2  
Fayzulla 1 Fayzullɔ→Fayzulla（母音交替：ɔ→a） 
Payzi 1 Fayz→Fayzi→Payzi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Fazilat (ar.) female 
Fazi 3  
Fazik 1 Fazi→Fazik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Fazila 1  
Pazi 1 Fazi→Pazi（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Fazliddin (ar.) male 
Fazil 2 Fazli→Fazil（後部倒置） 
Fazli 2  
Fɔzil 3 Fazli→Fazil→Fɔzil （後部倒置、母音交替：a→ɔ） 
Pazil 1 Fazli→Fazil→Pazil （後部倒置、摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
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Feruza (per.) female Feruz 8  
Fɔzila (ar.) female 
Fɔzi 3  
Pazi 1 Fɔzi→Pɔzi→Pazi（摩擦音から破裂音への変化：f→p、母音交替：ɔ→a） 
Gavhar (per.) female Gaha 1 Gavha→Gaha（子音の脱落） 
Gavharšɔd (per.) female 
Gavhar 1  
Gɔvhar 3 Gavhar→Gɔvhar（母音交替：a→ɔ） 
Gulandɔm (per.) female 
Gula 1  
Guli 7 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulasal (per.-ar.) female 
Gul 1  
Gulas 1  
Guli 5 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulčehra (per.) female 
Guli 3 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulya 2 Gul→Gulya（ロシア語由来の接辞-yaの添加） 
Gulči 2 Gulče→Gulči（母音交替：e→i） 
Guči 3 Gulče→Gulči→Guči（母音交替：e→i、子音の脱落） 
Guljamɔl (per.-ar.) female Guli 6 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Guljaxɔn (per.) female Guli 7 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulnɔz (per.) female 
Guli 2 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulya 1 Gul→Gulya（ロシア語由来の接辞-yaの添加） 
Gulruh (per.) female Guli 3 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulšan (per.) female 
Guli 3 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Guliš 1 Gul→Guli→Guliš（接辞-iと-šの添加） 
Gulšɔd (per.) female 
Guli 1 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Gulšɔ 1  
Ġayrat (ar.) male 
Ġayrik 2 Ġayr→Ġayrik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Ġayri 1 Ġayr→Ġayri（接辞-iの添加） 
Ġiyɔsiddin (ar.) male Ġiyɔs 8  
Habib (ar.) male Habi 4  
Habiba (ar.) female Habi 2  
Habibullɔh (ar.) male  
Habi 3  
Habib 5  
Halima (ar.) female Hali 3  
Hamida (ar.) female Hami 6  
Hamidullɔh (ar.) male 
Hamid 5  
Hamidulla 2 Hamidullɔ→Hamidulla（母音交替：ɔ→a） 
Hasanali (ar.) male Hasan 6  
Hasanxoja (ar.-per.) male Hasan 8  
Hayitali (ar.) male Hayit 6  
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Hayitbɔy 1 Hayit→Hayitbɔy（接辞-bɔyの添加） 
Hayitmurɔd (ar.) male Hayit 2  
Hɔjimurɔd (ar.) male Hɔji 6  
Hulkar (uzb.) female Huli 2 Hul→Huli（接辞-iの添加） 
Humɔyun (per.) male 
Humɔ 2  
Humɔy 1  
Ibɔdat (ar.) female 
Ibɔ 4  
Ibɔš 2 Ibɔ→Ibɔš（接辞-šの添加） 
Ibɔdullɔh (ar.) male 
Iboš 5 Ibɔ→Ibɔš→Iboš （接辞-šの添加、母音交替：ɔ→o） 
Ibɔd 1  
Ibrɔhim (old jew.) male 
Iboš 5 Ibrɔ→Ibɔ→Ibɔš→Iboš（子音の脱落、接辞-šの添加、母音交替：ɔ→o） 
Ibuš 1 Ibrɔ→Ibɔ→Ibɔš→Ibuš（子音の脱落、接辞-šの添加、母音交替：ɔ→u） 
Ilhɔm (ar.) male Ihi 1 Ilhɔ→Ilhi→Ihi（母音交替：ɔ→i、子音の脱落） 
Iqbɔl (ar.) male Iqi 1 Iq→Iqi（接辞-iの添加） 
Irɔda (ar.) female 
Irɔ 5  
Irɔš 7 Irɔ→Irɔš（接辞-šの添加） 
Iskandar (ar.) male 
Isi 1 Is→Isi（接辞-iの添加） 
Iskan 4  
Ixtiyɔr (ar.) male 
Ixti 12  
Iqi 1 Ixti→Ixi→Iqi（子音の脱落、摩擦音から破裂音への変化：x→q） 
Izzatullɔh (ar.) male Izzat 9  
Jahɔngir (per.) male 
Jaha 1 Jahɔ→Jaha（母音交替：ɔ→a） 
Jahɔn 9  
Juha 1 Jahɔ→Jaha→Juha（母音交替：ɔ→a、a→u） 
Joha 2 Jahɔ→Jaha→Joha（母音交替：ɔ→a、a→o） 
Jalɔliddin (ar.) male Jalɔl 9  
Jamɔl (ar.) male 
Jam 5  
Jama 1 Jam→Jama（接辞-aの添加） 
Jamšid (per.) male  
Jam 2  
Jama 1 Jam→Jama（接辞-aの添加） 
Jamaš 1 Jam→Jama→Jamaš（接辞-aと-šの添加） 
Jami 2 Jam→Jami（接辞-iの添加） 
Jamik 1 Jam→Jamik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Jamiš 1 Jam→Jamiš（接辞-iと-šの添加） 
Jim 3 Jam→Jim（母音交替：a→i） 
Jimmi 1 Jam→Jim→Jimi→Jimmi（母音交替：a→i、接辞-iの添加、子音の連続化） 
Jasur (ar.) male 
Jas 5  
Jasa 1 Jas→Jasa（接辞-aの添加） 
137 
 
Jasik 1 Jas→Jasik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Jaska 6 Jas→Jaska（ロシア語由来の接辞-kaの添加） 
Javlɔn (ar.) male Joha 1 Ja→Jaha→Joha（接辞-aの添加、母音交替：a→o） 
Jumagul (ar.-per.) female Jumaš 5 Juma→Jumaš（接辞-šの添加） 
Jumanazar (ar.) male 
Juma 3  
Juman 2  
Jumaqul (ar.-uzb.) male Juma 6  
Kamɔliddin (ar.) male Kɔmɔl 9  
Kamɔla (ar.) female 
Kamaš 1 Kamɔ→Kamɔš→Kamaš（接辞-šの添加、母音交替：ɔ→a） 
Kamɔš 8 Kamɔ→Kamɔš（接辞-šの添加） 
Latifa (ar.) female Lati 4  
Latɔfat (ar.) female 
Latɔ 3  
Latɔf 1  
Latɔš 1 Latɔ→Latɔš（接辞-šの添加） 
Lutfiya (ar.) female 
Lutfi 4  
Luti 1 Lut→Luti（接辞-iの添加） 
Lutfullɔh (ar.) male 
Lippi 2 
Lutfu→Lutfi→Luppi→Lippi（母音の交代：u→i、子音交替：tf→pp、母音
の交代：u→i） 
Luppi 2 Lutfu→Lutfi→Luppi（母音の交代：u→i、子音交替：tf→pp） 
Lutfilla 1 Lutfullɔ→Lutfulla（母音交替：ɔ→a） 
Mavjuda (ar.) female 
Mavji 2 Mavju→Mavji（母音交替：u→i） 
Mavju 7  
Moju 1 Mavju→Moju（av→o） 
Mavluda (ar.) female 
Mavlu 2  
Mɔvlu 5 Mavlu→Mɔvlu（母音交替：a→ɔ） 
Madina (ar.) female 
Madi 10  
Madiš 1 Madi→Madiš（接辞-šの添加） 
Maftuna (ar.) female  
Maftu 1  
Maftun 7  
Mahbuba (ar.) female 
Mahbu 7  
Mahbuš 1 Mahbu→Mahbuš（接辞-šの添加） 
Mahliyɔ (ar.) female 
Mahli 4  
Mahliš 4 Mahli→Mahliš（接辞-šの添加） 
Mahmud (ar.) male Maha 2 Mah→Maha（接辞-aの添加） 
Malika (ar.) female Mali 10  
Malɔhat (ar.) female 
Malɔ 2  
Malɔh 3  
Malɔš 3 Malɔ→Malɔš（接辞-šの添加） 
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Mastura (ar.) female Mastur 9  
Matluba (ar.) female 
Matlu 4  
Matlyu 1 Matlu→Matlyu（半母音の挿入） 
Mattu 2 Matlu→Mattu（順行同化：tl→tt） 
Matu 7 Matlu→Matu（子音の脱落） 
Matuš 1 Matlu→Matu→Matuš（子音の脱落、接辞-šの添加） 
Mehrinisɔ(per.) female 
Meh 1  
Mehri 10  
Mirza (per.) male Mir 1  
Mɔhidil (per.) female Mɔhi 7  
Mɔhigul (per.) female 
Mɔhi 11  
Mɔhiš 1 Mɔhi→Mɔhiš（接辞-šの添加） 
Mɔhinur (per.-ar.) female 
Mɔhi 8  
Mɔhiš 2 Mɔhi→Mɔhiš（接辞-šの添加） 
Mɔhira (ar.) female Mɔhi 8  
Muazzam (ar.) female 
Muaz 1  
Muzi 1 Muaz→Muz→Muzi（母音の脱落、接辞-iの添加） 
Mubɔrak (ar.) female 
Mubɔr 6  
Mubɔš 1 Mubɔ→Mubɔš（接辞-šの添加） 
Muhammad (ar.) male Maham 7 Muham→Maham（母音交替：u→a） 
Muharram (ar.) female 
Muhar 1  
Muhaš 1 Muha→Muhaš（接辞-šの添加） 
Munavvar (ar.) female 
Minaš 1 Muna→Munaš→Minaš（接辞-šの添加、母音交替：u→i） 
Minɔ 2 Muna→Munɔ→Minɔ（母音交替：a→ɔ、u→i） 
Munaš 1 Muna→Munaš（接辞-šの添加） 
Muni 1 Muna→Muni（母音交替：a→i） 
Munira (ar.) female 
Muni 4  
Munir 5  
Munis (ar.) male  Moni 1 Muni→Moni（母音交替：u→o） 
Muqaddam (ar.) female Muqad 7   
Muqaddas (ar.) female 
Muqad 2   
Muqi 1  Muq→Muqi（接辞-iの添加） 
Musallam (ar.) female Musal 2  
Muyassar (ar.) female Muyas 5  
Muzaffar (ar.) male 
Muza 2  
Muzap 11 Muzaf→Muzap（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Najmiddin (ar.) male 
Naji 1 Naj→Naji（接辞-iの添加） 
Najim 5 Najmi→Najim（後部倒置） 
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Najmi 1  
Nargiz (ar.) female Nani 2 Na→Nana→Nani（反復：na→nana、母音交替：a→i） 
Nasiba (ar.) female Nasi 11  
Nasima (ar.) female Nasi 6  
Nasriddin (ar.) male 
Nasr 3  
Nasri 1  
Nazifa (ar.) female Nazi 3  
Nazira (ar.) female Nazi 8  
Nazɔkat (ar.) female 
Naz 1  
Nazɔ 9  
Nazɔš 1 Nazɔ→Nazɔš（接辞-šの添加） 
Nɔzi 1 Nazɔ→Nazi→Nɔzi（母音交替：ɔ→i、a→ɔ） 
Nazrullɔh (ar.) male 
Nazir 3 Nazr→Nazir（母音の挿入） 
Nazri 2 Nazr→Nazri（接辞-iの添加） 
Ne’matullɔh (ar.) male 
Ne’mat 10  
Ne’matilla 1 Ne’matullɔ→Ne’matulla（母音交替：ɔ→a） 
Nigina (per.) female 
Nigi 4  
Nigin 4  
Nigɔra (per.) female 
Nigɔr 8  
Nigɔš 1 Nigɔ→Nigɔš（接辞-šの添加） 
Nilufar (hin.) female 
Niliš 2 Nilu→Niluš→Niliš（接辞-šの添加、母音交替：u→i） 
Nilu 9  
Niluš 5 Nilu→Niluš（接辞-šの添加） 
Nizɔmiddin (ar.) male Nizɔm 7  
Nɔdira (ar.) female 
Nɔdi 9  
Nɔdiš 1 Nɔdi→Nɔdiš（接辞-šの添加） 
Nɔrbɔy (per.-uzb.) male 
Nɔr 1  
Nɔri 1 Nɔr→Nɔri（接辞-iの添加） 
Nɔrjamɔl (ar.) female  Nɔr 1  
Nɔrmurɔd (per.-ar.) male 
Nɔr 8  
Nɔrmir 2  
Nɔrmomin (per.-ar.) male Nɔr 3  
Nɔrɔy (per.-uzb.) female Nɔri 1 Nɔr→Nɔri（接辞-iの添加） 
Nɔrqɔbil (per.-ar.) male Nɔr 2  
Nɔrtɔji (per.) female 
Nɔrtɔj 3  
Nɔrtɔy 3 Nɔrt→Nɔrtɔy（接辞-ɔyの添加） 
Nurbek (ar.-uzb.) male Nur 4  
Nuriddin (ar.) male Nuri 5  
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Nurik 6 Nur→Nurik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Nurullɔh (ar.) male 
Nuri 6 Nur→Nuri（接辞-iの添加） 
Nurullɔ 1  
Nusrat (ar.) male Nusi 1 Nus→Nusi（接辞-iの添加） 
Nusratullɔh (ar.) male 
Nusi 1 Nus→Nusi（接辞-iの添加） 
Nusrat 8  
Ɔbida (ar.) female Ɔbi 3  
Ɔdina (per.) female 
Ɔdi 5  
Ɔdin 1  
Ɔydin 3 Ɔdin→Ɔydin（半母音の挿入） 
Ɔliya (ar.) female Ɔli 1  
Ɔmɔnullɔh (ar.) male Ɔmɔn 6  
Ɔrzigul (per.) female 
Ɔrzi 3  
Ɔrzu 9 Ɔrzi→Ɔrzu（母音交替：i→u） 
Ɔtabek (uzb.) male 
Ɔta 2  
Ɔtaš 9 Ɔta→Ɔtaš（接辞-šの添加） 
Ɔynisa (uzb.-ar.) female Ɔyniš 2 Ɔyni→Ɔyniš（接辞-šの添加） 
Ɔyša (ar.) female Ɔyxɔn 1 Ɔy→Ɔyxɔn（接辞-xɔnの添加） 
Ɔzɔda (per.) female 
Ɔzɔ 4  
Ɔzɔš 4 Ɔzɔ→Ɔzɔš（接辞-šの添加） 
Ɔzɔdbek (per.-uzb.) male Ɔzɔd 5  
Olmasɔy (uzb.) female Olmas 4  
Orilšɔd (uzb.-per.) male Oril 2  
Panji (per.) male Panj 1  
Qahramɔn (per.) male 
Qaha 1 Qah→Qaha（接辞-aの添加） 
Qaqi 1 Qaqa→Qaqi（反復：qa→qaqa、母音交替：a→i） 
Qaqɔš 1 Qaqa→Qaqaš→Qaqɔš（反復：qa→qaqa、接辞-šの添加、母音交替：a→ɔ） 
Qudrat (ar.) male Qudi 2 Qud→Qudi（接辞-iの添加） 
Qudratullɔh (ar.) male  
Qudaš 1 Qud→Qudaš（接辞-aと-šの添加） 
Qudrat 7  
Qudi 1 Qud→Qudi（接辞-iの添加） 
Qurbɔnali (ar.) male 
Qurbɔn 4  
Qurvɔn 2 Qurbɔn→Qurvɔn（破裂音から摩擦音への変化：b→v） 
Qurbɔnnazar (ar.) male 
Qurbɔn 4  
Qurvɔn 2 Qurbɔn→Qurvɔn（破裂音から摩擦音への変化：b→v） 
Qurbɔnɔy (ar.-uzb.) female 
Qurbɔn 2  
Qurvɔn 1 Qurbɔn→Qurvɔn（破裂音から摩擦音への変化：b→v） 
Qutbiddin (ar.) male Qutbi 7  
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Qutiš 1 Qut→Qutiš（接辞-iと-šの添加） 
Qutlibeka (uzb.) female Qutli 4  
Rahmatullɔh (ar.) male 
Rahmat 5  
Rahmatilla 1 Rahmatullɔ→Rahmatulla（母音交替：ɔ→a） 
Ramziddin (ar.) male 
Ramz 6  
Ramzi 5  
Rasul (ar.) male Raska 1 Ras→Raska（ロシア語由来の接辞-kaの添加） 
Ranɔ (ar.) female Ranɔš 2 Ranɔ→Ranɔš（接辞-šの添加） 
Rɔbiya (ar.) female Rɔbi 5  
Rɔziya (ar.) female Rɔzi 6  
Rozimurɔd (per.-ar.) male Rozi 5  
Rozixɔl (per.) female Rozi 4  
Ruxšɔna (per.) female Ruxšɔn 7  
Sadɔqat (ar.) female 
Sadɔ 7  
Sadɔš 2 Sadɔ→Sadɔš（接辞-šの添加） 
Sadriddin (ar.) male Sadir 10 Sadri→Sadir（後部倒置） 
Safarali (ar.) male 
Safar 6  
Sapar 2 Safar→Sapar（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Saida (ar.) female Sayi 1 Sai→Sayi（半母音の挿入） 
Salɔmat (ar.) (fe)male 
Salɔ 3  
Salɔš 2 Salɔ→Salɔš（接辞-šの添加） 
Samandar (ar.) male Saman 8  
Sanam (ar.) female 
Sana 1  
Sanɔš 1 San→Sanɔš（接辞-ɔšの添加） 
Saɔdat (ar.) female 
Sadɔ 1 Saɔd→Sadɔ（後部倒置） 
Saɔ 1  
Sardɔr (per.) male 
Sarik 1 Sar→Sarik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Seri 1 Sar→Sari→Seri（接辞-iの添加、母音交替：a→e） 
Sarvar (ar.) (fe)male Sara 1 Sar→Sara（接辞-aの添加） 
Sarvinɔz (per.) female  Sarvi 3  
Sayidmurɔd (ar.) male 
Said 5 Sayid→Said（半母音の脱落） 
Sayid 2  
Sayfiddin (ar.) male 
Sayfi 6  
Saypi 4 Sayfi→Saypi（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Sayfullɔh (ar.) male 
Sayfi 5 Sayfu→Sayfi（母音交替：u→i） 
Saypi 1 Sayfu→Sayfi→Saypi（母音交替：u→i、摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Sa’dullɔh (ar.) male 
Sa’di 1 Sa’du→Sa’di（母音交替：u→i） 
Sa’dil 3 Sa’dul→Sa’dil（母音交替：u→i） 
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Sa’dullɔ 2  
Sa’dulla 1 Sa’dullɔ→Sa’dulla（母音交替：ɔ→a） 
Sirɔjiddin (ar.) male Sirɔj 11  
Sɔbir (ar.) male Sɔha 1 Sɔ→Sɔha（接辞-haの添加） 
Sɔjida (ar.) female Sɔji 11  
Sɔlih (ar.) male Sɔli 8  
Sultɔn (ar.) male Suli 1 Sul→Suli（接辞-iの添加） 
Sultɔnali (ar.) male Sultɔn 8  
Sultɔnmurɔd (ar.) male Sultɔn 5  
Sultɔnɔy (ar.-uzb.) male Sultɔn 5  
Surayyɔ (ar.) female 
Suri 1 Sur→Suri（接辞-iの添加） 
Surɔy 8  Suray→Surɔy（母音交替：a→ɔ） 
Suray 1  
Šafiqa (ar.) female 
Šafi 4  
Šapi 2 Šafi→Šapi（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Šahbɔz (per.) male Šɔh 4 Šah→Šɔh（母音交替：a→ɔ） 
Šahina (per.) female 
Šahi 7  
Šɔha 1 Šah→Šaha→Šɔha（接辞-aの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šahlɔ (ar.) female Šɔha 1 Šahlɔ→Šah→Šaha→Šɔha（後部省略、接辞-aの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šahnɔz (per.) female 
Šahi 3 Šah→Šahi（接辞-iの添加） 
Šaqi 1 Šah→Šahi→Šaqi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：h→q） 
Šɔhi 2 Šah→Šahi→Šɔhi（接辞-iの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šahɔbiddin (ar.) male Šahɔb 11  
Šahɔdat (ar.) female 
Šabɔ 1 Šahɔ→Šabɔ（摩擦音から破裂音への変化：h→b） 
Šahɔ 4  
Šɔhi 3 Šah→Šahi→Šɔhi（接辞-iの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šamsiddin (ar.) male  
Šams 4  
Šamsi 2  
Šamši 5 Šamsi→Šamši（口蓋化：s→š） 
Šamsiya (ar.) female 
Šam 2  
Šamsi 1  
Šamsullɔh (ar.) male 
Šam 2  
Šams 2  
Šamsi 1 Šamsu→Šamsi（母音交替：u→i） 
Šamši 3 Šamsu→Šamsi→Šamši（母音交替：u→i、口蓋化：s→š） 
Šarifa (ar.) female 
Šapi 1 Šari→Šapi（ふるえ音から破裂音への変化：r→p） 
Šari 3  
Šerali (per.-ar.) male Šer 9  
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Šerbɔy (per.-uzb.) male Šer 4  
Šermuhammad (per.-ar.) male  Šer 3  
Šermurɔd (per.-ar.) male Šer 3  
Šerqɔbil (per.-ar.) male Šer 3  
Šerqul (per.-uzb.) male Šer 5  
Šerxɔn (per.-uzb.) male Šer 8  
Šerzɔd (per.) male 
Šer 10  
Šerik 1 Šer→Šerik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Šɔdibek (per.-uzb.) male Šɔdi 7  
Šɔdigul (per.) female Šɔdi 6  
Šɔdimurɔd (per.-ar.) male Šɔdi 4  
Šɔdiya (per.) female Šɔdi 6  
Šɔdiyɔr (per.) male Šɔdi 8  
Šɔdmɔn (per.) male 
Šɔd 1  
Šɔdi 3 Šɔd→Šɔdi（接辞-iの添加） 
Šɔhida (ar.) female Šɔhi 7  
Šɔhimardɔn (per.) male Šɔhi 1  
Šɔhruh (per.) male Šɔh 9  
Šɔhsanam (per.-ar.) female Šɔhi 3 Šɔh→Šɔhi（接辞-iの添加） 
Šɔhista (per.) female 
Šɔhi 1  
Šɔqi 1 Šɔhi→Šɔqi（摩擦音から破裂音への変化：h→q） 
Šuhrat (ar.) male 
Šuh 1  
Šuha 1 Šuh→Šuha（接辞-aの添加） 
Šuqi 4 Šuh→Šuhi→Šuqi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：h→q） 
Šurik 6 Šuhr→Šuhrik→Šurik（ロシア語由来の接辞-ikの添加、子音の脱落） 
Šukrullɔh (ar.) male 
Šukr 8  
Šurik 4 Šukr→Šukrik→Šurik（ロシア語由来の接辞-ikの添加、子音の脱落） 
Tabassum (ar.) (fe)male Tabas 1  
Tal’at (ar.) male Toli 1 Tal→Tali→Toli（接辞-iの添加、母音交替：a→o） 
Temir (uzb.) male Tima 1 Tem→Tema→Tima（接辞-aの添加、母音交替：e→i） 
Tɔjiddin (per.-ar.) male 
Tɔj 1  
Tɔji 6  
Tɔjimurɔd (per.-ar.) male Tɔji 4  
Tɔjinisɔ (per.-ar.) female Tɔji 6  
Tɔhir (ar.) male Toha 2 Tɔh→Tɔha→Toha（接辞-aの添加、母音交替：ɔ→o） 
Tɔlib (ar.) male 
Toli 1 Tɔli→Toli（母音交替：ɔ→o） 
Tɔlip 2 Tɔlib→Tɔlip（有声音の無声化：b→p） 
Tɔšmurɔd (uzb.-ar.) male Tɔš 5  
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Toha 1 Tɔ→Tɔha→Toha（接辞-haの添加、母音交替：ɔ→o） 
Tɔšpolat (uzb-per.) male Tɔš 4   
Tolqin (uzb.) male  
Toli 2 Tol→Toli（接辞-iの添加） 
Tolik 1 Tol→Tolik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Tursun (uzb.) male Turi 1 Tur→Turi（接辞-iの添加） 
Ubaydullɔh (ar.) male 
Ubay 9  
Ubayd 1  
Uldɔna (uzb.-per.) female 
Ulaš 1 Ul→Ulaš（接辞-aと-šの添加） 
Uldɔn 4  
Uluġbek (uzb.) male 
Uluq 2 Uluġ→Uluq（摩擦音から破裂音への変化：ġ→q） 
Uluġ 9  
Umida (per.) female 
Umaš 1 Um→Umaš（接辞-aと-šの添加） 
Umi 8  
Umiš 2 Umi→Umiš（接辞-šの添加） 
Umidullɔh (per.-ar.) male 
Umid 6  
Umiš 2 Umi→Umiš（接辞-šの添加） 
Usmɔn (ar.) male Usik 1 Us→Usik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Xayriddin (ar.) male Xayri 5  
Xayrullɔh (ar.) male 
Xayri 2 Xayru→Xayri（母音交替：u→i） 
Xayril 2 Xayrul→Xayril（母音交替：u→i） 
Xayrilla 1 Xayrullɔ→Xayrilla（母音交替：ɔ→a） 
Xayriš 2 Xayru→Xayri→Xayriš（母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Xɔlbek (per.-uzb.) male 
Xɔl 4  
Xɔli 2 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Xɔlbeka (per.-uzb.) female Xɔli 4 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Xɔlbibi (per.-uzb.) female Xɔli 1 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Xɔlbɔy (per.-uzb.) male Xɔl 2  
Xɔldɔr (per.) male Xɔli 1 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Xɔlmirza (per.) male Xɔlmir 5  
Xɔlmomin (per.-ar.) male Xɔl 2  
Xɔlmuhammad (per.-ar.) male Xɔl 2  
Xɔlmurɔd (per.-ar.) male Xɔlmir 3  
Xɔltɔji (per.) female Xɔli 1 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Xɔnzɔda (uzb.-per.) female 
Xɔnzɔ 1  
Xɔnzɔd 3  
Xɔsiyat (ar.) female Xɔsi 7  
Xudɔyberdi (per.-uzb.) male Xudɔy 1  
Xurram (per.) (fe)male Xuri 1 Xur→Xuri（接辞-iの添加） 
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前部省略による愛称形成の例は 115の個人名をもとにした 98例である。次の表の通りである。 
 
表 60. 前部省略により形成された愛称形 
Xuršid (per.) male Xurik 3 Xur→Xurik（ロシア語由来の接辞-ikの添加） 
Xuršida (per.) female Xurši 10  
Yašar (uzb.) male Yaška 1 Yaš→Yaška（ロシア語由来の接辞-kaの添加） 
Yɔdgɔr (per.) male  
Yɔdi 3 Yɔd→Yɔdi（接辞-iの添加） 
Yoha 1 Yɔ→Yɔha→Yoha（接辞-haの添加、母音交替：ɔ→o） 
Yɔrqinɔy (uzb.) female Yɔrqin 5  
Zafar (ar.) male Zafa 1  
Zarifa (ar.) female Zari 5  
Zarina (per.) female 
Zar 1  
Zari 7  
Zarin 3  
Zayniddin (ar.) male 
Zaha 1 Za→Zaha（接辞-haの添加） 
Zayni 5  
Zebinisɔ (per.-ar.) female Zebi 8  
Zubayda (ar.) female 
Zubay 4  
Zubi 1 Zub→Zubi（接辞-iの添加） 
Zuhrɔ (per.) female Zuqi 2 Zuh→Zuhi→Zuqi（接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：h→q） 
Zulfiya (per.) female 
Zuli 4 Zul→Zuli（接辞-iの添加） 
Zulpi 3 Zulfi→Zulpi（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Zulya 1 Zul→Zulya（ロシア語由来の接辞-yaの添加） 
Zulxumɔr (ar.) female Zuli 3 Zul→Zuli（接辞-iの添加） 
Zumrad (per.) female Zuma 1 Zum→Zuma（接辞-aの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulahad (ar.) male Ahad 14  
Abdulazim (ar.) male 
Azim 11  
Lazim 1  
Abdulaziz (ar.) male 
Aziz 1  
Laziz 7  
Abdulfattɔh (ar.) male 
Fattɔh 7  
Pattɔh 3 Fattɔh→Pattɔh（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Abdulġaffɔr (ar.) male 
Gabar 1 
Ġaffɔr→Ġaffar→Ġafar→Ġabar→Gabar（母音交替：ɔ→a、連続子音の
片方の脱落：ff→f、摩擦音から破裂音への変化：f→b、ġ→g） 
Ġaffɔr 3  
Ġappɔr 6 Ġaffɔr→Ġappɔr（摩擦音から破裂音への変化：ff→pp） 
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Ġɔffɔr 1 Ġaffɔr→Ġɔffɔr（母音交替：a→ɔ） 
Abdulġafur (ar.) male 
Ġafur 5  
Ġɔfir  6 Ġafur→Ġɔfir（母音交替：a→ɔ、u→i） 
Ġɔpir  4 
Ġafur→Ġɔfir→Ġɔpir（母音交替：a→ɔ、u→i、摩擦音から破裂音への変
化：f→p） 
Abdulġani (ar.) male 
Ġani 12  
Ġaniš 1 Ġani→Ġaniš（接辞-šの添加） 
Abdulhafiz (ar.) male 
Hafiz 3  
Hɔfiz 2 Hafiz→Hɔfiz（母音交替：a→ɔ） 
Hɔpiz 5 Hafiz→Hɔfiz→Hɔpiz（母音交替：a→ɔ、摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Abdulhakim (ar.) male 
Hakim 11  
Hɔkim 2 Hakim→Hɔkim（母音交替：a→ɔ） 
Abdulhamid (ar.) male 
Hamit 11 Hamid→Hamit（有声音の無声化：d→t） 
Hɔmit 3 Hamid→Hamit→Hɔmit（有声音の無声化：d→t、母音交替：a→ɔ） 
Abduljabbɔr (ar.) male Jabbɔr 13  
Abduljalil (ar.) male Jalil 13  
Abdulkarim (ar.) male Karim 14  
Abdullatif (ar.) male 
Latif 11  
Latip 4 Latif→Latip（摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Abdulmalik (ar.) male Malik 13  
Abdulqahhɔr (ar.) male 
Qahhɔr 10  
Qahɔr 1 Qahhɔr→Qahɔr（連続子音の片方の脱落：hh→h） 
Abdulqɔdir (ar.) male Qɔdir 11  
Abdulvahhɔb (ar.) male 
Vahhɔb 1  
Vahɔb 11 Vahhɔb→Vahɔb（連続子音の片方の脱落：hh→h） 
Abdulvali (ar.) male 
Ali 6  
Vali 11  
Abdulvɔhid (ar.) male Vɔhid 11  
Abdulxɔliq (ar.) male Xɔliq 12  
Abdurrahiym (ar.) male 
Rahim 11 Rahiym→Rahim（母音の脱落） 
Raim 1 Rahiym→Rahim→Raim（母音の脱落、子音の脱落） 
Abdurrahmɔn (ar.) male Rahmɔn 14  
Abdurrašid (ar.) male 
Rašid 12  
Rišat 1 
Rašid→Rišid→Rišad→Rišat（母音交替：a→i、i→a、有声音の無声化：
d→t） 
Abdurrauf (ar.) male 
Rauf 7  
Rɔfi 1 
Rauf→Raf→Rɔf→Rɔfi（母音の省略：au→a、母音交替：a→ɔ、接辞-iの
添加） 
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Abdurrazzɔq (ar.) male 
Razɔq 2 Razzɔq→Razɔq（連続子音の片方の脱落：zz→z） 
Razzɔq 7  
Rɔziq 1 
Razzɔq→Razɔq→Rɔzɔq→Rɔziq（連続子音の片方の脱落：zz→z、母音交
替：a→ɔ、ɔ→i） 
Abdussamad (ar.) male 
Samad 11  
Samat 1 Samad→Samat（有声音の無声化：d→t） 
Ahmad (ar.) male Mad 2  
Ališer (ar.-per.) male Šer 6  
A’zam (ar.) male Zam 1  
Bekmurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 8  
Berdimurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 6  
Bibixɔl (uzb.-per.) female Xɔli 1 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Bɔymurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 8  
Bɔyqɔbil (uzb.-ar.) male 
Qɔbil 9  
Qɔbilbɔy 1 Qɔbil→Qɔbilbɔy（接辞-bɔyの添加） 
Dilbar (per.) female Barxɔn 1 Bar→Barxɔn（接辞-xɔnの添加） 
Dilmurɔd (per.-ar.) male Murɔd 3  
Dilnavɔz (per.) female Navɔz 3  
Dilnɔz (per.) female Nɔz 1  
Dilrabɔ (per.) female Rabɔ 5  
Dilšɔd (per.) male Šɔd 1  
Elbek (uzb.) male Bek 5  
Erali (uzb.-ar.) male Ali 3  
Ešbek (uzb.) male Bek 2  
Ešbori (uzb.) male Bori 3  
Ešdavlat (uzb.-ar.) male Davlat 4  
Ešmurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 8  
Ešqɔbil (uzb.) male Qɔbil 9  
E’zɔz (ar.) male Ziza 1 Zɔz→Zɔza→Ziza（接辞-aの添加、母音交替：ɔ→i） 
Gulasal (per.-ar.) female Asal 6  
Guljaxɔn (per.) female Jaxɔn 1  
Gulnɔz (per.) female 
Nɔza 1 Nɔz→Nɔza（接辞-aの添加） 
Nɔzi 1 Nɔz→Nɔzi（接辞-iの添加） 
Gulšɔd (per.) female Šɔdi 1 Šɔd→Šɔdi（接辞-iの添加） 
Habiba (ar.) female Abiba 1  
Hasanali (ar.) male Ali 3  
Hasanhoja (ar.-per.) male Hɔji 2 Hoja→Hɔja→Hɔji（母音交替：o→ɔ、a→i） 
Hayitmurɔd (ar.) male Murɔd 5  
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Hɔjimurɔd (ar.) male Murɔd 4  
Hɔtam (ar.) male Atam 1 Ɔtam→Atam（母音交替：ɔ→a） 
Jumanazar (ar.) male Nazar 5  
Matluba (ar.) female Lyuba 1 Luba→Lyuba（半母音の挿入） 
Mehrinisɔ (per.) female Nisɔ 1  
Mɔhidil (per.) female 
Dil 1  
Dili 1 Dil→Dili（接辞-iの添加） 
Mɔhigul (per.) female Guli 1 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Nɔrjamɔl (ar.) male Jamɔl 4  
Nɔrmurɔd (per.-ar.) male Murɔd 2  
Nɔrmomin (per.-ar.) male Momin 9  
Nɔrɔy (per.-uzb.) (fe)male 
Ɔy 1  
Ɔyi 1 Ɔy→Ɔyi（接辞-iの添加） 
Nɔrqɔbil (per.-ar.) male Qɔbil 8  
Nɔrtɔji (per.) female 
Tɔj 1 Tɔji→Tɔj（語末音の脱落） 
Tɔji 6  
Nɔrxɔl (per.) female Xɔli 1 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Nurbek (ar.-uzb.) male Bek 3  
Ɔrzigul (per.) female Guli 1 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Ɔtabek (uzb.) male Bek 2  
Ɔygul (uzb.-per.) female Guli 3 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Ɔynisa (uzb.-ar.) female 
Nisa 1  
Nisɔ 1 Nisa→Nisɔ（母音交替：a→ɔ） 
Qurbɔnali (ar.) male Ali 3  
Qurbɔnnazar (ar.) male Nazar 6  
Qutlibeka (uzb.) female Beka 1  
Rozixɔl (per.) female Xɔli 2 Xɔl→Xɔli（接辞-iの添加） 
Rozimurɔd (per.-ar.) male Murɔd 4   
Safarali (ar.) male Ali 1  
Safargul (ar.-per.) female Guli 2  Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Sarvinɔz (per.) female Nɔzi 1 Nɔz→Nɔzi（接辞-iの添加） 
Sayidmurɔd (ar.) male Murɔd 3  
Sultɔnali (ar.) male Ali 2  
Sultɔnmurɔd (ar.) male Murɔd 4  
Šermuhammad (per.-ar.) male  Muhammad 4  
Šermurɔd (per.-ar.) male Murɔd 3  
Šerqɔbil (per.-ar.) male Qɔbil 4  
Šɔberdi (per.-uzb.) male Berdi 1  
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中部省略による愛称形成の例は 18の個人名をもとにした 20例である。次の表の通りである。 
 
表 61. 中部省略により形成された愛称形 
Šɔdibek (per.-uzb.) male Bek 1  
Šɔdigul (per.) female Guli 1 Gul→Guli（接辞-iの添加） 
Šɔdimurɔd (per.-ar.) male Murɔd 3  
Šɔhimardɔn (per.) male Mardɔn 3  
Šɔhsanam (per.-ar.) female Sanam 5  
Tilɔvmurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 3  
Tɔjimurɔd (per.-ar.) male Murɔd 2  
Tɔjinisɔ (per.-ar.) male Nisɔ 1  
Tɔšmurɔd (uzb.-ar.) male Murɔd 4  
Tɔšpolat (uzb.-per.) male Polat 5  
Uldɔna (uzb.-per.) male Dɔna 1  
Uluġbek (uzb.) male Bek 1  
Xɔlbek (per.-uzb.) male Bek 2  
Xɔlbibi (per.-uzb.) female Bibi 4  
Xɔlmirza (per.) male Mirza 5  
Xɔlmuhammad (per.-ar.) male Muhammad 3  
Xɔlmurɔd (per.-ar.) male Murɔd 4  
Xɔlmomin (per.-ar.) male Momin 9  
Xɔltɔji (per.) female Tɔji 7  
Xɔndamir (uzb.-per.) male  Damir 6  
Xudɔyberdi (per.-uzb.) male Berdi 1  
Xudɔynazar (per.-ar.) male Nazar 7  
Zebinisɔ (per.-ar.) female Nisɔ 2  
Zulxumɔr (ar.) female Xumɔr 5  
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulaziz (ar.) male Ablaziz 1  
Abdulġani (ar.) male Abġani 1  
Abdulhakim (ar.) male Abhakim 1  
Abdulhamid (ar.) male Abhamid 1  
Abdulhay (ar.) male Abhay 2  
Abduljabbɔr (ar.) male Abjabbɔr 1  
Abduljalil (ar.) male Abjalil 2  
Abdulkarim (ar.) male Abkarim 1  
Abdullatif (ar.) male Ablatif 1  
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 また、わずかではあるが、前部＋後部省略により形成された愛称形は 10 例、中部＋後部省略に
よるものが 2例観察できた。 
 
表 62. 前部＋後部省略により形成された愛称形 
Abdulqahhɔr (ar.) male Abqahhɔr 1  
Abdulqɔdir (ar.) male Abqɔdir 1  
Abdulxɔliq (ar.) male Abxɔliq 1  
Abdurrazzɔq (ar.) male Abrazɔq 1 Abrazzɔq→Abrazɔq（連続子音の片方の脱落） 
Abdussamad (ar.) male 
Absamad 2  
Assamad 1  
Javlɔn (ar.) male Joni 2 Jɔn→Jɔni→Joni（接辞-iの添加、母音交替：ɔ→o） 
Muqaddas (ar.) female Muqas 1  
Šermuhammad (per.-ar.) male  Šermat 2 Šermad→Šermat（有声音の無声化：d→t） 
Xɔlmuhammad (per.-ar.) male 
Xɔlmamat 1 
Xɔlmammad→Xɔlmamad→Xɔlmamat（連続子音の片方の脱落、有声音の無声
化：d→t） 
Xɔlmat 1 Xɔlmad→Xɔlmat（有声音の無声化：d→t） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulmalik (ar.) male Mali 1 Abdulmalik→Malik→Mali（前部Abdul-と後部-kの省略） 
Asadullɔh (ar.) male  Sadulla 1 Asadullɔh→Sadullɔ→Sadulla（前部A-と後部-hの省略、母音交替：ɔ→a） 
Basanda (per.) female Sani 1 Basanda→Sanda→San→Sani（前部Ba-と後部-daの省略、接辞-iの添加） 
Bekmurɔd (uzb.-ar.) male Muri 3 Bekmurɔd→Murɔd→Mur→Muri（前部Bek-と後部-ɔdの省略、接辞-iの添加） 
Ešdavlat (uzb.-ar.) male Dolik 1 
Ešdavlat→Davl→Davlik→Dolik（前部Eš-と後部-atの省略、ロシア語由来の
接辞-ikの添加、av→o） 
Ešmurɔd (uzb.-ar.) male Murik 1 
Ešmurɔd→Murɔd→Mur→Murik（前部Eš-と後部-ɔdの省略、ロシア語由来の
接辞-ikの添加） 
Habibullɔh (ar.) male Abib 1 Habibullɔh→Abibullɔh→Abib（前部H-と後部-ullɔhの省略） 
Hayitmurɔd (ar.) male Muri 1 
Hayitmurɔd→Murɔd→Mur→Muri（前部Hayit-と後部-ɔdの省略、接辞-iの添
加） 
Izzatullɔh (ar.) male Tilla 2 
Izzatullɔh→Tullɔh→Tullɔ→Tillɔ→Tilla（前部 Izza-と後部-hの省略、母音交替：
u→i、ɔ→a） 
Ne’matullɔh (ar.) male Tilla 1  
Ne’matullɔh→Tullɔh→Tullɔ→Tillɔ→Tilla（前部Ne’ma-と後部-hの省略、母音
交替：u→i、ɔ→a） 
Nusratullɔh (ar.) male Tilla 1  
Nusratullɔh→Tullɔh→Tullɔ→Tillɔ→Tilla（前部Nusra-と後部-hの省略、母音
交替：u→i、ɔ→a） 
Qudratullɔh (ar.) male Tilla 1  
Qudratullɔh→Tullɔh→Tullɔ→Tillɔ→Tilla（前部Qudra-と後部-hの省略、母音
交替：u→i、ɔ→a）  
Xɔlmuhammad (per.-ar.) male Maham 1  Xɔlmuhammad→Muhammad→Muham→Maham（前部 Xɔl-と後部-mad の
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表 63. 中部＋後部省略により形成された愛称形 
 
6.4.2 個人名への接辞添加による愛称形成 
 
本稿の 6.1.2 で紹介したウズベク語の愛称形成接辞に関する先行研究では、個人名に添加するこ
とができるものとして、-jɔn、-xɔn、-ɔy、-bɔy（-vɔy）という四つの接辞が挙げられているが、その
使用頻度と使い分けについては指摘はない。 
これらの接辞が表す意味を調べるために、以下の二つの辞書を参照した。それぞれの辞書におけ
る接辞に関する記述は以下の通りである。 
 
G‘ulomov, Tixonov, Qo‘ng‘urov（1977）： 
 
-jɔn  Affiksoid, asɔsan atɔqli ɔtlar, qavm-qarindɔšlik terminlariga qošilib, erkalatiš, orni 
bilan kesatiš ma’nɔsini bildiradi: Nabi/jɔn, Qɔsim/jɔn, dada/jɔn, ɔna/jɔn, tɔġa/jɔn, 
uka/jɔn kabi. 
（主に固有名詞や親族語に付けて、可愛がりや皮肉などの意味を表す。）    （p.415） 
 
-ɔy   Ayɔllar ismlariga qošilib, erkalatiš ma’nɔsini bildiradi: Salima/ɔy kabi. 
（女性の個人名に付けて、可愛がりの意味を表す。）             （p.435） 
 
-xɔn  Asɔsan, xɔtin-qizlar ɔtlariga qošilib, erkalaš yɔki kesatiš kabi ma’nɔlarni aŋlatadi: 
      Lɔla/xɔn, Salima/xɔn, Raisa/xɔn, Habiba/xɔn, kabi. 
    （主に、女性の個人名に付けて、可愛がりや皮肉などの意味を表す。）       （p.441） 
 
Ma’rufov ed.（1981a）（1981b）： 
 
    -bɔy  1. Hurmat yuzasidan kiši nɔmiga qošib išlatiladi. Hɔrmaŋ, Ahmadbɔy!  
  （尊敬を表す接辞として個人名に付けて用いられる。） 
  2. Kiši nɔminiŋ tarkibiy qismiga kiradi, mas. Bɔltabɔy, Tešabɔy, Jorabɔy. 
（個人名の構成要素として用いられる。）                  （1981a：126f） 
 
-jɔn  1. Šaxs bildiruvči sozlarga kičraytiriš-erkalaš ma’nɔsini beradi, mas. Xɔlajɔn, buvijɔn, 
ɔyijɔn, dɔmlajɔn. 
省略、母音交替：u→a） 
Zebinisɔ (per.-ar.) female Bibi 1  Zebinisɔ→Zebi→Bi→Bibi（前部Ze-と後部-nisɔの省略、反復：bi→bibi） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulaziz (ar.) male Ablaz 3  Abdulaziz→Ablaziz→Ablaz（中部-du-と後部-izの省略） 
Abduljalil (ar.) male Abjal 2  Abduljalil→Abjalil→Abjal（中部-du-と後部-ilの省略） 
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（人を表す名詞に付けて、可愛がりや縮小などの意味を表す。） 
  2. Erkalaš yɔki hurmat bildiriš učun kišilar ɔtiga qošib išlatiladi, mas. Karimjɔn, 
Ahmadjɔn. 
（個人名に付けて、可愛がりや尊敬の意味を表す。） 
  3. Atɔqli ɔtlarniŋ tarkibiy qismini taškil etadi, mas. Qošjɔn, Mamajɔn. 
（固有名詞の構成要素として用いられる。）                 （1981a：287） 
 
-ɔy  Ayɔllar nɔmiga qošilib, erkalaš, hurmatni bildiradi, mas. Tursunɔy, Širmɔnɔy, 
Qunduzɔy.                              
（女性の個人名に付けて、可愛がりや尊敬の意味を表す。）           （1981a：526） 
 
-xɔn  Erkak va ayɔllar ismiga qošilib, hurmatni ifɔdalaydi, mas. Ͻqilxɔn, Karimaxɔn.  
     （男性や女性の個人名に付けて、尊敬を表す。）            （1981b：331） 
 
 この二つの辞書の説明をまとめると、次のようなことが言える。 
接辞-bɔyは尊敬の意味を表す。なお、管見では男性名に限って付けられるようである。 
接辞-jɔn は、可愛がりや縮小などの意味を表す接辞として、個人名だけでなく、親族名など人を
表す名詞にも付けられるという点で他の接辞より使用範囲が広い。例えば、dada（父）や buvi（祖
母）などの親族語や、dɔmla（先生）などの名詞に jɔnを付けると、愛情のこもった表現となり、名
詞に親愛や尊敬などの意味を添える。なお、この接辞は、個人名に付けて用いられる場合は、主に
男性の個人名に付けるのが一般的である。 
接辞-ɔyと-xɔnは、共に可愛がりや尊敬の意味を表すものであるが、-ɔyは主に女性の個人名に付
けて用いられ、-xɔnは性の区別なく用いられる。 
なお、Ma’rufov（1981a.）には先行研究などで指摘されていない-bɔnuという接辞もある。この
接辞は、主に女性の個人名に付加して用いられるが、使用頻度は他のものよりも低いと思われる。 
 
  -bɔnu Hurmat yuzasidan xɔtinlar ismiga qošib išlatiladi.                       
     （尊敬を表す接辞として女性の名前に付けて用いられる。）        （p.130） 
 
以上をまとめると、ウズベク語の愛称形成接辞は、-bɔyと-jɔnのように、男性の個人名に付けら
れるものと、-ɔyと-bɔnuのように、女性の個人名に付けられるもの、また-xɔnのように、男性と女
性の両方の個人名に付けられるものとに分けられる。 
次の表は、今回の調査によって得られた個人名への接辞添加による愛称形を用例数が多い順に表
示したものである。但し、音韻変化や反復によるバリエーションを含む。また、接辞添加と同時に
省略（6.4.1で検討した）を伴うものも含んでいる。 
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表 64. 接辞添加による愛称形の用例数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
接辞添加による愛称形成の例は、合計 180例である。 
先行研究で取り上げている-jɔn、-xɔn、-ɔy、-bɔyという接辞を使った例は非常に少ない。調査で
最も多く観察されたのは、先行研究などで指摘されていない接辞-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)であり、い
ずれも男性の個人名にも女性の個人名にも区別なく付けることができる。また、ロシア語由来の愛
称形成接辞-ik、-ka、-yaなどの借用も少しみられた。以下、順に見ていく。 
接辞-š (-oš/-ɔš)の添加によって形成された愛称形は 87 の個人名をもとにした 64 例である。次の
表の通りである。 
 
表 65. 接辞-š (-oš/-ɔš)の添加により形成された愛称形 
接辞 用例数 
-š (-oš/-ɔš) 64 
-i 63 
-a (-ha) 20 
-ik 13 
-ka 6 
-ya 3 
-bɔy 5 
-jɔn 4 
-xɔn 2 
合計 180 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Abdulahad (ar.) male Abdiš 2 Abdulahad→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulazim (ar.) male Abdiš 2 Abdulazim→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulaziz (ar.) male Abdiš 2 Abdulaziz→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulfattɔh (ar.) male Abdiš 2 Abdulfattɔh→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulġaffɔr (ar.) male Abdiš 2 Abdulġaffɔr→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulġafur (ar.) male Abdiš 2 Abdulġafur→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulġani (ar.) male 
Abdiš 2 Abdulġani→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Ġaniš 1 Abdulġani→Ġani→Ġaniš（前部省略、接辞-šの添加） 
Abdulhamid (ar.) male Abdiš 2 Abdulhamid→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulhakim (ar.) male Abdiš 2 Abdulhakim→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulhafiz (ar.) male Abdiš 2 Abdulhafiz→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abduljabbɔr (ar.) male Abdiš 2 Abduljabbɔr→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abduljalil (ar.) male Abdiš 2 Abduljalil→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulkarim (ar.) male Abdiš 2 Abdulkarim→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdullatif (ar.) male Abdiš 2 Abdullatif→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
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Abdullɔh (ar.) male Abdiš 2 Abdullɔh→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulmalik (ar.) male Abdiš 2 Abdulmalik→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulqahhɔr (ar.) male Abdiš 2 Abdulqahhɔr→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulqɔdir (ar.) male Abdiš 2 Abdulqɔdir→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulvahhɔb (ar.) male Abdiš 2 Abdulvahhɔb→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulvali (ar.) male Abdiš 2 Abdulvali→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulvɔhid (ar.) male Abdiš 2 Abdulvɔhid→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdulxɔliq (ar.) male Abdiš 2 Abdulxɔliq→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrahiym (ar.) male Abdiš 2 Abdurrahiym→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrahmɔn (ar.) male Abdiš 2 Abdurrahmɔn→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrašid (ar.) male Abdiš 2 Abdurrašid→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrauf (ar.) male Abdiš 2 Abdurrauf→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdurrazzɔq (ar.) male Abdiš 2 Abdurrazzɔq→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Abdussamad (ar.) male Abdiš 2 Abdussamad→Abdu→Abdi→Abdiš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
Ahrɔr (ar.) male Ahoš 1 Ahrɔr→Ah→Ahoš（後部省略、接辞-ošの添加） 
Akmal (ar.) male Akoš 1 Akmal→Ak→Akoš（後部省略、接辞-ošの添加） 
Anbar (ar.) male Aniš 1 Anbar→An→Ani→Aniš（後部省略、接辞-iと接辞-šの添加） 
Bahɔdir (per.) male 
Baqaš 1 
Bahɔdir→Bahɔ→Bahɔš→Baqɔš→Baqaš（後部省略、接辞-šの添加、摩擦音から破
裂音への変化：h→q、母音交替：ɔ→a） 
Bɔhɔš 6 Bahɔdir→Bahɔ→Bahɔš→Bɔhɔš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：a→ɔ） 
Barnɔ (per.) female Barnɔš 1 Barnɔ→Barnɔš（接辞-šの添加） 
Baxtiyɔr (per.) male Baxtiška 1 
Baxtiyɔr→Baxti→Baxtiš→Baxtiška（後部省略、接辞-šとロシア語由来の接辞-ka
の添加） 
Behzɔd (per.) male Begiš 1 
Behzɔd→Beh→Behi→Behiš→Begiš（後部省略、接辞-iと-šの添加、摩擦音から破
裂音への変化：h→g） 
Binafša (uzb.) female 
Biniš 1 Binafša→Bin→Bini→Biniš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Binɔš 1 Binafša→Bin→Binɔš（後部省略、接辞-ɔšの添加） 
Bɔbur (uzb.) male Bɔbɔš 1 Bɔbur→Bɔb→Bɔbɔš（後部省略、接辞-ɔšの添加） 
Bɔlta (uzb.) male Bɔltaš 1 Bɔlta→Bɔltaš（接辞-šの添加） 
Davlat (ar.) male Dadɔš  1 
Davlat→Da→Dada→Dadaš→Dadɔš（後部省略、反復：da→dada、接辞-šの添加、
母音交替：a→ɔ） 
Dilafruz (per.) female 
Didiš 5 Dilafruz→Di→Didi→Didiš（後部省略、反復：di→didi、接辞-šの添加） 
Diliš 2 Dilafruz→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilbar (per.) female Diliš 2 Dilbar→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilmurɔd (per.-ar.) male Diliš 1 Dilmurɔd→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilnavɔz (per.) female Dilaš 1 Dilnavɔz→Dil→Dila→Dilaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Dilɔrɔm (per.) female Dilɔš 2 Dilɔrɔm→Dil→Dilɔš（後部省略、接辞-ɔšの添加） 
Dilšɔd (per.) male Diliš 6 Dilšɔd→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Elbek (uzb.) male Eliš 1 Elbek→El→Eli→Eliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
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Eldɔr (uzb.-per.) male Eliš 2 Eldɔr→El→Eli→Eliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Farɔġat (ar.) female Farɔš 1 Farɔġat→Farɔ→Farɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Faxriddin (ar.) male Faxriš 2 Faxriddin→Faxri→Faxriš（後部省略、接辞-šの添加） 
Gulšan (per.) female Guliš 1 Gulšan→Gul→Guli→Guliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Ibɔdat (ar.) female Ibɔš 2 Ibɔdat→Ibɔ→Ibɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Ibɔdullɔh (ar.) male Iboš 5 Ibɔdullɔh→Ibɔ→Ibɔš→Iboš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：ɔ→o） 
Ibrɔhim (old jew.) male  
Iboš 5 
Ibrɔhim→Ibrɔ→Ibɔ→Ibɔš→Iboš（後部省略、子音の脱落、接辞-š の添加、母音交
替：ɔ→o） 
Ibuš 1 
Ibrɔhim→Ibrɔ→Ibɔ→Ibɔš→Ibuš（後部省略、子音の脱落、接辞-š の添加、母音交
替：ɔ→u） 
Irɔda (ar.) female Irɔš 7 Irɔda→Irɔ→Irɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Jamšid (per.) male 
Jamaš 1 Jamšid→Jam→Jama→Jamaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Jamiš 1 Jamšid→Jam→Jamiš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Jumagul (ar.-per.) female Jumaš 5 Jumagul→Juma→Jumaš（後部省略、接辞-šの添加） 
Kamɔla (ar.) female 
Kamaš 1 Kamɔla→Kamɔ→Kamɔš→Kamaš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：ɔ→a） 
Kamɔš 8 Kamɔla→Kamɔ→Kamɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Latɔfat (ar.) female Latɔš 1 Latɔfat→Latɔ→Latɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Madina (ar.) female Madiš 1 Madina→Madi→Madiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Mahbuba (ar.) female Mahbuš 1 Mahbuba→Mahbu→Mahbuš（後部省略、接辞-šの添加） 
Mahliyɔ (ar.) female Mahliš 4 Mahliyɔ→Mahli→Mahliš（後部省略、接辞-šの添加） 
Malɔhat (ar.) female Malɔš 3 Malɔhat→Malɔ→Malɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Matluba (ar.) female Matuš 1 Matluba→Matlu→Matu→Matuš（後部省略、子音の脱落、接辞-šの添加） 
Mɔhigul (per.) female Mɔhiš 1 Mɔhigul→Mɔhi→Mɔhiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Mɔhinur (per.-ar.) female Mɔhiš 2 Mɔhinur→Mɔhi→Mɔhiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Mubɔrak (ar.) female Mubɔš 1 Mubɔrak→Mubɔ→Mubɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Muharram (ar.) female Muhaš 1 Muharram→Muha→Muhaš（後部省略、接辞-šの添加） 
Munavvar (ar.) female 
Minaš 1 Munavvar→Muna→Munaš→Minaš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：u→i） 
Munaš 1 Munavvar→Muna→Munaš（後部省略、接辞-šの添加） 
Nazɔkat (ar.) female Nazɔš 1 Nazɔkat→Nazɔ→Nazɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Nigɔra (per.) female Nigɔš 1 Nigɔra→Nigɔ→Nigɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Nilufar (hin.) female 
Niliš 2 Nilufar→Nilu→Niluš→Niliš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：u→i） 
Niluš 5 Nilufar→Nilu→Niluš（後部省略、接辞-šの添加） 
Nɔdira (ar.) female Nɔdiš 1 Nɔdira→Nɔdi→Nɔdiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Ɔtabek (uzb.) male Ɔtaš 9 Ɔtabek→Ɔta→Ɔtaš（後部省略、接辞-šの添加） 
Ɔynisa (uzb.-ar.) female Ɔyniš 2 Ɔynisa→Ɔyni→Ɔyniš（後部省略、接辞-šの添加） 
Ɔzɔda (per.) female Ɔzɔš 4 Ɔzɔda→Ɔzɔ→Ɔzɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Qahramɔn (per.) male Qaqɔš 1 
Qahramɔn→Qaqa→Qaqaš→Qaqɔš（後部省略、反復：qa→qaqa、接辞-šの添加、
母音交替：a→ɔ） 
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接辞-iの添加によって形成された愛称形は 92の個人名をもとにした 63例である。次の表の通り
である。 
 
表 66. 接辞-iの添加により形成された愛称形 
Qudratullɔh (ar.) male  Qudaš 1 Qudratullɔh→Qud→Qudaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Qutbiddin (ar.) male Qutiš 1 Qutbiddin→Qut→Qutiš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Ra’nɔ (ar.) female Ra’nɔš 2 Ra’nɔ→Ra’nɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Sadɔqat (ar.) female Sadɔš 2 Sadɔqat→Sadɔ→Sadɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Salɔmat (ar.) (fe)male Salɔš 2 Salɔmat→Salɔ→Salɔš（後部省略、接辞-ɔšの添加） 
Sanam (ar.) female Sanɔš 1 Sanam→San→Sanɔš（後部省略、接辞-ɔšの添加） 
Šahlɔ (ar.) female Šahlɔš 1 Šahlɔ→Šahlɔš（後部省略、接辞-šの添加） 
Uldɔna (uzb.-per.) female Ulaš 1 Uldɔna→Ul→Ula→Ulaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Umida (per.) female 
Umaš 1 Umida→Umi→Umiš→Umaš（後部省略、接辞-šの添加、母音交替：i→a） 
Umiš 2 Umida→Umi→Umiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Umidullɔh (per.-ar.) male Umiš 2 Umidullɔh→Umi→Umiš（後部省略、接辞-šの添加） 
Xayrullɔh (ar.) male Xayriš 2 Xayrullɔh→Xayru→Xayri→Xayriš（後部省略、母音交替：u→i、接辞-šの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Ahrɔr (ar.) male Ahi 4 Ahrɔr→Ah→Ahi（後部省略、接辞-iの添加） 
Akbar (ar.) male Aki 1 Akbar→Ak→Aki（後部省略、接辞-iの添加） 
Akmal (ar.) male Aki 6 Akmal→Ak→Aki（後部省略、接辞-iの添加） 
Anbar (ar.) male Aniš 1 Anbar→An→Ani→Aniš（後部省略、接辞-iと接辞-šの添加） 
Anvar (ar.) male Anni 1 Anvar→An→Ani→Anni（後部省略、接辞-iの添加、子音の連続化：n→nn） 
Bahɔr (per.) male Bahi 1 Bahɔr→Bah→Bahi（後部省略、接辞-iの添加） 
Barnɔ (per.) female Bari 1 Barnɔ→Bar→Bari（後部省略、接辞-iの添加） 
Basanda (per.) female Sani 1 Basanda→San→Sani（前部Ba-と後部-daの省略、接辞-iの添加） 
Baxtiyɔr (per.) male Bɔqi 1 
Baxtiyɔr→Bax→Baxi→Baqi→Bɔqi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音
への変化：x→q、母音交替：a→ɔ） 
Behzɔd (per.) male 
Begi 7 
Behzɔd→Beh→Behi→Begi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：
h→g） 
Begiš 1  
Behzɔd→Beh→Behi→Begi→Begiš（後部省略、接辞-i の添加、摩擦音から破裂音
への変化：h→g、接辞-šの添加） 
Bekki 1 
Behzɔd→Beh→Behi→Beki→Bekki（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音
への変化：h→k、子音の連続化：k→kk） 
Bekmurɔd (uzb.-ar.) male Muri 3 Mur→Muri（前部Bek-と後部-rɔdの省略、接辞-iの添加） 
Bekzɔd (uzb.-per.) male 
Bekki 1 Bekzɔd→Bek→Beki→Bekki（後部省略、接辞-iの添加、子音の連続化：k→kk） 
Begi 4 Bekzɔd→Bek→Beki→Begi（後部省略、接辞-iの添加、無声音の有声化：k→g） 
Begiča 4 Bekzɔd→Bek→Beki→Begi→Begiča（後部省略、接辞-iの添加、無声音の有声化：
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k→g、接辞-čaの添加） 
Bibixɔl (uzb.-per.) female Xɔli 1 Bibixɔl→Xɔl→Xɔli（前部省略、接辞-iの添加） 
Binafša (uzb.) female Biniš 1 Binafša→Bin→Bini→Biniš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilafruz (per.) female 
Dili 3 Dilafruz→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Diliš 2 Dilafruz→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilbar (per.) female Dili 2 Dilbar→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilmurɔd (per.-ar.) male 
Dili 2 Dilmurɔd→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Diliš 1 Dilmurɔd→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Dilnavɔz (per.) female Dili 3 Dilnavɔz→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilnɔz (per.) female Dili 4 Dilnɔz→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilɔrɔ (per.) female Dili 3 Dilɔrɔ→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilɔrɔm (per.) female Dili 3 Dilɔrɔm→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilɔvar (per.) female Dili 3 Dilɔvar→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilrabɔ (per.) female Dili 5 Dilrabɔ→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Dilšɔd (per.) male 
Dili 1 Dilšɔd→Dil→Dili（後部省略、接辞-iの添加） 
Diliš 6 Dilšɔd→Dil→Dili→Diliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Durdɔna (ar.-per.) female Duri 2 Durdɔna→Dur→Duri（後部省略、接辞-iの添加） 
Elbek (uzb.) male 
Eli 3 Elbek→El→Eli（後部省略、接辞-iの添加） 
Eliš 1 Elbek→El→Eli→Eliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Eldɔr (uzb.-per.) male 
Eli 2 Eldɔr→El→Eli（後部省略、接辞-iの添加） 
Eliš 2 Eldɔr →El→Eli→Eliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Elmurɔd (uzb.-ar.) male Eli 1 Elmurɔd→El→Eli（後部省略、接辞-iの添加） 
Farrux (per.) male Fari 1 Far→Fari（後部省略、接辞-iの添加） 
Faxriddin (ar.) male Faqi 1 Fax→Faxi→Faqi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：x→q） 
Fayzullɔh (ar.) male 
Fayzi 4 Fayz→Fayzi（後部省略、接辞-iの添加） 
Payzi 1 Fayz→Fayzi→Payzi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：f→p） 
Gulandɔm (per.) female Guli 7 Gulandɔm→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Gulasal (per.-ar.) female Guli 5 Gulasal→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Gulčehra (per.) female Guli 3 Gulčehra→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Guljamɔl (per.-ar.) female Guli 6 Guljamɔl→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Guljaxɔn (per.) female Guli 7 Guljaxɔn→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Gulnɔz (per.) female 
Guli 2 Gulnɔz→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Nɔzi 1 Gulnɔz→Nɔz→Nɔzi（前部省略、接辞-iの添加） 
Gulruh (per.) female Guli 3 Gulruh→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Gulšan (per.) female 
Guli 3 Gulšan→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Guliš 1 Gulšan→Gul→Guli→Guliš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Gulšɔd (per.) female 
Guli 1 Gulšɔd→Gul→Guli（後部省略、接辞-iの添加） 
Šɔdi 1 Gulšɔd→Šɔd→Šɔdi（前部省略、接辞-iの添加） 
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Ġayrat (ar.) male Ġayri 1 Ġayrat→Ġayr→Ġayri（後部省略、接辞-iの添加） 
Hayitmurɔd (ar.) male Muri 1 Hayitmurɔd→Mur→Muri（前部Hayit-と後部-ɔdの省略、接辞-iの添加） 
Hulkar (uzb.) female Huli 2 Hulkar→Hul→Huli（後部省略、接辞-iの添加） 
Iqbɔl (ar.) male Iqi 1 Iq→Iqi（後部省略、接辞-iの添加） 
Iskandar (ar.) male Isi 1 Is→Isi（後部省略、接辞-iの添加） 
Jamšid (per.) male 
Jami 2 Jamšid→Jam→Jami（後部省略、接辞-iの添加） 
Jamiš 1 Jamšid→Jam→Jami→Jamiš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Jimmi 1 
Jamšid→Jam→Jim→Jimi→Jimmi（後部省略、母音交替：a→i、接辞-iの添加、
子音の連続化：m→mm） 
Javlɔn (ar.) male Joni 2 Javlɔn→Jɔn→Jɔni→Joni（中部省略、接辞-iの添加、母音交替：ɔ→o） 
Lutfiya (ar.) female Luti 1 Lutfiya→Lut→Luti（後部省略、接辞-iの添加） 
Mɔhidil (per.) female Dili 1 Mɔhidil→Dil→Dili（前部省略、接辞-iの添加） 
Mɔhigul (per.) female Guli 1 Mɔhigul→Gul→Guli（前部省略、接辞-iの添加） 
Muazzam (ar.) female Muzi 1 Muazzam→Muaz→Muz→Muzi（後部省略、母音の脱落、接辞-iの添加） 
Munavvar (ar.) female Muni 1 Munavvar→Mun→Muni（後部省略、接辞-iの添加） 
Muqaddas (ar.) female Muqi 1 Muqaddas→Muq→Muqi（後部省略、接辞-iの添加） 
Najmiddin (ar.) male Naji 1 Najmiddin→Naj→Naji（後部省略、接辞-iの添加） 
Nazrullɔh (ar.) male Nazri 2 Nazrullɔh→Nazr→Nazri（後部省略、接辞-iの添加） 
Nɔrbɔy (per.-uzb.) male Nɔri 1 Nɔrbɔy→Nɔr→Nɔri（後部省略、接辞-iの添加） 
Nɔrɔy (per.-uzb.) (fe)male 
Nɔri 1 Nɔrɔy→Nɔr→Nɔri（後部省略、接辞-iの添加） 
Ɔyi 1 Nɔrɔy→Ɔy→Ɔyi（前部省略、接辞-iの添加） 
Nɔrxɔl (per.) female Xɔli 1 Nɔrxɔl→Xɔl→Xɔli（前部省略、接辞-iの添加） 
Nurullɔh (ar.) male Nuri 6 Nurullɔh→Nur→Nuri（後部省略、接辞-iの添加） 
Nusrat (ar.) male Nusi 1 Nusrat→Nus→Nusi（後部省略、接辞-iの添加） 
Nusratullɔh (ar.) male Nusi 1 Nusratullɔh→Nus→Nusi（後部省略、接辞-iの添加） 
Ɔrzigul (per.) female Guli 1 Ɔrzigul→Gul→Guli（前部省略、接辞-iの添加） 
Ɔygul (uzb.-per.) female Guli 3 Ɔygul→Gul→Guli（前部省略、接辞-iの添加） 
Qudrat (ar.) male Qudi 2 Qudrat→Qud→Qudi（後部省略、接辞-iの添加） 
Qudratullɔh (ar.) male Qudi 1 Qudratullɔh→Qud→Qudi（後部省略、接辞-iの添加） 
Qutbiddin (ar.) male Qutiš 1 Qutbiddin→Qut→Quti→Qutiš（後部省略、接辞-iと-šの添加） 
Rozixɔl (per.) female Xɔli 2 Rozixɔl→Xɔl→Xɔli（前部省略、接辞-iの添加） 
Safargul (ar.-per.) female Guli 2 Safargul→Gul→Guli（前部省略、接辞-iの添加） 
Said (ar.) male Saydi 2 Said→Sayd→Saydi（母音交替：i→y、接辞-iの添加） 
Sardɔr (per.) male Seri 1 Sardɔr→Sar→Sari→Seri（後部省略、接辞-iの添加、母音交替：a→e） 
Sarvinɔz (per.) female Nɔzi 1 Sarvinɔz→Nɔz→Nɔzi（前部省略、接辞-iの添加） 
Sultɔn (ar.) male Suli 1 Sultɔn→Sul→Suli（後部省略、接辞-iの添加） 
Surayyɔ (ar.) female Sari 1 Surayyɔ→Sur→Suri→Sari（後部省略、接辞-iの添加、母音交替：u→a） 
Šahnɔz (per.) female Šahi 3 Šahnɔz→Šah→Šahi（後部省略、接辞-iの添加） 
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接辞-a (-ha)の添加によって形成された愛称形は 22 の個人名をもとにした 20 例である。次の表
の通りである。 
 
表 67. 接辞-a (-ha)の添加により形成された愛称形 
Šaqi 1 
Šahnɔz→Šah→Šahi→Šaqi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：
h→q） 
Šɔhi 2 Šahnɔz→Šah→Šahi→Šɔhi（後部省略、接辞-iの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šahɔdat (ar.) female Šɔhi 3 Šahɔdat→Šah→Šahi→Šɔhi（後部省略、接辞-iの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šɔdigul (per.) female Guli 1 Šɔdigul→Gul→Guli（前部省略、接辞-iの添加） 
Šɔhsanam (per.-ar.) female Šɔhi 3 Šɔhsanam→Šɔh→Šɔhi（後部省略、接辞-iの添加） 
Šuhrat (ar.) male Šuqi 4 
Šuhrat→Šuh→Šuhi→Šuqi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：
h→q） 
Tal’at (ar.) male Toli 1 Tal’at→Tali→Toli（後部省略、接辞-iの添加、母音交替：a→o） 
Tursun (uzb.) male Turi 1 Tursun→Tur→Turi（後部省略、接辞-iの添加） 
Tolqin (uzb.) male Toli 2 Tolqin→Tol→Toli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xɔlbek (per.-uzb.) male Xɔli 2 Xɔlbek→Xɔl→Xɔli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xɔlbeka (per.-uzb.) female Xɔli 4 Xɔlbeka→Xɔl→Xɔli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xɔlbibi (per.-uzb.) female Xɔli 1 Xɔlbibi→Xɔl→Xɔli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xɔldɔr (per.) male Xɔli 1 Xɔldɔr→Xɔl→Xɔli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xɔltɔji (per.) female Xɔli 1 Xɔltɔji→Xɔl→Xɔli（後部省略、接辞-iの添加） 
Xurram (per.) (fe)male Xuri 1 Xurram→Xur→Xuri（後部省略、接辞-iの添加） 
Yɔdgɔr (per.) male Yɔdi 3 Yɔdgɔr→Yɔd→Yɔdi（後部省略、接辞-iの添加） 
Zubayda (ar.) female Zubi 1 Zubayda→Zub→Zubi（後部省略、接辞-iの添加） 
Zuhrɔ (per.) female Zuqi 2 
Zuhrɔ→Zuh→Zuhi→Zuqi（後部省略、接辞-iの添加、摩擦音から破裂音への変化：
h→q） 
Zulfiya (per.) female Zuli 4 Zulfiya→Zul→Zuli（後部省略、接辞-iの添加） 
Zulxumɔr (ar.) female Zuli 3 Zulxumɔr→Zul→Zuli（後部省略、接辞-iの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
E’zɔz (ar.) male Ziza 1 E’zɔz→Zɔz→Zɔza→Ziza（前部省略、接辞-aの添加、母音交替：ɔ→i） 
Farrux (per.) male Fara 1 Farrux→Far→Fara（後部省略、接辞-aの添加） 
Gulnɔz (per.) female Nɔza 1 Gulnɔz→Nɔz→Nɔza（前部省略、接辞-aの添加） 
Jamɔl (ar.) male Jama 1 Jamɔl→Jam→Jama（後部省略、接辞-aの添加） 
Jamšid (per.) male 
Jama 1 Jamšid→Jam→Jama（後部省略、接辞-aの添加） 
Jamaš 1 Jamšid→Jam→Jama→Jamaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Jasur (ar.) male Jasa 1 Jasur→Jas→Jasa（後部省略、接辞-aの添加） 
Javlɔn (ar.) male Joha 1 Javlɔn→Jav→Jo→Joha（後部省略、av→o、接辞-haの添加） 
Qahramɔn (per.) male Qaha 1 Qahramɔn→Qah→Qaha（後部省略、接辞-aの添加） 
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また、用例数は少ないものの、接辞-bɔyの添加によって形成された愛称形は 5例、接辞-jɔnの添
加によって形成された愛称形は 4 例、接辞-xɔn の添加によって形成された愛称形は 2 例観察され
た。次の表の通りである。 
 
表 68. 接辞-bɔyの添加により形成された愛称形 
 
表 69. 接辞-jɔnの添加により形成された愛称形 
 
表 70. 接辞-xɔnの添加により形成された愛称形 
Qudratullɔh (ar.) male  Qudaš 1 Qudratullɔh→Qud→Qudaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Sarvar (ar.) (fe)male Sara 1 Sarvar→Sar→Sara（後部省略、接辞-aの添加） 
Sɔbir (ar.) male Sɔha 1 Sɔbir→Sɔ→Sɔha（後部省略、接辞-haの添加） 
Šahina (per.) female Šɔha 1 Šahina→Šah→Šaha→Šɔha（後部省略、接辞-aの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šahlɔ (ar.) female Šɔha 1 Šahlɔ→Šah→Šaha→Šɔha（後部省略、接辞-aの添加、母音交替：a→ɔ） 
Šuhrat (ar.) male Šuha 1 Šuhrat→Šuh→Šuha（後部省略、接辞-aの添加） 
Temir (uzb.) male Tima 1 Temir→Tem→Tema→Tima（後部省略、接辞-aの添加、母音交替：e→i） 
Tɔhir (ar.) male Toha 2 Tɔhir→Tɔh→Tɔha→Toha（後部省略、接辞-aの添加、母音交替：ɔ→o） 
Tɔšmurɔd (uzb.-ar.) male Toha 1 Tɔšmurɔd→Tɔ→Tɔha→Toha（後部省略、接辞-haの添加、母音交替：ɔ→o） 
Uldɔna (uzb.-per.) female Ulaš 1 Uldɔna→Ul→Ulaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Umida (per.) female Umaš 1 Umida→Um→Umaš（後部省略、接辞-aと-šの添加） 
Yɔdgɔr (per.) male Yoha 1 Yɔdgɔr→Yɔ→Yɔha→Yoha（後部省略、接辞-haの添加、母音交替：ɔ→o） 
Zayniddin (ar.) male Zaha 1 Zayniddin→Za→Zaha（後部省略、接辞-haの添加） 
Zumrad (per.) female Zuma 1 Zumrad→Zum→Zuma（後部省略、接辞-aの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Bɔyqɔbil (uzb.-ar.) male Qɔbilbɔy 1 Bɔyqɔbil→Qɔbil→Qɔbilbɔy（前部省略、接辞-bɔyの添加） 
Ešbori (uzb.) male Ešbɔy 1 Ešbori→Eš→Ešbɔy（後部省略、接辞-bɔyの添加） 
Hayitali (ar.) male Hayitbɔy 1 Hayitali→Hayit→Hayitbɔy（後部省略、接辞-bɔyの添加） 
Šarif (ar.) male Šarifbɔy 1 Šarif→Šarifbɔy（接辞-bɔyの添加） 
Teša (uzb.) male Tešabɔy 1 Teša→Tešabɔy（接辞-bɔyの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Ibrɔhim (old jew.) male   Ibrɔhimjɔn 2 Ibrɔhim→Ibrɔhimjɔn（接辞-jɔnの添加） 
Ilhɔm (ar.) male Ilhɔmjɔn 2 Ilhɔm→Ilhɔmjɔn（接辞-jɔnの添加） 
Ismɔil (old jew.) male Ismɔiljɔn 2 Ismɔil→Ismɔiljɔn（接辞-jɔnの添加） 
Umar (ar.) male Umarjɔn 1 Umar→Umarjɔn（接辞-jɔnの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Dilbar (per.) female Barxɔn 1 Dilbar→Bar→Barxɔn（前部省略、接辞-xɔnの添加） 
Ɔyša (ar.) female Ɔyxɔn 1 Ɔyša→Ɔy→Ɔyxɔn（後部省略、接辞-xɔnの添加） 
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他に、ロシア語由来の愛称形成接辞-ikの添加によって形成された愛称形は 13 例、-ka の添加に
よって形成された愛称形は 6 例、-ya の添加によって形成された愛称形は 3 例収集できた。そのう
ち、-ikと-kaは男性の個人名に、-yaは女性の個人名に付けられている。次の表の通りである。 
 
表 71. ロシア語由来の接辞-ikの添加により形成された愛称形  
 
表 72. ロシア語由来の接辞-kaの添加により形成された愛称形 
 
表 73. ロシア語由来の接辞-yaの添加により形成された愛称形 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Elbek (uzb.) male Elik 1 Elbek→El→Elik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Erkin (uzb.) male Erik 1 Erkin→Er→Erik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Ešdavlat (uzb.-ar.) male Dolik 1 
Ešdavlat→Davlat→Davl→Davlik→Dolik（前部省略、後部省略、接辞-ikの添加、
av→o） 
Ġayrat (ar.) male Ġayrik 2 Ġayrat→Ġayr→Ġayrik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Jamšid (per.) male Jamik 1 Jamšid→Jam→Jamik （後部省略、接辞-ikの添加） 
Jasur (ar.) male Jasik 1 Jasur→Jas→Jasik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Nuriddin (ar.) male Nurik 6 Nuriddin→Nur→Nurik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Sardɔr (per.) male Sarik 1 Sardɔr→Sar→Sarik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Šerzɔd (per.) male Šerik 1 Šerzɔd→Šer→Šerik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Šuhrat (ar.) male Šurik 6 Šuhrat→Šuhr→Šur→Šurik（後部省略、子音の脱落、接辞-ikの添加） 
Šukrullɔh (ar.) male Šurik 4 Šukrullɔh→Šukr→Šur→Šurik（後部省略、子音の脱落、接辞-ikの添加） 
Tolqin (uzb.) male Tolik 1 Tolqin→Tol→Tolik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Usmɔn (ar.) male Usik 1 Usmɔn→Us→Usik（後部省略、接辞-ikの添加） 
Xuršid (per.) male Xurik 3 Xuršid→Xur→Xurik（後部省略、接辞-ikの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Baxtiyɔr (per.) male 
Batka 2 Baxtiyɔr→Baxt→Bat→Batka（後部省略、子音の脱落、接辞-kaの添加） 
Baxtiška 1 Baxtiyɔr→Baxti→Baxtiš→Baxtiška（後部省略、接辞-šと接辞-kaの添加） 
Jasur (ar.) male Jaska 6 Jasur→Jas→Jaska（後部省略、接辞-kaの添加） 
Rasul (ar.) male Raska 1 Rasul→Ras→Raska（後部省略、接辞-kaの添加） 
Rɔbiya (ar.) female Rɔbiška 1 Rɔbiya→Rɔbi→Rɔbiš→Rɔbiška（後部省略、接辞-šと接辞-kaの添加） 
Yašar (uzb.) male Yaška 1 Yašar→Yaš→Yaška（後部省略、接辞-kaの添加） 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Dilafruz (per.) female Dilya 1 Dilafruz→Dil→Dilya（後部省略、接辞-yaの添加） 
Dilɔrɔ (per.) female Dilya 2 Dilɔrɔ→Dil→Dilya（後部省略、接辞-yaの添加） 
Gulnɔz (per.) female Gulya 1 Gulnɔz→Gul→Gulya（後部省略、接辞-yaの添加） 
Gulčehra (per.) female Gulya 2 Gulčehra→Gul→Gulya（後部省略、接辞-yaの添加） 
Zulfiya (per.) female Zulya 1 Zulfiya→Zul→Zulya（後部省略、接辞-yaの添加） 
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なお、上記の接辞添加の用例の中には、下記の表に示す通り、≪-i＋-š→-iš≫、≪-a＋-š→-aš≫、
≪-š＋-ka→-ška≫のように二つの接辞で形成された愛称形も若干みられた。 
 
表 74. 二つの接辞の添加により形成された愛称形 
 
以上、接辞-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)は他の接辞よりも使用頻度が高い。その理由については、今後
さらなる調査が必要であるが、考えうる理由の一つに男性名と女性名に区別なく使われうるという
ことが挙げられるであろう。 
最後に、今回の調査の結果を踏まえて、ウズベク語の人名愛称形成接辞の使い分けを以下の表に
まとめられる。なお、接辞-bɔnuは今回の調査では回答の中になかった。 
 
表 75. 筆者が考えるウズベク語の人名愛称形成接辞 
ウズベク語の人名愛称形成接辞 
男性の個人名に付けられるもの 女性の個人名に付けられるもの 
-š (-oš/-ɔš)、-a (-ha)、-i、-xɔn 
-bɔy、-jɔn (-bɔnu)、-ɔy 
-ik、-ka -ya 
 
6.5 ウズベク語と日本語の愛称形成法の対照 
 
 今回の調査で明らかになったウズベク語の愛称形成法と、6.1.1 で安富（2005）に基づいて整理
した日本語の愛称形成法とを対照する。 
 共通に認められたのは以下の諸点である。 
① 省略による愛称形成がみられる。ウズベク語では、省略による愛称形成は、大きく前部省略と
中部省略と後部省略に分けられるが、同様のことが日本語についても言える。 
② 接辞添加による愛称形成がみられる。日本語では「ちゃん」「たん」「ちん」「ぺ」「すけ」など
の接辞が用いられるのに対し、ウズベク語では-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)、-bɔyなどの接辞やロシ
ア語由来の愛称形成接辞-ik、-ka、-yaなどが用いられている。なお、ウズベク語の愛称形成接
辞の中には、男性の個人名にだけ付けられるものと、女性の個人名にだけ付けられるものとが
あるが、日本語に関しては未調査である。 
③ 日本語には「安田→やすやす」「けんじ→けんけん」のように、構成要素の反復による愛称形成
法があるが、ウズベク語にも「Bɔbur→Bɔbɔš」「Dilafruz→Didiš」のような例が若干みられる。 
④ ウズベク語では、「Guljamɔl→Guli」「Guljaxɔn→Guli 」「Gulnɔz→Guli」のように、一つの
愛称形が、違う個人名の愛称形にもなりうるが、日本語でも、例えば「まさこ→まさちゃん」
「まさなり→まさちゃん」「まさよし→まさちゃん」のように、同じような例がみられる 32。 
個人名 愛称形 回答者数 想定される語形変化過程 
Baxtiyɔr (per.) male Baxtiška 1 Baxtiyɔr→Baxti→Baxtiš→Baxtiška（後部省略、接辞-šと接辞-kaの添加） 
Rɔbiya (ar.) female Rɔbiška 1 Rɔbiya→Rɔbi→Rɔbiš→Rɔbiška（後部省略、接辞-šと接辞-kaの添加） 
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一方、相違点としては、次の諸点が認められる。 
① 日本語の愛称は姓・名（個人名）の双方から作られるが、ウズベク語の愛称は個人名からのみ
作られ、「祖父名（または曾祖父名）-ov (-yev)」や「父名-ovič (-yevič)」からは作られない。 
② 日本語には、「鈴木→すーさん」「佐々木→さーさま」のように、姓や名の第一音節を取ったも
の、「てづか・みなこ→てづかみ」「くらた・まゆみ→くらたま」のように、セグメンテーショ
ンの変更によるものなど、さまざまな愛称形成法がみられるが、今回の調査の限りでは、ウズ
ベク語にはこのような愛称形はみられない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
32 一つの愛称形が違う個人名の愛称形にもなりうることについての日本語の例は、ハルナザロフ（2015）の投稿時に匿名の査読者
より御教示いただいた。 
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第三部 結び 
 
第 7章 まとめと今後の課題 
 
 本論文では、現代ウズベク語の親族語を中心とした呼称について、親族内で最も多用されると思
われる二人称代名詞や親族語、愛称などを取り上げ、日本語との対照的な観点から検討した。ウズ
ベク語母語話者を対象に行ったアンケート調査や文学作品の会話例などの言語資料の収集・分析に
より親族呼称の体系や運用面について社会言語学的な観点から考察し、相手との距離や年齢の上下、
相手の社会的地位といったさまざまな対人的要因とのかかわりを詳細に検討し研究を展開してき
た。最終章にあたり、本論文で明らかになった現代ウズベク語の親族語を中心とした呼称の特徴及
び日本語との異同をもう一度整理しておく。 
 
7.1 まとめ 
 
以下、これまで述べてきたことを章ごとにまとめて再確認する。 
 
＜序論：第 1章、第 2章＞ 
第 1章（本論文の目的） 
 
 第 1章では、本論文の目的および研究対象について述べた。そして、ウズベク語の先行研究や調
査データおよび資料を記述する際の表記や訳などについての説明を行った。 
 
第 2章（ウズベク語概観） 
 
 第 2章では、ウズベク語の全般的な概説を行った。ウズベク語が話されている地域や方言差など
について述べた後、本論文を理解するうえで必要となるウズベク語の音韻的特徴や文法を概説した。 
まず、ウズベク語の諸方言については、今のところ有力な分類方法の一つであるReshetov et al.
（1978）の 3分類法：1) カルルク・チギル・ウイグル方言、2) キプチャク方言、3) オグズ方言と
いう三つのグループを紹介し、それぞれの音韻的な特徴や下位分類などについて述べた。 
次に、音韻体系や音節構造について述べた。 
最後に、ウズベク語の文法を概観し、名詞の数や格、所有人称接尾や人称代名詞などについて簡
潔に述べた。 
 
＜本論：第 3章～第 6章＞ 
第 3章（本論文をめぐる基本概念と分類） 
 
 第 3 章では、本論文をめぐる基本概念と下位分類を整理した。本論文で扱っている人称代名詞、
親族語、愛称をそれぞれ次のように定義した。 
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人称代名詞 
 まず、「人称」という概念について、仁田（2014）にしたがって「名詞が話し手（に属するもの）
のことを指示しているのか、聞き手（に属するもの）のことを指示しているのか、それ以外のもの
を指示しているのか、という違い、および、それに対応するかたちで述語などに形態変化等が起こ
る現象（p.470）」と定義し、話し手自身を指す「一人称」、聞き手を指す「二人称」、話し手と聞き
手以外の第三者を指す「三人称」を表す語類を「人称代名詞」と呼ぶことにした。その下位分類と
して、「私、俺」などの類を「一人称代名詞」、「あなた、君」などの類を「二人称代名詞」、「彼、彼
女」などの類を「三人称代名詞」として設けた。 
 
親族語 
 渡辺（1978）は、血縁関係または婚姻関係という社会関係とこれらに伴う権利・義務や役割の相
互認知とその履行を条件とし、人間と人間の社会的組合せ一般を抽象したときに生ずる言語的意味
を「親族」と定義し、その言語的意味を何らかの意味で担っている単語を「親族語」と呼んでいる
が、本論文では、渡辺（1978）の定義に従い、「親族語」という術語を用いることにする。その下位
分類として、例えば「お父さん」「お母さん」のように呼びかけにも言及にも用いられる親族語を「親
族呼称」とし、「父」「母」など言及する場合にのみ用いられる親族語を「親族名称」とした。 
 
愛称 
本論文では「愛称」を亀井・河野・千野編（1996）にしたがって「話し手が言及の対象に対する
親愛の情を表わす言い方に特有の語。人名を別の呼び方で用いたり、普通名詞も一定の接辞や短縮
による別の形で用いる。（p.1）」と定義し、ウズベク語の人名愛称を中心に考察を行った。 
 
第 4章（人称代名詞） 
 
第 4章では、人称代名詞に関する記述を行った。まず、両言語の人称代名詞をめぐる先行研究を
概観し、その問題点を指摘した。現代ウズベク語の二人称代名詞 siz は、学校の教科書や文法書な
どでは、複数の二人称代名詞として位置づけられ、単数の敬称二人称としての用法はその存在が指
摘されるにとどまることが多い。しかしそのような記述では、現代ウズベク語の siz の用法を正確
に把握しているとは言えないと思われる。なぜなら siz は、現代語では敬称の単数二人称代名詞へ
の変化を遂げつつあると考えられるからである。本論文では、sizを敬称の二人称代名詞として解釈
したほうが矛盾なく説明できることを提案する。調査方法は、ウズベク語の文学作品 27 作品から
収集した会話文の資料に基づいて、主としてウズベク語の二人称代名詞の使用実態を調べ、その特
徴を検討した。また、二人称代名詞 sen・sizの使い分けと所有二人称接尾辞との関係および動詞人
称語尾との一致現象について実例に基づいて考察した。なお、日本語については、先行研究から得
た例の検討に留まった。 
調査の結果、元来複数二人称代名詞として位置づけられてきた siz は現代語では複数用法として
ほぼ用いられず、もっぱら敬称の単数二人称代名詞として機能していることが明らかになった。次
の表を見ていただきたい。 
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表 76. 現代ウズベク語の人称代名詞の体系（＝表 13） 
         数 
人称 
単数 複数 
1人称 men/man biz/bizlar 
2人称 
親称 sen/san 
siz（稀）/sizlar 
senlar/sanlar（粗野） 
敬称 siz  
3人称 u ular 
 
まず、二人称単数形は、対話者との関係によって、自分より年下あるいは同年齢の相手に対して
親しみを込めて用いる sen（親称）と、自分より年上の相手に対して敬意を込めて用いる siz（敬称）
の区別がある。二人称単数の senには、交替形として用いられる sanという形式がある。両者の違
いは、senは話し言葉でも使えるし、書き言葉でも使えるニュートラルな形式であるのに対し、san
は話し言葉では使えるが、書き言葉としては普段使わない形式である。 
二人称複数形は sizlar、senlar という形式を用いるのが普通である。両者の違いは、sizlar は、
親称で話し掛ける（複数の）相手に対しても敬称で話し掛ける（複数の）相手に対しても用いるこ
とができる待遇的に中立的な代名詞であるのに対し、senlar は、同等以下の複数の相手に対して、
主としてマイナス評価を込めつつ見下して呼ぶ場合に用いられる代名詞である。 
 親称と敬称の使い分け方は、以下の諸点にまとめられる。 
① 親族関係において、一般的な傾向として、両親やおじ・おば、兄・姉など自分より年上の親族
に対して siz（敬称）を用い、弟・妹、甥・姪、子、孫など年下の親族に対して sen（親称）を
用いる。なお、嫁や婿あるいは兄弟姉妹の配偶者などに対して敬称を用いるのが普通であるが、
時間が経つにつれて仲良くなり親称に移ることも少なくない。 
② 夫婦間では、一般に、夫が妻に対して親称を用い、妻が夫に対して敬称を用いるが、女性の社
会進出が進むにつれ、互いに敬称を用いる夫婦も増加してきている。 
③ 非親族関係では、初対面やあまり知らない人、上司や先輩、年上の知り合いなどに対して敬称
を用い、友人や年下の知り合いなどに対して親称を用いるのが一般的である。なお、相手が子
供である場合は、たとえ初対面でも親称を用いるのが普通である。 
ウズベク語では、主語の人称や数に応じて所有人称接尾辞や動詞の人称語尾が変化するが、二人
称単数の親称と敬称の場合も同じく、sen を使うかそれとも siz を使うかによって、それぞれ違う
所有人称接尾辞と人称語尾が付く。筆者が調べた限りでは、親称は二人称単数の活用をし、敬称は
二人称複数の活用をする。以下の表に示した通りである。 
 
表 77. 現代ウズベク語の所有人称接尾辞の体系（＝表 14） 
 母音で終わる単語 子音で終わる単語 
単
数 
1人称 -m -im 
2人称 
親称 -ŋ -iŋ 
敬称 -ŋgiz -iŋgiz 
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3人称 -si -i 
複
数 
1人称 -miz -imiz 
2人称 
親称 -ŋ -iŋ 
親称・敬称 -ŋ/-ŋgiz/-ŋlar -iŋ/-iŋgiz/-iŋlar 
3人称 -si -i 
 
表 78. 現代ウズベク語の人称語尾系列（＝表 22） 
数 人称 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
単
す
数 
1人称 -man -man -m -(a)y 
2人称 
親称 -san -san -ŋ -φ/-gin 
敬称 -siz -siz -ŋgiz -(i)ŋ/-(i)ŋgiz 
3人称 -φ -di -φ -sin 
複
す
数 
1人称 -miz  -k -(a)ylik 
2人称 
親称 -san/-sanlar -san/-sanlar -ŋ/-ŋlar/-lariŋ -φ/-(i)ŋlar/-lariŋ 
親称・敬称 -siz/-sizlar -siz/-sizlar 
-ŋgiz/-ŋgizlar/-ŋlar/-lariŋ/ 
-lariŋgiz 
-(i)ŋ/-(i)ŋlar/-(i)ŋgiz/ 
-(i)ŋgizlar 
3人称 -φ/-lar -di/-dilar -φ/-lar -sin/-sinlar 
 
今回の調査で明らかになったウズベク語の人称代名詞と、4.1.1 で整理した日本語の人称代名詞
（及びそれに相当する語）を対照して、大きな違いとともにわずかではあるが類似性も見いだせた。 
まず、相違点としては次の諸点が認められる。 
① 日本語には、「あなた」「あんた」「君」「お前」「貴様」など二人称代名詞として用いられる語
の種類が多く、話し手と聞き手の人間関係によって適宜使い分けられているが、いずれも使
用対象及び使用範囲がかなり限定されている。一方、ウズベク語の二人称代名詞は、種類が
少ないが、使用範囲が日本語に比べて遥かに広い。例えば、ウズベク語の二人称代名詞 siz
（sizlarも）は、目上の人や見知らぬ人は勿論、友人や恋人、目下の人にまで使うことができ
るのに対し、日本語の二人称代名詞（及びそれに相当する語）は、いずれも同等以下の人に
対してのみ用いることができるという使いにくさがある。家庭内においても、日本語では、
自分より年上の者に対して人称代名詞の使用を避ける傾向があるが、ウズベク語では問題な
く使える。 
② 日本語ではジェンダーによる言語使用の差が大きく、人称代名詞の使用においても、男女そ
れぞれに専用の人称代名詞が存在するが、ウズベク語ではそのような現象はみられない。 
③ 日本語では人称代名詞「あなた」や「君」などを呼びかけ語として用いることができるが、
ウズベク語ではそのような用法はみられない。 
 類似点としては、日本語では、人称代名詞が省略されることが多いと言われるが、これはウズベ
ク語にも共通する性質である。しかし、人称代名詞が省略される要因は、日本語とウズベク語とで
はそれぞれ異なる。日本語では、敬語表現や授受表現が多用され、これらの表現における人称暗示
機能や方向性の明確さが人称代名詞の使用頻度差に影響する主な要因となっている。 
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一方、ウズベク語では、述語の人称語尾が主語の人称・数を表示するということが要因として挙
げられる。 
 
第 5章（親族語） 
 
第 5 章では、親族語に関する記述を行った。まず、両言語の親族語をめぐる先行研究を紹介し、
その問題点を指摘した。次に、以下に示すような課題を設定し、それについて調査・分析を行った。 
① 親族・姻族に呼びかけたり言及したりする時、普段使っている言い方は何か。また、これらは
世代や年齢の上下、話し相手との親疎関係などに左右されることがあるか否か。 
② 夫婦間で用いられる言い方は何か。年齢の上下や子供の有無などの諸ファクターが呼称選択に
影響を与えるかどうか。 
③ 親族内で年少者との対話では、年少者の立場に視点を移動して親族に言及することができるか。 
④ 親族に呼びかけたり言及したりする際、親族語に付加して、話し相手に対する「気配り」や「配
慮」、「尊敬」と言った心遣いを示すために使用する接辞があると思われるが、それにはどんな
ものがあるのか。それらの表す意味は何か。どの親族に対しても用いられるのか。 
調査方法は、11名のウズベク語母語話者（タシケント州チナズ市出身者）を対象に行ったアンケ
ート調査に基づいて、ウズベク語の親族語について、年齢の上下や親疎関係など諸ファクターとの
かかわりを詳しく検討した。親族語について考察する際、血縁関係の「親族」と婚姻関係の「姻族」
に分けて分析する。考察範囲は、「親族」の場合、本人を基準にして、上位 2世代（祖父母、両親、
おじ・おばとその配偶者）、同世代（兄弟姉妹とその配偶者及びいとこ）、下位2世代（息子・娘
とその配偶者、甥・姪、孫とその配偶者）まで合わせて 5 世代の親族を研究対象とする。「姻族」
の場合、配偶者と配偶者の両親、配偶者の兄弟姉妹とその配偶者までとし、それをもとに、ウズベ
ク語の親族間での呼称の仕組みを整理・分析した。それから、日本語の親族語について、ウズベク
語の場合と同じような方法で、同人数の日本語母語話者を対象に行ったアンケート調査に基づいて、
日本語の親族間での呼称を整理・分析した。 
調査の結果、ウズベク語の親族呼称の使い分けに、年齢の長幼が重要な軸として働くことを確認
した他、（1）父方か母方かによる違い、（2）身内か否かによる違い、（3）親疎関係（既知の人であ
るか否か）、（4）視点の移動の問題、（5）接辞添加の問題などといった多くの要素が関与することが
明らかになった。以下にまとめた通りである。 
① 親族・姻族に対する呼称の使用において年上か年下かの区別が厳格に守られており、年齢の長
幼が重要な概念として認識されている。自分より上の世代の人や兄・姉などに呼びかけたり言
及したりする時は原則として親族語を用いる。下の世代の人や弟・妹などに呼びかける際には、
名前や愛称を用いるが、言及する際には、話し相手との親疎関係によって名前や愛称を用いる
場合と、親族語を用いる場合がある。そのほか、父方か母方かによる違いが目立つ。 
② 夫婦の場合、夫は妻に名前や愛称を用いて呼びかけ、妻は夫に感動詞を用いて呼びかけるか、
名前に親族語を付けて呼びかける。子供や孫が生まれた後は、家族の最年少者の立場に視点を
移動して配偶者に呼びかける傾向がみられた。言及の際には、話し相手が親族・姻族であるか
否かによって視点移動に異なりがあることがわかった。 
③ 親族内で、年少者との会話において親族の誰かを話題にする時や、年少者に話題の第三者とし
て言及する際には、年少者の立場に視点を移動して間接的に表現する傾向がある。 
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④ 親族語に付加して話し相手に対する何らかの心遣いを示すために用いられる接辞には、「小さい」
や「可愛らしい」という意味を表す接辞-ča、「尊敬」や「親愛の情」などの意味を表す接辞-jɔn、
尊敬の所有一人称接尾辞-(i)miz、「気配り」や「配慮」という意味を表す接辞-(i)m などがある
ことがわかった。 
最後に、両言語の親族呼称を比較することによって、共通に認められる部分と全く違う部分が存
在していることが確認できた。以下にまとめた通りである。 
① ウズベク語では、同一の親族語が複数の親族関係に対して用いられることがある。例えば、標
準ウズベク語の「兄」に当たる語である akaは、夫やおじ、いとこなど年上の傍系男性親族や
姻族に対して呼称として用いられる。また、「姉」に当たる語である ɔpaは、母やおば、祖母な
どの女性親族（姻族）に対して呼称として用いられることがある。そのほかにも、dada（父と
祖父に対して）や bɔva（祖父とおじに対して）など、いくつか例がみられる。一方、日本語に
はこのような現象はみられない。 
② 両言語とも、親族成員間での呼びかけにおいては、世代の上下が呼称の使い分けの基準になっ
ており、自分より上の世代の親族は親族語で呼びかけ、下の世代の親族は名前や愛称で呼びか
けるという点で共通している。しかし、日本語では、上位世代の親族に対して「名前＋ちゃん
／さん」で呼びかける例も観察されたが、ウズベク語ではそのような用例はみられない。 
③ ウズベク語では、同世代の親族に対する呼びかけにおいても年上か年下かの区別は厳格に守ら
れており、兄・姉のみならず、年上のいとこに対しても親族語で呼びかけるのが普通である。
一方、日本語では、兄・姉に対して名前やあだ名など非親族呼称を使用する人が多く、同世代
間の年齢の上下はそれほど重要視されていないようである。 
④ ウズベク語では、祖父母やおじ・おばの場合（いとこの場合は言及用法に限って）、父方と母方
で形式の相違がみられるが、日本語においては、そのような区別はみられない。 
⑤ ウズベク語では、親族語の指示対象は年上の親族に限らず、年下の親族に対しても親族語を用
いて呼びかけることが可能である。一方、日本語では、年下の親族に対して親族語で呼びかけ
る用例はみられない。 
⑥ 日本語では、夫婦間の呼称において年齢差による上下関係が成立しておらず、互いに名前や人
称代名詞で呼び合うことができるが、ウズベク語では、夫に対して人称代名詞や名前だけで呼
びかけることはできず、hey、hɔyなどの感動詞を用いて呼びかけるか、「名前＋aka」というふ
うに、名前に親族語を付けて呼びかけるのが普通である。しかし、子供が生まれてくると子供
の立場に視点を移動して配偶者に呼びかけるという点で共通している。なお、ウズベク語の場
合、その間接性が人称接辞によって言葉に現れることが特徴的である。 
⑦ 性差は、両言語の呼称表現の選択の要因の一つとなっている。ウズベク語では、例えば、夫が
妻を名前で呼び捨てにすることができるが、妻はできない。また、子供の立場に視点を移動し
て配偶者に呼びかける表現は、男性はあまり用いず、もっぱら女性によって使われている。日
本語では、例えば、成人した女性は父親を「おやじ」と呼んでも、母親を「おふくろ」と呼ばな
い等々である。 
⑧ 両言語とも、自分より下の世代の親族との会話では、親族の誰かについて話す時、自分と言及
の対象者との親族関係を直接表現しないで、年少者（下位世代の親族）の立場に立って間接的
に表現する。しかし、ウズベク語では、このような場合、完全に子供の身になりきるのではな
く、所有二人称接尾辞を付けて「あなたの」と言わなければならない。例えば、子供に向かっ
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て夫についてdada-ŋ（あなたのお父さん）とは言えるが、dada（お父さん）とは言えず、完全
に自分と話し相手（年少者）を一体化させることはない。 
 
第 6章（愛称） 
 
第 6章では、愛称に関する記述を行った。まず、両言語の愛称をめぐる先行研究を紹介し、その
問題点を指摘した。次に、ウズベク語母語話者 14 名を対象に、ウズベク人の名前 494 例を示し、
それに対して回答者が知っている愛称形を回答してもらうという形で調査を実施し、それに基づい
てウズベク語の愛称形成法について形態音韻論的観点から分析・考察を行った。なお、日本語に関
しては、先行研究から得られたデータの検討にとどまった。 
調査の結果、ウズベク語の愛称の作り方には、個人名の一部省略によるものと、個人名（及びそ
の省略形）への接辞添加によるものの二つがあることが明らかになった。また、ウズベク語の愛称
を形成する接辞としては、従来指摘されていない三つの接辞が認められた。 
個人名の一部省略によって形成される愛称形には、前部省略や中部省略、後部省略など、さまざ
まなパターンの省略がみられた。また、用例数は少ないものの、「前部＋後部省略」「中部＋後部省
略」などのパターンも若干観察された。 
個人名への接辞添加による愛称形の場合、調査で最も多く観察されたのは、先行研究などで指摘
されていない接辞-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)であり、いずれも男性の個人名にも女性の個人名にも区別
なく付けることができることが分かった。また、ロシア語由来の愛称形成接辞-ik、-ka、-yaなどの
借用も若干観察された。なお、先行研究で取り上げられている-jɔn、-xɔn、-ɔy、-bɔyなどの接辞を
使った例は非常に少なかった。今回の調査の結果を踏まえて、ウズベク語の人名愛称形成接辞の使
い分けは、以下の表にまとめられる。なお、接辞-bɔnuは今回の調査では回答の中になかった。 
 
表 79. 現代ウズベク語の人名愛称形成接辞（＝表 75） 
ウズベク語の人名愛称形成接辞 
男性の個人名に付けられるもの 女性の個人名に付けられるもの 
-š (-oš/-ɔš)、-a (-ha)、-i、-xɔn 
-bɔy、-jɔn (-bɔnu)、-ɔy 
-ik、-ka -ya 
 
この表で示した通り、愛称形成接辞は、-bɔy、-jɔn や-ik、-ka のように男性の個人名に付けられ
るものと、-ɔy、-bɔnuや-yaのように女性の個人名に付けられるもの、また-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)
や-xɔnのように男性と女性の両方の個人名に付けられるものとに分けられることが確認できた。 
今回の調査で明らかになったウズベク語の愛称形成法と、6.1.1 で安富（2005）に基づいて整理
した日本語の愛称形成法とを対照して、共通に認められたのは以下の諸点である。 
① 省略による愛称形成がみられる。ウズベク語では、省略による愛称形成は、大きく前部省略と
中部省略と後部省略に分けられるが、同様のことが日本語についても言える。 
② 接辞添加による愛称形成がみられる。日本語では「ちゃん」「たん」「ちん」「ぺ」「すけ」など
の接辞が用いられるのに対し、ウズベク語では-š (-oš/-ɔš)、-i、-a (-ha)、-bɔyなどの接辞やロシ
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ア語由来の愛称形成接辞-ik、-ka、-yaなどが用いられている。なお、ウズベク語の愛称形成接
辞の中には、男性の個人名にだけ付けられるものと、女性の個人名にだけ付けられるものとが
あるが、日本語に関しては未調査である。 
③ 日本語には「安田→やすやす」「けんじ→けんけん」のように、構成要素の反復による愛称形成
法があるが、ウズベク語にも「Bɔbur→Bɔbɔš」「Dilafruz→Didiš」のような例が若干みられる。 
④ ウズベク語では、「Guljamɔl→Guli」「Guljaxɔn→Guli 」「Gulnɔz→Guli」のように、一つの
愛称形が、違う個人名の愛称形にもなりうるが、日本語でも、例えば「まさこ→まさちゃん」
「まさなり→まさちゃん」「まさよし→まさちゃん」のように、同じような例がみられる（匿名
の査読者の指摘による）。 
一方、相違点としては、次の諸点が認められた。 
① 日本語の愛称は姓・名（個人名）の双方から作られるが、ウズベク語の愛称は個人名からのみ
作られ、「祖父名（または曾祖父名）-ov (-yev)」や「父名-ovič (-yevič)」からは作られない。 
② 日本語には、「鈴木→すーさん」「佐々木→さーさま」のように、姓や名の第一音節を取ったも
の、「てづか・みなこ→てづかみ」「くらた・まゆみ→くらたま」のように、セグメンテーショ
ンの変更によるものなど、さまざまな愛称形成法がみられるが、今回の調査の限りでは、ウズ
ベク語にはこのような愛称形はみられない。 
 以上、章ごとにまとめた内容である。 
 
7.2 本稿の意義 
 
 本論文の意義は次の諸点にあると考える。 
・ ウズベク語の呼称に関する最初のまとまった記述研究である。 
・ 実例調査やアンケート調査に基づいた実証的な研究である。 
・ 記述の観点を設定する際に日本語の敬語研究の蓄積を応用した。 
・ 従来複数二人称代名詞として扱われてきた siz が今や敬称の単数二人称代名詞としての用法
が主であることを指摘した。 
・ 二人称代名詞を親称と敬称という観点から分析し、その使い分けに応じて変化する所有人称
接尾辞と動詞の人称語尾系列を見直した。 
・ 親族呼称の使用において、年齢の長幼が重要な軸として働くことを確認できたほか、父方か
母方による違い、親疎関係、視点移動の問題、接辞添加の問題などといった多くの要素が関
与することが明らかになった。 
・ 愛称研究で従来無視されていた「省略」という形成手段に注目した。 
・ 接辞添加による愛称形成において、従来指摘されてない三つの愛称形成接辞が発見できた。 
・ ウズベク語の呼称と日本語の呼称を対照して、大きな違いと共にわずかではあるが類似性も
見いだせた。 
 
7.3 今後の課題 
 
 本論文では、社会言語学的な立場から現代ウズベク語の人称代名詞や親族語、愛称表現などにつ
いて考察してきたが、未解決の問題点や触れられなかった事柄など、課題は数多く残されている。   
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以下に、筆者が気づいた問題点や残された課題について簡潔に述べる。 
まず、人称代名詞の考察において、単数二人称代名詞 senと sanの使い分けについて筆者の考え
を示しただけであり、十分な考察に至っていない。senと sanの使用分布について、アンケート調
査やフィールドワークなど詳細な調査が必要であると思われるが、それについては今後の課題とし
たい。 
また、今回は二人称代名詞を中心に考察を行ったため、一人称代名詞や三人称代名詞、再帰代名
詞などの考察は先行研究で紹介する程度に止まっている。これらの代名詞も呼称表現と深い関連が
あると思われるが、それについての研究の展開は今後進めていきたいと思っている。 
親族語の考察において、今回は親族間で用いられる呼称を中心に検討してきたが、非親族に対し
て用いられる親族語の虚構的用法については考察を行わなかった。将来的には、それに加え、職業
名や役職名などさまざまな呼称表現についても今後可能な範囲で分析・考察を行っていきたいと考
えている。 
 愛称表現の考察において、今回は人名を形成する愛称を中心に検討してきたが、普通名詞から作
られる愛称表現に関しては簡単に触れたのみである。それらの表現についても研究を追求していく
つもりである。 
なお、本研究は実例などに基づいたウズベク語の呼称表現研究の最初の試みであり、さまざまな
原因による資料の不揃いやアンケート調査の被調査者の人数の不揃いや年齢や性別などに片寄り
があるなど、不十分なところが多く、呼称表現の全容を忠実に反映したものとはまだまだ言えない。
これらの問題や課題を踏まえたうえで、今後の研究のステップとし、ウズベク語の呼称表現に関す
る研究をさらに進め、両言語の呼称表現の体系や運用面での異同を明らかにするためにさらなる研
究を行っていきたいと考えている。そして、その研究成果を日本・ウズベク両言語の言語教育や研
究に生かしたいと思っている。 
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略語一覧 
 
 
1 － 1st person（一人称） 
2 － 2nd person（二人称） 
3 － 3rd person（三人称） 
ABL － Ablative（奪格） 
ACC － Accusative（対格） 
AR － Arabic（アラビア語） 
COND － Conditional（条件） 
DAT － Dative（与格） 
DPST － Distant past（完了） 
GEN － Genitive（属格） 
H － Honorific（敬称） 
HIN － Hindi（ヒンディー語） 
IMP － Imperative（命令） 
JEW － Jewish（ヘブライ語） 
LOC － Locative（位格） 
NEG － Negative（否定） 
NPST － Non-past（非過去） 
PER － Persian（ペルシア語） 
PL － Plural（複数） 
POSS － Possessive（所有） 
PROG － Progressive（進行） 
PRT － Particle（不変化詞） 
PST － Past（過去） 
Q － Question（疑問） 
SG － Singular（単数） 
UZB － Uzbek（ウズベク語） 
VOL － Volitional（意志形） 
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資料 
 
資料 1. 二人称代名詞 siz の単数敬称用法に関する調査 （表 11.を参照） 
 
Ešonqul, N. 2001. Maymun yetaklagan odam. 
 
1) Siz bunday ɔvɔra bolib yurmaŋ, - dеdi u. (p.3) 
2) Agar oġliŋgiz bolganida mеn sizga jɔn-jɔn dеb kеlin bolardim, - dеdi qizlardan šaddɔdrɔġi Bayna mɔmɔniŋ ečki sɔġišidan 
zavqi kеlib. (p.5) 
3) Xoš, - dеdi u mеniŋ idiš-tɔvɔqni yiġištira bɔšlaganimni korib, suratlar sizga yɔqdimi? (p.10) 
4) …albatta, buŋga siz emas, ozimiz aybdɔrmiz. (p.10) 
5) Siz bilan tɔrtišmɔqči emasman, faqat bitta misɔl kеltirmɔqčiman. (p.10) 
6) …siz ezgulik dеb siġiŋgan narsalar asli razɔlat ekanini aŋglab qɔlsaŋgiz bunday dеmasdiŋgiz (p.11) 
7) Siz esa bošliqni toldiriš va aravaga nimadir yuklaš učun har qanday yɔvuzlikdan ham qaytmasdiŋgiz. (p.11) 
8) Asli sizga kasbdɔš. (p.34) 
9) Ey, Mikilanjеlo turiŋ, profеssor sizga mana bu narsani bеrib yubɔrdi. (p.37) 
10) - Qiziq, mеn hеč kormagan ekanman-da, sizni.  
- Mеn ham, - dеdi ayɔl. (p.56) 
11) - Siz qayеrdan bilasiz? - dеya soradi ayɔl ham endi sеŋga ajablanib tikilib… 
- Axir mеn šu uyda yašasam, qanday bilmasligim mumkin? (p.57) 
12) Ana u esa ɔta-ɔnamniŋ surati, - dеdi ayɔl, - darvɔqе, buni siz bilasiz, šеkilli? (p.58) 
13) Ha, sizni... sizni, ɔtasini oldirgan, padarkušlik qilgan dеyišyapti... (p.66) 
14) Ha, aytganday, bu yigitniŋ hikɔyasini oqigan ediŋgiz, sizga juda yɔqqandi. (p.71) 
 
合計 15 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Hoshimov, O‘. 2002. Hikoyalar. 
 
1) Siz qayerda oqiyapsiz, Xɔlida? (p.1) 
2) Kečirasiz… Sizniŋ ički išlariŋgizga aralaša ɔlmayman. (p.2) 
3) Man... sizga xalaqit bermaymanmi? (p.2) 
4) Erkin aka, siz meni ɔdɔbsiz qiz deb oylayapsizmi? (p.3) 
5) Rɔst-da... Ozimdan-ozim sizga… (p.3) 
6) Faqat, faqat siz meni haydamasaŋgiz boldi… (p.3) 
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7) Xɔlida, axir nega unday deysiz? Axir men sizni… sizni… Xayɔlimni yɔlġiz siz ɔlib qoydiŋgiz-ku, axir! (p.3) 
8) Sizdan nimani ham yaširay? (p.3) 
9) Unda... unda sizniŋ suratiŋgiz bɔr edi, Xɔlida! (p.3) 
10) Erkin aka, sizga ham bilet ɔldim. (p.5) 
11) Sizga aytadigan gapim bitta - baxtli boliŋ. (p.6) 
12) Birpasda sizni ham, romɔlimni ham yoqɔtib qoyibman... (p.6) 
13) Siz meni... Ošanaqa... yɔmɔn xɔtin deb oylayapsizmi? (p.7) 
14) Lekin men oz nɔmusimni heč nimaga, sizniŋ muhabbatiŋgizga ham ališmayman... (p.7) 
15) Siz meni... meni xiyɔnatči, bevafɔ deb oylaysizmi? (p.7) 
16) Oša kini siz uyga kelgan ekansiz. Akam sizni xafa qilib yubɔribdi. Siz bir gap bilan arazlab ketdiŋgiz. Men sizga 
išɔnardim... Ozimga išɔŋgandek išɔnardim. Siz bolsaŋgiz... (p.7) 
17) Faqat, sizdan bir iltimɔs... Endigi muhabbatiŋgizni - bɔšqalarga nasib boladigan muhabbatiŋgizni ehtiyɔt qiliŋ... (p.7) 
18) Erkin aka, esiŋgizda bolsin. Men bari bir sizni yaxši koraman. (p.7) 
19) Xɔlida! Jɔŋginam. Qɔrakozim. Siz... Siz... (p.8) 
20) Siz kečalari smenda bolsaŋgiz. Men učta joja bilan jɔnimni hɔvučlab otirganim yetmaydimi?! (p.10) 
21) Siz sɔvunni nima qilasiz, kelinpɔšša, oziŋgiz ɔydaysiz. (p.15) 
22) Toyana sizdan aylansin! (p.15) 
23) Sizga ɔġiz sɔlayɔtganlar tag-zɔti korgan ɔdamlar... (p.18) 
24) Soramasam ham bolardi-ku, siz ozimiznikisiz, ukam. (p.18) 
25) Ɔyiŋgiz sizga yaŋgi xɔtin izlab yurganmiš. (p.20) 
26) Uyat nima qiladi menda, hammasini yiġištirib sizga bergan. (p.21) 
27) Siz tašlab ketgan ekansiz. (p.22) 
28) Sizdek motabar ɔdamniŋ ɔldida... (p.24) 
29) Siz! - dedi meŋga qolini bigiz qilib. - Direktorga! (p.30) 
 
合計 36 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
O‘nar, S. 2010. Bibisora. 
 
1) - Ma, yana yaxshi oqi, bizlar ɔdam bolmadik, uka. 
- Sizga xat bɔr, aka, - dedim. (p.3) 
2) Ey, quda,… sizga oxšab tɔqqa čiqmasak ham šu yerniŋ ɔvi yetadi bizga. (p.4) 
3) Ozi sizdiki nima predmet? (p.16) 
4) Unisini bilmadik, direktor bɔbɔ. Mana, se’r yɔzišniyam sizdan ešitdik. (p16) 
5) Iltimɔs, ozimniŋ bahɔimni qoyiŋ, sizga oxšab fizkulturači bolmɔqči emasman! (p.17) 
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合計5例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild.  
 
1) Siz ketaveriŋ, čɔyimizga pašša tušdi. (p.3) 
2) - Aytma, bɔlam, ɔyiŋgni jahlini bilasan-ku. 
- Baribir aytaman. Sizni bir karate qilib qoysin. (p.4) 
3) Amaki,…Ɔdamlar sizni juda zor qassɔb, mɔlni ɔyɔġini bɔylamasdan soyib tašlayveradi, deyišadi. (p.5) 
4) - Vɔy, meni xɔnavayrɔn qilasan-ku, bilasanmi, bu kamera neča som turadi?  
- Men bilišim šart emas, siz bilsaŋgiz boldi-da. (p.6) 
5) Endi siz bilan ɔra ɔčiq boldik. (p.6) 
6) Aya, siz tušunmaysiz, juda ɔrqada qɔlib ketibsizlar-ku. (p.11) 
7) Siz ġalati ɔdam ekansiz-ku, sɔġliqni ehtiyɔt qiliš kerak. (p.13) 
8) Siz ham bizniŋ sistemada išlaysizmi? (p.14) 
9) - Jɔn uka, bir ahmɔqlik qildim, kečiriŋ. Meni quvmaŋ. Sizdek ɔdamga šunday itlik qildim, jazɔmni xudɔ bersin… 
- Siz meŋga nima gunɔh qila qɔlgandiŋgiz? (p.14) 
10) E, oša kiši sizmidiŋgiz? Butunlay esimdan čiqib ketgan ekan. (p.15) 
11) Bɔšpurtni tɔpširib, domovoydan očmagan bolsaŋgiz, sizni yuvmayman, benɔvat bolišdan qorqaman,… (p.17) 
12) Sizdaqa tekinxor murdalarniŋ kopini korganmiz. (p.18) 
13) - Meŋga qaraŋ, ɔta, - dedi u qɔrɔvulga. - Sizga javɔb. Uyiŋgizga bɔrib, yɔta qɔliŋ. (p.22) 
14) - Siz toqqiz somga qol qoygansiz. Toġrimi? 
- Toġri, - dedi Abdurazzɔq. 
- …Ošanda siz on yetti somga qol qoygansiz. (p.25) 
15) Načɔra, siz hali tiriksiz-ku, qarz uzišga ulguraman. (p.27) 
16) Yoq, aka, siz oris šɔiri Turġunevniŋ «Mumu» degan še’rini oqiganmisiz? (p.29) 
17) - Sizga nima boldi?  
- Mɔšina, mɔšina, - dedi u entikib. - Bizni xudɔ uripti, xɔtin. (p.31) 
18) Parpivɔy akam sizga kopdan-kop duɔ dedilar. (p.34) 
19) Oša siz toyda čaqib yegan handɔn pistadan bɔzɔrga bɔšqa kelmay qoydi. (p.35)  
20) Bilasizmi, Usmɔnjɔn,… Sizga ham egam Hasan-Husan nevaralar bersin. (pp.35-36) 
21) - Pɔččam bilan ɔpam Yaŋgiyolga ketišgan, - dedi Zamira.  
- Pɔččaŋgiz bilan ɔpaŋgiz bolmasalar, mana siz bɔrsiz-ku. (p.36) 
22) Ɔdamlar čɔy qɔšiqda ɔlib nɔŋga surtsa, siz ɔš qɔšiqda ɔldiŋgiz. (p.41) 
23) Men sizdan učta qoy sorayɔtganim yoq. Bitta bolsa ham yetadi. (p.44) 
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24) Siz ham xuddi dadaŋgizlarga oxšagan ɔvčisiz. (p.49) 
25) E, siz soramaŋ, men aytmay, aka Javlun. (p.50) 
26) Sizdi gazitga yɔziptimi?... Išqilib, ɔdamlar ɔġzi tola gap. Sizga maslahat, advokat ɔliŋ. 
27) Meŋga qaraŋ, qiziŋgiz sizdan araz. (p.54) 
28) Xɔy, er, sizga aytyapman, qiziŋgizga ballon ɔlib beriŋ! (p.54) 
29) Hɔy, dadasi, sizga nima boldi, axir? (p.54) 
30) Sizni nima qilišardi. Nu, undan keyin qarib qɔlgansiz... (p.55) 
31) Meŋga qaraŋ, ukaginam, šu Begini sizga tegi bilan berdim. (p.57) 
32) E, xojayin, bu pul sizniki emas, davlatniki. (p.59) 
33) Bugun axranada kim? Luqmɔn tɔġa, sizmisiz? Sizga jaŋgɔvar tɔpširiq. (p.60) 
34) Siz učun javɔbgar bolišni istamayman. (p.60) 
35) Xojayin, - dedi Begijɔn umidsiz bir ahvɔl-da. - Meni kečiriŋ…. Endi takdirim sizniŋ qoliŋgizda. (p.60) 
36) E, taniganda qandɔq, ortɔq Sulaymɔnov. Axir siz bilan otgan yili Kislovodskda dam ɔlganmiz-ku. (p61) 
37) - Šu suvrat sizga qarab čizilmaganmi mabɔdɔ?  
- Vɔy, men ošaŋga oxšaymanmi,… 
- Yoq, - dedi Bɔzɔrbɔy. - Siz uŋga oxšamaysiz. U sizga oxšaydi. (p.63) 
38) Meŋga qaraŋ, dadasi…. Buyɔqqa otiriŋ, yolini orgatib qoyay sizga. (p.64) 
39) - Oyla, xɔtin, oyla!  
- Siz otpuskaga čiqqaniŋgizda Jabbɔr nima iš qiladi? (p.66) 
40) Axir u neča yillardan beri siz bilan išlab sinašta bolib ketgan. (p.66) 
41) Xojayin,… Sizniŋ etagiŋgizdan ušlab yɔmɔn bolmadim. (p.66) 
42) Siz ketaveriŋ, men kečrɔq bɔraman. (p.67) 
43) Dadam bilan ayam meni sizga išɔnib tašlab ketišgan-a. (p.68) 
44) Qɔnuŋga xilɔf bolsa ham bešta yuz somlikni sizga beraman. (p.70) 
45) Meŋga qaraŋ. Siz yaŋgi ɔdamsiz. Bu iġvɔgarlarniŋ gapiga učmaŋ. (p.83) 
46) Siz ɔyimniŋ agentisiz… Sizga kim qoyibdi gapirišni? (p.84) 
47) Siz izzat bilan yetti kelin piširgan yetti xil ɔvqatni tanlab, eŋ širinini yeb, maza qilib yuriŋ. (p.85) 
48) Pɔččajɔn, Siz meni ɔdam qilgansiz. (p.91) 
49) Bɔġčamiz nɔmidan sizga šu gilamčani sɔvġa qilamiz. (p.91) 
50) Endi, kuyɔv bɔla, ɔz bolsa ham kopdek korasiz… Azbarɔyi sizniŋ yubileyiŋgizga sɔvġa bolsin deb. (p.91) 
51) Siz oqituvčilik qilgan paytda lɔtin alifbɔsida yɔzardik. (p.93)  
52) Dɔmlajɔn, siz aytgan juġrɔfiya, badantarbiya darslarini ɔliy ma’lumɔtli oqituvčilar berišyapti. (p.93) 
53) Meŋga qaraŋ, muallim bɔla… Bɔlani oziga tɔrtɔlmagan oqituvči bɔšqa hunar qilsa ham boladi, sizga maslahatim šu. 
(p.93) 
54) Sizga oxšabmi? (p.93) 
55) - Halimov sizniŋ ɔrqaŋgizda učastkali boldi. (p.104) 
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- Nima dediŋ? 
- Halimov deyman, sizniŋ ɔrqaŋgizda... 
56) Yaxši ɔdam ekan deb, u yer-bu yerga telefon qilib, taxta, tunukalarni sizniŋ nɔmiŋgizdan toġrilab bergan edim. (p.104) 
57) Siz yaramas ɔdamsiz! Sizda vijdɔn degan narsa yoq!... Sizniŋ latta-putta sɔvġalariŋgizga muhtɔj emasman. (p.105) 
58) Undan tašqari sizniŋ ɔšiġiŋgiz učinči korinišda koylagini yirtib tašlaydi. (p.112) 
59) Ortɔq direktor, siz pɔraxorsiz! (p.115) 
60) - Nahɔtki šu gaplarniŋ bari toġri-a, ortɔq direktor? - dedi. - Nahɔtki siz... 
- Toġri, - dedi direktor jiddiylašib, - bari toġri. (p.115) 
61) Sizga endi bitta it lɔzim, ortɔq Tillaev. (p.117) 
62) Iya, iya, biz turganda nega endi siz pɔl yuvarkansiz, ɔpa?... Men gilam qɔqayinu, siz tɔmɔša qiliŋ. (p.117) 
63) Ɔti Qɔplɔn, Tillaev aka. Ɔdamniŋ yaxšisini darrɔv taniydi. Sizga tez organib ketadi. (p.117) 
64) Yoq, xojayin, soramaŋ,… Siz bilan šu maqsadda ɔšna bolmaganman. (p.117) 
65) Sizda madaniyat degan narsa bɔrmi? (p.125) 
66) Men sizga Ne’mat emasman, ortɔq Babbaev bolaman, ortɔq Xajjayip. (p.125) 
67) Ortɔq Xajjayip, sizni čaqirtirišimniŋ sababi šuki, biz siz bilan bevɔsita zavod xojaligiga javɔbgar kišilarmiz. (p.125) 
68) Sizni kutib otirib uxlab qɔpman. Tuš korsam, siz olib qɔpsiz… Xayɔlimda sizga bir nima bolgandek,… Men bu yɔqda 
qandɔq tašvišlar qilib yuribman-u, siz bolsaŋgiz... (p.130) 
69) Sizni nega sudga berarkanman? Sizni tɔvuqlar sud qilišsin. Tilini bilasiz-ku. (p.132) 
70) Siz aralašmaŋ, er-xɔtinniŋ ortasiga esi ketgan tušadi. (p.135) 
71) Yaxši ham sizga buyurmagani, kɔnyak emas, ičiga qant kuydirib sɔliŋgan ozimizniŋ jaydari araq edi, - dedi. (p.138) 
72) Birinči ešitišim. Tavba, sizga kim aytdi? (p.145) 
73) Uka, siz bu gapni bir yɔqqa qoyaturiŋ, avval bɔyagi gapni aytiŋ. (p.145) 
74) Siz bilan tegišli jɔyda gaplašib qoyaman. (p.145) 
75) Siz bɔšliqqa qadrdɔn ɔdamsiz, oziŋgiz kattarɔq sɔvġa qilasiz. (p.147) 
76) Grajdanin, siz yuqɔriga čiqa qɔliŋ, bu ɔdam, korib turibsiz-ku, hɔmiladɔrlar. (p.153) 
77) Esiŋgizdami, Ɔppɔnbek, kelinimdan xabar ɔlgani bɔrganimda sizga yoliqqan edim. (p153) 
78) Sizga mumkin, - dedi Hɔjinisa ɔpa kulib. (p.169) 
79) Vɔy tavba, siz Mazambayda nima qilasiz? (p.171) 
80) Gapimni bolmaŋ, u tɔmɔnlarga mɔntyor kerak, deb sizga kim aytdi. (p.171) 
81) Sizga yaxši. Palɔnčiniŋ xɔtini haliyam ozini ɔldirmapti, desa yɔmɔnmi?! (p.171) 
82) Men sizniŋ ešagiŋgizman… Siz meni sɔtib ɔlganiŋgizda bir haftalik nɔrasta ešak edim. (p.174) 
83) - Nega meni ešak deysan?... 
- Qačɔn ešak dedim sizni? (p.175) 
84) Afzal, siz ɔt jaġsiz, sizga toġri kelmas. (p.180) 
85) Sizga bir iltimɔs bilan hayvɔnɔt bɔġi ma’muriyati nɔmidan keldik…Yoq demaŋ, agar muvaffaqiyat bilan ɔčib čiqarsaŋgiz, 
sizni umrbɔd nafaqa bilan ta’minlašni yɔzma ravišda rasmiylaštiramiz. (p.188) 
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86) Ɔtaxɔn,… sizga Sokolov qarab turadi. (p.189) 
87) Xɔtiniŋgiz sizni qidirib biznikiga kelganlar. (p.191) 
88) Rahimjɔn ukam, siz kelasiz, deb šaftɔlilarni Qibraydagi sartarɔšxɔnaga ɔpčiqib junini qirdirib keldim. (p.194) 
89) Bir iš bɔr, šɔir afandim… Šu qarzni sizga 50 somga sɔtaman, ɔlasizmi? 
90) Nigɔraxɔn, men sizga nima degan edim? (p.208) 
91) Toxta aka. Men sizga tegayɔtganimda ɔyiŋgizniŋ šunaqaliklarini bilib tekkanman. (p.208) 
92) Axir men sizni sevaman. (p.208) 
93) Nima, siz meni sira ham qorqmaydi, deb oylaysizmi? (p.208) 
94) ZAGSdan sizmi yɔ men otganmanmi? (p.211) 
95) Siz ham bir šišaga rɔzi boliŋ. Bir šiša, xɔlɔs. (p.214) 
96) Aka, qari bilganni pari bilmas deyišadi. Siz yuz gramm maslahat beriŋ. (p.214) 
97) Orinbɔy aka, sizni qɔrniŋgiz bɔt-bɔt ɔġrib turadi. (p.214) 
98) Ɔbbɔ siz-ey. Dɔim šunaqa suv qošilmagan gaplarni tɔpasiz. (p.214) 
99) Siz axir zamɔnamizdan ikki yuz yil ɔrqada qɔlib ketgansiz-ku. (p.214) 
100)  - Xɔtirjam bolaver, qizim, Usta amakiŋ xɔinlik qilmaydi. 
- Rahmat sizga. (p.215) 
101)  Hɔy ġildirak, hɔy multfilm! Sizga aytyapman. Qulɔqni tɔm bɔsganmi? (p.218) 
102)  Bu yɔġi oziŋgizga buyursin. Sizga nima kerak, orgilay? (p.218) 
103)  «...va bɔšqalar» degani siz deganida. (p.221) 
104)  Men sizni ɔgɔhlantirgani kelgandim. Yaxšilik qilmɔqči edim. Siz esa, yaxšilikni bilmadiŋgiz… Men ham fikr va    
mulɔhazalarimni yɔzib yubɔrsam, sizniyam familiyantpz feletoŋga aniq yɔziladi. (p.221) 
105)  Ɔyi, sizni ɔvɔziŋgizni yɔzgani kepti. (p.222) 
106)  Lutfi Bɔbɔeva sizni keliniŋgiz boladimi? (p.222) 
107)  …sizniŋ kelinlariŋgiz toġrisida aytadigan iliq gaplariŋgiz kerak. Siz aytib turasiz, men yɔzib ɔlaman. (p.222) 
108)  Bolmasa, oġlim, men aytay, siz yɔziŋ. (p.222) 
109)  Siz qɔzɔn bilan kapkir ɔlib čiqiŋ. (p.223) 
110)  Faraz qiliŋgki, siz ɔš qilyapsiz… siz, ortɔq Lutfi Bɔbɔeva, judayam xušmuɔmalalik bilan kapkirni qɔzɔŋga urib,   
ɔvqat qilyapsiz. (p.223) 
111)  Siz bu tɔmɔŋga otiŋ. Demak, sizga vazifa bunday. Hɔvlidagi kelinlarni xursandčiligini, sizniŋ kulgiŋgiz ɔrqali    
berišimiz kerak… Xoš, siz, ɔnajɔn, «radio mikrofoni Farmɔn bibiniŋ muhtašam hɔvlisi ortasiga ornatilgan»  
deganimdan keyin, sizga mikrofonni tutaman. (p.223) 
112)  Yoq, yoq, ɔyijɔn, kerakmas. Rejissyor sizmi, menmi? (p.224) 
113)  Meŋga qaraŋ, qariganiŋgizda šular bilan adi-badi aytišib sizga nima zarur. (p.226) 
114)  Men sizga aytsam, General, yaqindagi tišlašadi, uzɔqdagi kišnašadi, bildiŋgizmi? (p.226) 
115)  Siz ayvɔnda, u yɔnbɔšiŋgizda, bu yɔnbɔšiŋgizda bɔliš… Siz hammasini jindek-jindek tatib korib ɔxiri ɔġziŋgizga  
yɔqqanini ɔlib qɔlasiz. Kelinlar išdan kelganda sizga biri romɔl, biri koylak... (p.226) 
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116)  Sizniŋ tarbiyaŋgizdan čnqqan bɔlalarniŋ hammasida sifat belgisi bɔr. (p.226) 
117)  - Aybga buyurmaysizu, sizni tanimayrɔq turibman. 
- Ehtimɔl tanimassiz, sizniŋ ta’rifiŋgizni kop ešitganman, kopdan beri bir duɔŋgizni ɔlay deb, ɔrzu qilardim. (p.227) 
118)  Ular ham sizniŋ bɔlalariŋgizga oxšab, martabalikkina bolsa deb niyat qilganman. (p.227) 
119)  Sizga nima kerak bolsa, meŋga aytiŋ. (p.227) 
120)  Sizdek xɔtinniŋ farzandi ɔna gapini ɔladi. (p.228) 
121)  - Men ortaga tušsam, pɔra ɔlasizlarmi? 
- Siz ortaga tušmaysiz. 
- Bɔrdi-yu, ortaga tušsam-či? 
- Biz sizni izzat-hurmat qilamiz. (p.228) 
122)  Endi, mehmɔn, bizni kečirasiz. Sizni iltimɔsiŋgizni bajarɔlmaymiz. (p.228) 
123)  Šu desaŋgiz... ɔyijɔn... Men ham siz bilan bɔrsam degandim. (p.229) 
124)  Xop deya qɔliŋ, ɔyijɔn... Axir siŋgillarini toylari-ya... Iltimɔs sizdan... (p.229) 
125)  Sizga nima bɔr, orgilay? Erga tegayɔtgan sizmi, siŋgliŋgizmi? Toy maslahatini sizsiz, ozimiz pišitib kelamiz. (p.229) 
126)  Siz nari turiŋ. Aralašmaŋ! (p.230) 
127)  Jɔnidan, siz mašhur tikuvčisiz. (p.230) 
128)  Siz bular ičida eŋ kattasisiz. Har bir gapni olčab gapirišiŋgiz kerak. (p.231) 
129)  Asqar aka, bu militsiya polkovniginiŋ gapi emas. Siz qančalab jinɔyatčilarni toġri yolga sɔlib yubɔrgansiz. (p.231) 
130)  Siz bu išni qilsaŋgiz yarašadi. (p.232) 
131)  Aka, aka, sizniŋ kallaŋgiz Gosplandek aniq išlaydi… Jami suv qošilmagan gaplar sizdan čiqadi. (p.232) 
132)  Rahmat sizga, ɔyijɔn, rahmat. (p.232) 
133)  Iltimɔs sizdan, jɔn ɔyi. (p.233) 
134)  Sizga baribir emasmi? Yɔ tɔmɔšaga bɔrmɔqčimisiz? (p233) 
135)  Ɔyijɔn,… Oġillariŋgiz sizdan yaširgan pullariga yaŋgi uyni lɔyihasini tayyɔrlab qoyišgan. (p.234) 
136)  Vɔy adɔ boliŋ siz. Qayɔqqa ketasiz? (p.234) 
137)  - Hɔy, ġildirak, sizga aytyapman. Qulɔqni tɔm bɔsganmi? 
- Vɔy memimi? 
- Ha, siz, akasi jɔnidan. E, ɔyisi jɔnidan. Vɔy, ozim orgilay sizdan. (p.234) 
138)  Mana sumkaŋgiz. Sizga nima kerak? (p.234) 
139)  - Jim boliŋglar. Bu meni korsatyapti dedim-ku. 
- Yoq, yoq, siz emas, otiriŋ. (p.235)  
140)  Siz ham salɔmat boliŋ, yuzga kiriŋ... (p.236) 
141)  Sizdan qačɔn bir širin gap čiqqandiki, endi čiqadi. (239) 
142)  Men tɔmɔndagilar Ġaniniŋ uylanišiga tarafdɔr. Siz tɔmɔndagilar qarši. (p.240) 
143)  Yɔmɔnlayɔtganim yoq. Bitta yaxši erkak sizmi? Šundɔq ɔnaginamni arvɔhini čirqillatyapsiz. (p.240) 
144)  Koriŋ-či, siz eskiča oqigansiz, bilarsiz. (p.245) 
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145)  Vɔy, siz bilmaysiz. (p.246) 
146)  Siz bilmaysiz, rahmatli dadamni jamiki kiyimlariga munčɔq taqib tašlagan edilar. (p.247) 
147)  Jimjit bolsa, ana, siz keldiŋgiz, topɔlɔn endi boladi-da. (p.247) 
148)  Qayɔqlarda yurgaššgizni bilamiz. Sizga bunaqa qiliqlar yarašmaydi, dada. (p.249) 
149)  Ozi sizga bir balɔ bolgan. Bitta megajin bɔšiŋgizni aylantirib, lakalɔv qilib qoygan. (p.249) 
150)  Sizga juda-juda qiyin bolib ketgan ekan. (p.249) 
151)  Endi ɔdamlar nima derkin, deb sizni uylantirmay yurgan ekanmiz. (p.250) 
152)  Yɔqmay olsin. Sizga tegarmidi. Ne-ne qošqavat belbɔġ bɔylagan čɔllarga tegmagan, sizga tegarmidi. (p.252) 
153)  I-i-i-y, manavu dadamlar-ku! E, dada, siz-ku. (p.253) 
154)  Ajɔyib bɔġbɔn ɔta, sizga muvaffaqiyatlar tilayman. (p.255) 
155)  Siz ham oša tɔmɔŋga ɔġib ketdiŋgizmi? (p.256) 
156)  Ɔpa, sizni sorašyapti. (p.262) 
157)  Sizni ɔlmagani učun šunaqa deysiz, orgilay. (p.263)  
158)  Sizga alam otgan-da, sira unutɔlmaysiz. (p.263) 
159)  Siz aralašmaŋ, kennɔyi. Har qalay, nima qilsa ham begɔnasiz. (p.264) 
160)  Siz xojayinlik qilmaŋ. Nima, dadamni xɔtinimisiz? (p.264) 
161)  Siz aralašmaŋ. Siz begɔna ɔdamsiz. (p.265) 
 
合計 199 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas.                                                          
 
1) Siz Sɔdiq Qočqɔrovmisiz? (p.19) 
2) Sizga esa ortɔq Qočqɔrov, muvaffaqiyat tilayman. Sizniŋ toġriŋgizda yaxši gaplar ešitganman,… (p.19) 
3) Lekin kim meni bunčalik uluġlab sizga ayta qɔldi, ajab! (p.19) 
4) Bu kišiniŋ sizga jinday iltimɔsi boladi,… (p.20) 
5) Sizni ketib qɔlasizmi deb… (p.22) 
6) - Kvartira korgani ketganiŋgizni bilmadim, bolmasa sizni ikki-ikki ɔvɔra qilmasdan, birga bɔraqɔlardim. 
- Hečqisi yoq. Kiši kišiga yaxšilik qiliš učun dunyɔga keladi. Bugun mendan, ertaga sizdan… (p.23) 
7) Sizga yɔqqan bolsa bas. (p.23) 
8) Sizni maɔrifda kordimu, «šu ɔdam menbɔp» dedim. (p.23) 
9) Hali sizniŋ ham išiŋgiz kopayib ketsa…(p.23) 
10) Sizniŋ ham didiŋgiz yaxši ekan,…(p.25) 
11) Mana šundan sizga ikkita qalamča ɔlib beraman. (p.25) 
12) Siz bilan biz talabalarimizni ana šu balɔdan hazar etadigan qilib tarbiyalašimiz kerak. (p.27) 
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13) Siz ɔvni yaxši korasizmi? (p.27) 
14) ……sizniŋ ham meŋga oxšagan hafsalaŋgiz yoq ekan. (p.28) 
15) Siz čiqa qɔliŋ, dada, men ozim uzaman,…(p.29) 
16) Šu muzeylar sizga ham bolaveradi. (p.30) 
17) Šuni sizga korsataman deb, neča oylayman,…(p.31) 
18) Siz šu yerda turasizmi? (p.32) 
19) Oša kuni ortɔqlarimni tɔpib ɔldim, sizdan sal narida dars tayyɔrlašayɔtgan ekan. (p.33) 
20) Sizniŋ-či? Turmuš qurganiŋlarga neča yil boldi? (p.34) 
21) Ayb sizdamas, menda! (p.36) 
22) Axir sizniŋ ɔldiŋgizga keladi-da. (p.37) 
23) Xop desaŋgiz, bir jɔyga bɔrardik. Sizni meŋga tayinlagan. (p.38) 
24) Men sizni nɔjoya yerga bɔšlarmidim. (p.39) 
25) Ɔliŋ, Sɔdiq aka, siz keč keldiŋgiz,…(p.40) 
26) Bɔlasizlik demasa… Siz bolsaŋgiz… (p.45) 
27) Ɔstɔnada siz turibsiz! (p.46) 
28) Avval siz olasizmi, menmi? (p.47) 
29) Sizniŋ qiziŋgizga sɔvči qoyayɔtgani yoq. (p.48) 
30) Ayniqsa sizniŋ yɔniŋgizdagisi sutga čayqagandekkina ekan. (p.52) 
31) U bečɔra hammani unitib, sizga qɔš-kozini suzib oldi-yu, siz bolsaŋgiz… (p.52) 
32) Xudɔga šukur, hali siz yɔšsiz, pušti-kamariŋgiz butun, beliŋgiz tola bɔla. (p.53) 
33) Sizga mayli bɔrga oxšaydi. (p.53) 
34) Sizniŋ sevib kiyadigan paytiŋgiz, kiyib qɔliŋ-da! (p.53) 
35) Ɔdamlarniŋ siz bilan qančalik iši bɔr! (p.54) 
36) …ayniqsa siz bilan bizniŋ yɔšda juda ketadi. (p.54) 
37) Siz oziŋgizni ɔrtiqča qiynamaŋ. (p.55) 
38) Men sizniŋ umriŋgizga zɔmin bolmayman. (p.55) 
39) …men sizni heč qayɔqqa yubɔrmayman. (p.56) 
40) Birɔvniŋ uyi bilan sizniŋ qančalik išiŋgiz bɔr. (p.58) 
41) Mana šu xat sizga ekan, huv anavi amakim berdilar… (p.59) 
42) Sizga oxšab qollarida papkalari bɔr, bɔšlarida šapkalari… (p.59) 
43) Sizni deb, bir sɔat keyin doktor boladigan boldim. (p.61) 
44) Men sizni oša atlas koylagiŋgizda kelasiz, deb oylagan ekanman. (p.64) 
45) Yɔ siz atlas koylakni yaxši korasizmi? (p.64) 
46) Sizga tekkan qizniŋ šori qurir ekan,… (p.64) 
47) Yoq, sizni urganni. (p.66) 
48) Siz bolganda nima qilardiŋgiz? (p.66) 
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49) Siz «yurak» bilan deganda, mehnatni iŋkɔr etmaysiz,… (p.68) 
50) Masalan, siz tašabbuskɔr bola ɔlarmidiŋgiz? (p.69) 
51) …sizga oxšaganlar kop emas-da. (p.70) 
52) Siz ham qiziqsiz. (p.70) 
53) Bir narsa dermikinlar sizga, a? (p.70) 
54) Sizni urišdilarmi? (p.71) 
55) Sizni tɔza urišgandirlar… (p.72) 
56) Qɔdirjɔn aka, sizga nima boldi… (p.74) 
57) Yɔmɔn kiši ekansiz, endi heč siz bilan učrašmayman. (p.74) 
58) Havasiŋgiz keldimi, siz ham yɔšrɔġiga uylana qɔliŋ. (p.77) 
59) Buniŋ učun sizga oxšagan kišilarni safarbar qiliš kerak,… (p.79) 
60) Siz ham čakki emassiz. (p.79) 
61) Šu uyni sizga berišib juda yaxši qilišdi, uzukka kozdek yarašdi! (p.80) 
62) Siz šunaqa deysiz-da, ɔdamlar uy-jɔyga qaraydigan bolib qɔlgan,… (p.83) 
63) Yɔ endi siz ɔlasizmi? (p.83) 
64) Buni siz yaxši bilasiz. (p.84) 
65) Siz oša bir kɔyib qoyganiŋgizdan keyin anča tuzuk bolib qɔlgan edi, keyin… sizdan ketgandan keyin yana… (p.85) 
66) Oziŋgiz bir nima demasaŋgiz… sizdan hayiqadi. (p.85) 
67) Sizdan hayiqadi… Insɔfga čaqirib qoysaŋgizmikin… (p.85) 
68) Qars ikki qoldan čiqadi, siŋlim, siz ham hadeb tiklašavermaŋ. (p.85) 
69) Nazarimda, siz Mirsalim akani meŋga yaqin tutib, ba’zi gaplarni yamladiŋgiz. (p.88) 
70) Siz bilan meniŋ vijdɔn burčimiz ham šu. Siz bilan biz bir daraxtmiz,… (p.88) 
71) Siz kelmasdan ilgari ikki bɔlaniŋ oziga emas, ɔtasiga qarab bahɔ qoyibdi. (p.89) 
72) Yoq, siz bemalɔl gapiraveriŋ. (p.89) 
73) Sizga nihɔyatda qiyin, juda qiyin. Sizni adaštirišlari mumkin. Lekin siz tajribali, kopni korgan tadbirli kišisiz. (p.93) 
74) Siz ziyraksiz, tadbirlisiz, yetti olčab bir qirqasiz. (p.93) 
75) Lekin sizniki bɔšqača. (p.93) 
76) Siz šunaqasiz, meniŋ gaplarim qulɔġiŋgizda turmaydi, xayɔliŋgiz qayɔqda edi? (p.93) 
77) …hɔzir sizniŋ tišiŋgizni arralab bolmaydi, bošalganiŋgizdan keyin ozim yaxšilab qoyib qoyaman,… (p.96) 
78) Bozni siz bilmaysiz, boz nimaligini bizdan soraŋ, jɔn bɔlam! (p.97) 
79) Bu sizga! (p. 101) 
80) Siz čiqmasaŋgiz ham boladi devdim, yoq, rɔzi bolmadilar! (p.102) 
81) Vɔy, sizni bilasiz, deb oylabman. (p.105) 
82) Siz oziŋgiz išlaysizmi? (p.105) 
83) Xop, siŋlim, siz bɔraveriŋ, bu yɔġini ozimiz gaplašib qoyamiz,… (p.106) 
84) Sizdan buni kutmagan edik. (p.107) 
195 
 
85) Qani hamma ham sizdek ɔq koŋgillik bilan qabul etsa… (p.110) 
86) …bir kelgindi torga čiqib, siz bilan biz qɔlarmidik! (p.110) 
87) Ba’zilarini siz ham korib yuribsiz,… (p.111) 
88) Qani endi sizga oxšagan tašabbuskɔr direktordan koprɔq bolsa! (p.112) 
89) …mana, dokladda ham sizniŋ maktabiŋgiz bilan nɔmiŋgiz, nima učundir, qizil qalam bilan očirilgan. (p.112) 
90) Bɔla bitta menikimi, maŋ siz ham bɔqiŋ! (p.114) 
91) Siz uyaliŋ. (p.115) 
92) Sizniki ham kam emas, šu yaqindagina ikkita koylak tiktirdiŋgiz,…(p. 116) 
93) Heč kim sizniŋ yuziŋgizga sɔlayɔtgani yoq. (p. 117) 
94) Sizni heč kim yetim deyayɔtgani yoq. (p. 117) 
95) Hɔy, nɔinsɔf, sizga gapiryapman, bɔla qiynalib ketdi. (p. 118) 
96) Ha, siz bilmaysiz, siz kormaganda qiladilar,…(p. 119) 
97) Siz ham ɔnalarga oxšab toyġizib emizsaŋgiz ekan:…(p. 119) 
100) Sizniŋ šu yerda bolganiŋgiz yaxši,… (p.122) 
101)  Bɔya siz meniŋ xizmat yerimni soradiŋgiz. (p.125) 
102)  Siz ziyɔli ɔdamsiz, tušunasiz, sizga aytsam boladi. (p.125) 
103)  Qaytib kelsa siz bɔr-ku. (p.126) 
104)  Men sizniŋ tergɔvčiŋgiz Čuxanovman. (p.136) 
105)  Qisqa qilib aytganda, sizni Davlat xavfsizligini saqlaš organi qamɔqqa ɔlgan. (p.137) 
106)  Bɔriŋ, sizga jɔy tayyɔrlab qoyišgan bolsa kerak,… (p.137) 
107) Nimani bɔšlaymiz, meniŋ sizga aytib beradigan heč qanday jinɔyatim yoq. (p.138) 
108) …siz qanday tušunsaŋgiz, tušuniŋ, lekin bu yerda nɔhaqlik bɔr. (p.138) 
109) Siz meŋga luqma tašlab sozimdan adaštirmaŋ. Men sizniŋ maqsadiŋgizni ham bilaman,… (p.141) 
110)  Men sizdan sorab otirmayman! (p.145) 
111)  Siz ham šu yerda išlaysizmi? (p.147) 
112)  Siz ham tergɔvčimisiz? (p.147) 
113)  Sizča kimman? (p.147) 
114)  …siz kuč bergan toŋka endi kokarmaydi… (p.149) 
115)  Šukurov, sizniŋ tuhmatčiligiŋgizga emas,… (p.151) 
116)  Siz oziŋgizniŋ ġamiŋgizni yeyaveriŋ,… (p.151) 
117)  Xalq dušmani Bɔltaqul sizniŋ maslakdɔšiŋgiz ekanini unutmaŋ! (p.151) 
118)  U sizdan kora aqlli ekan: ozini qiynagani yoq, hammasini aytib berdi,… (p.151) 
119)  Siz uni taniysizmi? (p.152) 
120)  - Siz ham oša tɔmɔnlardanmisiz? 
- Ha, Siz-či? (p.152) 
121)  Sizni-ku tanimayapman, ɔtaŋgizniŋ nɔmlari nima edi? (p.152) 
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122)  Oša kiši sizniŋ ɔtaŋgiz edimi? (p.152) 
123)  Yoq, siz bilmaysiz. (p.155) 
124)  Oša siz aytgan Dilɔvɔrxoja men bolaman. (p.155) 
125)  Siz ham bu yerda bekɔrga otirmagandirsiz. (p.155) 
126)  Tunɔv kuni siz ismimni soraganiŋgizda qaysi birini aytišni bilmay familyamni aytgandim. (p.157) 
127)  Bečɔra ɔna sizni ušlab ɔlišlarini tuš biladimi! (p.158) 
128)  - Sizga oxšagan ɔla ičimizdan čiqmaganda, balki…  
- Siz bilan «bitta-yarimta ɔla» emas, xalq kurašgan, butun xalq. (p.160)  
129)  Siz meniŋ gaplarimdan ajablanmaŋ. (p.161) 
130)  Ɔġir boliŋ, Sɔdiqjɔn, sizni ɔtišayɔtgani yoq-ku,… (p.162) 
131)  Agar men Šorɔ hukumati bolsam, sizni bunday kameraga qoyiš emas,… (p.162) 
132)  Meniŋ… sizniŋ ɔldiŋgizga kirišimniŋ… kirišimdan maqsad… meniŋ talɔġimni beriŋ. (p.166) 
133)  Endi qaytib kelmaydigan bolganiŋgizdan keyin oġliŋgizni… oġlimniŋ qayerda bolišiniŋ sizga qančalik farqi bɔr. (p.167) 
134)  Siz hammadan xafa bolavermaŋ, dɔim yɔmɔndan yaxši kop, harɔmdan halɔl. (p.169) 
135)  Birɔvda ɔlasim bɔr demɔvdi-ku, yɔ sizga aytuvdimi, Mušaffarxɔn? (p.169) 
136)  Siz uyda xavɔtir ɔlmaŋ,… (p.170) 
137)  Akam siznikini orarmidilar? (p.171) 
138)  Yɔ siz ham šunaqa qilasizmi? (p.171) 
139)  Siz-či? Yɔmɔn kormassiz! (p.171) 
140)  Siz erkaklarga maza! (p.172) 
141)  Ha, sizga aytiš esimdan čiqqan ekan, ɔyi, bɔrmasam bolmaydigan iš edi! (p.174) 
142)  Keč qɔlsam siz xomrayasiz, majlisga bɔrmasam idɔra… (p.174) 
143)  Avvalam sizni sɔġindim, keyin… keyin bir maslahatli išim ham bɔr edi… (p.174) 
144)  Ɔyijɔn! Men sizdan xafa emasman. (p.178) 
145)  Sɔdiq Qočqɔrov sizga kim boladi? (p.180) 
146)  Men sizdan kim kim učun javɔbgar ekanligini sorayɔtganim yoq,… (p.180) 
147)  Ehtimɔl, siz atayin bekitib kelmagandirsiz. (p.180) 
148)  Siz uni taniysizmi? (p.182) 
149)  Keyin sizniŋ oz tašvišiŋgiz oziŋgizga yetadi. (p.184) 
150)  Sizga tekkan kasrim ham yetadi. (p.184) 
151)  Yoq, Aziza, siz toġri tušuniŋ! Faraz qilaylik, men sizga barčasini aytdim,… (p.184) 
152)  Sizdan xavɔtirim bɔr. Sizdan ajralib qɔliš ɔldida bu tašvišlar bari… (p.186) 
153)  Endi men sizga teŋ emasman. Siz uč yildan keyin vrač bolasiz. (p.186) 
154)  Hɔy, sizga bir narsa boldimi? (p.186) 
155)  Buyruq institutdan haydališim učun emas, sizdan ajrališ učun čiqqaŋga oxšaydi,… (p.186) 
156)  …men sizni injener bolišiŋgizni emas, oziŋgizni yaxši korganman. Sizni deganman, sizni deyman ola-olgunimča.(p.186) 
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157)  Sizni deganim degan!! (p.186) 
158)  Siz bu yerda nima qilib yuribsiz? (p.187) 
159)  Men sizdan soramɔqči edim, siz nima qilib yuribsiz? (p.187) 
160)  Bilasizmi, yigitča, bu tentaklikni qoysaŋgiz, Aziza sizniŋ teŋgiŋgiz emas. (p.187) 
161)  Men sizni yaxši taniyman. (p.187) 
162)  Bolmasa siz ham bilib qoyiŋ: Aziza sizniŋ qiziŋgiz bolgani bilan ixtiyɔri ozida. (p.188) 
163)  Men sizniŋ oġliŋgiz emasman, dadamniŋ oġliman,… (p.190) 
164)  Hɔy, Mirsalim, sizga nima boldi? (p.192) 
165)  Siz učun emas, ozim učun, kelin. (p.192) 
166)  Siz kelmasiŋgizdan sal ilgari vodoprovod jildirab ɔqsa,…(p.195) 
167)  Men sizniŋ ziyrakligiŋgizga qɔyilman, juda qɔyilman. (p.196) 
168)  Bir payġambarniŋ bašɔrati siznikiča bolar-da! Ɔrtiq bolmas! Men sizga qɔyilman, hamma qɔyil. (pp.196-197) 
169)  Siz oylabsizmi… (p.197) 
170)  Ey, qoyiŋ, siz soramaŋ, men aytmay. (p.197) 
171)  Men sizga qɔyilman, xɔtin kiši bolsaŋgiz ham onta erkakdan hušyɔr ekansiz. (p.197) 
172)  Siz vaqtida talɔġiŋgizni ɔlganiŋgizdan, tinč qɔldiŋgiz-da, bolmasam… (p.197) 
173)  Maratniŋ mehri sizga umrli bolib tušibdi, jɔn bɔlam. (p.198) 
174)  Siz keladigan bolgandan beri bɔlam yayrab qɔldi, kelin. Kočada sizni qiynamadimi? (pp.198-199) 
175)  Siz yoġiŋgizda Marat oġliŋgiz ičikib qɔlyapti, ayasi,… (p.199) 
176)  Avvalɔ siz bu uydan čiqib ketmagansiz,… (p.200) 
177)  Sizniŋ brigadaŋgiz šu yerda turadi. (p.201) 
178)  Siz ham šu yerdamisiz? (p.203) 
179)  Sɔdiqjɔn! Men sizni bu gadɔy tɔpmas tɔmɔnlarga sira ham kelmassiz deb oylagan edim. (p.203) 
180)  Sizniŋ bir balɔiŋgiz bɔr, mendan yaširyapsiz, mayli. (p.203) 
181)  Siz doktor emassiz-da,… (p.207) 
182)  Sizga qiyin, juda qiyin! (pp.207-208) 
183)  …hɔzir sizda neča daraja sɔvuġikin? (p.210) 
184)  buniŋ ustiga siz otkinči his-tuyġular tizginiga erkiŋgizni berib, uŋga yana ɔzɔr yetkazsaŋgiz,… u hammasini unutib, 
kečirib, sizniŋ bɔšiŋgizga šafqat qolini čozsa,… sizniŋ sɔġliġiŋgizni sorab, koŋliŋgizga tasalli bersa,… (p.213) 
185)  Sizniŋ ɔldiŋgizdagi gunɔhim kečirilmas,… sizdek ɔdamniŋ yuziga ɔyɔq tiradim, iztirɔbga sɔldim. Siz bolsaŋgiz 
hammasini unutib,… Yuragiŋgiz bunča keŋ! Sizniŋ bu ɔliyjanɔbligiŋgiz qaršisida bɔšimni egaman. (p.214) 
186)  Sizga ham posilka kelganmi? (p.215) 
187)  Siz bilan meniŋ yolim bɔšqa-bɔšqaligini bilasizmi ozi? (pp.216-217) 
188)  Nima, siz bilan bir lagerga tušgan bolsam, ɔramizdagi tafɔvut yoqɔlibdimi? Yoqɔlmaydi! Imɔniŋgiz kɔmil bolsiŋki, 
meniŋ qɔnimni qaynatganda ham siznikiga, sizga oxšaganlarnikiga qošilmaydi. Miŋ qiliŋ siz yurgan kočadan men 
yurmayman va yurɔlmayman… Bu yoldan meni siz tugil, sizdan zorrɔġi ham qaytarɔlmaydi. (p.217) 
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189)  Siz nima qilib bu qarmɔqqa ilinib qɔldiŋgiz? (p.218) 
190)  Men sizga bir sirni aytaymi, Sɔdiq aka? (p.218) 
191)  Eski qadrdɔn bolganimiz učun sizga aytyapman, bolmasa mumkin emas. (p.218) 
192)  Undan kora, keliŋ, men sizga bir yaxšilik qilay. (p.218) 
193)  Sizniŋ išdan qoliŋgiz tegmasa, men indamasam… (p.220) 
194)  Siz bɔrmaŋ. Sizga bir gap tekkani yetadi. (p.220) 
195)  Xafa bolmaŋ, Qɔdirjɔn, sizni ayblayɔtganim yoq. Qani hammaniŋ ukasi sizga oxšagan bolsa! (p.220) 
196)  Mayli, kelinɔyi, siz bɔriŋ. (p.220) 
197)  Dada-či, dada, oša kiši sizniŋ qulɔġiŋgizni kesib ɔlarmiš! (p.227) 
198)  …men sizniŋ gunɔhiŋgizni kečirsammikin-kečirmasammikin deb kelganim yoq. (p.230) 
199)  Siz ham šu yerdamisiz? (p.231) 
200)  Siz-či? (p.232) 
201)  Siz šunaqa deysiz-ku, četda jillabolmaganda, mana bulari bolmaydi,…(p.232) 
202)  U xɔtin, siz erkak,… (p.234) 
203)  Sɔdiqjɔn, sizmi! (p.236) 
204)  Hop, mayli, siz šu yerda turiŋ, men darrɔv xabar ɔlib kelaman. (p.236) 
205)  Siz nima desaŋgiz, šu-da! (p.238) 
206)  Oziŋgiz bilasiz, serkamiz siz,…(p.238) 
207)  Uniŋ ornida siz bolsaŋgiz, tašlab ketsak xursand bolarmidiŋgiz? (p.239) 
208)  Men sizga tašlab ketiŋ deyapmanmi! (p.239) 
209)  Ɔldiga tušgani yuragim betlamay, bɔyadan beri sizni pɔylab šu yerda otiribman. (p.240) 
210)  Ikki marta sizni soradi. (p.240) 
211)  Yoq, ulamani siz ɔlib berasiz-da. (p.244) 
212)  Men sizni yaxši bilaman,…(p.245) 
213)  Kamrɔq ičiŋ, sizni birɔv zorlamagandir. (p.246) 
214)  Sizniŋ qɔniŋgiz qaynɔqmi? (p.247) 
215)  Masalan, siz kimdan ešitdiŋgiz? (p.249) 
216)  Hali men sizni direktorlikkača tarbiya qilaman deb yuribman-ku…(p.249) 
217)  Ha, siz dɔnɔsiz! (p.252) 
218)  Sizniŋ nimaŋgizni quršaydi. (p.255) 
219)  Siz xavɔtir ɔlmaŋ,… (p.260) 
220)  Buni siz bilan men qilmasak, kim qiladi! (p.262) 
221)  Ehtimol, siz bilan biz anavi dostim aytganidek ġɔv bolib dušmanni toxtatgunča oša yerda koz yumarmiz,… (p.263) 
222)  Finlyandiya urušida meŋga ham avval sizga oxšab ġalati koriŋgan edi…(p.267) 
223)  Avvalɔ siz buni bir oqiŋ, bɔšqa gap bɔr. (p.274) 
224)  Meni sinamagan endi siz qɔluvdiŋgiz. (p.275) 
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225)  …šorɔ sizni qamab xatɔ qilgan,… Qani endi barča ham sizga oxšab šorɔga jɔnini tiksa. Afsus, sizdaqalar… (p.275) 
226)  Ie, hali sizga aytmɔvdimmi? (p.276) 
227)  Yɔ, sizga beraymi? (p.276) 
228)  Bɔgun uyġɔŋganda siz tepasidamidiŋgiz? (p.277) 
229)  Unda tamaki torvani sizga qačɔn berdi? (p.277) 
230)  Mana bittasi siz. (p.278) 
231)  Sizni birɔv bir narsada ayblayaptimi? (p.278) 
232)  Šu torvačani siz ɔlib qoyiŋ, Sɔdiqjɔn,… Rahmatli, mendan kora sizga yaqin edi. (p.278) 
233)  Sizniŋ qoliŋgizda korib yurganim ham boladi. (p.279) 
234)  Siz učun suvga ham, otga ham kiraman,… (p.282) 
235)  Siz doktorga men čɔrva albatta teŋ emas! (p.283) 
236)  Hɔy, Qɔdirjɔn aka, sizga nima boldi, birɔv bir narsa deyaptimi! (p.283) 
237)  Siz šunaqa emasmikansiz deb qorqar edim,… (p.284) 
238)  Siz kimsiz? (p.287) 
239)  Siz Sɔdiq akaniŋ ukasisiz, šundaymasmi? (p.290) 
240)  Sizniki qayerda edi ozi? (p.290) 
241)  Sizga toġrisini aytmasam bolmaydi: asli ismim Mordaxay,… (p.29) 
242)  Siz ham šunday deyaveriŋ. (p.291) 
243)  Endi sizdan bitta iltimɔsim bɔr. (p.291) 
244)  Axir bu ahvɔlga tušgan bitta sizmi! (p.293) 
245)  Tentak bolib qɔlibsiz, sizga birɔv bir narsa deyaptimi. (p.301) 
246)  Sɔdiqjɔn, siz bilmaysiz, ɔdam oldirgandan tuhmat yɔmɔn… (p.301) 
247)  Sizda bɔri-čun… (p.302) 
248)  Balli-e, kim aytadi sizni issiq-sɔvuqni korgan deb. (p.303) 
249)  Sizniŋ yaraŋgiz ɔġir emasmi? (p.322) 
250)  Sizga bir xizmatni tɔpširiš niyatida turibman,… (p.329) 
251)  Marhamat, ober-mulla afandim, bu bizdan sizga in’ɔm! (p.331) 
252)  Bolmasa bu sizga yarašadi, janɔb prezident,… (p.333) 
253)  Extimɔl, sizga mas’uliyatli vazifalar yuklašga toġri kelib qɔladi. (p.334) 
254)  Siz nimani ma’qul tɔpsaŋgiz šu! (p.334) 
255)  Qani endi barča ham sizga oxšab zarbu šijɔat bilan ġayrat kamarini bɔġlasa! (p.335) 
256)  Siz-či? (p.335) 
257)  …men sizni tanimabman. Nemis minomyotčilariniŋ ta’zirini bergan siz bolasiz-a! Juda qɔyil qilibsiz! Komissar keča 
partiya majlisida sizni gapirdi. (p.340) 
258)  Rahmat! Siz yetib kelmaganiŋgizda… (p.343) 
259)  Men sizni tanib turibman. Siz ham meni tanidiŋgiz, albatta. (p.343) 
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260)  Siz meni kim deb oylasaŋgiz oylaŋ,… Men frontga sizni učratib, oč ɔliš niyatida kelgan emasman. (p.343) 
261)  Birɔv sizni lagerga qaytiŋ deyɔtgani yoq. (p.343) 
262)  Šuniŋ učun sizga bir haqiqatni aytmɔqčiman. Men sizni qattiq qollik bilan oša vaqtda tergɔv qilgan ekanman… (p.345) 
263)  Lekin šuni unutmaŋki, men sizni dušman deb, dušmaŋga qilinadigan muɔmalada bolganman. (p.345) 
264)  Bu siz učun, bɔšidan kečirgan kiši učun qiziq, xɔlɔs. (p.345) 
265)  Čuŋki siz biz ayblagan kiši bolganiŋgizda frontga emas, bɔšqa yɔqqa yol ɔlgan bolardiŋgiz,… (p.345) 
266)  …sizni bezɔvta qilmaslikka qarɔr qildik. Lekin sizniŋ barča kuzatuvimizdan xabar tɔpišiŋgiz qiziq. Bu sir qɔliši kerak 
edi. Sizga kim aytdi? (p.345) 
267)  Ɔčiġini aytaymi sizga? (p.346) 
268)  Hali sizga atalgan išniŋ birɔrta qati ham buzilgani yoq. (p.350) 
269)  Siz-či? Siz nega yɔzilmaysiz! (p.351) 
270)  Siz meni yaxši bilmas ekansiz. Akaŋgiz sizga uyda qanaqa tarbiya bergan bolsa,… (p.351) 
271)  Faqat sizu men bilan iš bitmaydi-da. (p.352) 
272)  Siz meni bilasiz, vassalɔm, bɔšqa bilan išiŋgiz yoq. Men esa sizga išɔnaman. (p.352) 
273)  Men siz bilan ɔčiqčasiga gaplašmɔqčiman. Rɔstini aytsam, siz juda qaltis iš tutyapsiz. (p.353) 
274)  Sizniŋ bu xɔtirjamligiŋgiz meni ajablantirmaydi, čuŋki sizniŋ kimligiŋgizni bilaman,…(p.353) 
275)  - Bɔrdi-yu, sizga išɔnsak nima nafiŋgiz tegadi? 
- Bu sizniŋ qɔbiliyatiŋgizga bɔġliq! (p.354) 
276)  Sizga padarim nima qildi? Qizini sizga čorilikka berib,… (p.372) 
277)  Men olayu, siz qutuliŋ. (p.372) 
278)  Siz kečikib xabar beryapsiz, ortɔq Qočqɔrov,… (p.374) 
279)  Mirzɔhidov sizniŋ ustiŋgizdan allaqačɔn anonimka tašlab bolgan. (p.374) 
280)  Šunday qiliŋki, Mirzɔhidovniŋ ozi ham sizdan šubhalanmasin! (p.374) 
281)  Aziza Mirsalimovna sizni tanir ekanmi, juda qorqib ketdi. (p.375) 
282)  Sizni ham koradigan kun bɔr ekan-ku! (p.376) 
283)  Adɔlat xɔlam yaxši yuribdilar, ikki kozlari sizniŋ yoliŋgizda,… (p.376) 
284)  Qani hamma yɔmɔn sizga oxšagan bolsa,… (p.372) 
285)  Bu ham sizniŋ baxtiŋgiz, Sɔdiq aka, juda katta baxtiŋgiz. Bolmasa siz tušgan vagon qularmidi! (p.379) 
286)  Siz šu yerda turiŋ! (p.381) 
287)  Sizdan bɔšqa biladiganlar ham bɔrmi? (p.382) 
288)  Men sizga tušimni aytayapmanmi? (p.382) 
289)  Keyin sizniŋ bɔšiŋgizga tez yuriš toġri kelmaydi,… (p.384) 
290)  Haligi doktor qiz sizga kim boladi? (p.384) 
291)  Sizga juda kop gaplar gapirganman. (p.393) 
292)  Akaŋgiz qamalib, sizni institutdan bošatišgandan («haydašgandan» deyišga tili bɔrmadi) keyin bir učrašdik-ku, činɔrli 
xiyɔbɔnda. Men sizni uyiŋgizdan čaqirib čiqdim. (p.393) 
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合計 342 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 
 
1) Siz tuman bɔrib keldiŋgiz, siz aytiŋ? (p.2) 
2) - Ha, šu siz, šu siz!‐dedi. 
- Unda, sizlarga tɔpširiq: bɔriŋlar, meni kim ekanimni bilib keliŋlar! (p.2) 
3) Mana šu qizalɔqni ɔla ketiŋ, sizga qiz boladi! - dedi. (p.5) 
4) Siz Mirzaxojabɔyni kenja zaifasi... Zaynab... Zaynab xɔtinmisiz? (p.5) 
5) Siz kimni zurriyɔtini bɔzɔrga ɔlib čiqqaniŋgizni bilyapsizmi? Kimsan, Mirzaxojabɔyni zurriyɔti! (p.6) 
6) Baribir emas-da, ortɔq rais, baribir emas-da… Nega siz bilan biz yuribmiz, ular esa ɔčlikdan oladi?… Siz bilan biz firqamiz. 
Šunday ekan, siz bilan biz sovet tuzumi dušmanlariga qarši kokragimizni qalqɔn qilišimiz kerak. (p.8) 
7) Šuniŋ učun siz bilan biz ɔčarčilikka qarši šafqatsizlarča kuraš ɔlib bɔrišimiz kerak. (p.8) 
8) Ortɔq rais, siz aytgandek, kazɔ-kazɔlarga qaraladigan bolsa, ɔčarčilikni tugatib bolmaydi. (p.11) 
9) - Firqa bɔva, meni ɔlib ketiŋ, - deya inqilladi. 
- Ozimga en bolɔlmayman, sizga qanday boy bolaman? - deya oksindi Bɔtir firqa. (p.11) 
10) Bizga sizdek kommunistlar kerak! - dedi Ɔxunboboev. - …Biz sizni kotaramiz! (p.12) 
11) - Endi, ortɔq Rašidov... Men obkomga yaqinda keldim, - deya manqalandi… 
- Siz išni kelgan jɔyidan davɔm ettirmaŋ! - ɔvɔzini kotardi Šarɔf Rašidov. (p.19) 
12) - Nima, endi siz ham amir Ɔlimxɔnni išlarini... kelgan jɔyidan davɔm ettirmɔqčimisiz? 
- Men... men... (p.19) 
13) - Men sizni ɔxirgi amirga teŋlaštirmɔqči emasman. Mana, siz farġɔnaliksiz… Šuniŋ učun ham partiya sizni mana šu    
vɔhalarni bɔġ-bostɔnlarga aylantirsin, deb yubɔrdi… 
- Vinovat, Šarɔf Rašidovič, vinɔvat. Men... tušunmabman. (p.19) 
14) Ɔrɔl siz bilan bizdan ɔldin ham bɔr edi, siz bilan bizdan keyin ham boladi!... Suvi kamaysa, siz bilan biz aybdɔr bolmaymiz… 
Siz, čol-biyɔbɔnda hayɔt kečirayɔtgan xalqni oylaŋ! Siz, ɔyɔqlariŋgiz ɔstida čollab yɔtgan tuprɔqni oylaŋ!... Siz bilan biz 
mana šu čol-biyɔbɔnlarni insɔn yašaydigan makɔŋga aylantirmasak... (pp.19-20) 
15) Siz frantsuz avaŋgardizmini qayerdan bilasiz, ortɔq Mirzaxojaeva? (p.21) 
16) - U bɔla sizga kim boladi? 
- Qizim bilan bir jɔyda išlaydi. (p.22) 
17) Kim aytadi sizni raykom sekretarini oġli deb?… Siz ozi qaysi jamiyatda yašayapsiz? (p.23) 
18) …Siz qaysi jamiyatda yašayapsiz, ozi?… Sizni xɔnadɔniŋgizda esa... isiriq kezib yuribdi, isiriq! (pp.23-24) 
19) - Men oylab-oylab,… Rajabovni qabulxɔnasiga telefon qilmɔqči boldim… 
- …Axir, ortɔq Rajabov sizniŋ redaktoriŋgiz emas-ku? - dedi rais. (p.24) 
20) Ortɔq bɔš vrač,… Siz ham masalaga partiyaviy yɔndašib, meditsina terminlarini partiyaviy tušuntirib beriŋ. (p.27) 
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21) - Siz Madievni qayerdan bilasiz? 
- Qayerdan bilardim, išɔnčli manbalardan bilaman. (p.28) 
22) Uka, šaxsan men ozim sizni kommunistik partiya safiga qabul qildim. (p.28) 
23) Rahmat, uka,… sizni qollab-quvvatlašimni bilganidanmi, ortɔq Rajabov meni jonatdi. (p.28) 
24) Lekin sizniŋ hurmatiŋgiz učun davɔlaniš muddatini ɔlti ɔyga kamaytirib berišim mumkin. (p.29) 
25) Siz šɔir-šɔir deysiz. Mana šu palatada... general yɔtibdi, general! (p.31) 
26) Siz bolsa, šɔir-šɔir, deysiz. Šɔiriŋgiz kim bopti? (p.31) 
27) Sizgayam šunaqa ust-bɔš ɔlib beraymi? (p.32) 
28) Aytdim-qoydim-da, rais bɔva,‐dedi.‐Siz katta ɔdamsiz, partiya veteranisiz. Sizga yarašmaydi. (p.32) 
29) Sizniŋča, qayerga qoygani ma’qul? (p.34) 
30) Zamɔn seŋga bɔqmasa, sen zamɔŋga bɔq, deydilar. Siz zamɔŋgayam... bunday bir qaraŋ-da, rais bɔva. (p.39) 
31) Siz, ozi... kim ekanligiŋgizni bilasizmi, rais bɔva?‐dedi. (p.41) 
32) Siz, respublika yaratgan ɔdamsiz, rais bɔva, siz respublika qurgan ɔdamsiz! Siz bolmaganiŋgizda... (p.41) 
33) Albatta-da, rais bɔva. Siz bolmaganiŋgizda... bu imɔratlar qayerda edi, bu yurtlar qayerda edi? (p.41) 
34) Siz qurgansiz, rais bɔva, siz qurgansiz! - bid-bid etdi kampiri. - Davlat degani siz, siz degani davlat, rais bɔva! (p.42) 
35) Bɔr, mana, siz, biz ham qayta quruvčimiz. (p.52) 
36) - Bɔr, siz bilan biz yɔšlarni bilmaymiz, bor. 
- Siz obkom Rajabovsiz, siz burjua mafkuračilarini namuna qilmaŋ, ortɔq Rajabov! (p.52) 
37) Siz, sovet xalqlarini qafasdan qutulib čiqqan... kaptarga oxšatyapsiz-da? (p.52) 
38) Ozi, yaxšilab oylab qaralsa, siz aytgan ɔzɔdlik... teŋsizlik, demak. (p.54) 
39) Ana sizga ɔzɔdlik, mana sizga ɔzɔdlik! (p.54) 
40) Ɔfarin, ortɔq Esɔnov, ɔfarin! - dedi Rajabov. - Siz dɔnɔ partiya-sovet arbɔbisiz! (p.58) 
41) - Men sizniŋ aql-zakɔvatiŋgizga... obkomdayɔq qɔyil bolib edim! Endi esa men sizga siġinaman! 
- Ortɔq Rajabov, siz obkomni birinči sekretarisiz, byuro a’zosiz! Siz otiriŋ, ozim čɔy ɔlib kelaman. (p.60) 
42) U siz, ortɔq Esɔnov, u siz Bɔtir firqa, kommunist Esɔnov, raykom Esɔnov! (p.63) 
43) Kozni čirt yumib, yutib yubɔriŋ, - dedi kampiri. - Men sizga arɔq ičiŋ, deganim yoq. (p.65) 
44) Brejnev davrida barča sizni ortɔq Esɔnov, der edi, Bɔtir firqa, der edi. (p.67) 
45) Siz nomer birinči erkak ediŋgiz, men nomer birinči ayɔl edim. (p.67) 
46) - Hanifa Rajabovna, men... ozimga en bolɔlmayman, sizga qanday boy bolaman? 
- Siz Rajabovni ham sinfdɔšisiz, ham dostisiz. Ošani učun faqat sizga telefon qildim. (p.69) 
47) - Šu, oziniyam bir koray? - dedi. 
- Aslida mumkin emas. Lekin sizga mayli. (p.70) 
48) - Ortɔq Esɔnov, meni ɔlib ketiŋ... 
- Bardam boliŋ, ortɔq Rajabov, bardam boliŋ! - dedi Bɔtir firqa. - Men sizni ɔlib ketaman! (p.71) 
49) - Sizga nima boldi? - dedi. - Tuppa-tuzuk professor-a, professor! 
- Men bularga teŋ bolmɔqči emas edim, janɔb doxtir… 
203 
 
- Sizda ham qošin bɔrmi? - dedi bɔšliq. (p.72) 
50) - Sizga neča marta aytaman, aralašmaŋ, deb? Mana, yana aralašibsiz! - kuyundi bɔšliq. 
- Aralašmay boladimi, janɔb doxtir,… Aytaylik, Kutuzov kim? Kutuzov sizga kim boladi? (p.73) 
51) Siz eŋ avvalɔ, oz ɔna-vataniŋgizni farzandi boliŋ!... Siz Amir Temur boliŋ! Siz Bɔbur boliŋ! Siz Ibrɔhimbek boliŋ! (p.73) 
52) Ortɔq Rajabov, siz qimirlamay yɔtiŋ, ozim kelib ɔlib ketaman! (p.73) 
53) Endi, gap bunday, ɔtaxɔn. Siz ham, ortɔq Rajabov ham ɔna-vataŋga xizmat qilib qoygan zɔtsizlar! (p.74) 
54) Siz aytgan ukollar bɔšqa, ɔtaxɔn, bɔšqa. (p.74) 
55) Ɔrɔlga ulasa, sizga nima. Siz xizmat qilib qoygansiz. Mana isbɔti - orden! (p.75) 
56) Kommunist Esɔnov, siz Ɔrɔlga qanday yɔrdam berasiz, desalar nima deyman? (p.80) 
57) Siz bu šaharda kopdan buyɔn išlaysizmi, uka? (p.86) 
58) - Siz... 
- Men tɔšga bitik bituvčiman. (p.86) 
59) - Mabɔdɔ ošalar ɔrasida... men yoqmidim? 
- Yoq, siz yoq ediŋgiz. (p.87) 
60) - Xop, siz ɔmɔnatiŋgizni bemalɔl tɔpširib kelaveriŋ. Buyɔġini bizga qoyib beriŋ. 
- Nima qilay-nima qilay? 
- Siz ɔldin ɔmɔnatiŋgizni berib keliŋ. (p.87) 
61) - Unda, siz ham čatɔq ekansiz, ɔtaxɔn. 
- Beayb parvardigɔr, uka, beayb parvardigɔr. 
- Unda, siz bilan mulɔqɔtda boliš xavfli ekan... (p.94) 
62) - Endi, siz el-yurtni savɔb išlarini qilyapsiz, uka. El-yurt xizmatini qilyapsiz. Šu bɔis, koŋgildan čiqarib ɔlib keldim. 
- Rahmat,… Men sizga aytsam, ɔtaxɔn, bandačilik - xudɔyi taɔlɔniŋ dargɔhiga mehmɔn bolib bɔriš, demaqdir. (p.94) 
63) Kopni duɔsi kol, deydilar, ɔtaxɔn. Siz ɔqsɔqɔllar faqatgina duɔi fɔtiha berasizlar, boldi. (p.100) 
64) - Iya-iya! - dedi Bɔtir firqa. 
- Lekin sizni kop qaradilar. 
- Hamma boldi, faqat siz bolmadiŋgiz. (p.101) 
 
合計 102 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 
 
1) Siz qamɔqqa ɔlindiŋgiz,‐dedi past boyli ɔdam, uniŋ ɔrqasiga otib. (p.4) 
2) Sizmidiŋgiz? Qorqib ketibman,‐dedi. (p.7) 
3) Yo-oq. Hečam unaqamas. Sizni nimaga čiqarib yubɔrišmayapti, hayrɔnman. Sizga yana yaŋgi dɔrilar buyurišibdi. (p.7) 
4) Siz ešitiŋ, bu yaŋgisi. (p.7) 
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5) Men ɔšnam bilan gaplašib ɔlay, malɔl kelmasa siz čiqib turiŋ. (p.8) 
6) Siz hujjatlarni toġrilaŋ, hɔzir ketamiz. (p.9) 
7) Ha, siz hujjatlarini toġrilayveriŋ.Tabibbɔši ham zoraki jilmayib, čiqib ketdi. (p.10) 
8) Asadbekka muhabbat begɔna, desam, siz išɔniŋ. (p.14) 
9) Siz bu gaplarimga unčalik išɔnmadiŋgiz… Asadbekniŋ uyda musulmɔnševa boliši siz učun ġalati tuyuliši mumkin. Lekin 
men sizga Asadbekniŋ ɔnasi haqida hali sozlaganim yoq. (p.14) 
10) Ɔqlovči soŋgi suhbatda «yaxši ɔdamlar ɔraga tušib sizni ɔtuvdan ɔlib qɔlišdi. Giyɔhvandlik, qɔtillik ɔliy jazɔga lɔyiq edi. 
Siz meŋga emas, oša ɔdamlarga qulluq qiliŋ», degandi. (p.18) 
11) Šunday ekan, siz ham asardagi yaŋgi tanišiŋgiz Jamšidniŋ kamgapligini asɔsiy fazilat deb bilaveriŋ. (pp.18-19) 
12) «Keldim» deb ham qoymaysiz-a, hɔfiz,… Har hɔlda men sizga begɔna emas edim. (pp.19-20) 
13) Siz meniŋ ziyɔfatlarimni gullatar ediŋgiz. Sizni yoqɔtišdan men nima naf korarkanman? Aksinča, zarar kordim. Siz 
kimgadir yɔqmay qɔlgansiz. (p.20) 
14) Sizni himɔya qilišim kerak edi. (p.20) 
15) Siz endi oša nayčini qidiryapsiz, bilaman. Qidirmaganiŋgizda sizni oġil bɔla demas edim. Nayči bilan... allaqačɔn hisɔb-
kitɔb toġri bolgan. Siz uni oylamaŋ. Siz...uylandiŋgizmi? (p.20) 
16) Siz eŋ zor ašulači bolišiŋgiz kerak. (p.20) 
17) Televizor, radio faqat sizniŋ ašulalariŋgizni beradi. (p.21) 
18) Siz ašula aytganiŋgizda Ɔrtiqlar «amma-xɔlasi havɔdɔr» deb etak ɔčib otiradi. (p.21) 
19) Siz kop soramaysiz, bilaman. Nari bɔrsa, sizga qul bolišim kerak-da, a? (p.21) 
20) Bu iš sizga tɔpširiladi. (p.23) 
21) Agar siz aytganday Asadbekniŋ yoliga toġanɔq bolsa, ɔsɔŋgina yoq qilišmasmidi? (p.27) 
22) Zɔhid siz bilan biz kabi dunyɔdan adɔlat izlardi, haqiqat tɔpmɔq istardi. Mana, oziŋgiz tasavvur qilib koriŋ: siz ham 
kimnidir yɔmɔn korasiz. (p.29) 
23) Xullas, siz ham kimnidir yɔmɔn korasiz. (p.29) 
24) Agarči bu fɔjiadan quvɔnsaŋgiz, «oldirib ketišgani yaxši bolibdi», desaŋgiz, u hɔlda siz ɔdam emassiz. (p.29) 
25) Endi sizga Zɔhidniŋ tuyġusi qisman ma’lum. (p.29) 
26) Siz qɔradɔrifurušlikda ayblanyapsiz. (p.30) 
27) Siz... adašmayapsizmi? Gunɔhim bɔšqadir? (p.30) 
28) Sizniŋ tiliŋizda yeŋgilmi yɔ ɔġirmi, bilmayman. (p.31) 
29) - Siz-či?  
- Umrimda qilmaganman bunaqa išni. 
- Qɔniŋgiz tekširilganda tarkibida qɔradɔri tɔpilgan. Siz faqat arɔqdan emas, qɔradɔridan ham mast ediŋgiz. 
- Yɔlġɔn. 
- Sizga sudmedekspertiza xulɔsasini korsatamiz. (p.31) 
30) - Siz kimdan qorqyapsiz? 
- Kimdan qorqyapsiz? Men qorqmayman. (p.31) 
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31) - Qɔradɔrini sizga kim yetkazib berar edi? - deb soradi Zɔhid asɔsiy maqsadga kočhib. 
- Tanimayman, - dedi Namɔzov gap ɔhaŋgini ozgartirmay. (p.31) 
32) Siz ilmdan bɔšqa narsalarga ham heč aralašganmisiz? (p.32) 
33) - Išɔntiriŋ, deysizmi? Men jinɔyatči ekanimga sizni išɔntirišim kerakmi? Qiziq-ku? 
- Ha, qiziq. Aslida men sizni išɔntirib, aybiŋgizni boyniŋgizga qoyib, qamatišim kerak. 
‐Ayblayveriŋ. Men tɔnmayman. (p.32) 
34) Siz men bilan ɔldi-sɔtti qilmaŋ. (p.32) 
35) Siz ɔlim ɔdam ekansiz. (p.32) 
36) Sizni bilmayman-u, ammɔ Zɔhidniŋ bɔšiga šunday savdɔ tušgan. (p.34) 
37) Sizga yɔlġɔn, meŋga čin - ministrniŋ oġli kirdi. Siz tuzgan masalani ham zor qilib yečib bergandir. (p.34) 
38) Bu šaharga xojayinlik qiliš faqat sizga yarašadi... (p.40) 
39) - Sizni čiqarib yubɔrišmɔqči bolišgan ekan, oziŋgiz konmaganmišsiz? - dedi hamšira. 
- Sizni tašlab ketgim kelmadi, - dedi Anvar, jilmayib. (p.44) 
40) Dilɔbar,- dedi u,- siz meni tušunmadiŋgiz. ……Men sizniŋ qɔšu koziŋgizni emas,… (p.45) 
41) Siz mendan nafratlanmaŋ, agar siz mendan ranjisaŋgiz... men dunyɔdan nafratlanaman. (p.45) 
42) Siz sɔġlɔm yigitsiz. Bu yerga tušib qɔlganiŋgizdan ezilyapsiz. Ezilmaŋ, uka. (p.48) 
43) Men bɔyatdan beri sizga qarab yɔtibman. Haykalga oxšab qɔtib otiribsiz. Men sizga aytsam,- u Anvarniŋ qulɔġiga 
šivirladi,- men ham sɔppa-sɔġman. (pp.48-49) 
44) Siz ham šartta-šartta gapirib yubɔraveriŋ. (p.49) 
45) - Bu juda yaxši! - dedi Elčin, - ular meni kuzatišadi, siz esa ɔšni piširasiz. 
- Men piširaman, sen suzasanmi? (p.51) 
46) - Sizda gapim bɔr, - dedi ayɔl siniq ɔvɔzda. 
- Yuriŋ, - dedi Zɔhid. (p.58) 
47) Sizga bir nima deyišim qiyin. (p.59) 
48) Sizga bu gaplarni birɔv orgatdimi yɔ oziŋgiz oylab tɔpdiŋgizmi? (p.60) 
49) Siz... uyiŋgizga bɔriŋ. (p.60) 
50) Kečirasiz, ɔpa, siz kim bolasiz? (p.60) 
51) Siz ketaveriŋ. ɔš-pɔš pišgunča eriŋgiz uyiŋgizga kirib bɔradi. (p.60) 
52) Sizga šuni aytgani kiruvdim. Ɔvɔra bolib qɔġɔz titib yurmaŋ. Ɔmɔn boliŋ, ɔšna. (p.61) 
53) Namɔzov, siz ɔzɔdsiz. Ayblariŋgiz isbɔtlanmadi. (p.61)  
54) Yaxši ɔdamlarniŋ nazari sizga tušibdi. (p.62) 
55) - Uka, sizni tanimayrɔq turibman? 
- Tanimaysiz. Bir yaxši ɔdamni duɔ qilaveriŋ. Šu ɔdam sizga muruvvat qilmasa, qamɔqda čirib ketardiŋgiz. (p.62) 
56) Yaxšilab bilib ɔliŋ, ɔkaxon: sizni panɔhiga ɔlgan ɔdam kerak bolsa ottiz miŋdan ottiz miŋtasini bɔšiŋgizdan sɔčadi. (p.63) 
57) - Jalil uydami? - soradi Asadbek. 
- Yoġidilar... Ertalab čiqib ketuvdilar... Bugun birinči... Siznikiga ketdilarmi, debman. (p.66) 
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58) Kennɔyi, siz bezɔvta bolmaŋ.. Men hɔzir ketaman, - dedi Asadbek urinib qɔlgan divaŋga otirib. (p.66) 
59) Vɔy, ɔvɔrasi bɔrmi, siz har kuni kelib yuribsizmi? (p.66) 
60) Siz «Xoš, oziniŋ ɔr-nɔmusi-či?» deyišiŋgiz mumkin. (p.69) 
61) Lekin siz išɔniŋ. Mɔl-dunyɔsi behisɔb, ol desa oladigan ɔdamlari bɔr bolgan hɔlda hasratini ešitadigan hamrɔzi yoq 
kišiniŋ hɔliga siz ham rahm qiliŋ. (p.71) 
62) Begim, bir qɔšiq qɔnimdan kečiŋ, sizga nɔtoġri informatsiya berišibdi. (p.74) 
63) Billalašib bɔrsam, biram yarašadi... Siz bilan bɔrsak, ikki marta haj qilganday bolamiz. (p.74) 
64) - Hay, hay, qɔrijɔn, sɔvuq nafas qilmaŋ. 
- Sizni insɔfga čaqiriš fɔydasiz ekanini bilsam-da... 
- Qɔri, kelišib ɔlaylik: siz meni insɔfga čaqirmaŋ… Siz meŋga qɔzi emassiz. Siz gapni čaynamay muddaɔga kočaveriŋ. Siz  
«Volga»ŋgizni oġirlatib, alam bilan kelgan ɔdamsiz. 
- Ha, taqsir, tɔpib gapirdiŋgiz. Ammɔ siz tɔmɔndan ġirrɔmlik boldi bu iš. 
- …Siz kimsiz ozi?... Sizniŋ kitɔblariŋgizda tuhmatčini nima deyišadi? Tuhmatčiniŋ tilini kesiš kerakmi? (p.75) 
65) Sizniŋ ɔtaŋgiz Andijɔnda mašhur telpakfuruš, bilaman. Telpakfurušlarniŋ nayraŋlarini ham bilaman. Šuniŋ učun 
halɔllik haqida bɔšqalar gapirganda siz indamay yuraveriŋ. (p.75) 
66) - Tuhmat qilmaŋ, men Allɔhniŋ kalɔmini pulga sɔtadiganlardan emasman! 
- …Šaharda miŋta Asadbek bɔr. Siz bittasidan gumɔnsirabsiz. (p.76) 
67) E, keliŋ, Zɔhidjɔn, yaŋgi yillari qutluġ bolsin… Sizni čaqiraman, deb turuvdim. (p.76) 
68) Siz yɔšsiz, osadigan yigitsiz, bamaslahat išlayveriŋ. (p.76) 
69) Sizni zor išlar kutib turibdi, azizim. Osadigan ɔdam mayda-čuydaga aralašmasligi tuzuk. Sizdan umidim katta. (p.77) 
70) Siz bilan xɔtirjam bi-ir gaplašamiz. (p.77) 
71) Men sizga dalda berib, koŋliŋgizni kotarmɔqči edim. (p.80) 
72) - Salimčik, mana buni yɔpištirib qoy,- dedi juvɔn qonġizmoylɔvli qɔrɔvulga bir parča qɔġɔz uzatib. 
- Siz yɔpištir, deysiz-ku, biz yɔpištirmaymizmi, - dedi qonġizmoylɔv, ornidan turib. (pp.83-84) 
73) - Ojarlik qilib čiqmay qɔlganiŋgizda sizni čindan ham telba degan bolardim… 
- Biratola majruhlikka čiqarib yubɔrmaysizlarmi išqilib?- dedi Anvar xavɔtir bilan. 
- Qorqmaŋ, - tabibbɔši «hɔliŋ šumidi» deganday yana iljaydi,… 
- …Sizni tɔrtib koriš yanagi safarga qɔlarkan-da a? (p.84) 
74) - Xafalik sizga yarašar ekan, kozlariŋgiz čirɔyli bolib ketarkan. 
- Qoyiŋ, gapirmaŋ, - tabibbɔši ornidan turib deraza tɔkčasiga qatɔr terilgan tuvakdagi gullar ɔldiga keldi… 
- Jinnilik ham evi bilan-da,- dedi u nihɔyat. - Kimligiŋgizni bilmaymanmi? Siz alamiŋgizni mendan ɔlmɔqčisiz. Men bir  
bečɔra tul ayɔl bolsam. Sizniŋ erkak degan nɔmiŋgiz bɔr... - tabibbɔši šunday degač, Anvarga ogirildi.- Ha, faqat  
nɔmiŋgiz bɔr. Gapimdan ranjimaŋ, yɔlġiz siz emas, hammaŋgiz... birsiz... (pp.84-85) 
75) Siz čiqib kim bolasiz? Siz ham Asadbekniŋ yalɔġini yalaysiz. (p.85) 
76) - Šu er sizniki, man bilan birpasgina otirsin, keyin ɔlib čiqib ketasiz. 
- Vɔy, ɔyi, gapiŋgizni qaraŋ.... (p.86) 
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77) Sizni bir bɔrib korɔlmadim,… Ammɔ har vaqt duɔlarda jumla dardmandlar qatɔrida sizga ham šifɔ tiladim. (p.90) 
78) - Sizniŋ qaričiŋgiz bilan olčansa šundaydir. Ammɔ Allɔhniŋ uyi halɔl pešɔna teri bilan tɔpilgan pulga qurilmɔġi lɔzim. 
- …Pešɔna teri evaziga tɔpilgan pul qɔrin toyġazišga yetmaydi hɔzir, siz mačit qurišdan gapirasiz. (p.91) 
79) Siz uni taniysizmi? (p.91) 
80) Elčin sizmisiz? - dedi qɔri ma’nɔdɔr qilib. (p.91) 
81) Sizga šu nayraŋbɔzlik yɔqadimi? (p.91) 
82) Xɔnzɔdaxɔn, bɔlam, siz Rɔbiyaxɔŋga aytib qoyiŋ, Sɔbitxɔn maŋga bir koriniš bersin. (p.95) 
83) Siz sira qorqmaŋ. Men jinni emasman. Nima bolganini sizga keyin aytaman. (p.95) 
84) - Siz xalqparvar ɔdamsiz. Xalqniŋ aziyat čekkan bir bɔlasi bɔr, šuni Kuyɔv qiliŋ,… 
- Qizim yɔš, oqiydi, uzatiš niyatimiz yoq. (p.99) 
85) - Ɔtarči sizniŋ nɔmiŋgizdan bɔrib, ɔšnasini čiqartiribdi. 
- Kim ekan, ɔšnasi, aniqla. - Asadbek šunday deb ornidan turdi. (p.100) 
86) Dadasi, endi sizga nima deb javɔb beraman?! (p.102) 
87) - Ha, oġlim, meni birɔvga oxšatyapsizmi? - dedi paxmɔqsɔqɔl onġaysizlanib. 
- Oxšatyapman... Siz ottiz ikkinči maktabda išlamaganmisiz? 
- Ha, endi... šorɔlarga ham xizmatimiz siŋgan. Sababi tirikčilik-da. Siz, oġlim, šu maktabda oqiganmisiz? 
- Tikilmaŋ, tanimaysiz meni. Sizni qamalib ketgan deb ešituvdim. (p.104) 
88) - Šakkɔklik qilmaŋ, oġlim. 
- Siz aytganimni bajariŋ,- Kesakpɔlvɔn bu safar tahdid bilan gapirdi. (p.104) 
89) - Jalɔl Kɔmilov sizniŋ oġliŋgizmi? - deb soradi Zɔhid. 
- Ha... šunaqa desa ham boladi, - dedi ayɔl, čimirilgan hɔlda. (p.110) 
90) Meŋga qaraŋ, uka,… Sizga ruxsat - ayɔl šunday deb ornidan turdi. (p.111) 
91) Zeli ɔġa, siz meni tušuna ɔlmaysiz, - dedi Elčin, uniŋ qučɔġidan bošagač. (114) 
92) Sizga aytɔlmayman. (p.114) 
93) Yutdiŋgiz, akaxɔn. Endi meŋga ruxsat. Siz bilan rɔsa čaqčaqlašadigan xɔnasi ekan-u, ammɔ vaqt ziqrɔq. (p.115) 
94) - Sizniŋ išiŋgiz kop, aka, biz esa bekɔrči ɔdammiz. Bɔšiŋgizni ɔġritmay, deymanda, - dedi Elčin. 
- Sizday mehribɔn ukaxɔnlardan yana ikkitagina bolsa jannatda yurganday rɔhat qilib yašarkanmiz… (p.118) 
95) Sizdek nɔzikta’b ɔdam... (p.118) 
96) Siz, ɔġayničališ, faqat čaynab yutdiŋgiz. (p.118) 
97) - Menman, ɔvsin, - dedi Manzura. 
- Vɔy, aylanay sizdan, egači, tanimabmiza. (p.121) 
98) Vɔy, egači, maslahatsiz bolarkanmi bu iš. Siz maslahatlašiŋ, yɔšlar bir-birini korsin, yɔqtirsin. (p.122) 
99) Siz nima deb oqidiŋgiz? (p.125) 
100) Qɔri aka, ixlɔs-ku bɔr-a, ammɔ hɔjat yoq. Es-hušim, Xudɔga šukr, jɔyida. Yɔ siz ham? (p.125) 
101) Sizdan yana iltimɔs qilaman,- dedi Anvar uni baġriga bɔsib. - Hamma oylasa ham, siz meni jinni demaŋ. (p.128) 
102) Biz- ikkalamiz. Ya’ni, sizu men. (p.136) 
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103) - Bu meniŋ qolimdan kelmaydi. 
104) - Sizniŋ qoliŋgizdan aralašmaslik kelar? (p.137) 
105) Fɔydaniŋ tortdan biri sizniki, - Asadbek šunday deb ornidan turib, qol uzatdi. Šarif beixtiyɔr qol berdi. (p.137) 
106) - Asadbek qizini uzatdi-ku, sizni aytmadimi? 
- Safarda edim. 
- Attaŋ... Zor toy sizga nasib etmabdi-da, a? (p.138) 
107) - Unda nima učun sizga tuhmat qildi… Sizniŋ qamališiŋgiz uŋga nima učun zarur bolib qɔlgandi? 
- Sulaymɔnovniŋ išini siz ɔlib bɔryapsizmi? (p.138) 
108) Siz koča čaŋgitib yurgan kissavur bɔla emassiz. (p.138) 
109) - Qamɔqxɔnada siz menda bɔšqača taassurɔt qɔldirgan ediŋgiz. Sizni ɔlim ɔdam, ilmdan bɔšqa narsani tan ɔlmaydigan  
haqiqatparvar kiši, deb oylagan ekanman… 
- …siz gapirmaŋ endi! - dedi Šarif ornidan turib… Ošanda sizni laqmaligiŋgiz učun tiqib qoyiš kerak edi. (p.138) 
110) - …sizdaqa ɔdamlarni yoq qiliš čot ekanmi?... 
- Toxtaŋ, siz nimaga šama qilyapsiz? 
- Heč nimaga. Ozimča oylayapman… Siz oynayɔtgan oyinniŋ qɔnun-qɔidalarini men bilmayman. (p.138) 
111) Masxara qilmaŋ. Sizga toġrisini aytyapman. (p.141) 
112) Nega alɔqasi bolmasin, sizga ham alɔqasi bɔr učun telefon qilyapman. (p.142) 
113) Lekin har ehtimɔlga qarši sizni ɔgɔhlantirib qoyamiz. (p.142) 
114) - Bu yɔġiga xɔtirjam boliŋ, ɔkaxɔn. Onta «Kamaz» sizniki… 
- Sizday ukaxɔnlarga išɔnmasak, kimga išɔnamiz, šunčaki sorab qoydim-da. (p.143) 
115) Gap šuki, oġlim, sizdan ham rɔzimiz. (p.145) 
116) - Sɔli ɔta, siz šu gaplarga išɔndiŋgizmi?... 
- Sizniŋ kimligiŋgizni bilamiz. Qayɔqqa qol uzatsaŋgiz yetadi. (p.145) 
117) Sɔli ɔta, it yetaklab yuriš ɔdatiŋgiz yoq edi-ku, qariganiŋgizda sizga nima boldi? (p.146) 
118) Adɔ bolsin, qɔčsa sizga nima? (p.147) 
119) - Meniŋ nima aybim bɔr edi, meni nima učun xorladiŋgiz? - dedi Zaynab, ezilib otirgan eriga qarab. 
- Sizniŋ aybiŋgiz yoq... (p.149) 
120) Siz qɔtilsiz! - dedi qat’iy. (p.149) 
121) Xɔlidiy degan ɔdam sizga buyruq beradigan bolib qɔlibdimi? - dedi Asadbek tabibbɔšiniŋ salɔmiga alik ɔlmay. (p.150) 
122) Kelin, siz heč narsaga ɔvɔra bolmaŋ. (p.152) 
123) - Bu gapiŋgiz ham toġri, - deb kulimsiradi Asadbek. - Endi siz tilčisiz, gapga ton kiydirvɔrasiz. 
- Men tarixčiman. 
- Ha, endi tarixčilar ham gapga usta bolišadi. Sizniŋ.... Xɔlidiy degan dɔmlaŋgiz bɔr, a? (p.152) 
124) Siz bilan bir gaplašadigan ekan. Qɔyilman, - dedi Asadbek, Anvar uzatgan piyɔlani ɔlib. - …Siz ham ešitiŋ, maslahat 
beriŋ. Elčinbɔy, sizni kečami yɔ bugunmi heč kim toyga aytmadimi? (p.153) 
125) Siz san’atdagi ɔbroyiŋgizni tiklab ɔlišiŋgiz kerakmikin? (p.153) 
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126) …sizniŋ ɔbroyiŋgiz meniŋ ham ɔbroyim. Sizni... oġlim deganman. Anvarjɔn, siz guvɔhsiz,… (p.153) 
127) Sunnat Jorayevič eŋ ɔldin sizga učrašišimni aytdilar. (p.154) 
128) Siz... Xɔlidiy degan buyuk ɔlimni ešitganmisiz? (p.154) 
129) Siz xɔhlagan kitɔbiŋgizdan fɔydalanišiŋgiz mumkin. (p.154) 
130) Siz Sunnat Jorayevičiŋgizdan sorab keliŋ, šuŋga qarab gaplašamiz. (p.155) 
131) - Nimalarni oqidiŋgiz? 
- Siz aytgan ikkala kitɔbni. Keyin Ġafurov degan ɔlimniŋ kitɔbini. (p.155) 
132) - Tarix bularga oyinčɔq! Siz oziŋgiz qanday fikrdasiz? 
- Men hali organib čiqišim kerak. (p.155) 
133) - Toġrisini aytsam, siz haqiqatni yɔzsaŋgiz-u, ular amaldɔr bolsalar išlari yurišmay qɔlarmikin, demɔqčiydim. 
- Bizniŋ qorqadigan jɔyimiz yoq. 
- Siz šu yerda ilmiy iš qilišiŋgiz kerak ekan. 
- Yoq. Men ham maktabga bɔraman. (p.155) 
134) Siz qozġɔlɔnni Miŋtepadagi masjidniŋ qulašiga bɔġlamaŋ. (p.155) 
135) Ilmiy kɔtiblikka men sizniŋ nɔmzɔdiŋgizni korsatgan edim. (p.156) 
136) - Tušunmadim? - dedi Xɔlidiy, yuzidagi sɔxta jilmayišni asragan tarzda. 
- Siz ottiz beš yil qanday išlagan bolsaŋgiz bulariŋgiz uč yuz ellik yil šunday išlašadi. (p.156) 
137) Ustɔz,… Hamma ɔnasiniŋ qɔrnida toqqiz ɔy yɔtsa, siz yetti ɔydayɔq tuġilib ɔlgan ekansiz, šu toġrimi? (p.156) 
138) Gulnɔra ɔpa, yɔmɔn gap aytmayapman. Sizniŋ gapiŋgizni tasdiqlayapman. (p.157) 
139) - Meŋga sizday čortkesar, bir sozli yigitlar yɔqadi. Mana endi sizniŋ zamɔniŋgiz keldi. Sizga havasmandman… (p.158) 
- Ha-a, «ustɔz», siz itdan ham... baquvvatsiz. 
140) - Gapni ham ešvɔrasiz-da, mulla Anvarjɔn! 
- Siz bolimimizga mudir bolibsizmi? (p.158) 
141) Siz meŋga ikki masalada yol bermagan ediŋgiz, esiŋgizdan čiqdimi? (p.158) 
142) - Šuŋga qarab siz ham ozgardiŋgizmi? 
- Mulla Anvarjɔn, zamɔn har qanday ɔdamni ozgartiradi. Hattɔ sizni ham. 
- Men siz aytgan «har qanday» tɔifaga kirmayman. (p.158) 
143) - Katta ketmaŋ, uka. Siz siġinib yurgan ustɔzlariŋgiz ham yertolada bir qiynɔqdan otgač, qollari qaltirab, hamma  
qɔġɔzlarga imzɔ čekib berišgan. 
- Siz hammi? 
- Siz iġvɔniŋ inini kavlayapsiz. Men haqiqat deb yigirma beš yilga qamalganman. 
- Sizga ɔġir bɔtadigan gap aytgan bolsam, uzr. (p.159) 
144) - Xoš, ertak tugadimi? - dedi Xɔlidiy. - Qissadan hissa boliši kerak? 
- …Nima, oša yɔš ɔlim siz ediŋgiz, deymi? (p.159) 
145) Mulla Anvarjɔn, bu gaplarni qoyiŋ. Men sizni dissertatsiya masalasida čaqirtirdim. (p.159) 
146) Siz sal yaŋlišdiŋgiz, «ustɔz». Siz meŋga ɔtalik qilib, davɔlansin, deb jinnixɔnaga yubɔrgan ediŋgiz. (p.160) 
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147) - Siz meŋga bir gapni aytiŋ: Jalɔl Kɔmilovni ɔxirgi marta qačɔn korgansiz? 
- Jalɔl Kɔmilov ɔldirilganda men yoq edim. (p.162) 
148) - Menam sizga oxšab sorɔvdim, «komsomol yollanmasi bilan bɔrib keldim», dedi. BAMga bɔrgandir, deb oylabman. 
- Sizda «išlaydi», degan royxatda turardi. Uniŋ asɔsiy iši nima edi? 
- Uni siz išga ɔlganmisiz? (p.163) 
149) Arizaga u kiši imzɔ čekib, siz buyruq bergansiz. (p.163) 
150) - Kɔmilov sizni taksida qayerga ɔlib bɔrib qoydi? 
- Esimda yoq. (p.163) 
151) - Atayin sizni ɔlib bɔrdimi yɔ oša yɔqda iši bɔr ekanmi? 
- Bilmadim, ɔlib bɔrdi, pulini berdim. (p.163) 
152) - Siz idɔradagi ġirrɔmliklar učun javɔbgarlikka tɔrtilasiz, buni bilasiz… Siz balki qɔtil emasdirsiz,… 
- «Balki qɔtil emasdirsiz», deganiŋgiz nimasi? Nima učun men qɔtilni yaširišga urinarkanman?! (p.163) 
153) - Ɔldin «sizdan gumɔnimiz yoq», dediŋgiz-ku? 
- Ha, šunday dedim,… Kelganiŋgizda šu fikrda edim. (p.163) 
154) Bizdagi ma’lumɔtlarga qaraganda siz oša kun Kɔmilovniŋ uyiga bɔrgansiz. (p.163) 
155) - Uč yuz beruvdim, yuzini qaytarib berdi. Sizdan fɔyda ɔlmayman, dedi… 
- Sizdan nimani iltimɔs qildi? (p.164) 
156) - Siz uyni qanday toġirlab bermɔqči ediŋgiz? 
- Men xat qilib bersam bas, qɔlganiga oziniŋ išɔnčli ɔdamlari bɔr ekan. (p.164) 
157) Siz kelganiŋgizda uy qanday ahvɔlda edi? - deb soradi Zɔhid orinbɔsardan. (p.164) 
158) - Siz uni taniysizmi? 
- Yoq... Ɔčiġi... Jalɔl meni uyga qoyib, ozi bir yɔqqa ketdi. (pp.165-166) 
159) Sizga esa, - Zɔhid orinbɔsarga yuzlandi,- hɔzirča ruxsat. (p.166) 
160) - Bilsaŋ nimaga soraysan. Čiqib keldim. Xizmatiŋ bolsa, ayt. 
- Xizmatni qoyiŋ, ɔġajɔn. Xizmatda mana, biz bolamiz. Siz izzatda. (p.172) 
161) Akaxɔniŋgiz sizga qadrdɔn bolsalar, toylariga zorrɔq ašulačilarni ɔlib bɔrganiŋgiz yaxšimi, deyman-da. (p.175) 
162) - Ha, tulki! - Asadbek ornidan turib, ešik tɔmɔn yurdi.‐Ketdik. 
- Siz bɔrmaganiŋgiz ma’qul, - dedi Čuvrindi, jɔyidan jilmay. (p.176) 
163) Siz tašvišlanmaŋ. (p.176) 
164) Siz bu yɔqqa čiqiŋ, - dedi, qat’iy ɔhaŋda. (p.177) 
165) Hɔzir, bɔšlari qɔtib turganida siz bɔrib: «Qɔtil san’atkɔr, u očini ɔldi», desaŋgiz, sira išɔnmaydi. (p.180) 
166) - Masalan, temir javɔnni ɔčib-yɔpgani sizga ešitilmadimi? 
- Yoq, hič narsa išitmadim. (p.181) 
167) Siz meŋga kop gaplarni aytgansiz. (p.183) 
168) - Siz aybiŋgizni bilasizmi? 
- Aybimmi? Išga rasmiylaštirib qoyganimmi?.. Vaqtida bošatmadim... 
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- Yoq, siz Kɔmilovni ɔxirgi marta korgan ɔdamsiz. Uniŋ olimida sizni ham ayblašimiz mumkin. (p.185) 
169) - Yɔlġɔn gapirsam, til tɔrtmay olay. 
- Sizga qasam ta’sir qilmaydi. (p.186) 
170) - Yoq... bilmayman... men undan bitta telpak... 
- Orniŋgizdan turiŋ. Sizga ruxsat. (p.186) 
171) Sizga ruxsat deyapman, ketaveriŋ. (p.186) 
172) Vɔhidjɔn qošnilarnikida, sizni kutaverib sɔvqɔtib ketdik. (p.187) 
173) Siz bɔšqačarɔq fikrdasiz šekilli? (p.189) 
174) - Pačakilašišsa sizga nima?... 
- Men ham kelgindiman. (p.190) 
175) Ɔkaxɔn, men sizni ɔdam deb gaplašišga rɔzi boldim. (p.190) 
176) Siz konmay, toġri iš qilgan ekansiz. (p.192) 
177) - Agar mumkin bolsa... Xizmat yuzasidan emas. Ozim tarixga qiziqaman. 
- Tarixga qiziqsaŋgiz men sizga kitɔblar royxatini beray. (p.192) 
178) Kim sizga yoq dedi? (p.192) 
179) Čet elga sɔtvɔrgan deb, sizga nɔtoġri ma’lumɔt berišibdi. (p.192) 
180) - Ertaga Elčin bilan birga kelaman. Jɔy tayyɔrlab qoyiŋ,‐dedi Anvar. 
- Kim bilan kelsaŋgiz ham sizga jɔy yoq. Siz sɔppa-sɔġ ɔdamsiz. (p.194) 
181) Bek akamniŋ sizda išlari bɔr ekan, - dedi yigit. (p.195) 
182) Qoyiŋ-e, mulla Anvar. Sizga yarašadigan iš emas bu. Siz bizga tariximizni toppa-toġri gapirib beriŋ. Birɔv ġidi-bidi desa 
bizga qoyib beriŋ. Siz men haqimda vahimali gaplarni kop ešitgansiz. (p.195) 
183) Bu adɔlatim sizni xorlamɔqči bolganlarniŋ tanɔbini tɔrtib qoyišga ruxsat beradi. (p.195) 
184) Siz išiŋgizni qɔtirib bajarganiŋgizdan soŋ tan berišga majbur boladi. (p.195) 
185) Bek aka, siz Šɔrasul Zunnun degan ɔdamni ešitganmisiz? (p.195) 
186) Xullas, mulla Anvar, siz išiŋgizni qilaveriŋ. (p.196) 
187) Dardimiz faqat pulu siz oylagandek ɔdam oldiriš emas. (p.196) 
188) - Men unaqa demadim-ku? 
- …Men siz bilan učrašib, maslahatlašmɔqči edim... Siz ɔlim ɔdamsiz, bir šuġullanib korsaŋgiz... (p.196) 
189) - Bu išga meniŋ nima alɔqam bɔr? - dedi piča mulɔhaza qilgač. 
- Hɔsilbɔyvaččani siz yolga sɔlišiŋgiz mumkin. 
- Menmi? Kim aytdi buni sizga? (p.198) 
190) - Men oša jɔyniŋ tuzini ičganman, - dedi Zelixɔn gapini takrɔrlab. - …Siz gaplarimga išɔnmayapsiz. 
- Ha, - Asadbek šunday deb ornidan turdi. 
- Toġri qilasiz, - dedi Zelixɔn, - darrɔv išɔnsaŋgiz, sizni nɔdɔn derdim. 
- Men oylab koraman. Sizdan bir iltimɔsim bɔr. Elčin koprɔq sizga suyanadi… 
- Siz haqsiz. Men ham uŋga šunday dedim. (pp.199-200) 
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191) Siz bilan birga qɔlsam-či? (p.201) 
192) Mendan ɔlmaydi, siz berib qoyiŋ... (p.203) 
193) Sizdan iltimɔs uka... (p.203) 
194) Zeli ɔġa, sizga nima boldi? Sizga nima yɔmɔnlik qildim... (p.203) 
195) Siz milisaga išɔnmaŋ, ɔta. (p.205) 
196) - Ɔmɔnmisiz, aka, bugun quyɔš qayɔqdan čiqdi, deb tursam, sizniŋ kelišiŋgiz ekan-da,… Sizni korib avval kozimizga   
išɔnmadik… 
- Siz heč xijɔlat bolmaŋ aka, - dedi yigit. (p.206) 
197) - Qoyaveriŋ išɔndim, - dedi Elčin guvɔhnɔmaga qaramay. 
- Siz bugun sahnaga čiqa ɔlmaysiz. 
- Nimaga endi? 
- Kontsert - mafkuraviy tadbir. Repertuarini obkom tasdiqlagan. Siz nima aytasiz, biz bilmaymiz. (p.207) 
198) Siz xijɔlat čekmaŋ, Tɔlibjɔn… Siz tanaffus e’lɔn qiliŋ-u, darrɔv pardani yɔpmaŋ. (p.208) 
199) Siz bahuzur otira turiŋ, - dedi Botqa uŋga iltifɔt korsatib. (p.209) 
200) Siz učun yuqɔri biz bolamiz. Biz aytdikmi, tamɔm! Bajarišga majbursiz. Sizga kim buyruq berdi, ministrmi? (p.210) 
201) Siz... bɔrmadiŋgizmi?- dedi Manzura osmɔqčilab. (p.217) 
202) Siz... qulmisiz? (p.218) 
203) Siz.. pismiqsiz!.. Siz meniŋ ɔdam ekanimni bilasizmi? (p.218) 
204) - Xudɔdan yaširmaganni sizdan yaširmayman... meni oldiriŋ.!.. Men... Sizga xiyɔnat qildim... 
- Yoq! - dedi Elčin titrab. (p.220) 
205) Sizni čaqirišyapti. (p.220) 
206) - Bu janjallarga meniŋ nima alɔqam bɔr? - dedi Asadbek. 
- Siz u tɔmɔnlarda kop ɔdamlarni taniysiz. (p.221)  
 
合計 295 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) Adasi, adasi, koziŋgizni ɔčiŋ, sizga nima boldi? (p.2) 
2) Siz... haydɔvčilar bilan gaplašdiŋgizmi? - dedi Zɔhid uniŋ gapiga e’tibɔr qilmay. (p.4) 
3) Kečirasiz, siz Jamšidniŋ ɔnasimisiz? (p.5) 
4) Siz xɔtirjam boliŋ, narsalariga tegmayman. Tegsam, Xudɔ ursin! (p.6) 
5) Bɔr, siz tašviš čekmaŋ. (p.6) 
6) - Sizni yaxši koraman. 
- Yaxši korasanmi? Vo, klass! Nima učun? 
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- Siz- zorsiz! (p.8) 
7) - Šerik sifatida siz ham qamalasiz, uyiŋgiz musɔdara qilinadi, - dedi kelganlardan biri. 
- Vɔy, qamalmay men ola qɔlay, - dedi ɔpɔqi yiġlamsirab. (p.9) 
8) - Xɔinligiŋni bilsam ham seni sɔtmadim, - dedi Šɔmil uŋga. 
- Siz - zorsiz! Sɔtmasligiŋgizni bilardim. (p.10) 
9) Sizdanmi? - U kuldi… Siz meŋga keraksiz. Men esam sizga kerakman. Siz - zorsiz,… (p.11) 
10) Yigitali, siz bɔzɔrga bahuzur bɔraveriŋ. (p.13) 
11) Nima bolišini ozim ham bilmayman, siz ham bilmaysiz, hattɔ adam ham bilmaydilar. (p.20) 
12) Siz nima qilib yuribsiz?‐deb soradi Zelixɔn undan. (p.25) 
13) - Inim, siz bɔla-čaqaŋgizniŋ yɔniga bɔriŋ. Yana sizni yoqɔtib hayrɔn bolib yurišmasin. Rahmat sizga… 
- Ie, dɔmlajɔn... - Yigitali e’tirɔz bildirmɔqči edi, Ismɔilbey uniŋ gapini uzdi: 
- Biz sizdan rɔzimiz, siz ham rɔzi boliŋ… Yigitali, inim, siz bɔšqalar učun xijɔlat bolmaŋ. (p.25) 
14) Gaplariŋgiz qiziq-ku, inim, ular sizga nima yɔmɔnlik qilišdi? (p.27) 
15) - Lekin siz aytganday bɔlani tiriklayin kuydirmaydi. 
- Bittagina siz išɔnmas ekansiz. (p.27) 
16) - Šuniŋ učun sizga yaqinlašib otiruvdim. 
- Ha-a... - Ismɔilbey qolini uniŋ yelkasiga qoydi. (p.31) 
17) Mehmɔn, sizniŋ kimligiŋgizni soraganimiz yoq-ku? (p.33) 
18) - Ɔtalar, xafa bolmaysizlar, bir gap aytay? 
- Heč qanaqa gap aytmaŋ, mehmɔn, biz tušundik. Siz čɔy ičib otiriŋ, xobmi, qani, Sɔtvɔldi, tur. (p.33) 
19) Siz, inim, - dedi Ahadbeyga qarab, - ičkariga kiriŋ. Ġassɔlga qarašasiz. Siz esa men bilan yuriŋ, - dedi Zelixɔŋga. (p.34) 
20) Ortoq mayor, siz telefonda gaplašguniŋgizča men kaltafahmlik davɔsini oylab tɔpdim. (p.38) 
21) - Ibi, siz ginrɔlmi? 
- Išɔnmaysanmi? Qɔġɔzimni korsataymi? 
- Išɔndim, ortɔq ginrɔl. Hammasi yest bolade. Uyda xaladiynada muzdagi bɔr, ɔlib čiqaymi? Sizga tekun. (p.39) 
22) - Unčalik emasdir, - dedi Anvar. - Šu iši učun bu ɔdamga fan doktori degan ilmiy unvɔn berilgan. 
- E balɔ berilmaydimi, meŋga desa! Yɔlġɔn gaplar yɔzilgan deyapman-ku, sizga! (p.42) 
23) - Oqiganman, desam nega yɔlġɔn boladi? 
- Ana kordiŋgizmi, siz ham buniŋ tarixini bilmaysiz. (p.42) 
24) - E, orgildim. 
- Čɔyni ičib bolgaŋga oxšaysiz, a? Men sizni bir xɔnaga kuzatib qoysam. (p.42) 
25) Siz išɔnmaysizu Sɔbirjɔn, bolgan vɔqea emiš, - dedi «eŋ kičik ilmiy xɔdim»ga qarab,… (p.43) 
26) Siz meniŋ ɔrqamdan yuriŋ, - dedi mudira jerkib. (p.43) 
27) - U ɔdam oldirilganida Elčin Farġɔnada edi. Keča keldi. Men ozim ikki marta uyiga bɔrdim. Darvɔzasi berk edi. 
- Siz xavɔtir ɔlmaŋ, begunɔh ɔdamni gumɔŋga qurbɔn qildirib qoymasmiz. (p.48) 
28) Nima učun siznikidan čiqarildi? (p.50) 
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29) Sizga yarašmas ekan. (p.50) 
30) - Sizga kim xabar berdi? 
- Bilmadim, uyga kimdir telefon qilibdi. (p.50) 
31) Sizdan xafa bolmaydimi? (p.51) 
32) Bu sizga ġalati tuyulmayaptimi? (p.51) 
33) - Bu meŋga emas sizga ġalati tuyuliši kerak. Siz mendan limonad nima učun bemaza, deb soraŋ,… 
- Balki bu ajablanarli hɔlni oylab korgandirsiz, debman. (p.51) 
34) - Ha, aytmɔqči, eksgumatsiya lɔzim bolsa, sizni yana bezɔvta qilamiz. 
- Tušunmadim? 
- …Ɔtasi yɔtgan bolsa, yaqin kišisi sifatida siz qatnašišiŋgiz kerak. (p.51) 
35) Men sizga keča aytuvdim yɔqiŋ, deb. Tutunidan bezɔrman, deb ojarlik qildiŋgiz. (p.52) 
36) - Siz laqmasiz, ularniŋ gapiga išɔnib otiribsiz. 
- Išɔnmadim, Turdi, heč išɔnmadim. (p.53) 
37) - Nimaga meŋga qarayapsan, men orgatibmanmi? 
- Yigitlarniŋ gapiga qaraganda, siz qoygan jɔnɔn bilan tɔrtarkan, - dedi Čuvrindi. (p.57) 
38) - Keyin... siz nima desaŋgiz šu. (p.58) 
39) Haydar aka, siz šu gapni kop aytasiz,… (p.60) 
40) Zeli ɔġa, unday demaŋ, sizni hurmat qilaman. (p.64) 
41) - Siz qayɔqqa ketmɔqčisiz? 
- Hɔzirča Adlerga. Keyin oylab koraman. (p.67) 
42) Sizni qɔn ɔta yurtga tɔrtyapti, men esam ɔta yurtni tašlab čiqib ketišim kerak. (p.67) 
43) - Siz birɔvlardan gumɔn qilyapsiz. Kim qiladi bu išlarni? Qirġin kimga kerak? 
- Agar siyɔsatči bolganimda kallamni išlatib, seŋga aniq javɔb berardim. (p.68) 
44) - Sizni bir balɔga giriftɔr etiši mumkin edi, - dedi Čuvrindi. 
- Ha-da! Oša zahɔti Akademikniŋ gaplarini esladim. (p.69) 
45) - Qɔri qayerda, kasalxɔnadami? - deb soradi Asadbek yigitdan. 
- Ha, yɔtibdilar. Sizni esladilar. Sizni kormɔqčilar. (p.71) 
46) - Ha, Qɔri, tuzukmisiz?- dedi Asadbek, salɔmlašgač. 
- Xudɔga šukr, - dedi Sɔbitxɔn xasta ɔvɔzda. - Men sizni urintirganimdan hijɔlatdaman. (p.72) 
47) - Men sizni ranjitgan edim. Mɔšinamniŋ yoqɔlišida sizni gumɔn qilib edim… bu dunyɔ mɔli učun sizga tuhmat qilibman. 
- E, Qɔrijɔn, šuni oylab yuribsizmi, kuyinmaŋ,… sizdan xafa emasman. (p.72) 
48) Men sizniŋ ɔldiŋgizda aybdɔr ekanman, tɔ siz rɔzi bolmaguniŋgizča Ɔllɔh meniŋ bu gunɔhimni kečira ɔlmaydi. Rɔzilik 
šuniŋ učun soraladi. Rɔzi boliŋ, Bek aka. (p.72) 
49) - Sizdan xafa emasman. Toġri, ošanda sal jahlim čiqqan, šuniŋ učun sizga qattiq gapirib yubɔrganman… 
- Qattiq gaplariŋgizdan men ham xafa emasman. Sizdan rɔziman, - Sɔbitxɔn šunday deb čuqur nafas ɔldi. (p.72) 
50) Siz masjid qurdiryapsiz… Siz bu pullarni fahš išlarga sarflab yubɔrsaŋgiz ham bolardi. (p.73) 
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51) Aččiġiŋgiz čiqmasin, Bek aka… Men sizni mana bu yoldan yuriŋ, deb zorlamayman,… (p.74) 
52) - Ha, dahšat... ammɔ nima deyišga hayrɔnman. 
- Sizdayin aql egalari, kuč egalari hayrɔn bolib tursa... (p.74) 
53) Siz meŋga yɔqdiŋgiz, daŋgal gaplašarkansiz. (p.76) 
54) - Šu yerda ulfatčilik qilib otirib, keyin bitta šerigimni ɔsib qoysamu ošanda siz šu yoldan otsaŋgiz, korarmidiŋgiz? 
- Bilmadim. (p.77) 
55) - Sizga esa sal šubhali koriŋgan ɔdam jinɔyatči bolib korinaveradi, toġrimi? 
- Qɔyilman, tɔpdiŋgiz! - dedi Hamdam sɔvuqqina jilmayib. (p.77) 
56) - Keliniŋgiz bilan ijaraga uy qidirib yuruvdik. Siznikida boš jɔy bɔr, deb ešitdim. 
- Vɔy, bɔlam-ey, sal keč kelibsiz-da. Jɔy bɔridi, ɔdam qoyib qoydik. Siz ɔilaŋgiz bilan turmɔqčimidiŋgiz? (p.81) 
57) Siz, bɔlam, nɔumid bolmaŋga, hali čɔlim kelsin, bir gaplašay, bularga javɔb bersin. (p.81) 
58) Xɔlajɔn, bir gap aytaman, faqat siz vahima qilmaŋ… Siz ular yɔtgan uy ešigini korsatiŋu, oziŋgiz tez četga čiqiŋ,… (p.81) 
59) Men sizni birinči korganimdayɔq qɔyil bolganman. (p.85) 
60) - Siz kimni siylayapsiz, bilasizmi. 
- Ha, bilaman. Eski tanišim. (p.87) 
61) Siz bilan biz ularniŋ qatɔrida bolišni istasak ham davralariga qabul qilišmaydi. Bizdan nafratlanišadi. Taklif 
qilganiŋgizda rad etib, tušuntirmɔqči edim, sizga munɔsabatlari ozgača, indašmas, deb oylabman. (p.87) 
62) Jɔyimga bɔray, qarab-qarab qoyišyapti, yana sizga ɔsilib yurišmasin. (p.88) 
63) - Siz bɔrsiz-ku? 
- Menmi? - Hɔsilbɔyvačča kuldi. (p.89) 
64) - Elčin aka siz bolasizmi? - deb soradi yigit. 
- Ha, men... 
- Sizda zarur gapim bɔr. Ɔstɔnadan haydamaŋ, iltimɔs. (p.91) 
65) - Siz meniŋ ismimni bilarkansiz, men esa... 
- Ismim Halimjɔn. (p.91) 
66) - Sizdan najɔt istab keldim. 
- Najɔt? - Elčin kulimsiradi. - Mendan qanday najɔt kutiš mumkin? 
- Agar dardimga tušunsaŋgiz, yuragiŋgizda rahm-šafqat bolsa, yɔrdam bera ɔlasiz. 
- Halimjɔn, siz gapni juda uzɔqdan bɔšlayapsiz. (p.91) 
67) - Faqat šinavanda ulfatlardan sizni u kišiga kuyɔv bolganiŋgizni ešitgan edim. Šu esimga kelib, qɔra tɔrtib keldim, aka. 
- …Sizniŋ išiŋgiz šunaqa bolibdi. Men nima qilišim mumkin? (p.92) 
68) Jɔyiŋgizga otiriŋ, Halimjɔn, oylab koraylik-či. Siz meŋga oša yigitlarniŋ aft-aŋgɔrini tasvirlab beriŋ. (p.93) 
69) - …agar u sizniŋ «čorniy poyas» ekaniŋgizni bilsa, xizmatga taklif qiliši mumkin. 
- Xizmatdan qɔčmayman. (p.93) 
70) - Men... raqibmanmi sizga? 
- Men oyinni nazarda tutyapman. (p.94) 
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71) Siz balɔni sezasiz, Hɔfiz, - Hɔsilbɔyvačča šunday deb oyinni bas qildi. (p.94) 
72) Hɔfiz, siz qarta ham oynab turasiz, a?... Sizniŋ qoliŋgizda kozir yoq, dama tɔppɔn bɔr. (p.95) 
73) Sizdan bolak aziz mehmɔnimiz yoq. (p.97) 
74) - E, yoq, oqiydaġɔn bɔlamas u. Xafa bolma, ɔmma, seŋga ham tɔpširmayman. 
- Siz meni ham... (p.99) 
75) Mana, Pɔlvɔn tɔġa, šu orin sizniki, - dedi Čuvrindi boš jɔyni korsatib. (p.99) 
76) - Bir gumɔn bilan badnɔm qilib yubɔraverasizlarmi? - dedi Elčin. 
- Badnɔm? - Čuvrindiga bu gap yɔqmay, qɔšlarini čimirdi. - Sizni heč kim badnɔm qilmadi. (p.102) 
77) Siz ošanda… Oziŋgizga oziŋgiz jabr qildiŋgiz. (p.102) 
78) Kim sizga «barakalla, qɔyil, oġil bɔla!» dedi? (p.102) 
79) Siz ham ošaŋga oxšadiŋgiz. Sizniŋ aybiŋgiz ham bɔr… Siz eslamasaŋgiz men eslayman… Endi men bir gap aytay, siz 
xafa bolmaŋ: siz mušuk-sičqɔn oynašni yiġištiriŋ. Siz ikki dunyɔda mušuk bolɔlmaysiz. (p.102) 
80) Siz bundan buyɔġiga ašulaŋgizni aytib, tinčgina yurasiz. (p.103) 
81) - Men siz bilan sulh tuzgani kelmagan edim. 
- Toġri, siz iltimɔs bilan keldiŋgiz. Lekin eski paxtani čuvaganiŋgiz učun men ɔmadi gapni aytdim. (p.103) 
82) - Ɔmilbek... šunaqa desak ham boladi, - dedi Xɔlidiy nɔxuš ɔhaŋda. 
- Yoq, siz qarzini qistaydigan ɔdamlardanmassiz. (p.105) 
83) Hɔynahɔy, sizniŋ mɔšinaŋgizni ham šimo qilišgandir. (p.107) 
84) - Yoq, yoq, - dedi Xɔlidiy. - Uniŋ bɔradigan yeri - jinnixɔna. 
- Čiqimidan qɔčmasaŋgiz boldi. Ertaga Šɔmil sizga učraydi. (p.107) 
85) Anvar degan laqma ɔšnam bɔr, ošaŋga aytaman, sizga ɔqizmay-tɔmizmay yetkazadi. (p.110) 
86) Lekin sizga ham havasim keladi, ham ačinaman. Havasim kelganiki, zor išlarni sizga išɔnib tɔpširišdi… Lekin siz 
tuškunlikka tušmaŋ… Sizga šahar «ugro»sidagi Sɔliev yɔrdam beryaptimi? (pp.114-115) 
87) - Mana, siz: boyniŋgizda ikkita qɔtillik turibdi. Ikkita retsidivistni ušlabsiz. Nima qilmɔqčisiz? 
- Nima qilardim, tergɔv-da. (p.115) 
88) E, siz va’dani beravermaysizmi? (p.115) 
89) - Sizda mabɔdɔ Mahmud Ehsɔnovniŋ telefoni yoqmi?... 
- Mahmud Ehsɔnov? Kim u? - deb soradi talmɔvsiraganday bolib. (p.115) 
90) Siz nima bolsaŋgiz, men ham šu… Siz meŋga bir masalani yečišda komaklašiŋ… (p.117) 
91) - Nega? - Čuvrindi toxtab, uŋga qaradi. 
- Ɔdamlar šunaqa deyišadi. Keyin... harna bolsa ham sizni tuqqanlar, «rɔziman», deb qoyiŋ. (p.120) 
92) - Ie, prokuror, sizmisiz? 
- Menman. Sizni kutib turuvdim. (p.120) 
93) - Qiziqmi? - Čuvrindi Zɔhidga sinɔvčan nazar tašladi… 
- Siz haqsiz. Ruh bir yɔpišsa qutulib bolmasa kerak. (p.120) 
94) Tintuvga kelganimda sizni kutib turmasdim. Agar sizga malɔl kelmasa, šu yerda turib gaplašaveramiz. (p.120) 
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95) - Kutayɔtgan mehmɔnim - siz, desam išɔnasizmi? 
- Yoq, išɔnmayman, - dedi Zɔhid kulimsirab. (p.121) 
96) - Sizdan bir iltimɔsim bor: birɔr masalada bezɔvta qilsam, aččiqlanmaŋ… Sizdan gumɔnsirayɔtganimiz yoq,… 
- …Men sizniŋ iltimɔsiŋgizni qabul qilay. Siz ham meniŋ nasihatimni qulɔġiŋgizga ɔliŋ… (p.122) 
97) Men tɔzaladim nimayu siz tɔzaladiŋgiz nima? (p.127) 
98) - …men sizga ɔltmiš som beraman, siz esa meŋga ɔliftagarčilik qilmaysiz. 
- Xafa boldiŋmi, komsomol? 
- Siz šu gaplarni aytišga uyalmadiŋgiz, a? Men esam gapiŋgizni ešitib, sizdan nafratlandim, bilib qoyiŋ. (pp.127-128) 
99) - …sizga bu ɔmɔnatni yetkazišni unutibman. Ayb menda. 
- …Endi uni meŋga ropara qiliŋ. (p.134) 
100)  Siz Hɔsilniŋ ɔġzidagi laqqa goštni tɔrtib ɔldiŋgiz. (p.134) 
101)  - Sizga maslahatim- ɔrtiqča gap-sozni kopaytirmaŋ. 
- Gap-sozga orin yoq, - Elčin qolini uzatdi. (p.134) 
102)  Mullaka, yaqinrɔq keliŋ, siz ham rɔzi boliŋ. (p140) 
103)  Pɔlvɔn tɔġa, siz ɔtamni bilarmidiŋgiz? (p.143) 
104)  Bek akam, men, bɔrsaŋgiz - siz, yana Bek akamniŋ bir jɔnajɔn ɔġaynilari. (p.146) 
105)  Dɔmla sizni juda yaxši koradilar. Kop gapiradilar. Anča vaqt korinmadiŋgiz, xavɔtirlandilar. (p.148) 
106)  Lekin siz qayġurmaŋ. (p.148) 
107)  Qɔnġirɔqniŋ čalinišidan siz kelganiŋgizni biluvdim. Siz astagina, ɔdɔb bilan čalasiz, - dedi u Anvarni baġriga bɔsib. 
(p.149) 
108)  Oqib beray, ešitiŋ. Malikam, siz ham tiŋlaŋ. (p.149) 
109)  Siz yakan nima ekanini bilasiz, a? - deb soradi Hikmat Orɔlov. (p.149) 
110)  Hečqisi yoq, malikam,… Qolbɔla dasturxɔn ham bolaveradi, siz aziyat čekmaŋ. (p.150) 
111)  - Siz hujjatlardagi meniŋ imzɔmni kordiŋgizmi? 
- Yoq... qaramay čiqib ketdim. Jahl kelganda aql ketdi... (p.150) 
112)  Men sizdan javɔb kutyapman, azizim, - dedi Hikmat Orɔlov. (p.150) 
113)  Siz meŋga bir soz bilan javɔb beriŋ: ha, yɔki yoq! (p.150) 
114)  Siz qiynalmaŋ… Sizda zarrabin bɔrmi? (p.151) 
115)  Siz arxeologlar bilan ɔxirgi marta qačɔn učrašgansiz? (p.151) 
116)  Xullas, ošanda: «Dɔmla, bu sizga nima učun kerak?» deb soradim. (p.151) 
117)  - Siz kulyapsiz dɔmla, ammɔ xafa bolsaŋgiz ham bir gap aytaman. 
- Aytiŋ, azizim. Bilaman, siz nɔhaq gap aytmaysiz. 
- Siz, sizga oxšagan ɔlimlar nima učun Xɔlidiyga, Mirɔlimga maydɔnni bošatib bergansizlar?... 
- …Siz haqiqatči yigitsiz. Sizga oxšagan yigitlar kop, šundan xursandman… Azizim, siz bahsni yaxši korasiz, bilaman.  
Sizdan otinčim bɔr… Undan kora, siz kelmay turib oqigan yana bir rivɔyat bayɔnini aytib beray (pp.151-152) 
118)  Ilɔn zahri sizga šifɔ bergay. (p.152) 
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119)  Olmas aka sizdan iltimɔs qildilar. (p.152) 
120)  Sizni čaqirganim… rahbarlariŋgizga aytiŋ, xafa bolišmasin, ularniŋ tɔpširiqlarini bajara ɔlmayman. (p.153) 
121)  - Yaxši. Siz tergɔv qilayɔtganiŋgizda ištirɔk etišim mumkinmi? 
- Hɔzirča yoq. 
- Siz bɔšlagan iš men ɔlib bɔrayɔtgan iš bilan bir yerda kesišyapti. Nima učun buni tušunišni istamaymiz? 
- Tušunib turibman… Hɔzirča sizga aytadiganim: u yigit bir qizni zorlašda ayblaŋgan. (p.157) 
122)  - Demak... Sizniŋča bu atayin uyuštirilmaganmi? - dedi Zɔhid hamkasbiga išɔnčsizlik nazari bilan bɔqib. 
- …Agar siz bu qɔtillik avvaldan tayyɔrlaŋgan, degan fikrda bolsaŋgiz, marhamat, isbɔt qilišga urinib koriŋ,… 
- Yoq, hɔzirča fikrim ozimda tura tursin. Vaqti kelsa ortɔqlašarmiz,… 
- Siz haqiŋgizda ešituvdim… Ammɔ bu sɔhada faqat sizgina adɔlatli, sizgina haqiqatparast emassiz. Sizdan yɔšim 
kattarɔq bolgani učun aytib qoyay: hamkasblariŋgizdan sira gumɔnsiramaŋ. (p.157) 
123)  Siz xafa bolmaŋ, Bek aka, bu kišida bɔšqača viqɔr bor... (p.163) 
124)  Ozimga išɔnmasam, sizga ropara bolmas edim. (p.163) 
125)  Siz sorayapsiz, men javɔb beryapman… Sizga yaxši koriniš učun bɔšqača gapirɔlmayman. (p.163) 
126)  - Siz uniŋ yurtiga bɔrib šunday xojayinlik qila ɔlasizmi?... 
- Boldi, tušundim maqsadiŋga. (p.164) 
127)  Siz, botam, Asadjɔnsiz, toġri fahmladimmi?… Siz dadaŋgiz rahmatliga oxšabsiz, umriŋgiz oxšamasin. (p.172) 
128)  Ɔšga unnab qoyganman, hɔzir guruč sɔlsam, ɔšdan sɔŋ mayli, siz mezbɔŋga oxšaysiz, ixtiyɔr sizda.( p.174) 
129)  Siz botam, Asadjɔnni čaqiriŋ. (p.175) 
130)  - Siz bilsaŋgiz kerak, - dedi Jalil kitɔblarga išɔra qilib. 
- Menda ilm yoq, botam. (p.175) 
131)  Jalil aka, siz-či? Qaytasizmi? (p.176) 
132)  Sizni keča korganman. Siz oġirlikda balki akademikdirsiz, lekin bunaqa išlarda mišiqi bɔlaga oxšarkansiz… Men siz 
oylaganday nɔdɔn yɔki laqma bolsam, šunča yil Asadbekniŋ qanɔtida yurarmidim? (p.177) 
133)  - Soramaŋ. Eriŋgiz maišat qilganida siz ham bir ayšiŋgizni sursaŋgiz, ɔsmɔn uzilib yerga tušmas. 
- Yoq, šu yerda otiraveraylik. 
- Men sizga yɔmɔnlikni ravɔ koramanmi? (p.183) 
134)  Sizdaqa oġil bola kerak meŋga, keyin gaplašib ɔlamiz. (p.184) 
135)  - Siz učun bugun bošqatdan taškil qilamiz. 
- Yoq, yoq, - dedi Zaynab. - Kerakmas. (p.185) 
136)  Men sizni tanidim, - dedi tabib, xayrlašiš učun qol uzatib. (p.187) 
137)  Siz čaqirdiŋgiz, haydasaŋgiz ketaman. (p.188) 
138)  - Tanimadiŋmi? Asqar akaŋ man. 
- Siz?.. (p.190) 
139)  Sizniŋ še’riŋgizdan oqigan edim, tušunmadi. (p.190) 
140)  Siz aytgan ediŋgizki «Nafsi yɔmɔn katta baliq ɔġzin ɔčib, yutdi kičik baliqlarni daryɔda hey...» (p.190) 
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141)  - O, azizim, sizni korganimdan baġɔyat xursandman… 
- Sizni ɔxir-ɔqibat yedi, u maraz! - dedi Anvar. (p.191) 
142)  - Unday demaŋ, azizim… 
- …Muhimi- siz jallɔdiŋgiz umridan koprɔq umr korasiz. 
- …Endi navbat sizniki. 
- Siz ham meni čɔrlaysizmi? (p.191) 
143)  Siz, azizim, masalaniŋ bu tɔmɔnidan xɔtirjam boliŋ. Sizniŋ safariŋgiz xayrli, bu ɔlamga pɔkiza hɔlda kirib kelasiz… Siz 
baġrimizga keliŋ. (p.191) 
144)  Siz... šunaqa irim-sirimga išɔnasizmi? (p.194) 
145)  Sizga kerakli mehmɔn ham oša yerda šekilli, a? (p.195) 
146)  Mana šu vrač ertaga sɔat onda sizni kutadi. (p.195) 
147)  Marhabɔ, - dedi, - fikri ɔjizimča siz Asadbekdirsiz, a? (p.195) 
148)  Sizdan Vatan havɔsi keladur, čox mamnundirman, afandim. (p.195) 
149)  - Afandim, sizni men bilurman… Bir ɔlmaniŋ bir yuzi sizu yana bir yuzi farzandu arjumandlariŋgiz,… 
- Muzaffarxɔn? Kim u? 
- Siz u zɔtni bilmaysiz? 
- Yoq. 
- O, u zɔt čox gozal insɔndur… Sizniŋ farzandu arjumandlariŋgiza janɔbniŋ nazarlari tušibdur. (pp.195-196) 
150)  Yuzma-yuz otirib fikrlašmakka amr etilgani sababindan sizni bu yɔna čɔrladimki, ayb etmassiz. Agarči bu taklifni 
ma’qul korsaŋgiz, siz ham, Muzaffarxɔn janɔblari ham tašvišlardan xalɔs bolursiz. (p.196) 
151)  - Oġillarimniŋ bu gaplardan xabarlari bɔrmi? 
- Albatta. Ularda rizɔ. Siz rizɔ bolsaŋgiz, barča toyga hɔzirdur. Siz oylamaŋki,… (p.196) 
152)  - Siz istak bildirurmisizki, hɔzir telefon qilib Muzaffarxɔn ila sozlašmakka? 
- Yoq, hɔzir emas. Ɔzgina oylab ɔlay. (p.196) 
153)  Siz oŋ tɔmɔndasiz, avval siz kečiŋ, - dedi doktor Xudɔyɔr, - qoli bilan ešikni korsatib. (p.197) 
154)  - Bular kimga? 
- Bizga... sizga... - dedi Asadbek. 
- Bular harɔm-ku? Siz... namɔz qilmaysizmi? (p.197) 
155)  Siz oz yurtiŋgizda, musulmɔnlar yurtida yašab-da, namɔz qilmaysiz. Siz Rasuli akram afandimiz janɔb Haqdan rivɔyat 
etgan «meŋga bir qarič yaqinlašgaŋga men bir aršin va bir aršin yaqinlašgaŋga esa bir qulɔč yaqinlašgayman. (p.197) 
156)  Afandim, bunday as’asaga hɔjat nadir? Siz meni čɔyga taklif etib ediŋgiz? (p.197) 
157)  Siz meŋga aytiŋ, janɔb Asadbek, Gorbačev qayta qurišni ɔlam arɔ e’lɔn qildi. (p.198) 
158)  Siz qamay ɔlmaysiz, čunki sirtmɔqda ularniŋ barmɔq izlari yoq, sizga esa faqat barmɔq izi kerak. Bu Xɔlidiy degani 
nečta ɔdamni quritgan, siz bilmaysiz. (p.202) 
159)  Siz heč qanday qɔnunni bilmaydigan ɔdamniŋ gaplarini aytyapsiz. (p.202) 
160)  Nima učun murda sudmedekspertizada emas, sizniŋ olikxonaŋgizda yɔtgan edi? (p.204) 
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161)  Siz tuppa-tuzuk jizzaki ekansiz… Bir narsani aniq tušunib ɔliŋ: siz bir kissavurniŋgišini ɔlib bɔrmayapsiz. Siz 
gazitčilarniŋ tili bilan aytganda, «uyušgan jinɔyatčilar» bilan ɔlišmɔqčisiz… Siz-či? Xop, yɔniŋgizda yana ikkita, bɔriŋ 
ana uč-tortta ugro inspektorlari bɔrdir. Sizniŋ hamlaŋgiz ular učun pista čaqib tašlaŋganday bir gap… Sizga bugun-
erta išni yɔpišni šama qilišsa, mayli, avval jizzakilik qiliŋ… Sizga tɔpširilgan bɔšqa išni yuritaveriŋ. (p.205) 
162)  Bir gap aytaman, taltayib ketmaŋ yana: kattamizniŋ sizga mehri tušgan. (p.205) 
163)  Hamdam aka, iltimɔs, siz hɔzir qistɔvga ɔlib soramaŋ, men aytmay. (p.206) 
164)  - Bɔšqalar urib ketišdi. Men uni ajratib ɔldim. 
- Bekɔr qilibsiz. Ular balki sizniŋ himɔyaŋgizga arzimas. (p.208) 
165)  - Oša siz rahm qilgan aka-uka, bugun qarzdan qutulib, ertaga birɔvni qarz qilib, xuddi šu hɔlga sɔladi. 
- Baribir nɔhaqlik-da, aka? 
- Nɔhaqlikka nɔhaqlik… Siz nɔhaqlik deysiz. (pp.208-209) 
166)  - Boladigan gap emas, bu aka. 
- Men sizga bir sirni ɔčišga majburman. «Hɔfiz akam bular bilan bir qɔzɔndan ɔš ičadi», desaŋgiz yaŋlišasiz, uka… 
Sizni birinči marta korgandayɔq men šuni xayɔl qildim… 
-…Siz halɔl, adɔlatparvar dostlariŋgiz bilan meni taništiriŋ. (p.209) 
167)  Yarmi sizga ekan. (p.210) 
168)  - Meŋga išɔnmaysizmi? 
- Siz-či? Meŋga išɔnyapsizmi? (p.210) 
169)  - Kerakli uyga kirib čiqqanimizdan soŋ sizga yuk bolmay ɔlib ketar, degan maqsadda «izimizdan yur», devdim. 
- Valya, siz meŋga yaxširɔq qaraŋ, men qorqadigan yɔšdan otganman. Zeli ɔġa tariximni aytib bermadimi? 
- Siz haqiŋgizda juda ɔz gapirdi. Lekin eŋ muhim išni aytib ketdi. 
- Aytib ketdi?‐Elčin ajablanib uŋga qarab ɔldi. 
- …U siz haqiŋgizda Xoŋgireyni ɔgɔhlantirdi. Endi siz šaxsan Xoŋgireyniŋ himɔyasidasiz. Heč narsadan qorqmaŋ. 
- Anavi ġilaydan hammi? - dedi Elčin hazil ɔhaŋgida. 
- Fu, - dedi Valya labini burib, - u peška-ku!... Sizni qiziqtirgan ɔdam čindan ham Sočida edi. (pp.210-211) 
170)  Bu, azizim, ularniŋ iši. Siz hɔzir repetitsiyaŋgizga ketyapsizmi, demak, šu išni oylaŋ. (p.211) 
171)  - Lekin sizga bunčalik hɔtamtɔylik qilganiniŋ bɔisi nima ekan? U bilan yaqin ediŋgizmi? 
- Er-xɔtindan ham yaqinrɔq edik. 
- Tušunmadim? 
- …Sizga oz xɔtiniŋgiz yaqinmi yɔ oynašiŋgizmi?...Buni siz yaxši bilasiz. San’atkɔrniŋ oynaši kop boladi. 
- Afsuski, men oynaši yoq san’atkɔrlardanman. 
- O, šundaymi?... Meŋga oxšaganlarni tɔpib ɔliŋ. 
- Sizga oxšaganlar bu šaharda bɔšqa yoq bolsa-či? 
- Men hɔzirča šu šahardaman-ku?!... 
- Qɔzɔqlar čirɔyli juvɔnlarni ɔlib qɔčib ketišadi. Men ham sizni ġilaydan ɔlib qɔčyapman. 
- Siz qɔzɔq emassiz-ku? (p.211) 
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172)  Valentina Mixaylovna, sizda Dostoevskiyniŋ kitɔblari bormi?- deb soradi Elčin. (p.212) 
173)  Sɔli ɔta, sizni ham ɔlib bɔrib qoyadi. (p.216) 
174)  - Otir, - dedi Asadbek. - Nima qarɔrga keldiŋ? 
- Bilmasam... Siz nima desaŋgiz šu. (p.217) 
175)  - Siz-či? 
- Meni qoya tur. (p.219) 
176)  - Siz-či? - deb soradi Manzura hayratlanib. 
- Men... meŋga hukumat ruxsat bermabdi. (p.220) 
177)  - Meniŋ sɔyamdami? - dedi Asadbek sinɔv nazari bilan tikilib. 
- Ha-da, sizni akam deganman. (p.221) 
178)  Bek aka, jahliŋgiz čiqmasin, dunyɔ bɔzɔr-da, bir sizniŋ ɔmadiŋgiz keldi, endi gal meniki. (p.222) 
179)  Oziŋgizni bɔsiŋ akaxɔn, - dedi Hɔsilbɔyvačča, uyqudan turib esnayɔtgan ɔdam ɔvɔzi bilan. - Siz hɔynaxɔy kassetani 
ɔxirigača kormagandirsiz? (p.223) 
180)  Sizga ham qɔyilman. Bunaqa tan beriš faqat oġil bɔlaniŋ qolidan keladi, - dedi. (p.226) 
181)  - Bir ukalik maslahatim - uni qidirmaŋ. Men uni sizniŋ onta yigitiŋgizga ham ališmayman. Siz kassetani ɔliŋu 
bɔšqasini 
unutiŋ. Oziŋgiz kelasizmi, yɔ ɔdam yubɔrasizmi? 
- Bu ikkalamizniŋ ɔramizdagi iš. Men bɔrɔlmayman. (p.226) 
 
合計 286 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 
 
1) - Sizdan maslahat sorab keldim. 
- Men ham yoqɔt, desam-či? (p.3) 
2) - Yɔšulli, bu maŋlayi qɔra pulimizni, poezd pattasiniŋ haqini ham tolaši kerak. Siz undirib beriŋ, yɔšulli, biz sizni    
injitmaymiz. 
- Bekɔrlarni aytibsiz, bir tiyin ham bermayman,- dedi qɔvɔġi kokargan yigit, ojarlik bilan. (p.4) 
3) Yɔšulli, siz buni emas, meni tiŋlaŋ! (p5) 
4) - Yɔšulli, siz haqiqat qilmadiŋgiz, - da’vɔgar ornidan turib, qolini paxsa qildi: - Biz bularni tanimasak… 
- Otir, - dedi Kesakpɔlvɔn, uŋga oqrayib. (p.5) 
5) - Ɔyim sizga atagan ekanlar, - dedi. 
- Ɔyiŋgiz... tuzukmilar? - dedi tabib. 
- Oldilar. Ɔxirgi kuni ham sizni duɔ qildilar. (p.7) 
6) - Qorqmaŋ, men sizni oldiriš maqsadida čaqirmadim. 
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- Qorqayɔtganim yoq... - deb gap bɔšladi tabib. (p.7) 
7) - Siz... meni taniysizmi? 
- Yoq. (p.7) 
8) - Siz? 
- Ha, men. (pp.7-8) 
9) - U-či? U ham sizni taniydimi? 
- Bilmadim. Tanisalar kerak. (p.8) 
10) Rahmɔn aka sizmisiz? - dedi Kesakpɔlvɔn, uŋga bɔšdan-ɔyɔq razm sɔlib. (p.15) 
11) Rahmɔn aka sizmisiz? - deb soradi Kesakpɔlvɔn. (p.16) 
12) …Lekin men siz aytgan jɔyga bɔrmayman. (p.16) 
13) - Siz tabibmisiz ozi? 
14) - …Siz nɔmusulmɔn ɔdamga oxšab sozlar ekansiz. (p.16) 
15) - Siz yaxši iš qilmayapsiz.  
16) - Yoq, bɔrɔlmayman. 
- Siz oylab gapirmayapsiz. (p.17) 
17) - Hɔzir pul ɔlib čiqaman, - dedi Zaynab. 
- Puliŋgiz kerakmas. Sizga men bir gap aytay… Endi siz meŋga bittagina nɔn beriŋ, dardiŋgizni ɔlay. (18) 
18) - Yoq, siz meŋga aniq javɔb beriŋ: šu gapni aytmaysizmi? 
- Tilim kesilsa ham aytmasman. (p.22) 
19) Yɔdiŋgizdadir, biz siz ila telefon ɔrqali sozlašmak šarafiga muyassar bolgan edik. Bu tašrifiŋgiz čox gozal bolmiš. Čox 
minnatdɔrman, čox baxtiyɔr bolmišam, xɔnim afandim. (p.23) 
20) Abdusamad, inim, siz yuklar ila mašġul boliŋ, biz bɔra turamiz, - dedi doktor Xudɔyɔr. (p.23) 
21) Xɔnim afandim, uzr etmagiŋgizni sorayman. Sizga pešvɔz čiqmak učun qizlarnida taklif etmiš edik. (p.24) 
22) Xɔnim afandim, Muzaffarxɔn Marġilɔniy janɔblari sizni kent hududidan tašqaridagi villada kutmakdalar. (p.24) 
23) Inšɔɔllɔhkim, bu yulduzlar sizniŋ ɔsmɔniŋgizda ham nur sɔčajak! (p.25) 
24) Siz tašrifiŋgiz ila barčalarimizni ġɔyatda sarfarɔz ayladiŋgiz, begim,… Siz hɔrdiq čiqariŋ,… (p.25) 
25) Biliyurman, azizim,…U muhtaram zɔtniŋ ma’lum harakatlari učun hurmatimni izhɔr etganim hɔlda deyurmanki, siz 
aytgan šarafga lɔyiq emasdurlar. (p.26) 
26) Sa’dullɔxɔn, azizim, qalbimdasiz. Siz bilan bu xususinda avval ham bahslašib edik. Madaminbekniŋ šorɔlar bilan 
bitimidan asl maqsadi siz bilan bizga qɔrɔŋġu bolgani sababli ajrim qilmɔqqa huquqimiz yoqtur. Siz bilan men bu 
xususinda bir bitimga kela ɔlmaganimiz bɔis, bahsni yaŋgilamaylik. (p.26) 
27) Azizim, siz meni bir tɔqqa, bir bɔqqa bɔšlamakdasiz. …Siz muhtaram afandimga eslatmagim jɔizdurki, payġambar 
afandimiz hijrat qilganlaridan soŋra uluġ ġazɔtniŋ rahbari boldilar. (p.26) 
28) Šermuhammadbek esa,- doktor Xudɔyɔr yana jilmaydi, - mayli, siz aytganiŋgizča bola qɔlsin,… (p.26) 
29) - …Sizniŋ bu gaplariŋgiz meŋga Vatandagi bir šorɔparastniŋ sozlarini eslatdi. 
- …Meniŋ-da sozim hali intihɔsiga yetkani yoqtur. Siz-da, afandim, hijratni tilga ɔldiŋgiz,… (p.27) 
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30) Afandim, men sizga bu xususinda bɔšqa soz aytmasman. Šorɔparastlar sozlarini siz aytiŋ. (p.27) 
31) Sa‘dullɔxɔn, šarafli afandim, qalbimdasiz, siz meni bir muhɔriba maydɔnidan bɔšqasiga yetaklab otmakni ixtiyɔr ettiŋgiz. 
…Šorɔparast sizga qɔzɔq birɔdarlarimizniŋ bir maqɔlini aytibdi… Siz šorɔparast bizlarni itga qiyɔs etmakdadir, deb 
ġazab ɔtiga miniyursiz. (p.27) 
32) - Siz ularni bunda ayblarsiz, ular bizlarni unda ayblarlar. Kun šu tarzda otaverar…Afandim, agarči ular sizni, siz    
tufayli bizlarni ayblar bolsalar, haqlidurlar… 
- …Yollar ɔčilsa edi, men Vatanniŋ beš yerida beš uluġ maġɔza ɔčsam,… 
- Oh-ho!.. - doktor Xudɔyɔr baralla kulib yubɔrdi. - Afandim, afandim, siz on emas, on miŋ dokɔn quriŋ, Vataŋga nafi  
ɔzdir.……Siz Vataŋga ilm ɔlib bɔriŋ..……Siz bilan biz yašab turgan Ɔlmɔniyani urušdan soŋgi xarɔblikdan bu darajaga  
ilm kotarmadimi? Siz bilan bizniŋ aybimiz šuki, Vatan yollari ɔčilsin,… Nima učun siz bilan biz kurašmaymiz? Čunki  
bizlar‐siz mehr qoygan Šermuhammadbekniŋ avlɔdlarimiz… Sizni bilmadim, šarafli afandim, ammɔ men Vatan  
qaršisida uyatlidurman. 
- Siz andak yaŋliš gap aytdiŋgiz, janɔb Xudɔyɔr. (p.28) 
33) - …Siz aytganday arqɔn uzun tašlansa,… keyin onta atom bomba tašlab ham tinčita ɔmaysiz. 
- Atom bomba ta’sir qilmasa, vodorod bomba bɔr, neytron bomba bɔr, - dedi mayor Sɔliev hazil ɔhaŋgida. (p.30) 
34) Sɔlievga ham «Vaqti kelganda bu išga sizni jalb etamiz», deyišdi. (p.30) 
35) - Siz-či? 
- Men oylab koraman, dedim. (p.31) 
36) Ular sizga yana aytišadi. (p.31) 
37) Zɔhid, siz heč ilm bilan šuġullanišga harakat qilganmisiz? (p.32) 
38) Siz ranjimaŋ,… Men sizga bekɔr qiziqib qɔlmadim. Sizda ilmiy tahlilga intilišni kordim. (p.32) 
39) Siz bir axtariŋ… (p.32) 
40) - Siz uni kormagansiz, bilmaysiz… 
- Yɔš osmirda kimniŋ xusumati boliši mumkin? Yɔ ɔtasiniŋ dušmanlari bɔrmidi? 
- Bunisini bilmayman, uka, siz nima učun surištirib qɔldiŋgiz? 
- Men prokuraturadanman, - Zɔhid šunday deb hujjatini korsatdi. - Siz aytganday tuhmat boliši mumkin. (pp.33-34) 
41) - Siz tuhmat deyapsiz. Oša paytda nima učun aytmagansiz? 
- Biz kimmiz, bizniŋ gapimizni birɔv sariq čaqaga ɔlarmidi?... 
- Siz Jamšidniŋ zorlaši mumkinligiga nima učun išɔnmayapsiz? (p.34) 
42) …Siz ham unutiŋ. Gapimni ešityapsizmi? - Čuvrindi «bu gap seŋga ham tegišli» deganday Halimjɔŋga bir qarab ɔldi.‐
Hɔfiz, ešityapsizmi? (p.39)   
43) …siz yolda ketayɔtgan ediŋgiz, bir mašina quvib otib, toxtadi. Mašinadan tušišiŋgiz bilan sizni ɔtdi. (p.39) 
Bittasini oldirdiŋgiz... bir begunɔh bɔkira qizni esa, bulġab tašladiŋgiz. Bu kammi sizga?! (p.41) 
44) Meniŋ qiyɔfamga kirib sizga korinar edi. Oylab kormadiŋgizmi, bir qizni bulġašga men sizni da’vat etišim mumkinmidi? 
Men sizni heč yɔmɔnlikka qarab undaganmanmi?... Men sizni deb bir neča daqiqaga turdim,… (p.42) 
45) - Gunɔhlarim kop, bilaman, Nɔila, endi ilɔjsizman.  
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- Yoq, sizniŋ jɔyiŋgiz bɔšqa. Siz iziŋgizga qaytasiz… 
- Nɔila, meni ɔta-ɔnam ham haydašdi, sen haydama… 
- Sizni haydɔvči men emasman. Siz Zaynabga qaytiŋ. 
- Unday dema, Nɔila, qaytmayman. Haydama meni... 
- Siz Ɔllɔh ɔldida gunɔhkorsiz. Men sizdan rɔziman,… 
- Haydama, Nɔila! 
- Sizni haydaguvči men emasman. (p.42) 
46) Sizdan sal ɔldinrɔq bɔlalar kelišib mošinasini haydab ketišdi. (p.44) 
47) Hadeb «akaxɔniŋ» deyavermaŋ, meniŋ akaxɔnim - sizsiz! (p.51) 
48) - Sizga «Bandman!» dedim?! 
- Ešitdim, - dedi Zɔhid. - Afsuski meniŋ vaqtim ziqrɔq, bɔšqa kutɔlmayman. 
- Meniŋ ham vaqtim ziq. Sizni qabul qila ɔlmayman. (p.58) 
49) - Marhamat, soraŋ. Faqat imillamaŋ, vaqtim ziq. 
- Siz... Jamšid Sunnatullaev degan yigitni tanirmidiŋgiz? (p.58) 
50) - Sizni zorlamɔqči bolgan yigit... Qamalib ketgan. 
- Ha, umi... anča yil boldi. Esimdanam čiqibdi. (p.59) 
51) - Siz uniŋ taqdiri bilan qiziqmadiŋgizmi? 
- Nimaga qiziqišim kerak ekan? (p.59) 
52) - Men oldirmabmanmi, išqilib? 
- Yoq, sizmasdirsiz. 
- «Sizmasdirsiz?» Nima demɔqčisiz? (p.59) 
- Bunaqa iš sizniŋ qoliŋgizdan kelmasa kerak, demɔqčiydim. (p.59) 
53) - …Bu masala plenumga qoyilišini aytdim-ku sizga! 
- Prokuraturadan bir ortɔq kelib, meni sorɔq qilyapti. (p.59) 
54) - Sunnatullaev sizni zorlamɔqči bolgan oša išda siz tergɔvčiga «Undan qɔčaman, deb ozimni derazadan tašladim»,  
degansiz… 
- Bu ɔdamniŋ olimiga meniŋ korsatmalarimniŋ nima dahli bor? Siz qɔtilni qidiryapsizmi yɔ eski goŋni tityapsizmi?... 
- Siz savɔlimga javɔb bermadiŋgiz? (p.59) 
55) - Sizni sorašyapti. (p.60) 
- U yerda nima qilib ivirsib yuribsiz. Hurmatli ɔdamlarni behurmat qilišga kim sizga huquq berdi? 
- Kečirasiz, sizni tanimay turibman? - dedi Zɔhid. (p.60) 
56) - Siz šɔšib turibsiz šekilli, čaqirišyaptimi? - dedi Muɔvin qɔšlarini čimirib. 
- Ha, hɔzirča šɔšib turibman. Keyin bafurja gaplašamiz. 
- Ɔvɔra bolib kelib yurmaŋ. Bɔšqa aytadigan gapim yoq sizga. 
- …Sizga čaqiruv qɔġɔzi yubɔraman, prokuraturaga oziŋgiz bɔra qɔlasiz. (p.60) 
57) Siz yana nečta ɔdamniŋ umriga zɔmin bolgansiz?... Siz minbarda kopirib aytgan adɔlat bɔšqa, biz himɔya qilmɔqči bolgan 
225 
 
adɔlat bɔšqami? (p.61) 
58) - Ɔddiy bir idɔraga, - dedi Zɔhid ozini xɔtirjam tutišga tirišib. 
- Siz učun ɔddiydir. (p.62) 
59) Xɔla, iltimɔs, siz tašqariga čiqib turiŋ. (p.64) 
60) Advokatiŋgiz nima-yu siz nimasiz... (p.64) 
61) - Siz meni birinči marta korib turibsiz… Qiziŋgiz sud nɔhaq, prokuror nɔhaq, deb katta idɔralarga arz qilibdilar. 
- Ha, arz qildi… Siz bir šorlikni qamab, adɔlat boldi, deb kerilib yuribsiz. 
- Uni men qamaganim yoq šekilli? 
- Siz bolmasaŋgiz bɔšqasi. Men siz deb idɔraŋgizni aytyapman, - dedi ayɔl soziga aniqlik kiritib. 
- Meniŋ idɔram ham qamamaydi. Siz jinɔyatčilarniŋ ayšini surib yurganlarini qayerdan bilasiz? 
- Qizimniŋ ozi korgan ularni… 
- Qiziŋgizni ariza yɔzišga siz undadiŋgizmi? 
- Qizim ahmɔq emas, unda ham vijdɔn bɔr. Sizdaqalarda... (p.64) 
62) - Siz aytsaŋgiz bilaman. (p.64) 
63) - Anavi qɔġɔzlariŋgizda bɔr-ku hamma gap? - dedi ayɔl. 
- Men ozlaridan ešitmɔqčiman. Siz aralašmay otiriŋ. (p.65) 
64) - Taksi edi, - dedi ayɔl aniqlik kiritib. 
- Xɔla, siz aralašmay turiŋ, - dedi Zɔhid uŋga tanbeh berib. (p.65) 
65) - …Birinči bolib sizga kim yaqinlašdi? Bɔtirovmi? 
- Vɔy, u bɔla bolmagan, - dedi ayɔl. 
- Xɔla, siz meŋga xalaqit beryapsiz. Čiqib turiŋ,… (p.65) 
66) Bu endi siz bilan men učun otmiš… Siz bir yaŋgilikni ešitdiŋgizmi-yoqmi, šuni biliš učun yoqladim. (p.66) 
67) Ɔyi, siz nɔtoġri tušuŋgandirsiz? (p.70) 
68) Qalbimdasiz, xɔnim afandim, siz muhtarama zɔti ɔliyalariga bizim qizlarimiz yɔqdimi ekan? (p.71) 
69) Ammɔ bilmɔġiŋgiz kerakkim, xɔnim afandim, sizniŋ ɔqil oġillariŋgiz meniŋ učun oz farzandu arjumandlarim kabi 
qadrlidurlar… Xɔnim afandim, sizga biz aytayɔtgan sozlar ġalat tuyulgusi, buni-da aŋlayurmiz. Siz qizlarimiz ila suhbat 
qursaŋgiz nur alan-nur bolur edi. Ammɔ, afsus šuki, qizlarimiz sizdan uyalyaptilar… Said Muzaffarxɔn janɔbim, 
qalbimdasiz, siz aytiŋ endi. (pp.71-72) 
70) Meŋga ma’lumki, afandim, siz behad saxiy janɔblardansiz…Siz bu ɔrzularniŋ bahridan otiŋ, janɔbim. (p.72) 
71) - …Siz hɔzir nima iš qilib qoyganiŋgizni bilasizmi? 
- Nima qibman? (p.72) 
72) Sizga aytmagan sirlarini meŋga aytarmidilar. (p.77) 
73) Bek inim, ikki ɔġiz gapimiz bɔr, aytamizu ketamiz. Sizni učratišimiz ɔsɔnmi, bu tortinči kelišimiz,… (p.79) 
74) Bek inim, bizdan ranjimaŋ, bɔmdɔddan čiqib kelaverdik. Sizniŋ išiŋgiz kop, bilamiz,… (p.79) 
75) Mačit bitay deb qɔldi, Ɔllɔh sizdan rɔzi bolsin. (p.79) 
76) - Sizda zarur gapim bɔr. Kečqurun uyiŋgizga bɔraman. 
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- Šunaqa ahvɔlda yuviqsiz bɔrsaŋ uyga kiritmayman,… (p.81) 
77) Ɔyijɔn, ayɔllar nima učun yašaydi ozi bu dunyɔda?… Siz nima kordiŋgiz? Siz učun bu dunyɔniŋ rɔhati nimada? (p.88) 
78) - Jɔn qizim, meni tiriklayin otga tašlama... 
- Sizni oylasam... bu otda ozim yɔnišim kerak... (p.89) 
79) Men sizga savɔl berdim: eriŋgiz mašinada čiqdimi yɔ piyɔda ketdimi? (p.93) 
80) - Siz ozi kim bolasiz?… 
- Men kennayilariman. (p.93) 
81) - Siz ham bittasini tɔpa qɔlmaysizmi? 
- Tɔpaman. (p.94) 
82) - …Sizga qarab hayrɔn bolyapman… Siz sɔčlariŋgizga, qɔšlariŋgizga qaramaysiz... 
- Qɔšimga? - Zaynab ajablanib, ixtiyɔrsiz ravišda barmɔqlarini qɔšiga tekkizdi. (p.96) 
83) - Siz šunaqa deysiz-u... 
- Mayli, qɔqindiq, oziŋgiz bilasiz. Unda men uyimga bɔrib kelayin. (p.97) 
84) Endi uka, gapni ikki sɔatdan beri men emas, siz čozyapsiz. Sizga londasini aytdim… (p.104) 
85) Qaynɔnaŋgizniŋ qizlari - sizniŋ xɔtiniŋgiz-da, a? (p.104) 
86) - Xɔtiniŋgiz sizni yaxši korar ekan, siz-či? Yaxši kormasmidiŋgiz?… 
- E, uka... 
- Bu ɔdam sizga uka emas, prokuror! Šahar prokuraturasidan!… 
- Uzr, ortɔq prokuror, tanimaganini siylamas, degan maqɔl bɔr-ku… Siz juda toġri savɔl berdiŋgiz. (p.104) 
87) Siz qaynɔnaŋgizga maġzava aġdarib, oziŋgiz suvdan quruq čiqmɔqčimisiz? (p.104) 
88) - Xɔhlasaŋgiz garɔv oynaymiz: men sizga oynašiŋgizni ropara qilaman, siz esa... sizni bičamiz-qoyamiz, kelišdikmi? 
- Yoq, kelišmadik. Sizlarni bilaman, kočadan bitta šalɔqni ɔlib kelib ropara qilasiz. (p.104) 
89) - Ortɔq prokuror, sizdan maslahat soramɔqčiman:… Ana šunda bu akaxɔnni ikki qollab sizga uzatamiz… 
- …Meni qorqitmay qoya qɔliŋ, yɔš bɔla emasman. Qɔnunni sizdan bɔšqa biladiganlar ham bɔr… 
- Ie, bolmasam-či? - dedi Hamdam qollarini yɔyib. - Sizsiz bolarkanmi bu iš… 
- Nima bu? 
- Avval oqiŋ… Siz iš bir yɔqlama bolguniča šahardan tašqariga čiqmay turasiz… Mabɔdɔ bitta-yarimta sizga telefon qilib  
qɔlsa, šu šiɔr esiŋgizda tursin. (p.105) 
90) Siz mabɔdɔ Hɔsilbɔyvačča degan ɔdamni ešitmaganmisiz? (p.105) 
91) Siz... musulmɔn emasmisiz? (p.107) 
92) - Ɔllɔh sizni va siz kabilarni ozi islɔh etsin. Siz «Bu qanaqa tentakki, qamɔqda otirib šukr qilsa», deb fikr qilayɔtgan  
bolsaŋgiz ajab emas. Sizdan «musulmɔnmisiz» deb soraganimniŋ bɔisi šundan ibɔratki, har bir muslim har nafasida  
Yaratgaŋga šukrlar qilmɔġi farzdir. Siz tɔŋda uyġɔŋganiŋgizda Rabbimga šukr qilasizmi? 
- Yo-oq, - deb tan ɔldi Zɔhid. 
- …Siz bilan gaplašib turgan šu damda qanča ɔdam nafas ɔldi-yu, nafasga qošib jɔnini ham čiqardi. (p.108) 
93) - Bir haftagača sizga heč kim heč narsa demadimi? 
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- Yoq. 
- Siz doxtirga ham učramadiŋgizmi? 
- Yoq... Men u yigitlarniŋ nayraŋgini tušunmabman. (p.109) 
94) - Demak, sizga birinči safar tuhmat bolmaganmi? 
- Yo-oq... Bir jihatdan qamalganim yaxši natija berdi… Bilmadim, birɔdar, siz buŋga tušunarmikinsiz... (p.109) 
95) Sizga bu baxtni kim berganini aŋlaganmisiz? Uŋga šukr etganmisiz? - dedi Bɔtirov uŋga sinɔvčan tikilib. (p.110) 
96) Bɔtirov, - dedi u rasmiy ɔhaŋda, - siz bir qizni zorlašda, soŋ uniŋ puli, kiyimlarini oġirlašda ayblanasiz. (p.110) 
97) Harhɔlda sizga šunday ayb qoyib, qamašgan. Qiz ham taniš čɔġida sizni adašmasdan korsatgan. (110) 
98) Siz ham išɔnmaysizmi? (p.110) 
100)  Sizniŋ išiŋgizda balki kop učrar. (p110) 
101)  Siz... ɔnamni kordiŋgizmi? (p.111) 
102)  - Siz uniŋ ozi bilan gaplašdiŋgizmi?  
- Gaplašdim. (p.111) 
103)  Siz yana sorayapsiz. (p.111) 
104)  U sizni korganmi? (p.111) 
105)  Balki sizni hɔzir kutib otirgandir. (p.112) 
106)  - Siz bu haqda heč nima bilmaysiz.  
- Šuni aytgani čaqirtirdiŋgizmi? - dedi Zɔhid nɔrɔzi ɔhaŋda. (p.113) 
107)  Siz Šaripovsiz... Šarif Namɔzov kimiŋgiz boladi? (p.113) 
108)  Gap šu bolmasa: qamɔqdan čiqarib yubɔrganiŋgiz učun Šarif Namɔzov sizga qanča haq toladi? (p.113) 
109)  Siz bilan hazillašay deb ikki qit’ani bɔsib kelganim ham yoq. (p.113) 
110)  Siz men bilan bu tarzda gaplašmaŋ, haqqiŋgiz yoq! (p.114) 
111)  Ada?- deb ajablanadi Asadbek, - Siz ham šu yerdamisiz? (p.115) 
112)  - Siznikida ɔlɔv kordim?.. 
- Ɔh... bɔlam... sen qabr azɔbi nima ekanini bilmaysan... (p.115) 
113)  Bek aka, jɔn Bek aka, sizga nima boldi? (p.120) 
114)  Nega miŋ yillik qadrdɔni - siz emas, men emasman, nega Mahmud? (p.122) 
115)  Nega u heč bolmaganda siz bilan meni ɔgɔh qilmayapti? (p.122) 
116)  Šu yerda tormozni bɔsiŋ, ɔkaxɔn. Šu yerda birpas toxtaŋ. Siz meni bilmaganday gapirasiz-a... (p.123) 
117)  Oša tabibniŋ ɔldiga... siz bɔrib keliŋ. (p.123) 
118)  Ha, ɔtib ketišibdi. Šahardan kelganiŋgizni bilsalar, Abdurahmɔn aka siz bilan sozlašmasalar ham kerak. (p.126) 
119)  Siz bilsaŋgiz aytiŋ. (p.127) 
120)  - Toy... sizni kutyapmiz. Nišɔn toyi otdi... Aytdim-ku... 
- Bir ɔz kutišsin... Zaynab bɔradi. 
- Siz-či, adasi? (p.129) 
121)  Sizni... Xudɔ urgani rɔst... (p.136) 
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122)  Xojayiŋga siz aytiŋ. (p.139) 
123)  Siz bɔraveriŋ, išiŋgizni qilaveriŋ. (p.140) 
124)  Lekin, azizim, siz tašvišlanmaŋ… Siz meŋga tušuntiriš xati yɔzib beriŋ. Sizni išsiz qɔldirmaymiz. (p.140) 
125)  Yana ham men sizni hurmat qilaman, azizim, Sizday ɔlimlar kočada qalašib yɔtgani yoq. (p.140) 
126)  Siz esa men haqimda nɔtoġri fikrlarda yurasiz. Partbilet, azizim, siyɔsiy masala. (p.141) 
127)  - Siz... katta ketyapsiz. Siz ularni bilmaysiz. Ular šundayki... qoyišga majbur bolardiŋgiz baribir. 
- Qoymasdim, - dedi Habib Sattɔrov ojarlik bilan. (p.141) 
128)  E, yoq, azizim,- Sɔhib Polatov šunday deb jilmaydi. - Sizga berɔlmaymiz uni. Bular institutniŋ mulki. Siz esa bizda 
išlamaysiz. Sizga faqat bir yaxšilik qilišim mumkin: istagan paytiŋgizda kelib fɔydalanišga ijɔzat etaman. (p.141) 
129)  Ɔllɔh sizga sabr bersin. (p.142) 
130)  Majlisda... sizniŋ čet ellardagi išlariŋgizni gapirišdi. Xullas... aytišdiki... siz... (p.143) 
131)  Siz... kapitalizmga xizmat qilibsiz. (p.143) 
132)  Siz ɔyim bilan otira turiŋ, men Anvarniŋ xɔnasiga kiray,… (p.144) 
133)  Mahmud, aqalli siz ham meni tušunmadiŋgiz-a?… Sizda šunday tuyġuniŋ učqunini korgandim. (p.147) 
134)  - Xop-xop, - dedi deputat tɔbelik bilan. 
- …siz avval jɔn berasizmi yɔ bɔšqalarmi? Sizga oxšagan gapdɔnlarni yaxši bilamiz. (p.147) 
135)  Siz qaysi Vatanni nazarda tutyapsiz? (p.147) 
136)  Ɔrzubek aka, siz uluġ ɔdamsiz, - deb gap bɔšladi u. (p.148) 
137)  Siz uluġ ɔdamsiz.……Biz sizni hurmat qilamiz. Toġri, biz millat učun sizday jɔn kuydira ɔlmaymiz. (p.148) 
138)  - Sizga salɔm dedilar, yaxšilar, - dedi Čuvrindi. 
- Sɔġ bolsin, qardɔšim. Xoš, meni nima učun qidirdilariŋ? (p149) 
139)  - U vɔsitači emas, u - vakil! - dedi Xoŋgirey. 
- Ha, albatta, sizniŋ vakiliŋgiz, - deb xatɔsini tuzatdi Čuvrindi. (p.149) 
140)  - Sizga tilla haykalča ɔlib kelganmiz. Men kočada edim, sizni kormaganman. 
- Bekɔr aytibsan, ġilay! Meŋga heč kim tilla haykalča ɔlib kelmagan. (p.149) 
141)  - Xop, men buŋga išɔndim, deylik… 
- Biz sizni ahmɔq qilmɔqči emasmiz. (p.150) 
142)  Sizga marhamatli boliš yarašadi, - dedi Čuvrindi jilmayib. (p.151) 
143)  - Siz aytiŋ. 
- …Agar meniŋ bɔbɔlarim jannatda bolišsa men ularniŋ kozlariga korinišdan uyalib, dozaxga qɔčaman. (p.151) 
144)  - Nega? - dedi Xoŋgirey ajablanib. 
- Men sizga toġrisini aytganman. (p.153) 
145)  - Agar toġri tušuŋgan bolsam, siz bizni qulga aylantirmɔqčisiz. 
- E, qardɔš, men bunday deganim yoq. 
- …Siz bugun meniŋ bɔš bolišimni istadiŋgiz… Biz u tɔmɔnda qoġirčɔqlarmiz, oynatadigan iplar esa bu yerda, sizniŋ  
qoliŋgizda. (p.155) 
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146)  Agar men čečenlarniŋ kamčiligini aytsam, sizga yɔqadimi? (p.155) 
147)  Qullikdan hazar qiluvči xalqniŋ farzandi siz aytgan šartga konɔlmaydi. (p.155) 
148)  Bizga sizniŋ sɔġliġiŋgiz kerak. Sizniŋ tɔvɔniŋgizga kiradigan tikan bizniŋ kozimizga kirsin. (p.157) 
149)  Ɔxun, siz bɔraveriŋ. (p.158) 
150)  Ɔta yurtimga yolim tušib edi, sizni yoqlamay ketɔlmadim. (p.159) 
151)  Siz qaytganiŋgizdan soŋ ošnaŋgiz keldilar… Siz aytgan ekansiz… Botam, sizni injitmɔq niyatim yoq,… (p.159) 
152)  Hɔzir kelayɔtib qurdirayɔtgan masjidiŋgizni kordim, Ɔllɔh sizdan rɔzi bolsin. (p.159) 
153)  Siz aytgan hadisi šarifda balki komiš marɔsimiga bɔriš nazarda tutilgandir, vallɔhi a’lam? (p.159) 
154)  - Uniŋ iziga tušganlar ɔrasida sizda avval xizmat qilgan bir ozbek yigiti ham bɔr ekan. 
- Kim ekan? - deb ajablandi Asadbek. (p.160) 
155)  - Men uni siz korgan kulbamda qɔldirib keldim… 
- Yaxši qilibsiz, rahmat sizga. 
-…Bu yɔqlarda qolga tušsa, sizga yɔmɔn bolar ekan. (p.160) 
156)  Botam, sizga aytmɔqči bolgan ɔmɔnat gapim šu. (p.160) 
157)  - Sizni bilmayman-u, ammɔ men šorɔ hukumatidan butunlay nɔrɔziman.…… 
- Durust aytdiŋgiz, botam. (p.161) 
158)  …siz muhtaram zɔtni ziyɔrat qilmasdan otib ketmɔqni ayb deb bildik, - dedi Muhiddin ɔta. (p.162) 
159)  Taqsir, bir rivɔyat yɔdimga tušdi, ijɔzat beriŋ, aytay. Hɔynahoy siz bu rivɔyatdan xabardɔrsiz. (p.162) 
160)  Ey, muruvvatli pɔdšɔh, biz siz bergan suvni ičdik. Endi sizga mehmɔnmiz. (p.162) 
161)  …biz sizga mehmɔnmiz. Haqiqat šulki, siz olimga hukm qiluvči šɔh emas, xastalarga šifɔ beruvči tabibsiz. (p.162) 
162)  Inim, siz meni korinmas ip bilan bɔġlab ɔldiŋgiz… Men esa, siz aytgan rivɔyatga javɔb aytay:… (p.162) 
163)  Alqissa šulki, siz oylab-oylab durust sozlar aytdiŋgiz. (p.163) 
164)  Sizga bir qarašdayɔq quvġindi ekaniŋgizni yuragim sezgan, - dedi tabib. (p.163) 
165)  - Bilaman, inim, bilaman, - dedi tabib ɔġir tin ɔlib. - …Sovet Ittifɔqiniŋ čegarasi siz bɔsib otgan darvɔza ɔstɔnasida 
tugaydi… 
- Bu davlat yuragimizdan jɔy ɔlɔlmadi. Siz yaxši aytdiŋgiz, taqsir. (p.163) 
166)  Lekin... yana bir xastalik ilašibdi sizga. (p.164) 
167)  Šu bɔis bu dunyɔdagi bɔylikni, siz aytgan yuzta taŋgani sariq čaqaga ham ɔlmayman. (p.164) 
168)  - Uzr, ɔtaxɔn, oylamay gapirib yubɔrdim, - deb bɔš egdi Jalil. 
- Siz meŋga yuzta emas, bitta tɔpib keliŋ. (p.165) 
169)  - Men uni qanday tɔpaman? 
- …Uzɔqdan kelibsiz, šu uy sizniki. Siz esa inim, poezdda bir yarim kunlik yol, bir jɔyga bɔrasiz… Siz Sayyid  
Abdulahadxɔnniŋ on yettinči jiyani ekansiz. (p.165) 
170)  Ako, siz soradiŋgiz, men javɔb berdim. (p.165) 
171)  - Sizga yigit kerakme? - deb savɔlga savɔl bilan javɔb berdi čɔl. 
- Aslida meŋga Hayim aka kerak. 
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- Haym akaŋgiz men-ku? - deb kuldi qariya. - Nabiram sizga nima dedi, ketdi, dedime? (p.166) 
172)  Nabiram hazilga mɔyil. Ammɔ u ketdi, degan, siz oldimi, degansiz, haymi? (p.166) 
173)  He, esiŋgizga bir narsa, sizniŋ. (p.166) 
174)  Ha, sizga ɔsɔnme, bu. (p.166) 
175)  - Tabib ɔġajɔn, siz hamma narsani bilasiz, aytiŋ, bir ɔy ičida olib qɔlmaymanmi? 
- Buni Xudɔ biladi. 
- Siz ham bilasiz. (p.168) 
176)  Agar keča bu birɔdarimniŋ uzrlari aytilmaganda sizni bɔqmas edim. Men sizniŋ koziŋgizda zulm kordim. (pp.169-170) 
177)  Unday demaŋ, inim, oša zamɔn nima učun siz bilan meni yoldan čiqarmadi? (p.170) 
178)  Taqsir, - dedi Muhiddin ɔta. - Sizga učratgani učun Ɔllɔhga šukr. (p.170) 
179)  Sizda qɔlaversin, rɔzimiz, - dedi Asadbek. (p.170) 
180)  - Quyɔš esa issiq. Siz ɔy bola qɔliŋ. 
- Men quš bolgim keladi. (p.172) 
181)  Keliŋ, sizni kutib turgan edim, - dedi Said Qɔdirov uni qaršilab. - …Siz mendan «Nega bunday boldi?» deb soramaŋ. 
(pp.173-174) 
182)  Sizni heč kim išdan četlatgani yoq. (p.174) 
183)  - Unda meniŋ nima keragim bɔr ozi? 
- Siz prokuratura tergɔvčisisiz. (p.174) 
184)  Oša kuni qiz siz aytganday qilib, Bɔtirovni korsatgan. (p.175) 
185)  Šunda Zɔhid bir ɔz aččiqlanib: «Siz nimadan qorqasiz? Kommunist bolmasaŋgiz, bɔšliq bolmasaŋgiz», degan edi. (p.176) 
186)  - Qabrni siz qaziganmisiz? 
- Ha, men. (p.176) 
187)  - Bu ham tergɔvga kerakmi, aytaymi? 
- Men sizni tergɔv qilmayman. (p.177) 
188)  U yerga qarab turib, «Dada, siz bizga harɔm yediryapsiz, bu išdan ketiŋ!» dedi. (p,177) 
189)  Prokurorman deysiz-u, heč unaqa ɔdamga oxšamaysiz. Nima učundir sizga yɔrilgim keldi. (p.178) 
190)  Amaki, siz čiqib turiŋ, - dedi Zaynab. (p.188) 
191)  Xop ɔyi, siz nima desaŋgiz šu. Ertalab sizni uyimga ɔlib ketaman. (p.189) 
192)  Siz ham kelasiz. (p.194) 
193)  - Siz bir paytlar meniŋ gaplarimni ġayrifan der ediŋgiz… 
- Meŋga gina qilmaŋ, meŋga tušuntiriŋ, - dedi Habib Sattɔrov bir ɔz asabiylašib. (p.195) 
194)  Sizda balki ontadir. (p.195) 
195)  Ukaŋgizni ham, sizni ham begɔna energoinformatsion maydɔnlar bezɔvta qilgan. (p.195) 
196)  - «Biz» deganiŋ kim? - dedi Kesakpɔlvɔn. 
- Siz bilan men. (p.198) 
197)  Bek aka, men sizga heč qačɔn yɔlġɔn sozlamaganman. (p.202) 
231 
 
198)  Namɔzov, siz ɔzɔdsiz. (p.204) 
199)  Siz ilmiŋgizga xiyɔnat qildiŋgiz. Xudɔ sizga aql bergan edi, siz aqlsizlar bilan qɔldiŋgiz... (p205) 
200)  - Men seni undan tɔrtib ɔlaman. 
- Yoq... Endi kečikdiŋgiz. «Sen siŋlimsan», degan ediŋgiz. Siz... akam boliŋ... (p.209) 
201)  - Xojayiniŋni čaqir, - dedi Mamatbey pɔylɔqčiga. 
- Siz kim bolasiz? (p.211) 
202)  Rak deb kim aytdi sizga? (p.212) 
203)  - Ular sizni nima učun urišdi, nima sababdan qamab qoyišdi? - deb soradi Zɔhid… 
- Aniq bilmayman. (p.215) 
204)  - Siz išɔnmayapsizmi? 
- Xop, išɔndim ham deylik. (p.215) 
205)  Sizniŋ bunday yoqɔlganiŋgizni Mahmud akaŋgiz ham bilmasmidilar? (p.215) 
206)  - Siz televizor korib turasizmi? - dedi u.  
- Ha, unda-bunda... - dedi Jamšid savɔldan maqsadni uqmay. 
- …Šu iš aynan siz učun,… (pp.215-216) 
207)  - Siz... ulardan yaširinča iš yuritmɔqčimisiz? 
- …Men šeriklarimga qarši iš qiladigan nɔmardmanmi? (p.216) 
208)  Men Jamšid akamni yaxši korardim... Sizga xiyɔnat qildim! (p.220) 
209)  Ada, - deb ajablanadi Asadbek. - Siz ham šu yerdamisiz? (p.229) 
210)  Siznikida ɔlɔv kordim? (p.229)  
 
合計323例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat. 4-kitob. 
 
1) - Siz ham učasizmi? - deb soradi Manzura ajablanib. 
- O, albatta, - dedi Guluzɔr begim qahva hoplab. (p.3) 
2) Mahmudjɔn, akaŋgizniŋ dardini siz yaxši bilasiz, kelaman, deb ozlari kelmayaptilar, qaytib ketay desam, uŋga 
unamaydilar, siz birɔn nima bilsaŋgiz aytiŋ,‐dedi. (p.4) 
3) Sizni sorabdilar xalɔs. (p.11) 
4) «Iš»ni sizga išɔnyapman. (p.15) 
5) Kennayi, siz kelinlariŋgizniŋ yɔniga bɔrib tura qɔliŋ, - dedi. (p.25) 
6) Bɔr... siz bilan išlaš biz učun baxt. (p.37) 
7) Mulla aka, sizniŋ tani-jɔniŋgiz sɔġ bolsin. Sizdan bɔšqa bizniŋ yana kimimiz bɔr? (p.41) 
8) Bek aka, sizniŋ oġillariŋgizga havasim keladi. (p.41) 
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9) Bek aka, siznikini qatiqlamadim-a? (p.42) 
10) Kennayi, siznikini ɔlaveraymi bolmasa? (p.42) 
11) Ha, - deb javɔb berdi Jamšid uŋga tik qaray ɔlmay. - Sizga yɔlġɔn gapiruvdim. (p.46) 
12) Gunɔhlarni siz qildiŋgiz-u, jabrini bɔlalar tɔrtišsinmi? (p.47) 
13) Gunɔhlarni siz qildiŋgiz-u... (p.48) 
14) Siz hali yɔšsiz, xayɔliŋgiz bɔšqa yɔqda. (p.61) 
15) Maqsud akaŋgiz sizga ustɔz bolganlari učun aytyapman bu gaplarni. (p.61) 
16) Šɔkarimovniŋ išini sizga berišibdi, ešitdim. (p.61) 
17) Balki sizga yɔrilib qɔlišar? Siz qidiradigan sir šu ikkalasiniŋ ɔrasida. Uzɔqqa bɔrib yurmaŋ, uka. (p.61) 
18) Bunaqa orinlarda otiriš učun ma’lumɔt šart emas, uka.…Siz kitɔb korib ulġaygan yigitsiz. (p.62) 
19) - Ehtiyɔt čɔrasini ozgartirsammikin, siz nima deysiz? 
20) - Endi uka, «Iš» sizniŋ qoliŋgizda.…Men šɔšilmagan edim, «Iš»ni sizga ɔlib berišdi. Aqlim yetganičagumɔnlarim bɔr,    
ammɔ buni hɔzir sizga aytmayman. (p.62) 
21) - Sizdan ham ɔldin bir kiši ikki-uč marta keldi.… 
- Siz ɔvɔra bolmaŋ, ɔpa, ozimiz bir amallab tɔpamiz. (p.64) 
22) Men soraydigan ayrim narsalar sizga bema’ni yɔki eriš tuyuliši mumkin, lekin šularni sorab, aniqlašga majburman. 
(p.64) 
23) - «Asadbek» desa butun šahar taniydi-ku? Siz... ešitmaganmisiz? 
- Ešitmaganman... (p.65) 
24) Sizni qayerdadir korganday bolib otiruvdim. (p.65) 
25) Ha... siz ham bɔruvdiŋgizmi? (p.65) 
26) Mendan ɔldin siznikiga militsiyadan Ilyɔsov degan ɔdam kelgan. (p.65) 
27) Siz nimaga hayrɔn bolyapsiz? (p.65) 
28) Asad Abdullaev, siz men bilan yuriŋ. (p.68) 
29) - Kim bolsa ham sizga nɔtoġri ma’lumɔt beribdi… 
- Ha, - yigit tisarilib yana stolga ɔmɔnat otirdi:… (p.68) 
30) Sizni ɔlib ketgani kelganmiš. (p.70) 
31) Siz‐ɔlimsiz, sovetlarga yɔmɔnliġiŋgiz yoq. (p.72) 
32) Nima, man sizga yɔš kelinmanmi? (p.90) 
33) Siz... izdevatsya qilmaŋ. (p.91) 
34) Sizni kočada sorašayɔtganmiš,… (p.91) 
35) - U kiši... sizda... 
- Menda?……Siz adašgaŋga oxšaysiz, siŋlim. 
- Siz... toyimizga bɔrgansiz... (p.92) 
36) Siz oša ɔdamni tɔpib, ɔlib bɔrar ekansiz. (p.93) 
37) Uka, siz šu sɔhani tanlabsiz, bilib qoyiŋ: mana šunaqa išlar milisani ɔdamlar koziga balɔ qilib korsatib qoyadi. (p.94) 
233 
 
38) Sizniŋ yoriġiŋgiz bɔšqa. Oziŋgiz yaxši korib, ɔqib kelyapsiz. Sizga oxšaganlar kopaysa mendaqalarga nɔn qɔlmaydi. (p.94) 
39) Siz bilan men hɔzir bɔrib šularni ɔrqaga qaytarišimiz kerak. (p.95) 
40) Siz bir som bilan bɔyib ketgan tabibni korganmisiz? (p.95) 
41) Birɔdar, yolimiz uzɔq ekan, jim ketišni jinim yɔqtirmaydi. Xop desaŋgiz, men sizga bir nima aytib beraman. (p.96) 
42) Rivɔyatniŋ asl maġziga kora, birɔdar, buguŋgi išimiz bilan siz oz ɔxiratiŋgiz ɔrɔliga bir xayrli nihɔl ekdiŋgiz. (p.97) 
43) Buŋga siz aybdɔr emassiz. (p.98) 
44) Sizga xabar yubɔrilganini adaŋgiz bilmasalar ham kerak. (p.98) 
45) …siz bilan murɔsa qila ɔlarmikin? (p.99) 
46) Bu ɔyati karimani faqat siz učun aytmadim, - dedi tabib yoldan koz uzmay. (p.101) 
47) Tabib aka, hali ɔxirat ɔrɔli haqida gapirganiŋgizda «daraxt ekdiŋgiz» deb birlikda aytdiŋgiz. «Daraxt ekmadikmi»? Sizniŋ 
išiŋgiz ham xayirli-ku? (p.101) 
48) Buvajɔn, - dedi mehribɔn nabira ɔvɔzi bilan, - men sizniŋ gapiŋgizni heč ikki qilganmanmi? (p.102) 
49) - Siz bugun ikki marta xijɔlat čekdiŋgiz. Birinčisi‐siz meŋga ropara bolišdan uyaldiŋgiz… 
- Taniganmidiŋgiz? 
- Bolmasam-či! Bir hafta uyimizni pɔylaysizu tanimaymanmi? Siz bu išdan uyalmaŋ, birɔdar. (p.104) 
50) - Men u kišini ošandan keyin kormadim. 
- Siz bunaqa narsalardan emas, adɔlatsiz bir iš qilišdan xijɔlat boliŋ. (p.104) 
51) Tabib aka, kop ɔdam adɔlatdan gapiradi. Mana, siz ham tilga ɔlyapsiz…Dindan yaxši xabariŋgiz bɔr ekan, šuniŋ učun 
sizdan sorayapman bu savɔlni… (p.105) 
52) Siz bilan bizga yana debdilarki… (p.105) 
53) Sizga bu qazɔ ġalati tuyulmadimi? (p.107) 
54) Siz «ačinmaysizmi?» deb soradiŋgiz, a? (p.108) 
55) - Men bɔšqa ma’nɔda aytuvdim, siz ozga tɔmɔndan ilġabsiz. 
- …siz aytgan ɔdamiylik nuqtai nazaridan qarasak, uniŋ ɔldinrɔq olgani jamiyat učun fɔydalirɔq. (p.109) 
56) - Sekiŋgina «Iš»ni yɔpib qoya qɔlaymi? 
- Sizga «dumini bɔsmaŋ», dedim. (p.109)     
57) - Buni oylaganman. Ɔdam qoyamiz. 
58) - …Sizniŋ orniŋgizda bolsam, ularni hɔzirča čiqarmay turardim. (p.109) 
59) - Bu sizniŋ meniŋ ustimdagi haqqiŋgiz edi. 
- Qaysi aybim ekan, ayt, - debdi qariya. 
- …Men ne mašaqqatlar bilan sizni ɔmɔnlikka ɔlib čiqdim. Šaharga yaqinlašgan ɔnimizda siz meniŋ burundiġimga  
bɔġlaŋgan arqɔnniŋ bir učini ešakniŋ dumiga bɔġlab qoydiŋgiz. (p.110) 
60) Bek aka, siz bilan bizniŋ taqdirimiz kreml devɔrlari ɔrtida hal qilinadi. (p.111) 
61) Sizga kennayimnig jɔnlari kerakmi yɔ mɔlmi? (p.116) 
62) Adalarimizniŋ sizga kozlari učib turgani yoqdir, biz bilan ɔtamlašib yuraveriŋ. (p.122) 
63) Ozgina eššakligi ham bɔr-u lekin sizniŋ hurmatiŋgizni qilib «ɔt» desak ham bolar. (p.122) 
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64) - Kelinpɔššalar siz yetib bɔrɔlmagan naq Girmɔnniŋ ozidan. 
- Girmɔndan deysanmi? - u ornidan bir qimirlab ɔlib, ajablaŋganini yaširmay Asadbekka tikildi. 
- Ha, Girmɔndan, lekin siz oylaganday Gitlerniŋ jiyanlari emas ular. (p.122) 
65) - Toġri urgansiz ošanda. Men sizdan kečirim sorašim kerak. 
- Men sendan rɔziman. (p.124) 
66) Adam tirik bolganlarida sizni kečirardilar, gina saqlamasdilar. Oša xatga qol qoymaganiŋgizda ham baribir qamašardi, 
siz bundan siqilmaŋ. (p.124) 
67) - Siz aytiŋ... bizdan rɔzi bolsinlar... 
- Rɔzilik učun ham dallɔl kerakmi? - deb tonġilladi Asadbek undan kozini ɔlib. (p.125) 
68) …Professor aytdilarki, buni faqat siz hal qilar ekansiz? (p.128) 
69) Ruxsat tekkan kuni ozim ɔlib čiqaman. Siz esa... (p.128) 
70) Sizčalik širin piširɔlmasam ham urinib koraman,... (p.134) 
71) Bu sizniŋ učun muddaɔniŋ ozi emasdurmi, deb xavɔtir qilurman. (p.134) 
72) Zaynabxɔnim, siz biza kutubxɔnaŋgizi korsatmaysiz? (p.135) 
73) - Siz... oqiganmisiz? - deb ajablanib soradi Zaynab. 
- Čox-čox marɔtabalab, - dedi Muštariy suhbatga qošilib.…… - Siz kitɔbni nardan ɔldiniyiz, deb ajablaniyursizmi? (p.135) 
74) Sizni kordim va dedimki: ana, Kumuš! (p.136) 
75) Uniŋ tuyġulari siz ila bizda yašar, - dedi-yu, bu gapi bilan Zaynabniŋ yuragidagi yarani tirnab, tuz sepdi. (p.136) 
76) Qɔzixonada sizni maskovlik mehmɔn kutib otirganmiš. (p.138) 
77) - Seni kim yubɔrdi? - deb soradi. 
- Xoŋgirey, - dedi Selim. - Sizga aytišmadimi? (p.138) 
78) Siz bilan birga katta išlar qilišimiz kerak. (p.138) 
79) Siz bugun Xoŋgireyga qonġirɔq qilib, kelganimni aytib qoysaŋgiz bas. (p.138) 
80) Ɔlampanɔhim, men qaytib keldim. Ɔtaŋgiz sizni behisɔb ravišda duɔ qildilar. (p.139) 
81) …sizga... ɔnasi opmagan qizlar mahtal bolib turišibdi-ku, meni nima qilasiz? (p.143)  
82) Haqimni bilaman-ku... lekin... u ɔdam sizni ham soradi. (p.143) 
83) - Boyi uzunrɔq, gavdali, mendan sal yɔšrɔq ɔdammidi? - deb soradi. 
- Yo-oq... boylari sizdan anča past edi... (p.147) 
84) Siz tekširib, tagiga yetkuniŋgizča yana neča ɔy otarkin. (p.148) 
85) Akaŋgiz eriŋgizniŋ yoqɔlgani haqidagi xabarni sizga qay vaqtda aytdilar? (p.149) 
86) - Agar dunyɔga sizniŋ kozlariŋgiz bilan qaralsa, yoqdir? 
- …Siz «meni eriŋgizga oxšatmaŋ, oynašim yoq», demɔqčisiz-da, a?…Siz bilan ošanda gaplašaman, uka. (p.150) 
87) - Multfilmni erimniŋ olimiga nima alɔqasi bor? - dedi Ɔysanam nɔrɔzi ɔhaŋda. 
- Qanday alɔqasi bɔrligini keyinrɔq aytaman sizga. (p.150) 
88) - Demak, akaŋgiz xavɔtirlarini sizga darrɔv bildirmaganlar? 
- Šunaqa boldi. Meni qorqib ketmasin, degandirlar. (p.150) 
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89) - Siz nima dediŋgiz? 
- Nima derdim, yuragim šuv etib ketdi. (p.151) 
90) - Išga men šɔšyapman, sen nega sɔatiŋga qarayapsan? - deb soradi. 
- Sizni birɔv kutayɔtgan bolsa... (p.153) 
91) Biz bilib aytamiz, bilmasak, salla-čɔpɔnni sizga oxšagan «dɔnɔ»larga tɔpširib, yelkaga ketmɔnimizni tašlab 
jonavɔramiz…«Ehsɔn qiliš kerak», deb orgatišgan-da, sizga?…Šumi, sizniŋ ehsɔniŋgiz? (p.154) 
92) - Sizda yana bitta ozgariš sezdim, aytaymi? - deb soradi Zɔhid, muġɔmbirlik bilan kulimsirab. 
- Albatta, - dedi Habib Sattɔrov. (p.157) 
93) - Ortɔġiŋgiz Aliqul aka keldilar, - dedi u erini korib. 
- Nima deydi? 
- Sizda išlari bɔr ekan. (p.158) 
94) Ɔtajon, siz meŋga xazinaŋgizni vafɔtiŋgizdan soŋ xalqqa ulašišni vasiyat qilib ediŋgiz. Rɔsti men bu amrni bajarmɔqqa 
majbur bolganim tufayli sizga e’tirɔz bildirmɔqqa jur’at etmadim. (p.159) 
95) - Tinčlikmi, nimaga čiqibdi? - deb soradi Asadbek. 
- Sizda maslahatli išlari bɔr ekan. (p.163) 
96) Yaxši pišmabdimi, sizga yoqmadimi? (p.169) 
97) Yɔmɔn emas-ku, sizga nimasi yɔqmadi? (p.169) 
98) Siz meŋga qopɔllik qilmaŋ, - xizmatči šunday deb ornidan turmɔqči edi, Asadbek uni bilagidan ušlab tɔrtib, jɔyiga otqazib 
qɔydi. (p.169) 
99) Mayli, siz nima desaŋgiz šu. (p.172) 
100)  - Siz nima desaŋgiz... 
- Men seniŋ fikriŋni bilmɔqčiman. (p.172) 
101)  - Sizniŋ oġillariŋgizga vatan kerakmasmi? 
- Keraklikka kerak... qol kalta-da, Bek aka. 
- Qamar aka, sizga bu išni birɔv orgatdimi, yɔ bitta-yarimta zor «sɔtasan», deb zorladimi? (p.174) 
102)  - Rahmat, Bek aka, ozi... sizniŋ ɔldiŋgizda hijɔlat edim. 
- Nega hijɔlat bolasiz? Siz bilan bizniŋ ɔramizda gap-soz boliši mumkinmas. (p.174) 
103)  - Qamar aka, šu gapiŋgizga qɔyil qɔlmadim. Neča yillik qošnimiz-u, lekin siz ham bɔšqalarga oxšab har xil miš-
mišlarga išɔnasiz… 
- Unaqa emas, Bek aka, sizni hurmat qilaman. 
- Hurmat qilasiz-u, lekin qorqasiz. Sizga aytmagandirman, oziŋgiz ɔdamlardan ešitgandirsiz balki, men bɔlaligimdan  
bɔšlab qimɔrniŋ xadisini ɔlganman. (p.174) 
104)  Oylab koriŋ, koŋliŋgizda ɔzgina gumɔnmi, xiralikmi bolsa - men taklif qilmadim, siz ešitmadiŋgiz. (p.175) 
105)  Men «uyni sɔtmaŋ», deb čiqdim, siz šuŋga kondiŋgiz - bɔšqa gap-sozimiz yoq. (p.175) 
106)  …vaqti kelib u sizga dost bolib qɔlar... (p.176) 
107)  Siz aytganday tuxum bɔsib otirgan ekan, tuxumini quritib qoya qɔlišibdi. (p.181) 
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108)  - Sizga ham aytišgandir, biz bir-birɔvimiz bilan korinmas zanjir ila bɔġlaŋganmiz.……Siz buŋga, - Safter Halimjɔnniŋ 
tizzasidagi diplomatga šapatilab qoydi, - javɔb berasiz, men sizniŋ esɔn-ɔmɔn qaytib bɔrišiŋgizga. (p.184) 
109)  Amaki, men sizniŋ suratiŋgizni uyimizdagi albomda korganman. (p.189) 
110)  - Siz Tomskda bolganmisiz? 
- Yoq, bunaqa šahar bɔrligini endi sizdan ešityapman. (p.189) 
111)  Amaki, siz Tomskka albatta bɔriŋ, zor šahar! (p.189) 
112)  Bular sizga esdalik, - yigit šunday deb suratlarni Asadbekka uzatdi. (p.189) 
113)  Men siz kutayɔtgan iqrɔrni aytmayman,…Siz išni madaniyčasiga yuritar ekansiz. (p.193) 
114)  - Biz šunča ɔydan beri nima iš bilan šuġullanayɔtganimiz boyiča sizga hisɔb berišga majburmasdirmiz? 
- Albatta majbur emassiz. Jahliŋgiz čiqmasa sizdan bir narsani sorasam. 
- Soraŋ. 
- Siz... mantiq degan fan bɔrligini heč ešitganmisiz? (p.193) 
115)  Lekin siz sorɔq qilgani kelgan ɔdamsiz, falsafadan masala soqišga tɔqatiŋgiz yetmas? (p.193) 
116) - Mana, masalan, siz bilan meniŋ bu hɔlda otirišimizda mantiq bɔrmi? 
- Yoq deb oylaysizmi? 
- Albatta yoq. Siz «haqiqatni ɔydinlaštiriš učun mantiqiy majburiyat bɔr», dersiz?… 
- Siz oziŋgizni begunɔh hisɔblayapsiz. Bu yerda otirganlarniŋ deyarli barčasi šu fikrda. 
- Bu masalada siz bilan bahslašmayman. (p.193) 
117)  Yɔlġiz ayɔl učun bu yaxši korišniŋ qadri qandayligini siz his qila ɔlmaysiz. Siz xuddi šu nuqtada meŋga mantiqni tɔpib 
beriŋ-či? (p.194) 
118)  - Sizdagi ilm, farɔsat bilan bu azɔbni yeŋgiš mumkin, deb oylayman. 
- …Meniŋ kelajagim - ozimniŋ bɔš ɔġriġim, siz oylamay qoyaveriŋ. (p.194) 
119)  Ešpolatovniŋ aytišiča, xojayinini ɔlib kelganida siz yɔlġiz bolgansiz. Siz esa ɔdam bɔr edi, Ešpolatov heč kimni bɔšlab 
kelmagan, deyapsiz. (p.194) 
120)  - …Bilmadim, siz bu gapni qayerdan ɔldiŋgizikin. Balki siz aytganday šakllaŋgandir,… 
- Aniqrɔq gapira ɔlasizmi? 
- …Oša kuni uyimga kelgan ɔdam siz oylagan ilinjda otirmagandi. Samimiy dost sifatida, hattɔ aka-siŋgil sifatida  
gaplašib otirganimizga siz ham išɔnmaysiz, bɔšqalar ham.… 
- Šɔšilmaŋ, oziŋgizni bɔsiŋ. Sizniŋ aytadigan soziŋgiz bolmasa, meniŋ soraydigan savɔllarim bɔr. (p.195) 
121)  Mirkarimov sizga uylanmɔqčimidi? (p.195) 
122)  - Men Mavlɔn akaniŋ bɔyliklariga učmaganman. 
- Lekin Mirkarimov sizga tilla taqinčɔqlar sɔvġa qilib turgan. (p.195) 
123)  Ularni oġirlamagansiz, sizga sɔvġa qiliŋgan, oziŋgizga buyursin. (p.195) 
124)  «Bunaqa erkak kimga kerak?» deganimda faqat sizni nazarda tutganim yoq. (p.196) 
125)  Siz Ɔysanam Erkaevani tanisaŋgiz kerak. (p.196) 
126)  Masalan, Erkaeva bir nima bahɔnasida janjal qilsa, siqilib, sizga yɔrilgandir? (p.197) 
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127)  Erkaeva eriniŋ siz bilan učrašib turišini bila turib indamagan, deb oylaysizmi? (p.197) 
128)  Siz Mirkarimovniŋ yaqin tanišlarini bilarmidiŋgiz? (p.197) 
129)  - Siz-či? Siz soraganmisiz? 
- Men uniŋ tɔpar-tutariga qiziqmaganman. 
- Nega qiziqmaysiz?… Har hɔlda ɔrada sizniŋ iltimɔsiŋgiz ham bolgandir? (p.198) 
130)  - Siz yigit olgur Ešpolatovniŋ gaplariga išɔnib šunday deyapsizmi? 
- Biz Ešpolatovniŋ gapiga emas, dalillarga išɔnamiz. Bu dalillarni qayerdan ɔlganimni sizga aytib otirmayman. (p.198) 
131)  Qošni bolganimizdan beri sizdan kop yaxšiliklar kordik, baraka tɔpiŋ,… (p.199) 
132)  Bu bɔllar siz korgan qiyinčilik-azɔblarni korišmagan.…Siz oziŋgizni siqmaŋ. Men «sɔtiŋ», desamu siz «yoq» desaŋgiz 
hijɔlat bolsaŋgiz yarašardi.…Siz bilan biz yaxši qošni edik. (p.199) 
133)  -…Siz «uy sɔtiladi», deb ɔvɔza qilaveriŋ. 
- Siz... ɔlmaysizmi?  (pp.199-200) 
134)  Uyga qaytib suyunčli xabarni ešitdimu qanɔt čiqarib siz tɔmɔn učdim.……Šu isirġalarniŋ egasi, baxti kulgan qizlar 
sizniŋ kelinlariŋgiz ekan. (p.201) 
135)  - Čaynalmaŋ, sizga dadil gapiriš yarašadi. 
- Gap šuki... balki bizlarga nɔtoġri xabar yetgandir... Siz Haydarjɔŋga vakɔlatni sal kattarɔq berib yubɔrganmišsizmi? 
- Ha, šuŋga yaqin gap boldi. Kasallik meni anča tɔldirib qoydi. Haydar begɔna ɔdam emas, tašvišlanmaŋ. 
- Šunaqa deysiz-u, begɔnadan oziŋniki yɔmɔn čaqadi. 
- Siz čaqdirib yurmaŋ-da… 
- Qiliqlarini bilganim učun sizga yɔrilyapman. Asli... sizniŋ išiŋgizga aralašiši nɔma’qul.  
- Čɔydan ičiŋ, Ɔxun, sizni bu ahvɔlda korgan ɔdam Asadbekniŋ janɔzasida otiribdimi, deb oylaydi. (pp.201-202) 
136)  Miŋ rahmat sizga, ɔxun, birɔdarlariŋgizga ham rahmat. (p.202) 
137)  Hɔzir sizga xabar bergani ketayɔtuvdim,… (204)  
138)  Siz oylaganday. Selimga tɔqati yoq, lekin sir bɔy bermayapti. (p.210) 
139)  Sizga nima kerak? - dedi. (p.212) 
140)  Margarita Iosifovna, sizni bɔlaligiŋgizda yaxši tarbiya qilišmagan ekan. (p.212) 
141)  Siz qorqmaŋ... Meni... tanimayapsiz šekilli, a? (p.212) 
142)  Sizga ham tegmaymiz, qorqmaŋ. (p.212) 
143)  - Siz nega meni tanimadiŋgiz, hayrɔnman? 
- Qayerdadir korganman, - dedi ayɔl išɔnčsiz tarzda. 
- Ha, albatta korgansiz, men sizniŋ oġliŋgizman. (pp.212-213) 
144)  Šuniŋ učun siz titramaŋ, ɔnajɔŋginam, čɔy berasizmi yɔ qahvami, mayli, himmatiŋgiz. (p.213) 
145)  Siz kimsiz, sizga nima kerak?‐dedi Mark keskin ɔhaŋda. (p.214) 
146)  Mark Abramovič, kuyɔvim bolganiŋgiz učun sizga yaxšilik qilmɔqčiman: «Orxideya»niŋ sɔvġasiga učmaŋ. (p.214) 
147)  - Siz kimsiz? - dedi Mark bu safar tɔbelik bilan. 
- Kimligimni hali ham bilmadiŋmi? (p.214) 
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148)  - Qani, men bilan ellikta-ellikta ɔlasanmi? 
- Siz bilan ɔliš biz učun baxt akaxɔn, lekin jigarniŋ sal mazasi qɔčgan, parhezdamiz. (p.218) 
149)  - Siz buni oylamaŋ, tezrɔq tuzalib čiqišniŋ harakatini qiliŋ, - dedi. 
- Istagimniŋ salɔmatligimga heč bir daxli yoq. (p.221) 
150)  Siz aytasizu men yoq deymanmi... (p.221) 
151)  Birɔvga adɔlat qiliš, bɔšqasiniŋ nɔhaq sɔtilgan uyini qaytarib beriš savɔblari šafqat pallasiniŋ ɔġir kelišini 
ta’minlaydimi yɔki yoqmi, buni sizu biz bilmaymiz. (p.228) 
152)  Sizniŋ taxminiŋgiz toġri čiqdi. (p.231) 
153)  Sizniŋ nɔmiŋgizni sɔtib, «Bek akamniŋ jiyaniman», deb avtobazaga išga kirgan ekan. (p.232) 
154)  Sizniŋ yoqligiŋgizda gaplašib ɔlišmɔqči. (p.232) 
155)  Bek aka, sizniŋ hurmatiŋgiz... (p.234) 
156)  Bɔlalar sizga ruxsat beradiganmas, - dedi Jalil ɔtaniŋ maqsadini tušunib. (p.236) 
157)  Vɔy ɔtam, vɔy ɔtaginamey, - deb kuldi. - Bopti ketdik bolmasa. Sizni eŋ zor mehmɔnxɔnaga ɔlib bɔray. (p.236) 
158)  Sizga vabše gapiriš kerakmas. (p.238) 
159)  Hɔzir keta qɔlamiz, - dedi Jamšid, - men doxtirga učrašib čiqaman, siz tayyɔrlanib turiŋ. (p.240) 
160)  - Sizmi yɔ Bek akammi iš buyurgandirsizlar, deb oylɔvdim. 
- Men uŋga hečam iš buyurmaganman. (p.241) 
161)  - Birɔdar, siz meni anča hijɔlatga qoydiŋgiz, - dedi Abdurahmɔn tabib, barča otirib, jɔylašib ɔlgač… 
- Taqsir, dɔvruġi yetti iqlimga ketgan sizdek motabar zɔtni ɔzgina kutsak kutibmizda, - dedi Muhiddin ɔta… 
- …Bandaniŋ maqtɔvlardan yirɔq ekanini avval kelganiŋgizda sezmabmidiŋgiz? 
- Seziš nima ekan, korib-bilganman. Sizni oylasam hukamɔlardan merɔs bir rivɔyat yɔdimga tušaveradi. Buni siz  
bilarsiz, orni kelib qɔldi, bu inilarimizga ibrat sifatida aytayin. (p.244) 
162)  - Siz dɔrilarni yarimlatmay, ičišdan toxtabsiz, šundaymi?‐deb soradi. 
- Iš bilan bolib... - Asadbek ozini ɔqlamɔqči boldi. 
- …Siz oziŋgizni yaxši his qilib, batamɔm tuzaldim, degan xulɔsaga kelgansiz. (p.245) 
163)  Ammɔ... ɔtasi bilmasin, sizga ma’lum bolsa kifɔya, yigitmizdagi xastalik ne ekanini aniq bilɔlmadim. (p.246) 
164)  Siz qayɔqqa ɔtlandiŋgiz? - deb soradi. (p.247) 
165)  Siz ketmaŋ, šu yerda qɔliŋ. (p.249) 
166)  - Buyurtma beruvči - siz. Qanča kerak bolsa, šunča ɔlamiz… 
- Meŋga sun’iy dɔri kerak emas. (p.253) 
167)  Siz tɔmɔndagi ba’zi ɔdamlar «Polšalik hamma narsasini sɔtiši mumkin», deb gapirib yurišadi. (p.253) 
168)  Siz ham šu haqiqatni unutmasaŋgiz ikkalamiz birgalikda uzɔq yašaymiz. (p.254) 
169)  Zeli ɔġa, unday demaŋ, men sizni hurmat qilaman. (p.262) 
170)  Ɔyijon, mendan rɔzi boliŋ. Sizday ɔnaga oġil qilib dunyɔga keltirgani učun Ɔllɔhga hazɔr-hazɔr šukrlar aytaman. Sizniŋ 
xizmatiŋgizni qiliš qismatda yoq ekan... Xudɔ sizga sabrni mol-mol qilib bergan. (p.264) 
171)  Siz ustɔzim doktor Xudɔyɔrga oxšarkansiz. (p.265) 
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172)  Jɔn ɔtajon, siz šunday dostlardan boliŋ. (p.265) 
173)  - Adajɔn, sizdan tuprɔq isi kelyapti. 
- Nega ajablanasan? Axir men qabrdan čiqib kelyapman-ku? 
- Ada, siz meŋga yɔġɔč čana yasab qoyuvdiŋgiz, bɔlamni ɔlib ketdiŋgiz... (p.268) 
174)  Bu korgulik siz bilan biz učun Ɔllɔhniŋ bir sinɔvi. (p.269) 
175)  Ɔllɔhniŋ šu marhamatiga yetišmɔq siz bilan bizga nasib etgan. (p.269) 
176)  - Hay-hay botam, bandani bunday haqɔratlamaŋ. 
- Men uni haqɔratlamadim. Siz uniŋ qiliqlarini bilmaysiz. (p.272) 
177)  Siz bɔš oġilsiz, qasɔs ɔliš kerak! (p.275) 
178)  Agar siz ketsaŋgiz, orniŋgizga ozim qɔlaman! (p.275) 
179)  Biz sizni bu yɔqqa išga čaqiriš maslahatini piširib qoydik. (p.277) 
180)  Siz aytgandan kora koprɔq, - dedi Xoŋgirey uŋga ayyɔrlik bilan bɔqib. (p.280) 
181)  - Xop, unda beš fɔizini beramiz, - dedi. 
- Men savdɔlašmayman, - dedi pan keskin tarzda. - Pulni siz bermaysiz, biz ɔlamiz. (p.280) 
 
合計245例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 
 
1) Aytgandek, sizga gapirib bermadim šekilli, bizniŋ qišlɔqni Afandi qišlɔq deyišadi. (p.6) 
2) Pɔlvɔn tɔġa, sizga ešak miŋgan xabarči kelibdi, - deb qoydi. (p.14) 
3) Unisiyam siz bilan meŋga oxšagan bir ɔdam. (p.17) 
4) Ɔta, siz miltiq ɔtišni bilasizmi? (p.22) 
5) Hečqisi yoq, - dedi komandir, - artilleriyaga sizdaqaŋgi pahlavɔnlar kerak. (p.25) 
6) Urušadi, - gapga aralašdi Turɔn amakim - bitta sizga oxšagan čɔl toplab yurgan puliga samalyot ɔlib beribdi. (p.27) 
7) ...qani endi, siz, ham oġillariŋgizga atab bitta zambarak ɔlib jonatsaŋgiz... (p.27) 
8) Nima, siz uni učiga tɔš bɔylab ɔtadigan sɔpqɔn deb oyladiŋgizmi? (p.27) 
9) Sizni birɔv zorlayɔtgani yoq, xɔhlamasaŋgiz šu bir yelpiġič mayiziŋgiz ham yetadi… (p.27) 
10) Hukumatniŋ pul išlab čiqaradigan zavodi bɔr, siz tašvišini tɔrtmay qoya qɔliŋ… (p.28) 
11) Parpi amaki, siz ɔtamni korgan ɔdamsiz, sizdan jɔnimni ayamayman, pulim bolganda oša siz ɔlmɔqči bolgan zambarakni, 
xudɔ ursin agar, ozim ɔlib bergan bolardim. (p.31) 
12) Meli baqqɔl yana anča mahalgača uni-buni bahɔna qilib, talašib-tɔrtišib otirdi, qasam ičib, ozimda bolganda sizga, ɔtamni 
komgan mehribɔn bir amakimga yeb ketarga bergan bolardim, dedi. (p.31) 
13) Yoq, biz urušda yeŋgilmaymiz, sizga oxšagan ɔtaxɔnlar, mana bu yigitčaga oxšagan askar bɔlalarimiz ɔmɔn ekan, yančib 
tašlaymiz - deb qoydi. (p.32) 
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14) Siz qošnilarniŋ gapiga parvɔ qilmaŋ. (p.34) 
15) Urušdan ɔldin siz qol-ɔyɔqni bɔġlaš haqida heč nima demagan ediŋgiz-ku? (p.42) 
16) Hɔy, sizda insɔf bɔrmi? (p.49) 
17) Sizda ɔq raŋ bɔrmi? (p.49) 
18) - Oġlimga atab tikkandim, jɔn inim, šuni siz ɔliŋ!  
- Tɔvba, ɔq raŋ ham boladimi dunyɔda? 
- Qošnim aytuvdi. 
- Sizni laqillatibdi. (p.49) 
19) Toxta xɔlamlarniŋ hɔvlisi, sizga aytuvdim šekilli, ičkari-tašqarili,… (p.55) 
20) Hamma ayb sizda! (p.63) 
21) Xɔlajɔn, rɔzi boliŋ… bɔlalarim sizga qɔldi… (p.65) 
22) …MTC direktori, sizniŋ ortɔġiŋgiz bɔr edi-ku, oša xɔla ham qistab qoyišmayapti. (p.67) 
23) Siz ɔpajɔnim, undan ɔlgan qarziŋgizni dadam armiyaga ketayɔtgan kuni bergan ediŋgiz, biz ham korib turuvdik, endi 
bolsa tɔndi, qasam ičib tɔndi! (p.67) 
24) Siz učun bir kuŋga emas, bir haftaga ham yoq demayman, čunki siz juda tabarruk kišisiz, zambarakka pul berganiŋgiz 
učun hɔzir butun oblastda sizni gapirišyapti,… (p.71) 
25) Bitta ɔšga emas, kattarɔq ziyɔfatga tuširamiz sizni, hali šɔšmay tursaŋgiz oġillariŋgiz kelsin,… (p.72) 
26) …kečasi bilan sizni čaqirib, katta aka, tez keliŋ, deb šunaqaŋgi yiġladiki… (p.129) 
27) Amaki, sizga tufli kerakmi? - dedim eski-tuski tuflilarni korib yurgan bir ɔdamniŋ eŋgidan tɔrtib. (p.130) 
28) Amaki, siz Sultɔn Mirzayev degan bɔlani kormadiŋgizmi? (p.137) 
29) Aka, siz hafa bolyapsizmi? (p.159) 
30) Aka, siz kopam hafa bolavermaŋ, qišlɔqqa bɔrsak hamma išni ozim qilaman,… (p.159) 
31) Keyin siz kolxozga išga kirasiz, men ham kiraman… (p.159) 
32) U sizni oziga aka qilib ɔlmɔqči. (p.159) 
33) Rahmat xɔlajɔn, miŋ marta rahmat sizga. (p.181) 
34) …hamma-hammasi učun miŋdan miŋ rahmat sizga. (p.181) 
35) Sizga yuvɔšgina eššak kerakmi? (p.186) 
36) Mayli, bɔbɔjɔn, sizga ɔlti yuz somga beraman,… (p.186) 
37) Meŋga qaraŋ, yigitča, mabɔdɔ siz afandi emasmisiz? (p.188) 
38) - Tez bol, čirɔġim! 
- Siz… bu sizmi? - soradim uyqusirab. (p.195) 
39) Sizni hečam unutmaymiz, bɔbɔjɔn! (p.200) 
40) …men sizga mana šunisini, ya’ni ertasiga kečasi goŋtepada bolib otgan katta muštlašuvni aytib bermɔqči edim. (p.213) 
41) Men, hali sizga aytdim-ku, xudɔ ursin agar, muštlašmɔqči emas edim. (p.214) 
42) Parpi buva, nega siz hiriŋlab kulyapsiz, yɔki men maymun oynatayapmanmi? (p.219) 
43) Har narsalarni, keyin sizniyam oylayapman. (p.220) 
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44) Sizga juda qiyin. Toxta xɔlam, bečɔra Ɔrifim bɔlaligidayɔq čɔl bolib qɔldi deyapti… (p.220) 
45) Sizda tɔk yoq edi šekilli? (p.226) 
46) Birɔvniŋ uyini tintuv qilišga sizga kim ruhsat berdi? (p.228) 
47) Parpi amaki, sizga ham, Rɔziqjɔn sizga ham kolxoz pravleniyasi nɔmidan,… (p.231) 
48) siz ham komsomolga a’zɔ bolganmisiz? (p.235) 
49) Mariya Pavlovna sizniŋ haqiŋgizda meŋga gapirib berdi… (p.237) 
50) …rahmat sizga Ɔrifjɔn Mirzayev! (p.237) 
51) Siz, Ɔrifjɔn Mirzayev, Lenin komsomoli safiga qabul qilindiŋgiz! Tabriklayman sizni! (p.237) 
52) Ammɔ bu qaysar qiz avval Zulayhɔ oqib kelsin, uŋgača men sizga, ukalarimga qarašib turaman deb konmadi. (p.241) 
 
合計 60 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 
 
1) Siz nima deysiz, Nazira? (p.9)  
2) Rais sizga salɔm dedilar. (p.10) 
3) Rɔst, siz hamma narsaniŋ uddasidan čiqasiz. (p.11) 
4) - Ha, siz qayɔqqa? - soradi ayɔl undan. 
- Sizni qoyib kelaman. (p.13) 
5) Nima, siznikiyam buzilib qɔldimi? (p.15) 
6) Nima, siz qarɔqčimidiŋgiz? (p.15) 
7) Katta rahmat. Sizni anča ɔvɔra qildim. (p.16) 
8) - Hayɔt qošiġi? Yaxši nɔm.  
- Sizga yɔqdimi? (p.21) 
9) Bu qošiq haqiqatan ham sizniŋ hayɔt qošiġiŋgiz bolsin! (p.21) 
10) Sizniŋ ham keladigan kuniŋgiz bɔr ekanku, bɔlam, esɔnmisiz-ɔmɔnmisiz? (p.21) 
11) Unday bolsa, uyda ham xizmat qilasiz. Mehmɔnlar ataylab sizni deb kelišgan. (p.21) 
12) Men sizga rɔstini aytsam, hɔzirgi yɔšlarniŋ, umuman, mazasi yoq. (p.24) 
13) Siz meni tušunmadiŋgiz… Mana, meniŋ bɔšliġim ham xuddi siz aytgan yɔšlardan. (p.25) 
14) Lekin siz bitta e’lɔŋga qarab bahɔ bermaŋ. (p.25) 
15) Xuddi bɔyagi siz aytgan gap miyamdan otdi. (p.26) 
16) Men ham sizga oxšab juda hayrɔn boldim. (p.28) 
17) Men sizga bɔya uni kohlik dedim. (p.28) 
18) Siz qiz bɔlani haqɔrat qildiŋgiz. (p.30) 
19) Siz meni bilmaysiz. Nima qilasiz oziŋgizni ham, meni ham qiynab?! (p.32) 
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20) Oša kuniyɔq, sizni oša birinči marta korganimdayɔq buni sezgan edim. Mahfuza, meŋga qarasaŋgiz-či! (p.32) 
21) Lekin men sizga aytdim-ku, meni bilmaysiz. (p.33) 
22) Ešitiŋ... men... men... siz oylagan, siz ɔrzu qilgan qiz emasman. (p.33) 
23) Bu ačinišdan emas. Sizni... sevaman! (p.33) 
24) Sizdan katta bolsam ham-a? (p.33) 
25) Siz s’ezddan kelyapsizmi? (p.34) 
26) Čɔy sizdan aylansin, hɔzir-da, bɔlam,… (p.36) 
27) Otinni toġri siznikiga ɔlib bɔrib tašlayman! (p.42) 
28) Axir men sizniŋ fɔydaŋgizni oylab gapiryapman. (p.42) 
29) Keldiŋgizmi, oġlim, - dedi u yuzini yaktagi ičiga yaširib. - Sizni kutib otiribman. (p.43) 
30) Sizdan soravɔtman, ɔyimla qačɔn kelalla? (p.47) 
31) Nega bolmasa sizga jahl qiladilar? (p.50) 
32) Ɔyi, bilasizmi, - dedim, - men sizni kasal bolsaŋgiz ham yaxši koraman, judayam yaxši koraman. (p.50) 
33) Meniŋ qizim bolsa, sizniŋ ham qiziŋgiz,… (p.50) 
34) Sizga... sizga rahmat, - dedim zorġa qolimni išqalab turib. (p.54) 
35) Yoq, sizdan xafa emasman,… (p.55) 
36) Siz išiŋgizdan qɔlmaŋ. (p.55) 
37) - Ha, - dedim jilmayib. - Siz-či? 
- Menmi? Men... - Abdullajɔn ham jilmaydi. (p.55) 
38) - Siz kimlari bolasiz?  
- Heč kimlari. Ozim šunday koray deb keldim. (p.60) 
39) Sizdan ɔldin nečtasi kelib ketdi. (p.61) 
40) Men ɔldinda ketaman. Ɔrqamdan siz yurasiz. (p.65) 
41) Siz, olaman demaŋ, erkaklar bunaqa demaydi. (p.68) 
42) Ortɔq serjant, manavi sizga! (p.68) 
43) Mana, - dedilar šunda qollaridan yečib, - katta bolib qɔldiŋgiz. Siz taqiŋ. (p.69) 
44) - Sizga pul keldi, pul! - dedi počtalon ɔġziniŋ tanɔbi qɔčib. 
- Qanaqa pul? Qatdan? - hayrɔn boldi Šahɔdat xɔla. 
45) Bir qatim emas, bir ġaltak ɔliŋ, tasadduq. Ip sizdan aylansin! (p.77) 
46) - Sizga sɔvġa, - dedi Valijɔn. 
- Meŋga? - hayrɔn boldi Šahɔdat xɔla.  
- Sizga… Men ɔyim bilan sizni tanladim. Ukam sizni yaxši koradi. (p.78) 
47) Samad aka! Sizga nima boldi. (p.101) 
48) Sizga nima kerak? (p.104) 
49) - Agar siz bɔrsaŋgiz... dadamlarni korgandek bolaman, - dedi ɔxiri ešitilar-ešitilmas. 
- Xop, bɔraman, - dedim. (p.108) 
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50) Siznikida turaman. (p.108) 
51) Men sizga aytdim-ku, butun Bɔlgariyada bunday qahva tɔpilmaydi. (p.110) 
52) Men Turkistɔndan. Voronejda qolga tušdim. Siz-či? (p.116) 
53) - Salɔm, keliŋ, - dedi Zumrad uŋga yaqinlašib.  
- Sizda išim bɔr edi... (p.123) 
54) - meniŋ aytadigan gapim faqat sizga tegišli. 
- Qulɔġim sizda, - dedi Zumrad hamɔn heč narsaga tušunmay,… (p.123) 
55) Sizdanmi?.. - advɔkat uŋga tikildi. - Sizdan yɔrdam. Uni faqat siz qutqara ɔlišiŋiz mumkin. (p.124) 
56) Oša kuni, šu xunuk vɔqea yuz bergan kuni, u ... ya’ni Kɔmil siz bilan bolgan... (p.124) 
57) - Sizga nima boldi? - šɔšib soradi advɔkat.  
- Heč nima, - dedi sekin Zumrad va kozlarini yumdi. (p.124) 
58) - Sizdan qorqišdi, - dedi u. 
- Siz-či? - kinɔya bilan soradi Zumrad. - Qorqmaysizmi? 
- Sizni yɔlġiz tašlab ketišdan qorqaman. 
59) Yoq-yoq, siz emas, - Zumrad uni tinčitdi. - Učinči qatɔrda, deraza yɔnida otirgan yolɔvči! - yigit qolini kokragiga bigiz qilib 
qadadi. - Ha, siz! (p.125) 
60) Učrašadigan ɔdamim siz. (p.125) 
61) Sizni kutayɔtgan edim, - dedi Kɔmil uni četga tɔrtib. (p.126) 
62) Manavi sizga! Siz učun terdim! - debdi va qučɔġidagi lɔlalarni uŋga uzatibdi. (p.126) 
63) Otib ketayɔtgan edim, sizni koray dedim. (p.126) 
64) Sizni xafa qilib qoydim šekilli? (p.127) 
65) Ertaga sud, - dedi advɔkat, - bɔrib Kɔmilniŋ otgan ɔyda xuddi šu kuni siz bilan bolganini tasdiqlasaŋgiz, bas. Albatta, heč 
kim sizni majbur qilɔlmaydi. Keyin... tušunaman, bu ɔġir sizga. (p.127) 
66) Umuman, Kɔmil sizni hurmat qiladi. Oša kuni siz bilan bolganini kečagača aytmagan edi. (p.127) 
67) Butun umidimiz sizdan. (p.128) 
68) Rahmat, siŋglim!... Rahmat sizga! (p.129) 
69) Vɔy, suyulmay ketiŋ siz! (p.131) 
70) Katta dada! Sizni Xɔlparaŋ amakim čaqirvɔttilar! (p.131) 
71) Siz hazilakam oġrilarni tutganiŋgiz yoq,… (p.133) 
72) Siz ham tinč ediŋgiz ošanda, u ham ayšini surib yurardi. Ozidan korsin. Siz ezilmaŋ, ɔta. (p.133) 
73) Ɔta, sizga qɔġɔz keldi, - dedi u, - endi ɔzɔdsiz. (p.134) 
74) Siz kim bolasiz? (p.140)    
75) Amaki, šular sizda tursin, - dedi iymanib. (p.144) 
76) Agar kosmik kema bolsa, balki kosmonavtlar bizni korišgandir? Sizni ham, meni ham... (p.148) 
77) Siz qaerda turasiz? (p.149) 
78) Sizniŋ uyiŋgiz ham ɔlis emas ekan, - dedi Sanɔbar Kamɔlova. - Men ɔldin sizni tašlab ketišim mumkin. (p.149) 
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79) Siznikida qɔlaqɔlsam, maylimi? (p.149) 
80) Sizni bilmayman-u, Irɔdaxɔn, meniŋ qɔrnim ɔčqab ketdi… Yuriŋ. Men ɔšni isitaman. Siz čɔy damlaysiz. (p.150) 
81) Siz divanda yɔtsaŋgiz bolardi, - dedi Irɔda. - Baribir men uxlayɔlmayman. Sizni bezɔvta qilaman aġdarilaverib, ešikka 
čiqaverib... (p.150) 
82) Ammɔ, Irɔda... meni kečiriŋ-u, nima sizni qiynayapti? (p.150) 
83) Manavi kalit, kelin, sizga. (p.151) 
84) Qiyɔs qiliŋ, men sizniŋ bemɔriŋgizman. (p.152) 
85) Xullas, erni er qiladigan ham xɔtin, kečirasiz, bu sizga mutlaqɔ taalluqli emas, yer qiladigan ham xɔtin. (p.152) 
86) Nɔrbɔy Nɔrbotaevič! Sizni men oġlim deganman. (p.153) 
87) Sizga nima boldi? Šaštiŋgiz past? (p.154) 
88) Lekin, rɔst. Men sizni aldab nima qilaman? (p.154) 
89) Faqat siz sɔġsiz, dada,… (p.156) 
90) Sizga yeŋgil bolarmikan, deb oylɔvdik-da. (p.156) 
91) Išlaymiz, ɔyi. Sizni yɔlġiz qɔldirmaymiz. (p.158) 
92) Ɔyi! Sizda nima gunɔh? Siz oġirlik qilibsizmi? (p.158) 
93) Ġozapɔyaga nɔn zor pišadi-da, aylanay, xuddi sizniŋ ɔydek yuziŋgiz bolib ketadi. (p.162) 
94) Man sizga aytdim birɔvniŋ bɔšiga yetadi, deb, qulɔq sɔlmadiŋgiz. (p.164) 
95) Kutdik sizni, - dedi ayɔl. (p.171) 
96) …sizniŋ oziŋgizga oxšab semirib ketgan Qɔratɔyiŋgiz bɔšqa yɔqda hɔzir. (p.174) 
97) Zumrat ɔpɔy!... Siznikida yɔtamiz bugun. (p. 175) 
98) Dadam qamalganlaridan keyin Tolagan bɔšqa partaga otib ɔlgan edi, aytmɔvdim sizga. (p.186) 
99) Biz sizga pɔmildɔri ɔlib keldik. (p.194) 
100) Sɔlxapam kelganlar. Gaplari bɔr ekan sizda. (p.194) 
101)  - Vɔy, siz ɔvɔra bolib nima qilasiz?  
- Ha, siz ɔvɔra bolmaŋ,… (p.196) 
102)  Sizni bir ɔdam sorayapti. Qabul qilarmišsiz. (p.203) 
103)  Rais uka, sizni korganimdan xursandman. (p.203) 
104)  - I-ya!? Meni bilasizmi? - u sevinib ketdi.  
- Sizni Mirɔbɔdda kopčilik biladi. (p.204) 
105)  Barakalla! Barakalla! Rahmat sizga, rais uka!.. (p.204) 
106)  Siz meŋga xop desaŋgiz boldi, uyɔġini ozim tinčitaman. Baraka tɔpiŋ, rais uka. (p. 204) 
107)  Arxitektor sizga javɔbimni aytadi. Bɔraveriŋ. (p.205) 
108)  Siz bɔraveriŋ. Maslahat qilamiz, - šunday deb, ešik tɔmɔŋga qičqirdim. (p.205) 
109)  Meni buyɔqqa, sizniŋ ɔldiŋgizga kelganimni bilišadi. (p.206) 
110)  Sulaymɔnbek!.. Hukumat sizga, bir ɔy burun qarɔr yubɔrdi. (p.207) 
111)  Hamma topɔlɔn qilsa ham, siz qilmaŋ. (p.207) 
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112)  Sizni kutib turuvdim. Rais uka, rahmat! (p.209) 
113)  Uka!... Sizga aytadigan zarur gaplarim bɔr... (p.209) 
114)  Bir guruh qariyalar siz bilan učrašišni iltimɔs qilišayapti. (p.209) 
115)  Assalɔmu alaykum! Men sizga kelganman, ɔpa! (p.212) 
116)  Rahmat, ɔpa. Qoliŋgizni gul deyišadi. Butun umidimiz sizdan. (p.212) 
117)  Men ɔilalari bolaman. Rahmat sizga, doktor. (p.215) 
118)  Siz ham meni tušunmadiŋgizmi? Siz ham meŋga išɔnmayapsizmi? (p.219) 
119)  Siz ketsaŋgiz bolardi. (p.219) 
120)  Hečqisi yoq, ɔpa. Siz qayerdan bilasiz?... (p.220) 
121)  Siz juda ezilmaŋ, doktor… Sizni ham aytišgan edi. Ammɔ sizga kelmadilar. (p.220) 
122)  Ɔpa, yana bir bɔr rahmat sizga. (p.220) 
123)  Nega čaqirišibdi, ɔyi? Sizni kutib otirib uxlab qɔlibman. (p.224) 
124)  …siz bɔrmaŋ, xopmi? Asɔsan yɔšlar ekan bugun. Ba’zi aytadigan narsalarim sizga yɔqmaydi. (p.225) 
125)  Yeŋgilrɔq, nima desam ekan, sizniŋ nazariŋgizda bačkanarɔq boladi. (p.225) 
126)  Sabɔhat Qɔdirova, xɔtinlari sizni kutib turibdi. (p.225) 
127)  Siz albatta bilmaysiz. Sizzi men ešitganman…Ɔlimjɔn aka ɔvɔzdan qɔlganlarida sizzi kop gapirdim… Mana baribir 
sizga keldilar. (p.225) 
128)  Bir narsani sizdan soramɔqčiman,… (p.225) 
129)  Ɔpajɔn, mani tušuniŋ, sizga rɔstini aytaman. (p.226) 
130)  Siz meni bilmaysiz. Kim bilandir adaštirdiŋgiz. (p.226) 
131)  Siz haqsiz. Vaqtiŋgiz bolsa keliŋ. (p.226) 
132)  Siz ham šunday ɔrqaŋgiz bilan yuraɔlasizmi? (p.229) 
133)  Bitta palto ekan-ku, men sizga ontasini ɔlib beraman. (p.233) 
134)  Innaykeyin siz har kuni ɔltmišga kirarmidiŋgiz? (p.243) 
135)  Yɔtibdi. Siz ham uxlaŋ,… (p.243) 
136)  Kep qɔlar... siz yɔta qɔliŋ. (p.245) 
137)  Ɔbid aka! Sizni sorašyapti! (p.245) 
138)  Oġliŋgiz yutqazib qoydi. Agar u sizga kerak bolsa, sakkiz milyon ɔpkelib berasiz. (p.246) 
139)  - Harhɔlda, ada, birga bɔray? - yana iltimɔs qildi ɔvqatdan soŋ Sɔdiqjɔn. 
- Sizga dalda bolardi, - qošildi kuyɔviga Zaynabxɔn. (p.247) 
140)  Manitofonni keyin meŋga berib ketdi, sizgamas. (p.251) 
141)  Sizni soradi. Salɔm aytdi… Siz ham xojayin bilan albatta bɔrarsiz, dedi. (p.252) 
142)  Kim sizdan šuni talab qilyapti? Ɔšib-tɔšib ketganmisiz? (p.256) 
143)  Atayin sizga atab sɔlganman keča. (p.262) 
144)  Xuddi mana šundɔġ, siz minan otirišganday otirišib gaplašdim... (p.267) 
145)  - Siz, meni, oġlimni xafa qildiŋgiz. Nega ɔlmani uŋga bermadiŋgiz?  
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- Kečirasiz, - debdi yolɔvči. - Men sizni ham, oġliŋgizni ham xafa qilišni oylaganim yoq. Siz, meŋga eŋ čirɔyli bɔlaga  
ɔlmani beriŋ, dediŋgiz. (p.274) 
146)  Uka, juda yaxši boldi sizni korganim… Iltimɔs sizdan! (p.275) 
147)  Iltimɔs, Siz ɔrqaga otiriŋ,‐dedim mehmɔŋga. (p.275) 
148)  Siz ičmaysiz, ruldasiz. (p.275) 
149)  Agar mehmɔn ičmasa, siz ham ičmaysiz-da. (p.275) 
150)  Sizdan šɔir čiqišiga šubha yoq, - dedi Šukur. - Men ham čirɔylirɔq jɔyda toxtasak deyman. Siz-či, Umarbekov? (p.277) 
151)  Siz, ozbek yɔzuvčilari šunday koŋgli ɔčiq,… yɔzuvčiga hurmati baland xalqiŋgiz bilan faxrlansaŋgiz arziydi. (p.278) 
 
合計184例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
二人称代名詞 siz の単数敬称用法は文学作品 12 作品中合計 2092 例である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
247 
 
資料 2. 二人称代名詞 siz の複数用法に関する調査 （表 11.を参照） 
 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. 
 
1) Siz toġri yoldan ketayapsiz, ortɔqlar! - deb qičqiradi. (p.39) 
2) Aziz tɔmɔšabinlar… Siz bu filmda kolxoz veteranlari,… (p.250) 
 
合計2例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. 
 
1) Siz erkaklarda uyat bɔrmi, iššaygaŋga iliqasizlar… (p.77) 
 
合計1例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 
 
1) Siz faɔllar, mana šu hukumat vakillari ɔčarčilikni bartaraf etišlari učun yaqindan yɔrdam berasizlar! (p.7) 
2) Biz, siz faɔllarga suyanamiz! - dedi komandir. - Sizlar qančalik kop yɔrdam bersalariŋgiz, biz ɔčarčilikni šunčalik tez 
tugatamiz. (p.7) 
3) Ana, ešitdilariŋgizmi? Daryɔlar boyida edik suvga zɔr... Bu, kim haqida? Siz bilan biz haqimizda! Lekin qɔrakoz xalqda 
ayb yoq… Ayb siz bilan bizda!… Bu, siz bilan bizniŋ... bu siz bilan bizniŋ yuvɔšligimizdan, ha, qoymijɔzligimizdan! (p.20) 
4) Janɔblar, aftidan, keksa avlɔd ɔsɔnlikča taslim bolmɔqči emasga oxšaydi… Sizga ma’lumki, keksa avlɔd uruš ġalabasiga 
yɔpišib kordi… Janɔblar, keksa avlɔd ozlari ɔna-vatanimizni zulmatga aylantirgan totalitarizm rejimiga, ɔna xalqimizni 
qulga aylantirgan oša militarizm tuzumiga sizni ham, bizni ham qaytariš učun yɔš avlɔdniŋ... etagidan tɔrtmɔqda,... 
(p.52) 
5) Men ana šu yol qoygan xatɔm učun siz azizlardan uzr sorayman! Men ana šu aybim učun siz yaxšilar ɔldida ozimni 
gunɔhkɔr deb bilaman!... men siz uluġlar ɔldida uyatliman,uyatli! (p.77) 
6) Šunday bir jirkanč partiya safiga otganim učun men siz qɔrakozlardan... kečirim sorayman! Šunday bir jallɔd KPSS 
safida yillab vznos tolab yurganim učun men siz qɔrakozlardan... miŋ bɔra uzr sorayman! Meni afv etiŋ, yaxšilar! (p.81) 
7) Siz ɔqsɔqɔllar faqatgina duɔi fɔtiha berasizlar, boldi. (p.100) 
  
合計14例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 
 
1) Endi išni siz - yɔšlarga tɔpširamiz. (p.156) 
 
合計1例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) Siz - ɔdam bɔlalarini yuqɔri qilib yaratdi, siz bir-biriŋgizni čaqib oldirasiz. (p.152) 
2) Siz gazda qaynagan čɔyga organib qɔlgansiz. Samɔvarčɔyni ham bir koriŋlar-či, - dedi jilmayib. (p.174) 
3) Kočada mašina kutib turibdi, - dedi u, ikkɔvini baravar ajablantirib. Soŋ kočaga čiqib, mašinaga otirišgač, izɔh berdi: - 
«Rossiya» mehmɔnxɔnasidan jɔy buyurilgan. Sizga kerakli mehmɔn ham oša yerda šekilli, a? (p.195) 
4) Vataŋga sizniŋ muhabbatiŋgiz bolak, biznikida bolak, azizlarim. Siz Vatan ičida yašab Vatandan ayrilgansiz. (p.198) 
 
合計6例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 
 
1) Hɔsilniŋ ketganini siz bilan mendan bɔšqa heč kim bilmasligi kerak. (p.84) 
2) Men siz - ozbeklarni yaxši bilaman. (p.114) 
 
合計3例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 
 
1) Siz bilan biz endi ularniŋ ornini bɔsišimiz kerak, toġrimi? (p.207) 
2) Siz bilan biz haligača dalaga qoš čiqara ɔlganimiz yoq. (p.217) 
 
合計2例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 
 
1) Koriŋlar, - dedi nemis ɔfitseri. - Bular partizan… Hɔzir ularni sizniŋ ɔldiŋgizda sorɔq qilamiz. (p.112) 
2) Šu qadah ozbek xalqi učun, Olmas, Šukur siz baxtli yɔzuvčilarniŋ qahramɔnlari učun ičaman! (p.278) 
 
合計2例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
二人称代名詞 siz の複数用法は、現代の文学作品 12 作品中合計 30 例である。 
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資料 3. 複数二人称代名詞 senlar の普通の用法に関する調査 （表 12.を参照） 
 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. 
 
1) Bopti, senlar bɔraver. (p.230) 
2) Bolmasam senlar uzmalariŋ. Ozim bir-ikkita uzib beraman. (p.264) 
 
合計 2 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 
 
1) Endi men vinzavoddagi tentak ɔlim bɔlaga jɔn kuydirayɔtganimniŋ sababini senlarga aytib qoyay. (p.43) 
2) Esiŋdami, bɔlaligiŋda nuqul senlarni haydardim. (p.199) 
 
合計 2 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) - Senlarga nima boldi, nimaga bu yerda biqinib otiribsanlar? — dedi Jalil ajablanib. 
- Ikki kundan beri šu yerdamiz. Ɔčmiz. Uyga ketɔlmayapmiz. (p.166) 
2) - Bizni tašlab ketmaŋ, amaki, yɔrdam beriŋ,… 
- Gapiŋni qara, ukam, senlarni tašlab qayɔqqa ketaman. (p.166) 
 
合計 2 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 
 
1) Oylab korlariŋ: senlarni zorlaš yoq. Hɔsil kelguniča birga išlaymiz, desalariŋ, gap yoq. (p.84) 
2) - Qanday yumuš bilan keldiŋ? Balki yɔrdamimiz tegar? 
- Yɔrdammi? E, yoq, qardɔš meŋga yɔrdam kerakmas. Kerak bolsa, bizlar senlarga yɔrdam berišimiz mumkin. (p.132) 
3) Hɔsil ketdi, ɔrada yoq. Uniŋ mulki ham senlarniŋ qollariŋda. (p.154) 
4) Čirɔyli gapirdiŋ, ozbek qardɔš, lekin senlar xalta kočaga qamalgansanlar. Ɔldilariŋda ham, ɔrqalariŋda ham yol yoq. 
Hɔsilni oldirib katta xatɔ qildilariŋ. Hɔsilga ɔtgan oqlariŋ ozlariŋga qaytiši kerak. Hɔsil olgan kuni senlar ham 
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olgansanlar. Lekin men senlarga uruš ɔčmayman. Senlarni oldirmayman. Sababini aytganman, esiŋda, a? (p.155) 
5) Ha, aytmɔqči, Kozlovniŋ ɔilasi senlarnikiga panɔh izlab ketibdi. (p.155) 
6) Ġilay sadɔqatlirɔq ekan, čurq etmadi. Senlar orgatgan gapni totiqušday takrɔrlayverdi. (p.212) 
7) Biz senlarniŋ išlariŋgizga aralašmaymiz. Ozlariŋ hal qillariŋ. (p.212) 
 
合計10例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat.4-kitob. 
 
1) Išqilib Xudɔ senlarni bir-birlariŋdan ayirmasin. (p.121) 
2) Esiŋdami, ɔtaŋni ɔlib ketišgandan keyin men ikki hafta senlardan ozimni tɔrtib yuruvdim. (p.124) 
3) Akalariŋ kelišganidan keyin senlar ham uy-uylariŋga ketaverlariŋ. (p.164) 
4) Ɔyiŋ senlarni hali ham yɔš bɔla fahmlaydi,— dedi Asadbek oġliga,… (p.172) 
5) Bek akaŋ birinči galda men učun aziz, keyin senlar učun qadrli. (p.242) 
6) Senlarni yɔmɔn šamɔllardan asrasin, deb tabib bɔbɔlariŋ berib yubɔribdi. Senlar ham tabarruk insɔnniŋ yɔšlariga 
yetlariŋ, iymɔnli, e’tiqɔdli bollariŋ. (p.248) 
 
合計7例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 
 
1) U afandi bɔšlašdan ɔldin ɔdatda bir kulib ɔlardi, hɔzir ham šunaqa boldi, kulib,  ɔbbɔ senlar-ey, deb qoydi. (p.38) 
2) Yɔq, yɔq, senlarga nɔn bermayman, ukalarimniŋ haqini himɔya qilišim kerak, ɔpajɔnim šunday degan,… (p.82) 
3) Ɔbbɔ senlar-ey, ha mayli…‐šunday deb brigadirimiz yana bir kulib ɔldi,… (p.209) 
 
合計 2 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 
 
1) Rahmat, bɔlam, rahmat, - dedi u Valijɔnni oparkan. - Meŋga sɔvġa kerakmas. Hamma sɔvġani ɔyiŋga qilgin. Ɔyiŋga 
kerak sɔvġa. Senlarni bɔqaman, deb bečɔra tinim bilmaydi. (p.78) （子供を相手に） 
2) Yoq, yoq! Bɔriŋlar... Senlarniki halɔl... (p.158) （子供を相手に） 
3) …senlar oqišda ediŋlar. Bir moysafid keldi. (p.158) 
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4) Senlarni endi qanday orgataman bir-biriŋga? (p.181)  
 
合計4例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
複数二人称代名詞 senlar の普通の用法は、現代の文学作品 12 作品中合計 30 例である。 
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資料 4. 複数二人称代名詞 senlar のネガティブな用法に関する調査 （表 12.を参照） 
 
Said Ahmad. 2000. Tanlangan asarlar. 2-jild. 
 
1) Hɔzirniŋ ozida jona! Senlarni deb qariganimda mayna bolišga tɔqatim yoq. (p.11) 
2) E, suf senlarga-e! (p.55) 
3) Senlar šunaqa qɔvun tuširasanlar-da, meni balɔga qoyasanlar. (p.62) 
4) Senlar šunaqasanlar. Bir tiyin pul tɔpiš quduqdan suv tɔrtišdan ham muškulligini bilarmidiŋlar?! (p.66) 
5) Senlar mamlakatda qančaki kurort bolsa, kormaganiŋ qɔlmagan. (p.74) 
6) E, senlar nimani bilasanlar… (p.79) 
7) E, senlar nimani bilasanlar? (p.80) 
8) Senlarni emas, erkaklarni čaqirganman. Jonalariŋ! (p.208) 
9) Senlarga gap tɔpildi-ya. (p.212) 
10) Senlarga ham ellik tiyin kamlik qilyaptimi? (p.212) 
11) Raz men senlarga aka bolganimdan keyin, olasanlarmi meni aytganimni qilsalariŋ. (p.214) 
12) Senlar jim tur. (p.229) 
13) Jim boliŋlar. Klubda senlarga piširib qoyibdimi? (p.233) 
14) E, senlar jim otirlariŋ. (p.233) 
15) Olimimni kutib otirgan ekansanlar-da. Yo-oq, men hali-veri olmayman. Bu dunyɔdan umidim kop. Qiz ɔlib senlarni bir 
kuydirmasam! (p.238) 
16) Senlar ham bir qaraysanlar, ikki qaraysanlar, učinči galda burnilariŋni jiyirasan. (p.240) 
17) Hɔy, Bahri, hɔy, Nazmi, senlarni bu atrɔfda heč kim falɔnčiniŋ xɔtini, deydimi? Yoq, demaydi. (p.241) 
18) Xɔtin tanlaydigan menmi, yɔ senlarmi? (p.253) 
19) Bitta quyilgan senlarmisanlar? Bellariŋ ɔbkašdek egilib, yursalariŋ ɔsma sɔatniŋ kapgiriga oxšab lapaŋlaysanlar. (p.258) 
20) Senlar šunaqasanlar-da. Ɔtiki magazinči bolsa, oġri deysanlar. (p.258) 
21) Jamiki brigada bɔšliqlari senlarga pochinaysa qiladi… Senlar ham hunarlariŋni ɔlib ketmay, yɔšlarga berib ketasanlar. 
(p.260) 
22) Asli senlar ešitsaŋ bolarkan uni. (p.260) 
23) Senlarda ozi insɔf degan narsa bɔrmi? (p.261) 
24) Xoš, nega senlar aytgan gap bolaveradi-yu, bizniki bolmaydi. (p.261) 
25) Agar šu bečɔra čɔllarniŋ senlarga oxšagan xɔtini bolganda, čaqmɔqdek kiyintirib, maylisga yubɔrardi. (p.261) 
26) Senlar ozlariŋni ozlariŋ xor qilyapsanlar. (p.261) 
27) Uz, desa senlar ham uzaverdiŋlarmi? (p.265) 
 
合計 28 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------                                               
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Shuhrat. 1967. Oltin zanglamas. 
 
1) Nima qilsam, senlar učun qildim, nima desam, senlarga jɔnim ačigandan dedim. (p.260) 
2) Ha, senlarni bɔquvga ɔlib kelgan, semirib qɔliŋlar… (p.268) 
 
合計 3 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 
 
1) Betiŋni murdashoy korgurlar! Qari-qartaŋ bir mɔmɔni gunɔhga bɔtirgan senlarni xudɔ kotarsin! (p.16) 
2) Orden ɔlasan-a, orden ɔlasan! — dedi Bɔtir firqa. — Ɔlib bopsan! Senlardan orden qarzim bɔrmi? Senlar qačɔn meŋga 
orden berib ediŋ?... Senlar, ozi, qayerdansan? Senlar, ozi, qayerda osdiŋ? Senlar, ozi, kimni bɔlasisan? Ɔsmɔndan tuš-a, 
nɔnkorlar, ɔsmɔndan šalɔplab tuš-a, nɔnkorlar! Senlar sovet tuzumi tuġruqxɔnasida tuġildiŋ,… Senlar sovet tuzumi 
maktabida oqidiŋ,… Senlar, ozi, sotsializmdan čiqdiŋ. Senlar, ozi, pɔrlɔq kommunizm sari ɔlġa bɔrayɔtib ediŋ. Senlar 
pioner ediŋ, komsomol ediŋ. Senlar kommunist ediŋ, kommunist!... Senlar esa... tayyɔr ɔšga ega boldiŋ, tayyɔr ɔšga! 
(p.78) 
 
合計 13 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1994. Shaytanat. 1-kitob. 
 
1) Senlar čivinsanlar, men - burgutman. Farqi bɔrmi? (p.22) 
2) Senlar ɔttirdilariŋ! Čunki ular senlardan zorrɔq ɔlimlar edi. Senlar šu haykalga erišdilariŋ. Ɔdam tugul it ham kelmaydi 
senlarni korgani. (p.102) 
3) senlar ɔliy ma’lumɔt ɔlaman, deb beš yil kitɔb titasanlar. (p.183) 
4) Janjalni senlar bɔšlaysanlar, qɔn tokišga bɔšqalar tayyɔr turišibdi… Balɔga senlar qɔlasanlar. (p.190) 
 
合計 8 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) Senlarniŋ gaplariŋ ham oša bɔlanikidan qɔlišmaydi. (p.47) 
2) Senlarniŋ turgan-bitganlariŋ ikki hɔvučgina kul. (p.145) 
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合計 2 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 
 
1) Senlar olikniŋ qɔrnini yɔrib, keyin kasalini aytasanlar. Tabib tɔmir ušlab turib biladi. (p.10) 
2) Senlar jaraq-jaraq pul išlayverlariŋ, bɔyvačča bolib kerili-ib yuraverlariŋ. Men esa senlar učun oylab yuray,... (p.61) 
3) Senlardaqa yuzta dɔnɔni yiġib kelsa, bir gramm aql tɔpilmaydi-yu, yana karillaysanlar-a! (p.61) 
4) E, orgildim, senlardaqa kaltabinlardan. (p.62) 
5) Senlarga oxšagan bekɔrči bolganimda biqsib yɔtaverardim. (p.80) 
6) Qoy, uka, men mɔšinaga organmagan ɔdamman. U senlar, hɔjatxɔnaga ham mɔšinada bɔradigan. (p.80) 
7) Ammɔ bilib qoylariŋ: hammaŋ xɔr bolib, qirilib ketasanlar. Xudɔ senlarni jazɔsiz qɔldirmaydi. (pp.122-123) 
8) Senlarniŋ pulni qanaqasiga berib qoyišlariŋni bilaman. Ozimga ber,… (p.124) 
9) Xop, senlar meni ahmɔq qildilariŋ ham deylik. Xoš, senlar bundan nimani yutasanlar? (p.150) 
10) Bilib qoy: senlar bitta xatɔ qildilariŋ: bu yerga kelmasliklariŋ kerak edi. Senlar meni išɔntirmɔqči bolyapsanlarmi? 
(p.150) 
11) Men senlarda nimalar bolib turganini bilib turaman. Men Kremldan ham sezgirrɔqman, kallaŋga tugib ɔl. (p.150) 
12) Senlarniŋ kaltabinliklariŋ ham šunda. (p.151) 
13) Hɔsilni senlar yoq qildilariŋ. Lekin men senlarga qarši uruš ɔčmayman. Čunki senlar ozbek qɔndɔšlarimsan. (p.151) 
14) Šuniŋ hurmatiga senlarga qarši uruš ɔčmayman… Bilib qoy: senlar todakašliklariŋ bilan meŋga hamrɔhlikka 
yaramaysanlar. Bu ahvɔlda senlar bir-birlariŋni qollamaysan,… (p.151) 
15) Men senlarni bilaman. «Meŋga olja kerakmas», deb nɔz qilib turasanlar-u, payt kelganda tašlanasanlar. (p.154) 
 
合計22例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 2001. Shaytanat.4-kitob. 
 
1) Bilib qoylariŋ, senlarniŋ oqiŋ jɔnimni ɔlguniča tepkini bɔsišga ulguraman. (p.17) 
2) Ha, senlar meni bir hayvɔn qatɔrida korsalariŋ ham ɔdamman. (p.22) 
3) Senlar men oldirgan xɔtinlarga ačinasanlar, a? Kimlar edi ular, bilmaysan-ku? Bilmay turib ačinaverasan. Hammasiniŋ 
erlari bɔr edi, bɔlalari bɔr edi. Erlari bola turib men bilan oynašišdi. Buzuqliklari učun erlari ham indamaydi, senlar ham 
jazɔlamaysanlar. Eriga xiyɔnat qiliš jinɔyat emasmi? Jinɔyat… Šuniŋ učun men ularni jazɔladim. Bu yaxšiligim učun 
senlar meni olimga hukm qildiŋlar. (p.23) 
4) Senlarni laqillatib xumɔrdan čiqdim. Meŋga šu yetadi… (p.58) 
5) Senlar ayt-či mana, senlar insɔfsizmi yɔki men? Senlar nečun qɔpniŋ ɔġzi ɔčiq olgani hɔlinda ɔstidan tešasanlar? Men šu 
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savɔlga javɔb istab senlarni yoqlagan edim. (p.73) 
6) Senlar bɔrib Mɔštabibni kormagan bɔšqa ɔdamni laqillatlariŋ. (p.102) 
7) Senlarni beldan emas, kalladan ɔlgan. (p.169) 
8) Bir-biriŋga tiš qayrasalariŋ slavyanlar senlarni čaynamay yutišadi. (p.206) 
9) Ha, senda ham, Hamdamda ham ana šu «lekin»lar kop. Ɔnalariŋ senlarni ana šu «lekin»lar ustiga tuqqan. (p.221) 
10) Senlarniŋ qulɔqlariŋ ham oz fɔydalariŋga išlaydi. (p.221) 
11) Šu tufayli ɔilaniŋ beqiyɔs darajada muqaddas ekanini men senlardan yaxširɔq bilaman. (p.226) 
12) Ahmaqɔna ɔdatlariŋ kop senlarniŋ. (p.228) 
13) Senlar ham jabrdiydasanlar-u, ammɔ senda ġurur yoq. (p.229) 
14) Milisada bɔr aql senlarda yoq, a? Čaqir anaviniŋni! (p.234) 
15) Tabarruk degan narsaga fahm-farɔsatlariŋ yetadimi? Senlarniŋ beoxšɔv zar čɔpɔnlariŋdan bu ton miŋ marta afzal. 
(p.248) 
 
合計20例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
To‘xtaboyev, X. 1975. Besh bolali yigitcha. 
 
1) Senlarni ušlab, terilariŋga sɔmɔn tiqmasammi… (p.53) 
2) Rayon hukumati senlarga yaxšilik qilyapti-yu, sen bolsaŋ hiqillab nɔzi-firɔq qilasan-a! (p.70) 
3) Senlarni deb kardan ikki marta kaltak yeb ɔldim… (p.181) 
4) …senlarga bir qɔzɔn palɔvni yedirib yubɔrgandan kora olganim miŋ marta yaxši… (p.223) 
 
合計 4 例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Umarbekov, O‘. 2002. Saylanma. 1-jild. 
 
1) Kim quvyapti uydan senlarni? …keyin, bilasanlarmi, ɔsɔnlikča senlarni oqišga kiritib qoyganim yoq. Har biriŋ učun naqd 
on miŋdan berganman! (p.156)  
2) Plan nimaligini bilasanlarmi senlar?! Turlariŋ! Bugunɔq tugatlariŋ! (p.207) 
 
合計3例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
複数二人称代名詞 senlar のネガティブな用法は文学作品 12 作品中合計 103 例である。 
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資料 5. 二人称命令語尾-(i)ŋgiz の使用状況に関する調査 1.（現代の文学作品） （表 19.を参照） 
 
単数用法 
Tog‘ay Murod. 2001. Bu dunyoda o‘lib bo‘lmaydi. 
 
1) Bɔrib, haydab yubɔriŋgiz! (p.44) 
 
合計1例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) Qani, lutf qiliŋgiz, kulbamizni ɔbɔd etiŋgiz. (p.172) 
 
合計2例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
現代の文学作品 12 作品における二人称命令語尾-(i)ŋgiz の単数用法は合計 3 例である。 
 
 
複数用法 
Tohir Malik. 1996a. Shaytanat. 2-kitob. 
 
1) Ɔrqadɔšlar! Murdalarni ɔliŋgiz! Korišsin rahbarlar! (p.24)  
 
合計1例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Tohir Malik. 1996b. Shaytanat. 3-kitob. 
 
1) Butun dunyɔ jinnilari, birlašiŋgiz! (p.145)  
 
合計1例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
現代の文学作品 12 作品における二人称命令語尾-(i)ŋgiz の複数用法は合計 3 例である。 
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資料 6. 二人称命令語尾-(i)ŋgiz の使用状況に関する調査 2.（歴史小説） （表 20.を参照） 
 
単数用法 
Qodiriy, A. 1926. O‘tkan kunlar. 
 
1) - Ba’zi yumušlar buyursam... 
- Buyuriŋgiz, oġlim. (p.2) 
2) Kečiriŋgiz, bek aka, - dedi Rahmat, - men sizniŋ Marġilɔn kelganiŋgizni bu kun ɔtamdan ešitdim. (p.3) 
3) Salɔmat boliŋgiz, - dedi Rahmat,… (p.5) 
4) Kečiriŋgiz, amak, - deb Ɔtabek kulimsiradi,… (p.6) 
5) Xayr, salɔmat boliŋgiz. (p.9) 
6) - Oġlim, Ɔtabek. 
- Sozlaŋgiz. 
- Aytiŋgiz-či, men sizniŋ kimiŋgiz? (p.12) 
7) Endi sizdan šuni ham sorayin: xojasiġa sɔdiq bir qul, sizniŋ ta’biriŋgizča, ma’naviy bir padar oz oġliġa yɔmɔnlik sɔġinarmi, 
bu toġrida javɔb beriŋgiz-či? (p.12) 
8) Ayniqsa men... ɔčib sozlaŋgiz. (p.12) 
9) Tilim bilan koŋglimniŋ bɔšqaliġini isbɔt qiliŋgiz. (p.12) 
10) Bɔr oġlim, bɔr, - dedi Hasanali, - agar da’vɔŋgiz toġri bolsa, meŋga čindan oz kišim deb qarasaŋgiz osha sirni yaširmaŋgiz. 
(p.12) 
11) Bolmasa, marhamat qilib kašfiŋgizni sozlaŋgiz. (p.12) 
12) Xoš, davɔm etiŋgiz... (p.12) 
13) Bir ɔzdan soŋ et ɔlib kirguzarman, varaqi piširib qoyiŋgiz. (p.14) 
14) Tašqaridan xabar ɔliŋgiz-či, ɔpa, - dedi Ɔftɔb ɔyim, - čɔy kerak boldimikin. (p.16) 
15) Qorġɔn tuzatiška fɔtiha beriŋgiz, taqsir! (p.18) 
16) Yumišim yoq, bɔraveriŋgiz. (p.19) 
17) Ajablanmaŋgiz, bɔy aka, kelišimda bir majburiyat bɔr. (p.20) 
18) Ɔlɔvni qoyaturib, qudalarga dasturxɔn ɔlib čiqiŋgiz. (p.21) 
19) Ajablanmaŋgiz, ortɔq, - dedi, - bekniŋ mundan keyiŋgi sɔġliġi sizniŋ ixtiyɔriŋgizda. (p.21) 
20) Bu ɔt savdɔsi emas, umr savdɔsi, birɔdar, - dedi Ziyɔ aka, - yaŋgamiz bilan keŋgašiŋgiz, Ɔtabek va ɔtasi toġrilarida 
bilganlariŋgizni sozlaŋgiz, šundan keyin xob oylašib bizga javɔb beriŋgiz. (p.22) 
21) Nima deganimni soramaŋgiz va deganimga išɔnaberiŋgiz… (p.25) 
22) Qutidɔrniŋ yɔlġiz qiziġa, - dedi Hasanali, - bundan xɔtirjam boliŋgiz, bek. (p.25) 
23) Tɔqatim tugadi, ɔpa, - dedi Kumuš, - ɔrtiq sozlamaŋgiz. (p.26) 
24) Kiriŋgiz, bek. (p.32) 
25) Ušlamaŋgiz, - dedi ham siquvči qoldan qutiliš učun ɔrqaġa tislandi. (p.32) 
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26) Okinmaŋgiz, - dedi bek, - sizdan bir narsani sorasam ayamassiz? (p.32)  
27) Kečiriŋgiz, taqsir. (p.35) 
28) - Tutdim, taqsir, qutidɔrni ham.  
- Ɔlib kiriŋgiz. (p.38) 
29) Ɔtabek, siz javɔb beriŋgiz… (p39) 
30) Yaxši, - dedi qušbegi, - aytiŋgiz-či, qirq kunlab Marġilɔnda qɔlišiŋgizniŋ sababi nima edi? (p.40) 
31) - Qipčɔq dušmani kim, ɔtam kimga qanday vakɔlat bergan, xudɔ haqqi učun ɔčib sozlaŋgiz, yoqsa yɔrilaman, taqsir!  
- Oziŋgizni tašɔfulga sɔlmaŋgiz, bek yigit, - dedi qušbegi… (p.40) 
32) Ɔčiŋgiz bek aka, tezrɔq ɔčiŋgiz! (p.43) 
33) Ġanibek yuzbɔši, siz yigitlariŋgizni tartiblaŋgiz! Yasɔvulbɔši, hɔzir boliŋgiz! (p.44) 
34) Endi ɔrtiq oylamaŋgiz, mulla Hɔmid, - dedi, - ɔrada siz qorqarliq heč bir iš yoq. (p.50) 
35) Yaxši, siz ketmagan ekansiz, - dedi qušbegi, - Pirmat bilan bɔrib, darhɔl bɔyaġi gunɔhkorlarni qaytarib keliŋgiz. (p.53) 
36) Olturiŋgiz, siŋglim, - dedi. (p.53)  
37) Qorbɔši, siz kišanlarni yešiŋgiz! - deb buyurdi qušbegi. (p.54)  
38) Tinčlaniŋgiz, Ɔtabek, - dedi qušbegi. (p.55) 
39) Ziyɔ aka bilan oġli Rahmatni bošatiŋgiz, songra anɔvini qolġa ɔliŋgiz! (p.56) 
40) Soraŋgiz hɔji, xɔn bermaganda ham ɔlib beriška men kafil. (p.60) 
41) Qorqmaŋgiz hɔji, - dedi, - Marġilɔn hɔkimi orinsiz qɔn tokuvči kiši emasdir. Qoqɔnga bɔrġač, birinči išim oġliŋgizni qutqariš 
bolsin, jɔysiz qayġulanmaŋgiz, hɔji. (p.61) 
42) Buniŋ hikɔyasi uzun, alhɔl miŋgbɔšiniŋ ra’ylarini ešitaylik... davɔm qiliŋgiz-či. (p.65) 
43) Siz meni qanday taniġan bolsaŋgiz-boliŋgiz, men ošandɔġ kišiniŋ oġli, - dedi bek. - Men bilan ɔtam siz bilan qušbegiga bir 
neča turlik bolib tanilsaqla, oz vijdɔnimiz ɔldida bir turlikkinadirmiz! Šuniŋ učun siz tilagan tarafiŋgizga hukm qiliŋgiz-
da, buyruġiŋgizni beraveriŋgiz! (p.66) 
44) Oġul osdiriš bu turda bolmas; ul tilasin-tilamasin šartta-šartta tilaganiŋgizča qiliŋgiz-da, qarab turaberiŋgiz. (p.71) 
45) Oġliŋgizniŋ vujudi bilan ɔrzuiŋgizni qɔndiriš ɔsɔn bolsa ham keliniŋgiz qaršisida meni bir jɔnsiz haykal ornida tasavvur 
qiliŋgiz. (p.73) 
46) …ičiŋgiz, yol ġubɔrini ɔladir. (p.75) 
47) Taġin oqub koriŋgiz-či... (p.78) 
48) Ɔtabek, uyalmay, tɔrtinmay javɔb beriŋgiz; bu gal Tɔškanddan čiqišiŋgizdagi asl maqsadiŋgiz nimaga edi? (p.79) 
49) Toġrisini sozlaŋgiz, bek,… (p.79) 
50) Hamma aybni manim ustimga yuklab javɔb yɔziŋgiz. (p.80)  
51) Siz qizimizniŋ andišasini qilib olturmaŋgiz, bek, - dedi qutidɔr,… (p.81) 
52) Qorqmaŋgiz, devɔna! (p.84) 
53) Hasanali uni tinčitiš učun: - Agar koŋgliŋgiz tinčimasa, - dedi kulib, - siz ham kinɔyalik bir xat yɔzib beriŋgiz. (p.90) 
54) Jannat ɔpa, bir čilim beriŋgiz-či,… (p.98) 
55) Bɔriŋgiz, maniŋ ešigim yɔnida toxtamaŋgiz! (p.101) 
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56) Ɔġirliġi yoq, yuriŋgiz, - dedi va ɔldinġa tušib Ɔtabekka yol bɔšladi: - Man ham sizga oxšagan bir ġarib. (p.102) 
57) Ɔtdan qoniŋgiz, mehmɔn,… siz xurjiniŋgizni ɔlib yolakdan toġriġa kiraberiŋgiz, - dedi. (p.102) 
58) Yɔnbɔšlaŋgiz bek, - dedi, bɔšlab ozi yɔnbɔšladi. (p.104) 
59) Sozlay beriŋgiz, - dedi. (p.107) 
60) Endilikda Saɔdatni uzatišda ham ɔtaliġiŋgizni ayamaŋgiz, - dedi. (p.109) 
61) Davɔm qiliŋgiz, - dedi Ɔtabek, usta Alim bir uflab ɔlġač. (p.111) 
62) Siz sorašni tilamasaŋgiz-da, men aytay: keliniŋgizga jabrni xɔhlamasaŋgiz mendan talɔq qildiriŋgiz va bir bečɔraga bu 
yosun azɔb berib yurmaŋgiz! (p.113) 
63) Yiġlamaŋgiz, ɔna. Sizniŋ tokib kelgan koz yɔšlariŋgizniŋ bir tɔmčisiġa ham bu tašlandiq qiziŋgiz arzimas, siz ɔtamġa maniŋ 
rizɔliġimni tašvišlanmay bildiraveriŋgiz. Ul ham kišilar ɔldida bu baxtsiz qiziniŋ ta’nasiga qɔlmasin. Siz manim yuzimga 
ezilib qaramaŋgiz, oylamay-netmay rizɔliġimni bildiraveriŋgiz! (p.117) 
64) Bilsaŋgiz, haydališ kuyini čaliŋgiz, ajrališ kuyini čaliŋgiz! (p.118) 
65) Bilmasaŋgiz, bilgan kuyiŋgizni čaliŋgiz! (p.118) 
66) Toġrisini aytiŋgiz-či, usta, nima učun ustakɔr bilan ačiġlašdiŋgiz? (p.123) 
67) Sozlay beriŋgiz Farfibɔy, bu kiši ozimiznikidir, - dedi. (p.125) 
68) Sozlay beriŋgiz, - dedi. (p.126) 
69) Bolmasa-či, - dedi Ɔtabek, - šu on beš kunniŋ ičida sakkiz tepki atlasdan lɔaqal ikki kora yiġib qoyiŋgiz, yɔdiŋgizdan 
čiqarmaŋgiz! - Yɔdimda bɔr, xɔtirjam boliŋgiz! (p.128) 
70) Dasturxɔnni yiġištirib ɔliŋgiz-či, Jannat ɔpa! (p.132) 
71) San hali yɔšsan, inim Sɔdiqbɔy, siz čiqaberiŋgiz, Jannat ɔpa! (p.132) 
72) Ɔrtiqča ɔšiqmaŋgiz, Hɔmidbɔy,… (p.138) 
73) Kučanmaŋgiz, Hɔmidbɔy! (p.138) 
74) - Qani iqrɔr qiliŋgiz bolmasa. 
- Ilgari kečiriška va’da berib qoyiŋgiz. (p.140) 
75) Qani, Ɔtabek, korpačaga čiqiŋgiz! (p.140) 
76) Bɔšidan sozlaŋgiz, Ɔtabek! (p.141) 
77) - Sizga ɔġir kelmasa, bir xizmat tɔpširmɔqčiman, usta!  
- Buyuriŋgiz! (p.141) 
78) Men sizga dasturxɔn yɔzdirišni ham unutqanman, qozġalmaŋgiz! (p.146) 
79) Bularga qaraŋgiz, ɔta! Bizni nečɔġliq ġaflat bɔsqan ekan, - dedi. (p.148) 
80) Ɔvɔra bolmaŋgiz, hɔji aka... (p.162) 
81) Qayum zaharxanda bilan yɔnini kavlab ikkinči bir buyruq čiqardi va meŋga berib: «Oquŋgiz!” - dedi. (p.162) 
82) - Bɔriŋgiz, ustɔdlariŋgizniŋ vasiyatini bajariŋgiz! 
- Xafa bolmaŋgiz, hɔji aka! (p.162) 
83) Bilganiŋgizni qilaberiŋgiz. (p.162)  
84) Qoyaberiŋgiz, hɔji! (p.162) 
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85) Aytiŋgiz axir? (p.170) 
86) …har nučukda tegi nɔzik, bu bolsa endi kop kiydi, atlasniŋ yɔniġa yana bir xitɔyi latta ɔliŋgiz. (p.171) 
87) Fɔtiha beriŋgiz, ɔyi! (p.175) 
88) Siz toxtaŋgiz, Ɔtabek, - dedi. (p.178) 
89) Ular bilan sorašib, sozlašqaniŋgizda, goyɔ uč ɔydan berigina korišmaganlardek boliŋgiz. (p.178) 
90) Yɔta beriŋgiz. (p.184) 
91) Zaynabnisa yaxši korgan tɔmɔqni qiliŋgiz, - dedi Kumuš. (p.188) 
 
合計112例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Qodirov, P. 1988. Yulduzli tunlar. 
 
1) Ehtiyɔt qiliŋgiz, sizga ɔrzuyimni tɔpširdim,— dedi. (p.22) 
2) Mirzɔm, qorġɔnga kirmaŋgiz, xatarli, — dedi. (p.24) 
3) Kečdim, aytiŋgiz, — dedi. (p.46) 
4) Men bir muŋglik egačiŋgiz dɔim ɔrzu qilurmen: siz ham Farhɔddek bunyɔdkɔr boliŋgiz! (p.50) 
5) Aytiŋgiz, — dedi Bɔbur. (p.51) 
6) Bɔysunqur mirzɔga elči yubɔriŋgiz, amirzɔdam! Ɔradagi adɔvatni yoqɔtiŋgiz! (p.53) 
7) X-xa-vɔ-ɔtir ɔlm-maŋgiz! (p.88) 
8) Biri — oġliŋgiz Alɔviddiŋga. Marhamat! Ɔliŋgiz! (p.249) 
 
合計9例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
歴史小説 2 作品における二人称命令語尾-(i)ŋgiz の単数用法は合計 121 例である。 
 
 
複数用法 
Qodiriy, A. 1926. O‘tkan kunlar. 
 
1) Hɔy qorġon ustidagi azamatlar! Hɔzir boliŋgiz, yasɔv tɔrtiŋgiz, bek keladirlar! (p.44)  (複数) 
2) Yigitlar, siz čiqiŋgiz! (p.54)  (複数) 
3) Sɔliqni bermaŋgiz demayman, čunki sizniŋ itɔatiŋgiz meŋga bundɔġ tonlar berar! - dedi. (p.59) （複数） 
4) Čiplarni yiġištiriŋgiz, ozlariŋgiz tarqališiŋgiz! (p.59) （複数） 
5) Gunɔhimni kečiriŋgiz, qilmišlarimdan pušaymɔn boldim, fuqarɔ! (p.60) （複数） 
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6) Siz yaxšilarim, bu qisqa oylašiŋgiz bilan oz ɔyɔġiŋgizġa oziŋgiz bɔlta urib, yana qipčɔqlar qoliga qaram bolasiz! Manim 
tavbamni lɔaqal ozlariŋgiz učun qabul qiliŋgiz! (p.60) （複数） 
7) Illɔ Yusufbekni oldiġa čiqarib, bu šum išiŋgizdan meni tašqarida hisɔblaŋgiz! (p.153) （複数） 
 
合計9例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Qodirov, P. 1988. Yulduzli tunlar. 
 
1) Sizlar oša jɔyda toxtaŋgiz! (p.82) 
2) Keyin ɔnasi, buvisi va Qɔsimbekka qarata dedi: — Meni ma’zur tutiŋgiz, begim bilan yakkama-yakka sozlašmɔqčimen. 
(p.147) 
 
合計2例 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
歴史小説 2 作品における二人称命令語尾-(i)ŋgiz の複数用法は合計 11 例である。 
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資料 7. 親族語に関するアンケート調査（ウズベク語） 
 
QARINDOSHLIK ATAMALARIGA OID ANKETA 
 
■ Anketa to‘ldiruvchining jinsi va yoshiga doir savollar 
1. Jinsingiz haqida quyidagilardan to‘g‘ri keladiganini ○ belgisi bilan belgilang. 
1) Erkak    2) Ayol 
2. Yoshingiz haqida quyidagilardan to‘g‘ri keladiganini ○ belgisi bilan belgilang. 
1) 10~19    2) 20~29    3) 30~39    4) 40~49    5) 50~59 
 
■ Qarindoshlik atamalariga doir savollar 
1. Qarindoshlaringiz va quda tomondan bo‘lgan yaqinlaringizga to‘g‘ridan-to‘gri murojaat qilganda yoki 
ular haqida o‘zgaga gapirganda qaysi so‘zlarni ishlatasiz? Quyidagi 1~9 gacha bo‘lgan jadval ichiga 
to‘g‘ri keladigan so‘zlarni kiriting. Javoblar bir nechta bo‘lsa, vergul ( , ) bilan ajratib yozing. Agar 
javobingiz bitta oldingi javob bilan to‘g‘ri keladigan bo‘lsa, javob o‘rniga ( // ) belgisini ishlating. 
 
1 - jadval. Qarindoshlik atamalari (ota-ona va bobo-buviga nisbatan) 
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Otangizning otasi      
Otangizning onasi      
Otangiz      
Onangiz      
Onangizning otasi      
Onangizning onasi      
 
2 - jadval. Qarindoshlik atamalari (amaki, amma va ularning turmush o‘rtoqlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Otangizning akasi      
Otangizning akasining xotini      
Otangizning opasi      
Otangizning opasinig eri      
Otangizning ukasi      
Otangizning ukasining xotini      
Otangizning singlisi      
Otangizning singlisining eri      
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3 - jadval. Qarindoshlik atamalari (tog‘a, xola va ularning turmush o‘rtoqlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Onangizning akasi      
Onangizning akasining xotini      
Onangizning opasi      
Onangizning opasinig eri      
Onangizning ukasi      
Onangizning ukasining xotini      
Onangizning singlisi      
Onangizning singlisining eri      
 
4 - jadval. Qarindoshlik atamalari (aka-uka, opa-singil va ularning turmush o‘rtoqlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Akangiz      
Akangizning xotini      
Opangiz      
Opangizning eri      
Ukangiz      
Ukangizning xotini      
Singlingiz      
Singlingizning eri      
 
5 - jadval. Qarindoshlik atamalari (amaki va ammalarning farzandlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Otangizning akasining og‘li      
Otangizning akasining qizi      
Otangizning opasining og‘li      
Otangizning opasining qizi      
Otangizning ukasining og‘li      
Otangizning ukasining qizi      
Otangizning singlisining og‘li      
Otangizning singlisining qizi      
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6 - jadval. Qarindoshlik atamalari (tog‘a va xolalarning farzandlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Onangizning akasining og‘li      
Onangizning akasining qizi      
Onangizning opasining og‘li      
Onangizning opasining qizi      
Onangizning ukasining og‘li      
Onangizning ukasining qizi      
Onangizning singlisining og‘li      
Onangizning singlisining qizi      
 
7 - jadval. Qarindoshlik atamalari (farzandlar, nevaralar va ularning turmush o‘rtoqlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
O‘g‘lingiz      
O‘g‘lingizning xotini      
Qizingiz      
Qizingizning eri      
O‘g‘il nevarangiz      
O‘g‘il nevarangizning xotini      
Qiz nevarangiz      
Qiz nevarangizning eri      
 
8 - jadval. Qarindoshlik atamalari (aka-uka va opa-singillarning farzandlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Akangizning og‘li      
Akangizning qizi      
Opangizning og‘li      
Opangizning qizi      
Ukangizning og‘li      
Ukangizning qizi      
Singlingizning og‘li      
Singlingizning qizi      
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9 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qaynata-qaynana, qaynag‘a, qaynegachi, qayni, qansingil va ularning 
turmush o‘rtoqlariga nisbatan) 
  
 
To‘g‘ridan-to‘gri 
murojaat qilganda 
Ular haqida o‘zga kishiga gapirganda 
Suhbatdoshingiz notanish 
kishi bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
boshlig‘ingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz do‘stingiz 
yoki hamkasbingiz bo‘lsa 
Suhbatdoshingiz 
qo‘shningizning bolasi bo‘lsa 
Qaynatangiz      
Qaynanangiz      
Qaynag‘angiz      
Qaynag‘angizning xotini      
Qaynegachingiz      
Qaynegachingizning eri      
Qayningiz      
Qayningizning xotini      
Qaynsinglingiz      
Qaynsinglingizning eri      
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2. Qarindoshlaringiz bilan bo‘lgan suhbatda biror bir qarindoshingiz haqida gapirganda qaysi so‘zlarni 
ishlatasiz? Quyidagi 10~17gacha bo‘lgan jadval ichiga to‘g‘ri keladigan so‘zlarni kiriting. Javoblar bir 
nechta bo‘lsa, vergul ( , ) bilan ajratib yozing. O‘rtasidan yonlamasiga chizilgan jadvallarni bo‘sh 
qoldiring. Agar javobingiz bitta tepadagi javob bilan to‘g‘ri keladigan bo‘lsa, javob o‘rniga ( // ) belgisini 
ishlating. 
 
 
10 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda ota-ona va bobo-buvi haqida 
gapirganda) 
                Kim haqida 
Suhbatdosh 
Otangizning otasi 
haqida gapirganda 
Otangizning onasi 
haqida gapirganda 
Otangiz haqida 
gapirganda 
Onangiz haqida 
gapirganda 
Onangizning otasi 
haqida gapirganda 
Onangizning onasi 
haqida gapirganda 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga        
Otangizning onasiga       
Onangizning otasiga       
Onangizning onasiga       
O
ta
-on
a
 
Otangizga       
Onangizga       
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga       
Otangizning akasining xotiniga       
Otangizning opasiga       
Otangizning opasining eriga       
Otangizning ukasiga       
Otangizning ukasining xotiniga       
Otangizning singlisiga       
Otangizning singlisining eriga       
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga       
Onangizning akasining xotiniga       
Onangizning opasiga       
Onangizning opasining eriga       
Onangizning ukasiga       
Onangizning ukasining xotiniga       
Onangizning singlisiga       
Onangizning singlisining eriga       
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga       
Akangizning xotiniga       
Opangizga       
Opangizning eriga       
Ukangizga       
Ukangizning xotiniga       
Singlingizga       
Singlingizning eriga       
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A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga       
Otangizning akasining qiziga       
Otangizning opasining o‘g‘liga       
Otangizning opasining qiziga       
Otangizning ukasining o‘g‘liga       
Otangizning ukasining qiziga       
Otangizning singlisining o‘g‘liga       
Otangizning singlisining qiziga       
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga       
Onangizning akasining qiziga       
Onangizning opasining o‘g‘liga       
Onangizning opasining qiziga       
Onangizning ukasining o‘g‘liga       
Onangizning ukasining qiziga       
Onangizning singlisining o‘g‘liga       
Onangizning singlisining qiziga       
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga       
O‘g‘lingizning xotiniga       
Qizingizga       
Qizingizning eriga       
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga       
Akangizning qiziga       
Opangizning o‘g‘liga       
Opangizning qiziga       
Ukangizning o‘g‘liga       
Ukangizning qiziga       
Singlingizning o‘g‘liga       
Singlingizning qiziga       
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga       
O‘g‘il nevarangizning xotiniga       
Qiz nevarangizga       
Qiz nevarangizning eriga       
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11 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda amaki, amma va ularning 
turmush o‘rtoqlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Otangizning 
akasi haqida 
Otangizning 
akasining xotini 
haqida  
Otangizning 
opasi haqida 
Otangizning 
opasining eri 
haqida 
Otangizning 
ukasi haqida 
Otangizning 
ukasining xotini 
haqida 
Otangizning 
singlisi haqida 
Otangizning 
singlisining eri 
haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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12 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda tog‘a, xola va ularning 
turmush o‘rtoqlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Onangizning 
akasi haqida 
Onangizning 
akasining xotini 
haqida  
Onangizning 
opasi haqida 
Onangizning 
opasining eri 
haqida 
Onangizning 
ukasi haqida 
Onangizning 
ukasining xotini 
haqida 
Onangizning 
singlisi haqida 
Onangizning 
singlisining eri 
haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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13 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda aka-uka, opa-singil va 
ularning turmush o‘rtoqlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Akangiz haqida 
Akangizning 
xotini haqida  
Opangiz haqida 
Opangizning eri 
haqida 
Ukangiz haqida 
Ukangizning 
xotini haqida 
Singlingiz 
haqida 
Singlingizning 
eri haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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14 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda amaki va ammalarning 
farzandlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Otangizning 
akasining o‘g‘li 
haqida 
Otangizning 
akasining qizi 
haqida  
Otangizning 
opasining o‘g‘li 
haqida 
Otangizning 
opasining qizi 
haqida 
Otangizning 
ukasining o‘g‘li 
haqida 
Otangizning 
ukasining qizi 
haqida 
Otangizning 
singlisining o‘g‘li 
haqida 
Otangizning 
singlisining qizi 
haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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15 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda tog‘a va xolalarning 
farzandlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Onangizning 
akasining o‘g‘li 
haqida 
Onangizning 
akasining qizi 
haqida  
Onangizning 
opasining o‘g‘li 
haqida 
Onangizning 
opasining qizi 
haqida 
Onangizning 
ukasining o‘g‘li 
haqida 
Onangizning 
ukasining qizi 
haqida 
Onangizning 
singlisining o‘g‘li 
haqida 
Onangizning 
singlisining qizi 
haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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16 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda farzandlar, nevaralar va 
ularning turmush o‘rtoqlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
O‘g‘lingiz haqida 
O‘g‘lingizning 
xotini haqida  
Qizingiz haqida 
Qizingizning eri 
haqida 
O‘g‘il nevarangiz 
haqida 
O‘g‘il 
nevarangizning 
xotini haqida 
Qiz nevarangiz 
haqida 
Qiz 
nevarangizning 
eri haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
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17 - jadval. Qarindoshlik atamalari (qarindoshlar bilan bo‘lgan suhbatda aka-uka va opa-singillarning 
farzandlari haqida gapirganda) 
              Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Akangizning 
o‘g‘li haqida 
Akangizning qizi 
haqida  
Opangizning 
o‘g‘li haqida 
Opangizning qizi 
haqida 
Ukangizning 
o‘g‘li haqida 
Ukangizning qizi 
haqida 
Singlingizning 
o‘g‘li haqida 
Singlingizning 
qizi haqida 
B
ob
o-b
u
v
i 
Otangizning otasiga          
Otangizning onasiga         
Onangizning otasiga         
Onangizning onasiga         
O
ta
-on
a
 
Otangizga         
Onangizga         
A
m
a
k
i, a
m
m
a
 v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Otangizning akasiga         
Otangizning akasining xotiniga         
Otangizning opasiga         
Otangizning opasining eriga         
Otangizning ukasiga         
Otangizning ukasining xotiniga         
Otangizning singlisiga         
Otangizning singlisining eriga         
T
og
`a
, x
ola
 va
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Onangizning akasiga         
Onangizning akasining xotiniga         
Onangizning opasiga         
Onangizning opasining eriga         
Onangizning ukasiga         
Onangizning ukasining xotiniga         
Onangizning singlisiga         
Onangizning singlisining eriga         
A
k
a
-u
k
a
, op
a
-sin
g
il v
a
 u
la
rn
in
g
 tu
rm
u
sh
 o
r`toq
la
ri 
Akangizga         
Akangizning xotiniga         
Opangizga         
Opangizning eriga         
Ukangizga         
Ukangizning xotiniga         
Singlingizga         
Singlingizning eriga         
A
m
a
k
i v
a
 a
m
m
a
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Otangizning akasining o‘g‘liga         
Otangizning akasining qiziga         
Otangizning opasining o‘g‘liga         
Otangizning opasining qiziga         
Otangizning ukasining o‘g‘liga         
Otangizning ukasining qiziga         
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Otangizning singlisining o‘g‘liga         
Otangizning singlisining qiziga         
T
og
`a
 v
a
 x
ola
la
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Onangizning akasining o‘g‘liga         
Onangizning akasining qiziga         
Onangizning opasining o‘g‘liga         
Onangizning opasining qiziga         
Onangizning ukasining o‘g‘liga         
Onangizning ukasining qiziga         
Onangizning singlisining o‘g‘liga         
Onangizning singlisining qiziga         
F
a
rza
n
d
la
r 
O‘g‘lingizga         
O‘g‘lingizning xotiniga         
Qizingizga         
Qizingizning eriga         
A
k
a
-u
k
a
 v
a
 op
a
-sin
g
illa
rn
in
g
 fa
rza
n
d
la
ri 
Akangizning o‘g‘liga         
Akangizning qiziga         
Opangizning o‘g‘liga         
Opangizning qiziga         
Ukangizning o‘g‘liga         
Ukangizning qiziga         
Singlingizning o‘g‘liga         
Singlingizning qiziga         
N
ev
a
ra
la
r 
O‘g‘il nevarangizga         
O‘g‘il nevarangizning xotiniga         
Qiz nevarangizga         
Qiz nevarangizning eriga         
 
3. Quyidagi holatlarda turmush o‘rtog‘ingizga qanday murojaat qilasiz (nima deb chaqirasiz)? Quyidagi 
uchta savolga javob bering.  
 
(1)  Farzandli bo’lishdan oldin 
 
                                                                      
 
(2)  Farzandli bo‘lgandan so‘ng 
 
                                                
 
(3)  Nevarali bo‘lgandan so‘ng 
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4. Quyidagi holatlarda turmush o‘rtog‘ingizga qanday murojaat qilasiz (nima deb chaqirasiz)? Quyidagi 
ikkita savolga javob bering. 
 
(1)  Farzandlar bilan birga ovqatlanayotganda 
 
                                                                      
(2)  Turmush o‘rtog‘ingiz bilan ikkalangiz yolg‘iz ovqatlanayotganda 
 
                                                
 
 
5. Turmush o‘rtog‘ingiz haqida biror kishiga gapirganda nima deb ataysiz? Quyidagi jadval ichiga  
to‘g‘ri keladigan so‘zlarni kiriting. 
 
18 - jadval. Turmush o‘rtog‘i haqida biror kishiga gapirganda ishlatiladigan so‘zlar 
Kim haqida 
 
Suhbatdosh 
Xotiningiz haqida gapirganda Eringiz haqida gapirganda 
Suhbatdoshingiz qarindosh yoki quda tomondan bo‘lgan  
yaqin kishingiz bo‘lsa 
Bobo-buvingizga   
Ota-onangizga   
Qaynata-qaynanangizga   
Amaki va ammalaringizga   
Tog‘a va xolalaringizga   
Turmush o‘rtog‘ingizning amaki va ammalariga   
Turmush o‘rtog‘ingizning tog‘a va xolalariga   
Akangiz va opangizga   
Turmush o‘rtog‘ingizning akasi va opasiga   
Ukangiz va singlingizga   
Turmush o‘rtog‘ingizning ukasi va singlisiga   
Farzandlaringizga   
Nevaralaringizga   
 Suhbatdoshingiz begona kishi bo‘lsa 
Notanish kishiga   
Boshlig‘ingizga   
Do‘stingiz yoki yaqin hamkasbingizga   
Qo‘shnining bolasiga   
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資料 8. 親族語に関するアンケート調査（日本語） 
 
親族語に関するアンケート調査 
 
■ 被調査者の性別、年齢に関する質問項目 
1. あなたの性別について、当てはまる項目を○で囲んで下さい。 
1) 男    2) 女 
2. あなたの年齢について、当てはまる項目を○で囲んで下さい。 
1) 10代    2) 20代    3) 30代    4) 40代    5) 50代 
 
■ 親族語に関する質問項目 
1. あなたは、親族・姻族に直接呼びかけたり言及したりする時、どのような表現を使いますか。下記の
表 1～表 9 の空欄部分に適切と思われる表現を書いて下さい。当てはまるものが二つ以上ある場合
は、コンマで区切って下さい。回答が直前のセルに記入した回答と同じような場合は「∥」と書いて
下さい。 
 
表 1．親族語の呼び掛けと言及の用法（「祖父母」と「父母」の場合） 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
父方の祖父      
父方の祖母      
父      
母      
母方の祖父      
母方の祖母      
 
表 2．親族語の呼び掛けと言及の用法（「父方のおじ・おばとその配偶者」の場合） 
  
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
父方の伯父      
父方の伯父の妻      
父方の伯母      
父方の伯母の夫      
父方の叔父      
父方の叔父の妻      
父方の叔母      
父方の叔母の夫      
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表 3．親族語の呼び掛けと言及の用法（「母方のおじ・おばとその配偶者」の場合） 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
母方の伯父      
母方の伯父の妻      
母方の伯母      
母方の伯母の夫      
母方の叔父      
母方の叔父の妻      
母方の叔母      
母方の叔母の夫      
 
表 4．親族語の呼び掛けと言及の用法（「兄弟姉妹とその配偶者」の場合） 
 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
兄      
兄の妻      
姉      
姉の夫      
弟      
弟の妻      
妹      
妹の夫      
 
表 5．親族語の呼び掛けと言及の用法（「父方のおじ・おばの子」の場合） 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
父方の伯父の息子      
父方の伯父の娘      
父方の伯母の息子      
父方の伯母の娘      
父方の叔父の息子      
父方の叔父の娘      
父方の叔母の息子      
父方の叔母の娘      
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表 6．親族語の呼び掛けと言及の用法（「母方のおじ・おばの子」の場合） 
 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
母方の伯父の息子      
母方の伯父の娘      
母方の伯母の息子      
母方の伯母の娘      
母方の叔父の息子      
母方の叔父の娘      
母方の叔母の息子      
母方の叔母の娘      
 
表 7．親族語の呼び掛けと言及の用法（「子とその配偶者」と「孫とその配偶者」の場合） 
 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
息子      
息子の妻      
娘      
娘の夫      
孫      
孫の妻      
孫娘      
孫娘の夫      
 
表 8．親族語の呼び掛けと言及の用法（「おい・めい」の場合） 
 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
兄の息子      
兄の娘      
姉の息子      
姉の娘      
弟の息子      
弟の娘      
妹の息子      
妹の娘      
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表 9．親族語の呼び掛けと言及の用法（「義父母」と「義理の兄弟姉妹とその配偶者」の場合） 
 
呼び掛ける時 
言及する時 
話し相手が初対面の人 話し相手が上司 話し相手が友達・同僚 話し相手が隣の子 
義父      
義母      
義兄      
義兄の妻      
義姉      
義姉の夫      
義弟      
義弟の妻      
義妹      
義妹の夫      
 
 
 
2. あなたは、親族成員間で親族の誰かについて話す時、どのような表現を使いますか。下記の表 10～
表 17の空欄部分に適切と思われる表現を書いて下さい。当てはまるものが二つ以上ある場合は、コ
ンマで区切って下さい。なお、斜め罫線が引いてある部分はそのままにして下さい。回答が上のセル
に記入した回答と同じような場合は「∥」と書いて下さい。 
 
表 10．親族成員間における言及用法（親族成員間で「祖父母」と「父母」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「父方の祖父」 
について 
「父方の祖母」 
について 
「父」について 「母」について 
「母方の祖父」 
について 
「母方の祖母」 
について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって       
「祖母」に向かって       
母
方 
「祖父」に向かって       
「祖母」に向かって       
父
母 
 
「父」に向かって       
「母」に向かって       
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって       
「伯父の妻」に向かって       
「伯母」に向かって       
「伯母の夫」に向かって       
「叔父」に向かって       
「叔父の妻」に向かって       
「叔母」に向かって       
「叔母の夫」に向かって       
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母
方 
「伯父」に向かって       
「伯父の妻」に向かって       
「伯母」に向かって       
「伯母の夫」に向かって       
「叔父」に向かって       
「叔父の妻」に向かって       
「叔母」に向かって       
「叔母の夫」に向かって       
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって       
「兄の妻」に向かって       
「姉」に向かって       
「姉の夫」に向かって       
「弟」に向かって       
「弟の妻」に向かって       
「妹」に向かって       
「妹の夫」に向かって       
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって       
「伯父の娘」に向かって       
「伯母の息子」に向かって       
「伯母の娘」に向かって       
「叔父の息子」に向かって       
「叔父の娘」に向かって       
「叔母の息子」に向かって       
「叔母の娘」に向かって       
母
方 
「伯父の息子」に向かって       
「伯父の娘」に向かって       
「伯母の息子」に向かって       
「伯母の娘」に向かって       
「叔父の息子」に向かって       
「叔父の娘」に向かって       
「叔母の息子」に向かって       
「叔母の娘」に向かって       
子 
 
「息子」に向かって       
「息子の妻」に向かって       
「娘」に向かって       
「娘の夫」に向かって       
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって       
「兄の娘」に向かって       
「姉の息子」に向かって       
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「姉の娘」に向かって       
「弟の息子」に向かって       
「弟の娘」に向かって       
「妹の息子」に向かって       
「妹の娘」に向かって       
孫 
 
「孫」に向かって       
「孫の妻」に向かって       
「孫娘」に向かって       
「孫娘の夫」に向かって       
 
表 11．親族成員間における言及用法（親族成員間で「父方のおじ・おばとその配偶者」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「父方の伯父」 
について 
「父方の伯父の
妻」について 
「父方の伯母」
について 
「父方の伯母の
夫」について 
「父方の叔父」 
について 
「父方の叔父の
妻」について 
「父方の叔母」 
について 
「父方の叔母の
夫」について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
290 
 
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
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表 12．親族成員間における言及用法（親族成員間で「母方のおじ・おばとその配偶者」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「母方の伯父」 
について 
「母方の伯父の
妻」について 
「母方の伯母」
について 
「母方の伯母の
夫」について 
「母方の叔父」 
について 
「母方の叔父の
妻」について 
「母方の叔母」 
について 
「母方の叔母の
夫」について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
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「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
 
 
表 13．親族成員間における言及用法（親族成員間で「兄弟姉妹とその配偶者」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「兄」 
について 
「兄の妻」 
について 
「姉」 
について 
「姉の夫」 
について 
「弟」 
について 
「弟の妻」 
について 
「妹」 
について 
「妹の夫」 
について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
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父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
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「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
 
表 14．親族成員間における言及用法（親族成員間で「父方のおじ・おばの子」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「父方の伯父の
息子」について 
「父方の伯父の
娘」について 
「父方の伯母の
息子」について 
「父方の伯母の
娘」について 
「父方の叔父の
息子」について 
「父方の叔父の
娘」について 
「父方の叔母の
息子」について 
「父方の叔母の
娘」について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
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「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
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「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
 
表 15．親族成員間における言及用法（親族成員間で「母方のおじ・おばの子」について話す時） 
                 話題の人物 
話し相手 
「母方の伯父の
息子」について 
「母方の伯父の
娘」について 
「母方の伯母の
息子」について 
「母方の伯母の
娘」について 
「母方の叔父の
息子」について 
「母方の叔父の
娘」について 
「母方の叔母の
息子」について 
「母方の叔母の
娘」について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
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「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
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表 16． 親族成員間における言及用法（親族成員間で「子とその配偶者」と「孫とその配偶者」について
話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「息子」 
について 
「息子の妻」 
について 
「娘」 
について 
「娘の夫」 
について 
「孫」 
について 
「孫の妻」 
について 
「孫娘」 
について 
「孫娘の夫」 
について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
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「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
 
 
 
表 17． 親族成員間における言及用法（親族成員間で「おい・めい」について話す時） 
                話題の人物 
話し相手 
「兄の息子」 
について 
「兄の娘」 
について 
「姉の息子」 
について 
「姉の娘」 
について 
「弟の息子」 
について 
「弟の娘」 
について 
「妹の息子」 
について 
「妹の娘」 
について 
祖
父
母 
父
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
母
方 
「祖父」に向かって         
「祖母」に向かって         
父
母 
 
「父」に向かって         
「母」に向かって         
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お
じ
・
お
ば
と
そ
の
配
偶
者 
父
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
母
方 
「伯父」に向かって         
「伯父の妻」に向かって         
「伯母」に向かって         
「伯母の夫」に向かって         
「叔父」に向かって         
「叔父の妻」に向かって         
「叔母」に向かって         
「叔母の夫」に向かって         
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者 
 
「兄」に向かって         
「兄の妻」に向かって         
「姉」に向かって         
「姉の夫」に向かって         
「弟」に向かって         
「弟の妻」に向かって         
「妹」に向かって         
「妹の夫」に向かって         
お
じ
・
お
ば
の
子 
父
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
「叔母の娘」に向かって         
母
方 
「伯父の息子」に向かって         
「伯父の娘」に向かって         
「伯母の息子」に向かって         
「伯母の娘」に向かって         
「叔父の息子」に向かって         
「叔父の娘」に向かって         
「叔母の息子」に向かって         
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「叔母の娘」に向かって         
子 
 
「息子」に向かって         
「息子の妻」に向かって         
「娘」に向かって         
「娘の夫」に向かって         
お
い
・
め
い 
 
「兄の息子」に向かって         
「兄の娘」に向かって         
「姉の息子」に向かって         
「姉の娘」に向かって         
「弟の息子」に向かって         
「弟の娘」に向かって         
「妹の息子」に向かって         
「妹の娘」に向かって         
孫 
 
「孫」に向かって         
「孫の妻」に向かって         
「孫娘」に向かって         
「孫娘の夫」に向かって         
 
 
3. あなたは、次のような場面で配偶者に何と言って呼びかけますか。次の三つの質問に答えて下さい。 
 
(1)  子供が生まれる前 
 
                                                                      
 
(2)  子供が生まれた後 
 
                                                
 
(3)  孫が生まれた後 
 
                                                
 
 
4. あなたは、次のような場面で配偶者に何と言って呼びかけますか。次の二つの質問に答えて下さい。 
 
(1)  子供たちと一緒に食事をしている時 
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(2)  配偶者と二人だけで食事をしている時 
 
                                                
 
 
5. あなたは、配偶者について誰かに話す時、何と言って言及しますか。次の表の空欄部分に適切
と思われる表現を書いて下さい。 
 
表 18. 配偶者への言及表現 
 
夫が妻のことを何と呼ぶか 妻が夫のことを何と呼ぶか 
話し相手が親族・姻族の場合 
祖父母に向かって   
父・母に向かって   
義父母に向かって   
おじ・おばに向かって   
義理のおじ・おはに向かって   
兄・姉に向かって   
義理の兄・姉に向かって   
弟・妹に向かって   
義理の弟・妹に向かって   
子に向かって   
孫に向かって   
 話し相手が親族・姻族以外の場合 
初対面の人に向かって   
上司に向かって   
友達・同僚に向かって   
隣の子に向かって   
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資料 9. 愛称に関するアンケート調査 
 
ISMLARNING MUROJAAT SHAKLLARIGA DOIR ANKETA 
 
■ Anketa to‘ldiruvchining jinsi va yoshiga doir savollar 
 
1. Jinsingiz haqida quyidagilardan to‘g‘ri keladiganini ○ belgisi bilan belgilang. 
1) Erkak    2) Ayol 
2. Yoshingiz haqida quyidagilardan to‘g‘ri keladiganini ○ belgisi bilan belgilang. 
1) 10~19    2) 20~29    3) 30~39    4) 40~49    5) 50~59 
 
■ Ismlarning murojaat shakllariga doir savollar 
 
1. Do‘stlaringiz va sizdan yoshi kichik bo‘lgan tanishlaringizga to‘g‘ridan-to‘g‘ri ismi bilan murojaat 
qilganda, nima deb murojaat qilasiz? O‘zingiz bilgan ismlar doirasida javob bering. Javoblar bir 
nechta bo‘lsa, vergul ( , ) belgisi bilan ajratib yozing. 
 
1 - jadval. O‘zbek ismlari ro‘yxati 
Ismlar Ismlarning siz bilgan murojaat shakllari 
A 
Abbos (ar.)   
Abdulaziz (ar.)   
Abdulazim (ar.)   
Abdulvali (ar.)   
Abdulvahhob (ar.)   
Abdulvohid (ar.)   
Abduljabbor (ar.)   
Abduljalil (ar.)   
Abdullatif (ar.)   
Abdulahad (ar.)   
Abdulkarim (ar.)   
Abdulloh (ar.)   
Abdulmalik (ar.)   
Abdulfattoh (ar.)   
Abdulxoliq (ar.)   
Abdulqahhor (ar.)   
Abdulqodir (ar.)   
Abdulg‘afur (ar.)   
Abdulg‘affor (ar.)   
Abdulg‘ani (ar.)   
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Abdulhay (ar.)   
Abdulhamid (ar.)   
Abdulhakim (ar.)   
Abdulhafiz (ar.)   
Abdurrazzoq (ar.)   
Abdurrauf (ar.)   
Abdurrashid (ar.)   
Abdurrahiym (ar.)   
Abdurrahmon(ar.)   
Abdussamad (ar.)   
Abror (ar.)   
Adolat (ar.)   
Azamat (ar.)   
Akbar (ar.)   
Akmal (ar.)   
Akram (ar.)   
Ali (ar.)   
Alisher (ar.-fors.)   
Amir (ar.)   
Anbar (ar.)   
Anvar (ar.)   
Arslon (ar.)   
Asad (ar.)   
Asadulloh (ar.)   
Asal (ar.)   
Asomiddin (ar.)   
A’zam (ar.)   
Ahmad (ar.)   
Ahror (ar.)   
B 
Badriddin (ar.)   
Barno (fors.)   
Basanda (fors.)   
Baxtiyor (fors.)   
Bahodir (fors.)   
Bahor (fors.)   
Bahrom (fors.)   
Bekzod (o‘zb.-fors.)   
Bekmurod (o‘zb.-ar.)   
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Berdimurod (o‘zb.-ar.)   
Behzod (fors.)   
Behruz (fors.)   
Bibixol (o‘zb.-fors.)   
Binafsha (o‘zb.)   
Bobur (o‘zb.)   
Bozor (fors.)   
Boymurod (o‘zb.-ar.)   
Boyqobil (o‘zb.-ar.)   
Bolta (o‘zb.)   
Botir (o‘zb.-mon.)   
Bo‘ri (o‘zb.)   
D 
Davlat (ar.)   
Davron (ar.)   
Dilafruz (fors.)   
Dilbar (fors.)   
Dilmurod (fors.-ar.)   
Dilnavoz (fors.)   
Dilnoz (fors.)   
Dilovar (fors.)   
Diloro (fors.)   
Dilorom (fors.)   
Dilrabo (fors.)   
Dilshod (fors.)   
Durdona (ar.-fors.)   
E 
Elbek (o‘zb.)   
Eldor (o‘zb.-fors.)   
Elmurod (o‘zb.-ar.)   
Erali (o‘zb.-ar.)   
Ergash (o‘zb.)   
Erkin (o‘zb.)   
Eson (o‘zb.)   
Eshbek (o‘zb.)   
Eshbo‘ri (o‘zb.)   
Eshdavlat (o‘zb.-ar.)   
Eshmurod (o‘zb.-ar.)   
Eshqobil (o‘zb.)   
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E’zoz (ar.)   
Ehson (ar.)   
F 
Fazilat (ar.)   
Fazliddin (ar.)   
Fayzulloh (ar.)   
Farangiz (fors.)   
Farid (ar.)   
Farida (ar.)   
Farmon (fors.)   
Farog‘at (ar.)   
Farrux (fors.)   
Faxriddin (ar.)   
Feruz (fors.)   
Feruza (fors.)   
Firuz (fors.)   
Firuza (fors.)   
Fozil (ar.)   
Fozila (ar.)   
G 
Gavhar (fors.)   
Gavharshod (fors.)   
Gulandom (fors.)   
Gulasal (fors.-ar.)   
Guljamol (fors.-ar.)   
Guljahon (fors.)   
Gulnoz (fors.)   
Gulruh (fors.)   
Gulchehra (fors.)   
Gulshan (fors.)   
Gulshod (fors.)   
Go‘zal (o‘zb.)   
H 
Habib (ar.)   
Habiba (ar.)   
Habibulloh (ar.)   
Haydar (ar.)   
Hayit (ar.)   
Hayitali (ar.)   
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Hayitgul (ar.-fors.)   
Hayitmurod (ar.)   
Halima (ar.)   
Hamdam (fors.)   
Hamid (ar.)   
Hamida (ar.)   
Hamidulloh (ar.)   
Hamro (fors.)   
Hasan (ar.)   
Hasanali (ar.)   
Hasanxo‘ja (ar.-fors.)   
Hoji (ar.)   
Hojimurod (ar.)   
Hotam (ar.)   
Hulkar (o‘zb.)   
Humoyun (fors.)   
I 
Ibodat (ar.)   
Ibodulloh (ar.)   
Ibrohim (qad.yah.)    
Izzatulloh (ar.)   
Ilhom (ar.)   
Imom (ar.)   
Intizor (ar.)   
Iroda (ar.)   
Iskandar (ar.)   
Islom (ar.)   
Ismoil (qad.yah.)   
Isroil (qad.yah.)   
Ixtiyor (ar.)   
Iqbol (ar.)   
J 
Javlon (ar.)   
Jalol (ar.)   
Jaloliddin (ar.)   
Jamol (ar.)   
Jamshid (fors.)   
Jasur (ar.)   
Jahongir (fors.)   
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Juma (ar.)   
Jumagul (ar.-fors.)   
Jumaqul (ar.-o‘zb.)   
Jumanazar (ar.)   
Jo‘ra (fors.)   
K 
Kamol (ar.)   
Kamoliddin (ar.)   
Komil (ar.)   
Kamola (ar.)   
Komron (fors.)   
Kumush (o‘zb.)   
L 
Layli (ar.)   
Latifa (ar.)   
Latofat (ar.)   
Lobar (ar.)   
Lola (fors.)   
Lutfiya (ar.)   
Lutfulloh (ar.)   
M 
Mavjuda (ar.)   
Mavluda (ar.)   
Madina (ar.)   
Malika (ar.)   
Malohat (ar.)   
Mastura (ar.)   
Matluba (ar.)   
Maftuna (ar.)   
Mahbuba (ar.)   
Mahliyo (ar.)   
Mahmud (ar.)   
Mehriniso(fors.)   
Mirza (fors.)   
Mohigul (fors.)   
Mohidil (fors.)   
Mohinur (fors.-ar.)   
Mohira (ar.)   
Muazzam (ar.)   
309 
 
Muattar (ar.)   
Muborak (ar.)   
Muzaffar (ar.)   
Munavvar (ar.)   
Munira (ar.)   
Munis (ar.)   
Murod (ar.)   
Musallam (ar.)   
Musulmon (ar.)   
Muxtor (ar.)   
Musharraf (ar.)   
Muyassar (ar.)   
Muqaddam (ar.)   
Muqaddas (ar.)   
Muhammad (ar.)   
Muharram (ar.)   
Muhtaram (ar.)   
N 
Navro‘z (fors.)   
Najmiddin (ar.)   
Nazar (ar.)   
Nazira (ar.)   
Nazifa (ar.)   
Nazokat (ar.)   
Nazrulloh (ar.)   
Namoz (fors.)   
Nargiz (ar.)   
Narimon (ar.-fors.)   
Nasiba (ar.)   
Nasim (ar.)   
Nasima (ar.)   
Nasriddin (ar.)   
Ne’mat (ar.)   
Ne’matulloh (ar.)   
Nigina (fors.)   
Nigora (fors.)   
Nizom (ar.)   
Nizomiddin (ar.)   
Nilufar (hin.)   
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Nishon (fors.)   
Nodir (ar.)   
Nodira (ar.)   
Norboy (fors.-o‘zb.)   
Normurod (fors.-ar.)   
Normomin (fors.-ar.)   
Noroy (fors.-o‘zb.)   
Nortoji (fors.)   
Norxol (fors.)   
Norqobil (fors.-ar.)   
Nosir (ar.)   
Nurbek (ar.-o‘zb.)   
Norjamol (ar.)   
Nuriddin (ar.)   
Nurulloh (ar.)   
Nusrat (ar.)   
Nusratulloh (ar.)   
O 
Obid (ar.)   
Obida (ar.)   
Obod (fors.)   
Odil (ar.)   
Odina (fors.)   
Ozod (fors.)   
Ozoda (fors.)   
Ozodbek (fors.-o‘zb.)   
Oygul (o‘zb.-fors.)   
Oydin (o‘zb.)   
Oyjamol (o‘zb.-ar.)   
Oynisa (o‘zb.-ar.)   
Oysha (ar.)   
Olim (ar.)   
Olima (ar.)   
Oliya (ar.)   
Olloyor (ar.-fors.)   
Omon (ar.)   
Omonulloh (ar.)   
Orzigul (fors.)   
Orzu (fors.-hin.)   
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Orif (ar.)   
Ortiq (o‘zb.)   
Otabek (o‘zb.)   
Oqil (ar.)   
P. 
Panji (fors.)   
Parda (fors.)   
Po‘lat (fors.)   
Q 
Qaldirg‘och (o‘zb.)   
Qambar (ar.)   
Qahramon (fors.)   
Qilich (o‘zb.)   
Qudrat (ar.)   
Qudratulloh (ar.)   
Qunduz (o‘zb.)   
Qurbon (ar.)   
Qurbonali (ar.)   
Qurbonnazar (ar.)   
Qurbonoy (ar.-o‘zb.)   
Qutbiddin (ar.)   
Qutli (o‘zb.)   
Qutlibeka (o‘zb.)   
Qo‘ldosh (o‘zb.)   
Qo‘chqor (o‘zb.)   
Qo‘shoq (o‘zb.)   
R 
Ravshan (fors.)   
Rajab (ar.)   
Ramazon (ar.)   
Ramziddin (ar.)   
Rasul (ar.)   
Ra’no (ar.)   
Rahmat (ar.)   
Rahmatulloh (ar.)   
Rizo (ar.)   
Robiya (ar.)   
Roziya (ar.)   
Rohat (ar.)   
312 
 
Ruslan (fors.)   
Rustam (fors.)   
Ruxshona (fors.)   
Ro‘zi (fors.)   
Ro‘zimurod (fors.-ar.)   
Ro‘zixol (fors.)   
S 
Sadoqat (ar.)   
Sadriddin (ar.)   
Said (ar.)   
Saida (ar.)   
Sayid (ar.)   
Sayida (ar.)   
Sayidmurod (ar.)   
Sayfiddin (ar.)   
Sayfulloh (ar.)   
Salim (ar.)   
Salomat (ar.)   
Samandar (ar.)   
Sanam (ar.)   
Saodat (ar.)   
Sarvar (ar.)   
Sarvinoz (fors.)   
Sardor (fors.)   
Safar (ar.)   
Safarali (ar.)   
Safargul (ar.-fors.)   
Sa’dulloh (ar.)   
Sevar (o‘zb.)   
Siroj (ar.)   
Sirojiddin (ar.)   
Soat (ar.)   
Sobir (ar.)   
Sobit (ar.)   
Sodiq (ar.)   
Sojida (ar.)   
Solih (ar.)   
Sohib (ar.)   
Sulton (ar.)   
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Sultonali (ar.)   
Sultonmurod (ar.)   
Sultonoy (ar.-o‘zb.)   
Surayyo (ar.)   
T 
Tabassum (ar.)   
Tal’at (ar.)   
Temir (o‘zb.)   
Tesha (o‘zb.)   
Tilovmurod (o‘zb.-ar.)   
Tojiddin (fors.-ar.)   
Tojimurod (fors.-ar.)   
Tojiniso (fors.-ar.)   
Tolib (ar.)   
Toshmurod (o‘zb.-ar.)   
Toshpolat (o‘zb.-fors.)   
Tohir (ar.)   
Tursun (o‘zb.)   
Turg‘un (o‘zb.)   
To‘lqin (o‘zb.)   
To‘ra (o‘zb.)   
U 
Ubaydulloh (ar.)   
Uldona (o‘zb.-fors.)   
Ulug‘bek (o‘zb.)   
Umar (ar.)   
Umid (fors.)   
Umida (fors.)   
Umidulloh (fors.-ar.)   
Usmon (ar.)   
Uchqun (o‘zb.)   
V 
Vafo (ar.)   
Vosil (ar.)   
X 
Xayriddin (ar.)   
Xayrulloh (ar.)   
Xalil (ar.)   
Xolbek (fors.-o‘zb.)   
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Xolbeka (fors.-o‘zb.)   
Xolbibi (fors.-o‘zb.)   
Xolboy (fors.-o‘zb.)   
Xoldor (fors.)   
Xolmirza (fors.)   
Xolmurod (fors.-ar.)   
Xolmuhammad (fors.-ar.)   
Xolmo‘min (fors.-ar.)   
Xoltoji (fors.)   
Xondamir (o‘zb.-fors.)    
Xonzoda (o‘zb.-fors.)   
Xosiyat (ar.)   
Xudoyberdi (fors.-o‘zb.)   
Xudoynazar (fors.-ar.)   
Xumor (ar.)   
Xurram (fors.)   
Xursand (fors.)   
Xurshid (fors.)   
Xurshida (fors.)   
Y 
Yayra (o‘zb.)   
Yashar (o‘zb.)   
Yetim (ar.)   
Yodgor (fors.)   
Yorqinoy (o‘zb.)   
Yoqub (ar.)   
Yoqut (ar.)   
Yulduz (o‘zb.)   
Yunus (yah.)   
Yusuf (yah.)   
Yo‘ldosh (o‘zb.-fors.)   
Z 
Zaynab (ar.)   
Zayniddin (ar.)   
Zarina (fors.)   
Zarif (ar.)   
Zarifa (ar.)   
Zafar (ar.)   
Zebiniso (fors.-ar.)   
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Zebo (fors.)   
Ziyo (ar.)   
Ziynat (ar.)   
Zoyir (ar.)   
Zokir (ar.)   
Zubayda (ar.)   
Zulfiya (fors.)   
Zulxumor (ar.)   
Zumrad (fors.)   
Zuhro (ar.)   
O‘ 
O‘ktam (o‘zb.)   
O‘lmas (o‘zb.)   
O‘lmasoy (o‘zb.)   
O‘ral (o‘zb.)   
O‘roq (o‘zb.)   
O‘tkir (o‘zb.)   
O‘g‘iloy (o‘zb.)   
O‘rilshod (uzb-fors.)   
G‘ 
G‘ayrat (ar.)   
G‘iyos (ar.)   
G‘iyosiddin (ar.)   
G‘olib (ar.)   
G‘ulom (ar.)   
SH 
Shabnam (fors.)   
Shavkat (ar.)   
Shamsiddin (ar.)   
Shamsiya (ar.)   
Shamsulloh (ar.)   
Sharbat (ar.)   
Sharif (ar.)   
Sharifa (ar.)   
Shafiqa (ar.)   
Shahboz (fors.)   
Shahina (fors.)   
Shahlo (ar.)   
Shahnoz (fors.)   
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Shahobiddin (ar.)   
Shahodat (ar.)   
Sherali (fors.-ar.)   
Sherboy (fors.-o‘zb.)   
Sherzod (fors.)   
Shermurod (fors.-ar.)   
Shermuhammad (fors.-ar.)    
Sherxon (fors.-o‘zb.)   
Sherqobil (fors.-ar.)   
Sherqul (fors.-o‘zb.)   
Shirin (fors.)   
Shoberdi (fors.-o‘zb.)   
Shodi (fors.)   
Shodibek (fors.-o‘zb.)   
Shodigul (fors.)   
Shodiyor (fors.)   
Shodimurod (fors.-ar.)   
Shodiya (fors.)   
SHodmon (fors.)   
Shoir (ar.)   
Shoira (ar.)   
Shoyista (fors.)   
Shokir (ar.)   
Shohida (ar.)   
Shohimardon (fors.)   
Shohruh (fors.)   
Shohsanam (fors.-ar.)   
Shukur (ar.)   
Shukrulloh (ar.)   
Shuhrat (ar.)   
CH 
Charos (o‘zb.)   
Chori (fors.)   
 
 Qisqartmalar: 
ar. － arabcha  mon. － mongolcha 
fors. － forscha  yah. － yahudiycha 
hin. － hindcha  o‘zb. － o‘zbekcha 
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資料 10. 参考：資料 9の日本語訳 
 
愛称に関するアンケート調査 
 
■ 被調査者の性別、年齢に関する質問項目 
 
1. あなたの性別について、当てはまる項目を○で囲んで下さい。 
1) 男    2) 女 
2. あなたの年齢について、当てはまる項目を○で囲んで下さい。 
1) 10代    2) 20代    3) 30代    4) 40代    5) 50代 
 
■ 愛称に関する質問項目 
 
1. あなたは、友人や目下（年下）の知人に対して直接名前で呼びかけるとき、何と言って呼びかけるで
しょうか？自分が知っている範囲で答えて下さい。知っている愛称形が複数ある場合はコンマ（ , ）
で区切って下さい。 
 
表 1. ウズベク人の名前一覧 
名前 知っている愛称形 
A 
Abbos (ar.) male  
Abdulaziz (ar.) male  
Abdulazim (ar.) male  
Abdulvali (ar.) male  
Abdulvahhob (ar.) male  
Abdulvohid (ar.) male  
Abduljabbor (ar.) male  
Abduljalil (ar.) male  
Abdullatif (ar.) male  
Abdulahad (ar.) male  
Abdulkarim (ar.) male  
Abdulloh (ar.) male  
Abdulmalik (ar.) male  
Abdulfattoh (ar.) male  
Abdulxoliq (ar.) male  
Abdulqahhor (ar.) male  
Abdulqodir (ar.) male  
Abdulg‘afur (ar.) male  
Abdulg‘affor (ar.) male  
Abdulg‘ani (ar.) male  
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Abdulhay (ar.) male  
Abdulhamid (ar.) male  
Abdulhakim (ar.) male  
Abdulhafiz (ar.) male  
Abdurrazzoq (ar.) male  
Abdurrauf (ar.) male  
Abdurrashid (ar.) male  
Abdurrahiym (ar.) male  
Abdurrahmon(ar.) male  
Abdussamad (ar.) male  
Abror (ar.) male  
Adolat (ar.) female  
Azamat (ar.) male  
Akbar (ar.) male  
Akmal (ar.) male  
Akram (ar.) male  
Ali (ar.) male  
Alisher (ar.-per.) male  
Amir (ar.) male  
Anbar (ar.) female  
Anvar (ar.) male  
Arslon (ar.) male  
Asad (ar.) male  
Asadulloh (ar.) male  
Asal (ar.) female  
Asomiddin (ar.) male  
A’zam (ar.) male  
Ahmad (ar.) male  
Ahror (ar.) male  
B 
Badriddin (ar.) male  
Barno (per.) female  
Basanda (per.) female  
Baxtiyor (per.) male  
Bahodir (per.) male  
Bahor (per.) male  
Bahrom (per.) male  
Bekzod (uzb.-per.) male  
Bekmurod (uzb.-ar.) male  
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Berdimurod (uzb.-ar.) male  
Behzod (per.) male  
Behruz (per.) male  
Bibixol (uzb.-per.) female  
Binafsha (uzb.) female  
Bobur (uzb.) male  
Bozor (per.) male  
Boymurod (uzb.-ar.) male  
Boyqobil (uzb.-ar.) male  
Bolta (uzb.) male  
Botir (uzb.-mon.) male  
Bo‘ri (uzb.) male  
D 
Davlat (ar.) male  
Davron (ar.) male  
Dilafruz (per.) female  
Dilbar (per.) female  
Dilmurod (per.-ar.) male  
Dilnavoz (per.) female  
Dilnoz (per.) female  
Dilovar (per.) female  
Diloro (per.) female  
Dilorom (per.) female  
Dilrabo (per.) female  
Dilshod (per.) male  
Durdona (ar.-per.) female  
E 
Elbek (uzb.) male  
Eldor (uzb.-per.) male  
Elmurod (uzb.-ar.) male  
Erali (uzb.-ar.) male  
Ergash (uzb.) male  
Erkin (uzb.) male  
Eson (uzb.) male  
Eshbek (uzb.) male  
Eshbo‘ri (uzb.) male  
Eshdavlat (uzb.-ar.) male  
Eshmurod (uzb.-ar.) male  
Eshqobil (uzb.) male  
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E’zoz (ar.) male  
Ehson (ar.) (fe)male  
F 
Fazilat (ar.) female  
Fazliddin (ar.) male  
Fayzulloh (ar.) male  
Farangiz (per.) (fe)male  
Farid (ar.) male  
Farida (ar.) female  
Farmon (per.) female  
Farog‘at (ar.) female  
Farrux (per.) male  
Faxriddin (ar.) male  
Feruz (per.) male  
Feruza (per.) female  
Firuz (per.) male  
Firuza (per.) female  
Fozil (ar.) male  
Fozila (ar.) female  
G 
Gavhar (per.) female  
Gavharshod (per.) female  
Gulandom (per.) female  
Gulasal (per.-ar.) female  
Guljamol (per.-ar.) female  
Guljahon (per.) female  
Gulnoz (per.) female  
Gulruh (per.) female  
Gulchehra (per.) female  
Gulshan (per.) female  
Gulshod (per.) female  
Go‘zal (uzb.) female  
H 
Habib (ar.) male  
Habiba (ar.) female  
Habibulloh (ar.) male  
Haydar (ar.) male  
Hayit (ar.) male  
Hayitali (ar.) male  
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Hayitgul (ar.-per.) female  
Hayitmurod (ar.) male  
Halima (ar.) female  
Hamdam (per.) male  
Hamid (ar.) male  
Hamida (ar.) female  
Hamidulloh (ar.) male  
Hamro (per.) male  
Hasan (ar.) male  
Hasanali (ar.) male  
Hasanxo‘ja (ar.-per.) male  
Hoji (ar.) male  
Hojimurod (ar.) male  
Hotam (ar.) male  
Hulkar (uzb.) female  
Humoyun (per.) male  
I 
Ibodat (ar.) female  
Ibodulloh (ar.) male  
Ibrohim (old jew.) male   
Izzatulloh (ar.) male  
Ilhom (ar.) male  
Imom (ar.) male  
Intizor (ar.) (fe)male  
Iroda (ar.) female  
Iskandar (ar.) male  
Islom (ar.) male  
Ismoil (old jew.) male  
Isroil (old jew.) male  
Ixtiyor (ar.) male  
Iqbol (ar.) male  
J 
Javlon (ar.) male  
Jalol (ar.) male  
Jaloliddin (ar.) male  
Jamol (ar.) male  
Jamshid (per.) male  
Jasur (ar.) male  
Jahongir (per.) male  
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Juma (ar.) male  
Jumagul (ar.-per.) female  
Jumaqul (ar.-uzb.) male  
Jumanazar (ar.) male  
Jo‘ra (per.) male  
K 
Kamol (ar.) male  
Kamoliddin (ar.) male  
Komil (ar.) male  
Kamola (ar.) female  
Komron (per.) male  
Kumush (uzb.) female  
L 
Layli (ar.) female  
Latifa (ar.) female  
Latofat (ar.) female  
Lobar (ar.) female  
Lola (per.) female  
Lutfiya (ar.) female  
Lutfulloh (ar.) male  
M 
Mavjuda (ar.) female  
Mavluda (ar.) female  
Madina (ar.) female  
Malika (ar.) female  
Malohat (ar.) female  
Mastura (ar.) female  
Matluba (ar.) female  
Maftuna (ar.) female  
Mahbuba (ar.) female  
Mahliyo (ar.) female  
Mahmud (ar.) male  
Mehriniso(per.) female  
Mirza (per.) male  
Mohigul (per.) female  
Mohidil (per.) female  
Mohinur (per.-ar.) female  
Mohira (ar.) female  
Muazzam (ar.) male  
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Muattar (ar.) female  
Muborak (ar.) female  
Muzaffar (ar.) male  
Munavvar (ar.) female  
Munira (ar.) female  
Munis (ar.) female  
Murod (ar.) male  
Musallam (ar.) female  
Musulmon (ar.) male  
Muxtor (ar.) male  
Musharraf (ar.) female  
Muyassar (ar.) female  
Muqaddam (ar.) female  
Muqaddas (ar.) female  
Muhammad (ar.) male  
Muharram (ar.) female  
Muhtaram (ar.) female  
N 
Navro‘z (per.) (fe)male  
Najmiddin (ar.) male  
Nazar (ar.) male  
Nazira (ar.) female  
Nazifa (ar.) female  
Nazokat (ar.) female  
Nazrulloh (ar.) male  
Namoz (per.) male  
Nargiz (ar.) female  
Narimon (ar.-per.) male  
Nasiba (ar.) female  
Nasim (ar.) male  
Nasima (ar.) female  
Nasriddin (ar.) male  
Ne’mat (ar.) male  
Ne’matulloh (ar.) male  
Nigina (per.) female  
Nigora (per.) female  
Nizom (ar.) male  
Nizomiddin (ar.) male  
Nilufar (hin.) female  
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Nishon (per.) male  
Nodir (ar.) male  
Nodira (ar.) female  
Norboy (per.-uzb.) male  
Normurod (per.-ar.) male  
Normomin (per.-ar.) male  
Noroy (per.-uzb.) (fe)male  
Nortoji (per.) female  
Norxol (per.) female  
Norqobil (per.-ar.) male  
Nosir (ar.) male  
Nurbek (ar.-uzb.) male  
Norjamol (ar.) male  
Nuriddin (ar.) male  
Nurulloh (ar.) male  
Nusrat (ar.) male  
Nusratulloh (ar.) male  
O 
Obid (ar.) male  
Obida (ar.) female  
Obod (per.) male  
Odil (ar.) male  
Odina (per.) female  
Ozod (per.) male  
Ozoda (per.) female  
Ozodbek (per.-uzb.) male  
Oygul (uzb.-per.) female  
Oydin (uzb.) female  
Oyjamol (uzb.-ar.) female  
Oynisa (uzb.-ar.) female  
Oysha (ar.) female  
Olim (ar.) male  
Olima (ar.) female  
Oliya (ar.) female  
Olloyor (ar.-per.) male  
Omon (ar.) male  
Omonulloh (ar.) male  
Orzigul (per.) female  
Orzu (per.-hin.) female  
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Orif (ar.) male  
Ortiq (uzb.) male  
Otabek (uzb.) male  
Oqil (ar.) male  
P. 
Panji (per.) male  
Parda (per.) male  
Po‘lat (per.) male  
Q 
Qaldirg‘och (uzb.) female  
Qambar (ar.) male  
Qahramon (per.) male  
Qilich (uzb.) male  
Qudrat (ar.) male  
Qudratulloh (ar.) male  
Qunduz (uzb.) female  
Qurbon (ar.) (fe)male  
Qurbonali (ar.) male  
Qurbonnazar (ar.) male  
Qurbonoy (ar.-uzb.) female  
Qutbiddin (ar.) male  
Qutli (uzb.) (fe)male  
Qutlibeka (uzb.) female  
Qo‘ldosh (uzb.) male  
Qo‘chqor (uzb.) male  
Qo‘shoq (uzb.) male  
R 
Ravshan (per.) male  
Rajab (ar.) male  
Ramazon (ar.) male  
Ramziddin (ar.) male  
Rasul (ar.) male  
Ra’no (ar.) female  
Rahmat (ar.) male  
Rahmatulloh (ar.) male  
Rizo (ar.) male  
Robiya (ar.) female  
Roziya (ar.) female  
Rohat (ar.) female  
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Ruslan (per.) male  
Rustam (per.) male  
Ruxshona (per.) female  
Ro‘zi (per.) (fe)male  
Ro‘zimurod (per.-ar.) male  
Ro‘zixol (per.) female  
S 
Sadoqat (ar.) female  
Sadriddin (ar.) male  
Said (ar.) male  
Saida (ar.) female  
Sayid (ar.) male  
Sayida (ar.) female  
Sayidmurod (ar.) male  
Sayfiddin (ar.) male  
Sayfulloh (ar.) male  
Salim (ar.) male  
Salomat (ar.) (fe)male  
Samandar (ar.) male  
Sanam (ar.) female  
Saodat (ar.) female  
Sarvar (ar.) (fe)male  
Sarvinoz (per.) female  
Sardor (per.) male  
Safar (ar.) male  
Safarali (ar.) male  
Safargul (ar.-per.) female  
Sa’dulloh (ar.) male  
Sevar (uzb.) female  
Siroj (ar.) male  
Sirojiddin (ar.) male  
Soat (ar.) male  
Sobir (ar.) male  
Sobit (ar.) male  
Sodiq (ar.) male  
Sojida (ar.) female  
Solih (ar.) male  
Sohib (ar.) male  
Sulton (ar.) male  
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Sultonali (ar.) male  
Sultonmurod (ar.) male  
Sultonoy (ar.-uzb.) male  
Surayyo (ar.) female  
T 
Tabassum (ar.) (fe)male  
Tal’at (ar.) male  
Temir (uzb.) male  
Tesha (uzb.) male  
Tilovmurod (uzb.-ar.) male  
Tojiddin (per.-ar.) male  
Tojimurod (per.-ar.) male  
Tojiniso (per.-ar.) female  
Tolib (ar.) male  
Toshmurod (uzb.-ar.) male  
Toshpolat (uzb.-per.) male  
Tohir (ar.) male  
Tursun (uzb.) male  
Turg‘un (uzb.) male  
To‘lqin (uzb.) male  
To‘ra (uzb.) male  
U 
Ubaydulloh (ar.) male  
Uldona (uzb.-per.) female  
Ulug‘bek (uzb.) male  
Umar (ar.) male  
Umid (per.) male  
Umida (per.) female  
Umidulloh (per.-ar.) male  
Usmon (ar.) male  
Uchqun (uzb.) male  
V 
Vafo (ar.) (fe)male  
Vosil (ar.) male  
X 
Xayriddin (ar.) male  
Xayrulloh (ar.) male  
Xalil (ar.) male  
Xolbek (per.-uzb.) male  
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Xolbeka (per.-uzb.) female  
Xolbibi (per.-uzb.) female  
Xolboy (per.-uzb.) male  
Xoldor (per.) male  
Xolmirza (per.) male  
Xolmurod (per.-ar.) male  
Xolmuhammad (per.-ar.) male  
Xolmo‘min (per.-ar.) male  
Xoltoji (per.) female  
Xondamir (uzb.-per.) male   
Xonzoda (uzb.-per.) female  
Xosiyat (ar.) female  
Xudoyberdi (per.-uzb.) male  
Xudoynazar (per.-ar.) male  
Xumor (ar.) female  
Xurram (per.) (fe)male  
Xursand (per.) (fe)male  
Xurshid (per.) male  
Xurshida (per.) female  
Y 
Yayra (uzb.) (fe)male  
Yashar (uzb.) male  
Yetim (ar.) male  
Yodgor (per.) male  
Yorqinoy (uzb.) female  
Yoqub (ar.) male  
Yoqut (ar.) (fe)male  
Yulduz (uzb.) female  
Yunus (jew.) male  
Yusuf (jew.) male  
Yo‘ldosh (uzb.-per.) male  
Z 
Zaynab (ar.) female  
Zayniddin (ar.) male  
Zarina (per.) female  
Zarif (ar.) male  
Zarifa (ar.) female  
Zafar (ar.) male  
Zebiniso (per.-ar.) female  
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Zebo (per.) female  
Ziyo (ar.) female  
Ziynat (ar.) female  
Zoyir (ar.) male  
Zokir (ar.) male  
Zubayda (ar.) female  
Zulfiya (per.) female  
Zulxumor (ar.) female  
Zumrad (per.) female  
Zuhro (ar.) female  
O‘ 
O‘ktam (uzb.) male  
O‘lmas (uzb.) (fe)male  
O‘lmasoy (uzb.) female  
O‘ral (uzb.) male  
O‘roq (uzb.) male  
O‘tkir (uzb.) male  
O‘g‘iloy (uzb.) female  
O‘rilshod (uzb-per.) male  
G‘ 
G‘ayrat (ar.) male  
G‘iyos (ar.) male  
G‘iyosiddin (ar.) male  
G‘olib (ar.) male  
G‘ulom (ar.) male  
SH 
Shabnam (per.) female  
Shavkat (ar.) male  
Shamsiddin (ar.) male  
Shamsiya (ar.) female  
Shamsulloh (ar.) male  
Sharbat (ar.) female  
Sharif (ar.) male  
Sharifa (ar.) female  
Shafiqa (ar.) female  
Shahboz (per.) male  
Shahina (per.) female  
Shahlo (ar.) female  
Shahnoz (per.) female  
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Shahobiddin (ar.) male  
Shahodat (ar.) female  
Sherali (per.-ar.) male  
Sherboy (per.-uzb.) male  
Sherzod (per.) male  
Shermurod (per.-ar.) male  
Shermuhammad (per.-ar.) male   
Sherxon (per.-uzb.) male  
Sherqobil (per.-ar.) male  
Sherqul (per.-uzb.) male  
Shirin (per.) female  
Shoberdi (per.-uzb.) male  
Shodi (per.) (fe)male  
Shodibek (per.-uzb.) male  
Shodigul (per.) female  
Shodiyor (per.) male  
Shodimurod (per.-ar.) male  
Shodiya (per.) female  
SHodmon (per.) male  
Shoir (ar.) male  
Shoira (ar.) female  
Shoyista (per.) female  
Shokir (ar.) male  
Shohida (ar.) female  
Shohimardon (per.) male  
Shohruh (per.) male  
Shohsanam (per.-ar.) female  
Shukur (ar.) male  
Shukrulloh (ar.) male  
Shuhrat (ar.) male  
CH 
Charos (uzb.) female  
Chori (per.) (fe)male  
 
略語 
Ar. － Arabic（アラビア語）  Mon. － Mongolian（モンゴル語） 
Hin. － Hindi（ヒンディー語）  Per. － Persian（ペルシア語） 
Jew. － Jewish（ヘブライ語）  Uzb. － Uzbek（ウズベク語） 
 
 
